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発刊 と 際 し て 


日 本 語 と いう 国字 を 駆使 し 、 正 確 に 、 美 し く 、 早 く 表 記す る 情報 伝達 の 機械 と し て 
大 正 4 年 に 誕生 し た 和文 タイ プラ イタ は 、 す で に 60 年 の 歳 月 を 経て いま す 。 

その 間 に は 、 書 記 機械 と し て の 和文 タイ プラ イタ の は ほか に 計算 、 複 写 、 印 刷 、 連 絡 、 
整理 な どの 分 野 に お いて は 、 数 多く の 事務 機械 が 開発 され 、 今 日 の 情報 化 社会 の 中 で 
これ ら の 事務 機械 が 、 そ れ ぞ れ の パー ト を 確実 受け 持ち な が ら 事 務 の 合理 化 、 能 率 
化 に 大 い 役 立っ て いま す 。 

と の よう に 、 現 在 で は 複雑 多岐 に わた る 事務 機械 が 活躍 する 中 で 、 わ が 国 に お ける 
国産 事務 機械 の 草分け 的 存在 と し て 、 ま た 同時 に 、 和 文 タ イ ピ スト と いう 職業 を 創り 
出し 、 多 く の 女 性 の ビジ ネス 社会 へ の 進出 を うな が す 端 緒 を 担っ て きた 和文 タイ プラ 
イタ は 、 今 日 どの よう な 位置 を 占め 、 ど の よう な 役割 を は た し て いる の で し ょ うか 。 

また 、 将 来 そ の よう な 役割 を は た す た め に は どの よう な 機能 が 要求 され る の で し ょ 
うか 。 そ し て 事務 の 効率 向上 に は 、 ど の よう な 応用 分 野 が 考え られ る で し ょ うか 。 

と れ ら の 疑問 は 、 唯 単に 機械 に 対す る も ね の だ け で は な く 、 わ れ わ れ タ イプ ライ タメ 
ー カ ー の 企業 姿 土 を 始め と し 、 和 文 タ イ ピ スト 自身 の 今日 的 在り 方 に 対し て も 等 し く 
向け られ る べき 問 で は な いで し ょ うか 。 

と の よう な 和文 タイ プラ イタ を めぐ る 様々 な 問題 を 将来 に 向け て 考え よう と する と 
き 、 確 か に 和文 タイ プラ イタ の 技能 、 技 術 修得 に 関す る 書物 は 数 多く 刊行 され て いま 
す が 、 和 文 タ イプ ライ タ 全 般 に 関し て 網 維 し た 資料 は 、 と れ ま で まとめ られ て いな い 
の が 実状 で す 。 と の よう な 実状 に 対し て 、 メ ー カ ー と し て は 深く 責任 を 感じ る と と も 
(に 、 と の 際 、60 年 の 歴史 の 重き を ふ まえ 、 和 文 タ イプ ライ タ 及 び 和 文 タ イ ピ スト K 関 
する 資料 を いさ さか な り と も 集大成 し 、 多 く の 人 々 に 和文 タイ プラ イタ の 持つ 広 さと 
深 さ を 知っ て も ら と と を 目的 に 、 本 書 「 和 文 タ イ ピ スト ・ ハ ンド ブッ ク 」 (和文 タイ 
プラ イタ の 知識 と 技術 ) を 、 和 文 タ イプ ライ ター 工業 会 の 共同 事業 の 一 つと し て と り 
あげ 、 と と に 発刊 する に 至り まし た 。 

本 書 の 発刊 の 目的 は 具体 的 に は 次 の よう な も の で す 。 

1 ) 和文 タ イ ピ スト の 実務 に 役立つ 体系 的 知識 と 和文 タイ プラ イタ の 社会 的 重要 性 の 
確認 。 

2 ) 和文 タイ ピス ト 人 人 口 の 拡大 を 目標 に 、 和 文 タ イ ピ スト と いう 職業 の も つ 特 技 性 及 
びそ の 社会 的 優位 性 の 再 確認 。 


3 ) タイ プラ イタ の 管理 者 、 購 入 決定 者 に 対す る 和文 タイ プラ イタ の 必要 性 の 訴求 と 
情報 、 知 識 の 提供 。 

本 書 の 編集 に つい て は 、 極 め て 広範 囲 に わた る 和文 タイ プラ イタ に た だ 関 する 諸 問題 を 
客観 的 に 見 つめ 、 ハ ンド ブッ ク の 特徴 を 生か す た め (だ 200 点 の 図版 、 表 、 写 真 を 掲載 
し 、 特 に タイ プラ イタ の 役割 の 一 つ で も ある 印刷 の 項目 を 加え 内 容 の 幅 を 広げ まし た 。 

身近 に 存在 し すぎ て 知ら な い 、 と いう の が 和文 タイ プラ イタ だ と いえ る か も 知れ ま 
せん 。 それだけ に 本 書 の 持つ 使命 は 極め て 重要 で あり 、 ま た と の 発刊 を 基 に と の よう 
な 和文 タイ プラ イタ に 関す る 様々 な 書物 が 出版 され る と と を 願っ て いま す 。 

資料 収集 及び 編集 に 約 6 カ月 間 の 時 間 を 費 し 、 ま た 時 間 的 制約 の 下 で 快 よく 協力 し 
て 下さ っ た 執筆 者 な ら び に 編集 者 の ご 苦労 は 大 変 な も の が あっ た と 推察 し 、 あ ら た め 
て と と に ぼ 才 意 を 表し ます 。 

また 、 本 書 の 企画 、 編 集 に 多忙 な 執務 に も か か わら ず 積 極 的 に 協力 し て 下さ っ た 各 
メー カー の 編集 委員 の 方 々 に も 心 よ り 感謝 いた し ます 。 

最後 に 、 本 書 を 読ん で いた だ いた タイ ピス ト の 方 々 や 和文 タイ プラ イタ (に な ん ら か 
の 形 で た ず さ わ っ て いる 方 々 へ の お 願い が あり ます 。 

と の よう な ハン ドブ ッ ク の 発刊 は 当 工業 会 と し て も 初め て の と と で あり 、 ま た 和文 
タイ プラ イタ に 係わる 分 野 に お いて も お そら く 初 め て の と と で は な いか と 思い ます 。 
し た が っ て 内 容 的 に も 欠け て いる 部 分 、 不 充分 な 点 も 多く あり ます の で 、 本 書 を と 覧 
いた だ き お 気 ず すき の 点 が あり まし た ら 、 ど ん な 事柄 で も 結構 で す の で 、 ど し ど し と 指 
摘 並 びに と 叱 責 い た だ けれ ば 幸い で す 。 

私 ども 和文 タイ プラ イタ ー 工 業 会 と し て は 、 本 書 の 刊行 を 第 一 歩 と し て 、 和 文 タ イ 
ピス ト の 方 々 を は じ め 、 広 く 和 文 タ イプ ライ タ の ユー ザー の 方 々 と 親密 な る 接触 を 深 
め な が ら 、 よ り 良 い 和 文 タ イプ ライ タ の 明日 へ の 発展 を 企 る べく 努力 し 、 ま た その 社 
会 的 買 任 を 遂行 する 所 存 で す の で 、 重 ね て よろ し く お 願い し ます 。 

( 尚 、 本 文中 の 氏名 は すべ て 敬称 を 略し まし た 。 ) 
昭和 52 年 12 月 


和文 タイ プラ イタ ー 工 業 会 会 
桜 井 繁 雄 
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第 一 章 和文 タイ プラ イタ と は 何 か 
、 深 還 オイ ジラ ン イ 必 の 定 束 ooommegraperakesresessssrvweksaeyorsrs 19 
の 生 隊 多 イ デラ イタ で 湯 時 や emoerenriereezeekure eestersioyre 
3。 和 廊 タ イプ ライ タ の 種類 。 機能 。 用途 …… ぐ Ci…r ド の ………… 
4。 タ イデ ライ タ の あゆ ゆみ) ドド 20 eeerre ーー 


1 ) 欧文 タイ プラ イタ の あゆ み 
2 ) 和文 タイ プラ イタ の あゆ み 


。 和文 タイ プラ イタ の 今日 と 明日 ooo 29 


第 二 章 和文 タイ プラ イタ の あら まし 


。 和文 タイ プラ イタ の 種類 と 特徴 、……… に ドー 34 


1 ) 機械 構造 別 ( A 機 構 移動 式 ・B 機 構 固定 式 ) 

2 ) 活字 の 収容 方 式 別 ( A 平 面 収容 方 式 ・ B 円 筒 収 容 方 式 ・C そ の 他 
の 収容 方 式 ) 

3 ) 索 字 方 式 別 ( A 活 字 直視 式 ・B 見 出し 盤 式 ) 

4) そ の 他 


。 和 和文 タイ プラ イタ 6 の 仕組 mmm 36 


1 ) 原理 と 基本 構造 ( A 機 構 移動 式 ・B 機 構 固定 式 ) 


の esa orePeSzeeisezesa2KRSPe 882 adadBBo sa 46 


1 ) 部 首 画 数 別 
2 ) 読み ( 音 と 訓 ) 別 
3 ) 使用 度 に よる 分 類 


。 夕 イ 2 の 888(ai 29 る る agiaiaiei.'P(glesgiajaiekeieieigie'sioreietewie)mlgtPieig1e1e SiSiaie28i を eS る ele19ie oeig 50 


1 ) タイ プ 活 字 の 材質 

2 ) タイ プ 活 字 の 大 き さ 

3 ) タイ プ 活 字 の 書体 ( A 書 体 と その 特徴 ・ B 種 類 と その 用 途 ) 
4 ) 活字 の 扱い ( A 水 と 油 に 注意 ・B 不 良 活字 の 見 分 け 方 ) 

5 ) 活字 の 買い 方 ( A バ ラ 活 字 の 買い 方 ・ B 組 活字 の 買い 方 ) 
6 ) 活字 の 管理 


。 タイ プ の 消耗 品 DOOGDOUKOOCCCOOCODLOLCODDOOOOOCCOOCOOOOKOOCCOCOCC つ COCCO 61 
1 ) 消耗 品 と は 
2 ) 消耗 品 の 種類 ・ 用 途 ・ 使 用 法 ( A タ イプ ライ タ に だ 関す る 消耗 品 ・ 

B タ イプ 印刷 に 関連 する 消耗 品 。・C タ イプ の 備品 に つい て ) 


第 三 章 タイ プラ イ テ ィ ング の 実技 
。 タ イプ ライ ティ ング と よ と は 何 か irihiroor…tt ロ ドド ドド ドー ドド ーーー 69 
1 ) タイ プラ イ テ ィ ング の 役割 
2) タイ ピス ト の 役割 
3 ) タイ プ 原 稿 の 認 織 ( A 用 字 、 用 語 の 理解 ・B 原 稿 の 理解 ・C 日 付 
の 効用 ・D 宛 名 の 打ち 方 ) 
. タ イプ ライ ティ ング の 家 oo で … ド eee 72 
1 ) その 準備 ( A 機 械 の 叶え 付け 方 * B 机 と 椅子 ・C 機 械 の 置き 方 ・ 
D 照 明 ・E 使 用 後 の 手 入れ ) 
2) スタ ー ト 直前 ( A 姿 勢 ・ 文字 盤 ハ ンド ル の 持ち 方 ・ C 印 字 キ ー 
の 持ち 方 ) 
3 ) 基本 操作 (A 機 構 の 操作 ・B 文 字 盤 の 動か し 方 ・ じ プラ テン の 動 
か し 方 ・D ス ペー ス ボ タ ン の 押し 方 ・E 行 間隔 の あり 方 ・F 活 
字 の 打ち 方 ・G 縦 打ち 、 横 打ち の 変え 方 ・H 字 間隔 の 決め 方 ・ 
! 行間 隔 の 決め 方 ・ 」 行頭 の 揃え 方 ・K 各 行 の 打ち 終り の 仕方 
* 工 打ち 過ぎ 防止 の 仕方 。M イ ン キ の 塗り 方 ・N 用 紙 の 取り 付 
け 、 取 り は ず し ・O カ ー ボ ン 紙 の 取り 付け 方 ) 
4 ) 印字 の 基本 ( A 練 習 上 の 注意 ・B 横 打ち の 準備 操作 ・ C 縦 打ち の 
準備 操作 ・ D 詰 打ち と 割 打ち ) 
5 ) 機構 別 和文 タイ プラ イタ の 基本 操作 ( A 万 能 式 ・B 機 構 固定 式 ・ 
C 円 筒 式 ・D 小 型 タ イプ ライ タ ) 
文書 作成 の 知識 と 基本 PODOODOOOUOCKEZCAL2JDO プ OUCEKT へ OODVOGGDOOD つ つつ COOOCO に ら 98 
1 ) 文書 作成 の 知識 と 基本 
2 ) 文書 の 構成 ( 事務 文書 の 体裁 ・ B 特 殊 文書 の 体裁 ) 
9 作 表 の 知識 と 基本 DUOGGODLIOOCOROOCXAZ い OOOOGCLOOCOOOOCO ひ GOAL DO 101 
1 ) 表 の 概念 
2 ) 肢 線 の 種類 と 引き 方 ( A 種 類 ・B 引 き 方 ) 
3 ) 表 の 目的 と 種類 (A 目 的 ・B 種 類 ) 
4 ) 野 線 で 囲む 表 の 打ち 方 ( A 作 表 前 の チェ ッ ク 事 項 ・B 方 法 ・C 欄 
の 割り 付け 方 ・D 表 の 字 く ば り ・E 表 題 の 中 央 印字 ・F 表 題 に 


つけ る アン ダー ライ ン ・G 表 題 の 字 く ば り ・ 古 行間 隔 の 割付 け 
・ 1 行間 隔 の 割付 け 、 ね らい 打ち ) 
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1 ) 組版 機 と し て の 利用 ( A オ フ セ ッ ト 印 刷 ・ B 勝 写 機 の パー トナ ー 
・ C 複 写 機 と の 二人三脚 ・D そ の 他 の 利用 ) 
2 ) 複写 と 膳 写 (A 膳 写 機 と 原紙 打ち ・B 複 写 機 と 複写 の 要領 ) 


、 印字 前 の チッ ンク 


1 ) 機械 の 使用 前 の 点検 ( A 機 械 の 水平 の 点検 ・B 印 字 良 否 の 点検 * 
C 上 下 紙 押え の 点検 ) 
2 ) 注油 と 注油 箇所 


。 作業 環 境 と その 管理 eo 


1 ) 環境 作り の 必要 性 と 考え 方 (A タ イプ 室 ・B タ イプ 室 の レイ アウ 
ト ・C 防 音 ・D 採 光 に つい て ) 

2 ) タイ プ 作 業 管理 ( A 原 稿 の チェ ッ ク ・B 作 業 の 流れ と 依頼 伝票 * 
C 自 己 管 理 ) 


第 四 章 タイ プ 製 版 と 印刷 製本 


、 印刷 に つい て eee 


1 ) 印刷 の 役割 
2 ) 印刷 の 種類 と 方 法 ( A 凸 版 印 刷 ・B 凹 版 印 刷 ・C 平 版 印刷 ・D 孔 
版 印刷 ) 
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1 ) タイ プ 孔 版 印 刷 ( A 特 徴 と 利点 ・ せ 文字 組版 の 考え 方 ・C 写 真 と 
図版 の 利用 ・D 印 刷 上 の 注意 ) 

2) タイ プ オ フ モ セット 印刷 (A タ イプ オフ セッ ト 印 刷 ・B タ イプ 製版 
の 種類 ・C 入 稿 か ら 出稿 まで ・D 写 真 製版 ・ セ オフ セッ ト 印 刷 
の 種類 と 構造 ) 


3 製 本 POPCOCCCOPOCCOCCCCCOCOOCCOOLOCOOCCODCOOOCCCOOCOOCOODOOLLOCODLCOOL 


1 ) 製本 の 心得 ( 製本 の 定義 ・ B 製 本 構造 の 3 要素 ・C 製 本 の ポイ ン 
ト ) 

2 ) 製本 の 種類 と 特徴 ( A 洋 本 ・ 和 本 ・C そ の 他 の 製本 ) 

3 ) 各部 の 名 称 

4 ) と じ の 種類 と 特徴 ( A 洋 本 の と じ ・B そ の 他 の と じ ) 

5 ) 背 の 形状 ( A 角 背 ・B 丸 背 ・C 仮 製本 の 背 ) 

6 ) 表紙 ( A 本 製本 の 表紙 ・B 仮 製本 の 表紙 ) 


7 ) 製本 の 工程 

| iT 150 
1 ) 紙 の 種類 ( A 製 本 方 法 に よる 分 類 ・ B 用 途 に よる 分 類 ) 

2 ) 紙 の 特性 (A 紙 の 性 質 ・B 紙 の 印刷 適性 ) 

3 ) 紙 の 規格 寸法 と 印刷 規格 


、 放 な 印刷 用 語 oro 153 


第 五 章 和文 タイ ビスト 

.。 和文 タイ ピス ト の 変遷 と その 社会 的 背景 … Cc_ ぐ _{"{〔i(』'』 の の 156 
( A 和 文 タ イ ピ スト の あゆ み ・B 和 文 タ スイ ピス ト の 種類 ) 
委 タイ ピス トド の 刻 用 身 20 に 2 ドド ee 165 


。 和文 タイ ピス ト の 資格 と 養成 einenr 170 
1 ) 和文 タイ ピス ト ( に な る (は (A タ イ ピ スト 学校 ・ B 職 業 訓練 校 ) 
2 ) 和文 タイ ピス ト の 資格 ( A 日 商 和 文 タ イ ピ スト 検定 ・ B 全 商 和 文 

タイ ピス ト 検 定 ・C 日 タイ 連 和 文 タ イ ピ スト 検定 ・D 全 タイ 連 

和文 タイ ピス ト 検 定 ・E 職 業 訓練 指導 員 試験 ・ ド タイ プ 学 校 孝 

師 資格 認定 ) 
。 和文 タイ ピス ト の 特質 _… の ーー ドー ドド ーー 176 
1 ) 和文 タイ ピス ト の 定義 
2 ) 和文 タイ ピス ト の 3 要素 ( A 正 確 に 打つ と と ・B 美 し く 打 つと と 


・C 早 く 打 つと と ) 
3 ) 健康 管理 
自営 タイ ビス トー ・- ooo 186 
参考 資料 CGCOCCCCGO2CCOOOPCC こ こ CCCCOOCJCOOGOOLOO つ CGCDOOGOOGOGOOOO は OOOODGOOCGOOCIC つ つつ 192 
に 】 交 CCCEEEECCEEECEEEEPCCEECHECECCECCEECCECEEECEECEECECEECEECCECCECEECECCEO 202 


表紙 カバ ベー* 題 字 デ ザイ ン 山 形 旭 


和文 タイ ピス ト ・ ハ ンド ブッ ク 


KK 
和文 タイ プ と は 何 か 


こち 


あま り の 便利 さ に 気が付か な か っ た 和 廊 タイ プラ イタ の 役割 を ん 、 そ し て 現在 も な お 
生き 続け て いる 使命 を こと こ で 一 度 振 り 返 えり 、 和 廊 タ イプ ライ タ を 正しく 知り 、 そ の 


ん で きた 和文 タイ プラ イタ の 中 に は 日 本 人 の 血 が な が れ て いま す 。 


1 
1 
1 
! 
1 
1 
1 
! 原点 に 触れ て みた い の で す 。 な ぜ な ら ば 、 そ と に は 人 間 に 欠 く こ と と の で き な い 文字 に 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 


002 2 ジグ の 
定義 


人 間 と は 「 人 」 と 「 人 」 と の 間 に 存 在 
する も の で ある と いわ れ て いま す 。 換言 
お れこ 人 双 の 選 人 ミニ ケー ショ ジン 
が 存在 し な いと と ろ に は 、「 人 」 と し て 
の 存在 は あり えて も 、「 人 間 」 と し て の 
存在 は あり えな い 、 と いう と と に も な る 
Eb he の 5 

と の 人 間 に と っ て 衣食 住 と 並び 、 且 つ 
欠く と と の で き な い も の 、 本 能 的 な も の 
が が 還 と 衝 ど の Sa 大 のみ ショ ン (あの 
り 、 と れ に より 人 間 の あら ゆる 生活 が 円 
滑 に 営ま れ ま た 相互 の コミ ュ ニ ケー ショ 
ン に よる 刺激 を 受け 、 人 間 と し て の 成長 
発展 が 今日 まで な され て き て いる と も い 
えま す 。 そ うり いう 意味 で は 人 類 の 歴史 は 


1 
1 
! 
1 
! 
1 
1 
1 
1 
1 
よる コミュニ ケー ショ ン が ある か ら で す 。 派手 さ は あり ませ ん が 一 歩 一 歩 確実 に あゆ | 
1 
! 


コミ ュ ニ ケー ショ ン の 歴史 で ある と いえ 
の SGASW2 

いか に 自分 の 意志 を 正しく 相手 に 伝え 
た いと いう 、 い わ ば 人 間 の 本 能 的 な 欲求 
が 、 言 葉 、 絵 、 文 字 、 書 記 道具 、 書 記 機 
械 な どの 伝達 手段 を 生み 、 育 て て きた と 
も いえ ます 。 
パー ソナ ル ・ コ ミュ ニケ ーション か ら 
マス 。・ コ ミュ ニケ ーション へ と 、 時 代 の 
要求 に と も な っ て 「 コ ミュ ニケ ーション 」 
の 形態 は 変化 し て きま し た が 、 し か し 、 
その 根底 に 流れ て いる も の は 、 人 類 の 始 
めか ら 少 し も 変わ っ て は いま せん 。 

「 タ イプ ライ タ 」 も 、 と の 人 間 の 、 た 
ゆま ざる 欲求 が 生み 出し た も の で あり 、 
機械 化 さ れる と と に より 、 正 確 に 、 美 し 
RsE く と いう 中 コミ ロケ ビシ ジョン 
の 要素 を 生か す 伝 達 手段 と し て 一 つの 利 


1. 和文 タイ プラ イタ の 定義 


器 と な っ て いる の で す 。 

「 タ イプ ライ タ 」 (TYPE.WR ITER) 
は 英文 の 仮名 読み で す が 、 読 ん で 字 の 通 
り "活字 で 書く も の "を 意味 し て いま す 。 

また 英和 辞典 か ら 引 用 する と 、\ 紙 の 上 
た 字 を 書く 機械 "と いう 表現 が な され て 
いま す 。 

と の 名 称 の 起源 は 、 実 用 欧文 タイ プラ 
イタ の 発明 者 で ある シー・ エ ル ・ シ ョ ー 
ルズ ( 1873 米 ) が 自作 の 書記 機械 に 命名 
し た の が 始ま り で 、 当 初 は 「 タ イプ ライ 
タ | は 固有 名 詞 と し て 使わ れ て いた わけ 
で す が 、 現 在 で は 普通 名 詞 と し て 広く 一 
般 に 使わ れ て いる と いう と と は 、 い か に 
身近 な 書記 機械 に な っ て いる か を 物語 っ 
て いま す 。 日 本 で は 「 タ イプ ライ タ 」 を 
漢字 に し て 、 書 記 機械 、 書 字 機 、 打 字 機 、 
印 書 機 な ど と 表現 され て いま す 。 

で は 「 和 文 タ イプ ライ タ 」 は どう 定義 
づけ られ る で し ょ うか 。「 和 和文 ]」 と 「 タ イ 
プラ イタ 」 が 組み 合わ さっ た も の で すか 
ら 日 本 の 国字 を 活字 で 一 字 ず つ 印 字 し 
国語 を 表記 する 機械 ” だ と いえ ます 。 端 
的 に は 、 前 述 の 漢字 に よる 表記 が 適切 で 
中 国文 の 場合 は 華文 打 字 機 と も 呼び ます 。 

それ で は 同じ タイ プラ イタ で も ゃ 、 和文 、 
英文 、 カナ な ど は 、 ど と が ちがう の で し 
ょ うか 。 

いずれ の 場合 その タイ プラ イタ の 機 
械 が 使用 され て いる 文字 に よっ て 制約 さ 
れ て いま す 。 厳密 に いえ ば 、 そ の 使用 文 
字数 に よっ て 左右 され て いま す 。 
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と の 制約 され た 文字 数 を いか 合理 的 
に 早く 組み 合わ せる か が タイ プラ イタ の 
* 特 徴 と いえ る も の で す 。 

欧文 タイ プラ イタ は ABC20 数 文字 を 
中 心 と し て 100 字 に 満た な い 文字 数 で 、 
自国 語 の 表記 に 不 自由 は あり ませ ん 。 し 
か し 日 本 語 の 表記 は 何 千 何 万 の 文字 か が 必 
要 で す 。 そ と で 和文 タイ プラ イタ は 常用 
の 文字 を 中 心 と し て 、 探 し や すく 分 類 整 
理 し た 文字 配列 に な っ て いま す 。 そ の 文 
字 配 列 に 従っ て 活字 収容 部 か ら 目 的 の 文 
字 を 機械 的 操作 で 引き 出し 、 あ ら か じ め 
取り つけ て ある 用 紙 に 、 字 並び よく 印字 
する 仕組 み に な っ て いま す 。 常用 の 文字 
収容 数 は 、1400 ~ 2300 ほ ど で 、 タ イプ ラ 
イタ の 構造 に よっ て ちがい ます 。 

欧文 タイ プラ イタ の 基本 構造 は 、 キ ー 
ボー ド と 呼ば れる ABC と 数 字 、 記 号 な 
ど 約 50 た ら ず の 文字 ボタ ン が 並ん で いる 
部 分 が あり 、 各 文字 タン は タイ プ バ ー 
と 呼ぶ 鉛 ( つ ち ) 状 の 棒 に 関連 作動 し ま 
す 。 タ イプ バー の 先端 に は 、 文 字 ボ タン 
と 同じ 活字 が 上 下 2 個 固 定 し て あり 、 ボ 
タン を 押す と テコ の 原理 で 、 活 字 が 用 紙 
に 打ち つけ られ 印字 され ます 。 上 下 2 個 
の 活字 は 、 1 個 の ボタ ン で a 、AK 使 い 
分 けら れる 仕組 み に な っ て いま す 。 

和文 タイ プラ イタ の 大 部 分 の 方 式 で も 
と の タイ プ バ ー は あり ます が 、 1 個 だ け 
で 、 と れ で 活字 が 並ん で いる 部 分 か ら 有 目 
的 の 活字 を つま みあ げ 、 印 字 し 元 の 位置 
に 戻す 仕組 み に な っ て いま す 。 その 動作 


写 1 一 1 大 型 和文 タイ プラ イタ 


は 1 又は 2 個 の 印字 キー と 呼ぶ キー の 上 
下 操作 に より 、 テ ュ コ の 原理 で タイ プ バ ー 
が 動き ます 。 

カナ タイ プラ イタ は 、 片 仮名 また に は 平 
仮名 の み を 表記 する タイ プラ イタ で 、 表 
記 で 見 る 限り で は 和文 タイ プラ イタ と も 
いえ ます 。 機構 は 欧文 タダ イプ ライ タ と ま 
っ た く 同 じ も の で す 。 また 文字 の 配列 に 
は カナ ABO (大 区 字 ) を コン ピ ネ 
ーション に し た も の も あり ます 。 

いずれ の タイ プラ イタ の 場合 で も 、 活 
字 を も っ て 文字 を 表記 する 機能 は 共通 し 
て いる と と で す 。 し か し 使用 文字 数 と い 


和文 タイ プ と は 何 か 第 1 章 


写 1 一 3 英文 タイ プラ イタ (ボー タブ プル ) 


う 点 で は すでに 述 べた 通り 、 決 定 的 な 相 
異 が ある と と は いう まで も あり ませ ん 。 
わが 国 で は 漢字 仮名 まじ り 文 字 で あら 
ゆる 文章 が 作ら れ て いる わけ で す が 、 常 
用 文字 以外 も 含め る と 4 万 ー 5 万 と いう 
文字 が あり 、 文 字 の 数 で は お そら く 世 界 
ーー の 国 が 日 本 だ と いえ ます 。 と の 使用 文 
字 を 駆使 し て 表記 を する と と ろ に 「 和 文 
タイ プラ イタ 」 の 大 き な 特 徴 を 見 る と と 
が で きま す 。 つ まり 「 和 文 タ イプ ライ タ 」 
は 、 漢 字 と の 関わ りな く し て は 考え られ 
な いわ け で す 。 


2。 和文 タ イプ ライ タ と 漢字 


2. 和 婦 タイ プラ イタ と 漢字 


漢字 の 数 は 4 万 を と える 大 変 な 数 で す 。 
漢字 字典 の 原点 で も ある 康 炉 字典 に は 、 
214 部 首 42、174 字 が 収め られ て いま す 。 

も ちろ ん 、 と れ ら の 漢字 が すべ て 常用 
され て いる わけ で は あり ませ ん が 、 欧 米 
の ABC に だ 対 し て 、 ま っ た く 比 較 に な ら 
な い 文 字数 で す 。 

し ) 

文明 先進 国 で 強大 で あっ た 、 か っ て の 
中 国 は 近隣 諸国 へ 大 き な 影 響 を 与え まし 
た 。 い わ ゆ る 漢字 圏 も 含 の ベト ナム か ら 
モン ゴル 、 東 北 ( 旧 満 州 ) 、 朝 鮮 、 そ し 
て 日 本 に 及ぶ 広大 な も の で し た 。 中 国文 
明 が 私 達 の すべ て の 日 常 生活 に 、 深 く 根 
ざし て いる と と は 、 今 更 説明 を する 必要 
が な い は ほど で す 。 

私 達 の 祖先 は 、“ や ま と と と ば ” は あ 
っ て も 、 そ れ を 書く すべ を 持ち ませ ん で 
し た 。 や が て 3 、 4 世紀 頃 よ り 中 国 、 朝 
鮮 か ら 文字 が 伝来 し 、5、 6 世紀 頃 に は 
文化 が 着る し く 発 達し まし た 。 

と れ に よっ て 書く と と を 漢字 、 漢 文 に 
求め まし た 。 最 初 は 言語 系 統 の 異な る 外 
国語 で ある 中 国語 その も の で 、 つ ぎ に は 
漢文 を 日 本 の 語順 で 読む よう に な り 、 次 
第 に 日 本 流 の 漢文 で 読み 書き する よう に 
な り ま し た 。 

有名 な 古事 記 ( 712 年 ) 日 本 書記 ( 7 
20 年 ) は 漢文 で つづ られ て いま す が 、 歌 
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集 で ある 万 葉 集 は 漢字 の 意味 を 捨て 音 を 
仮り て 書か れ た も の で 、 後 に 万 葉 仮名 と 
呼ば れる くず し 字 と な り 、 さ ら 貴 族 の 
婦人 が 用 いる 優美 な 曲線 を 持つ 平仮名 に 
完成 し まし た 。 平仮名 は 婦人 が 主 に 使っ 
た と と ろか ら 女 手 ( オ ン ナ デ ) と も いわ 
れ て いま す 。 一 方 片仮名 は 公職 、 僧 職 に 
ある 男子 が 漢籍 を 学際 の 覚え と し た 待 
号 か ら 漢 字 の 直線 部 分 を と り 作 り 出 し た 
も の で 、 男 手 ( オ トコ デ ) と いわ れ ま す 。 
か な 、 カ ナ と は 仮名 で 漢字 の 真名 に 対 
II (d の CKEGad 計 較 2s ま の 
対し 仮り の 字 と いう と と に な り ま す 。 

さら に 漢字 の 意味 (に こ 、“" や ま と と と ば ” 
を あて は め 訓 読み が 考え 出さ れ 、 と れ で 
完全 に 日 本 語 が 漢字 仮名 まじ ら り 文章 で 表 
記 で きる よう (に な り ま し た 。 

いろ いろ あっ た か な 、 カ ナ の 字体 が 現 
在 の 字体 に 統一 され た の は 、 明 治 33 年 の 
小学 校 令 以来 で す 。 昭和 21 年 まで の 公用 
文 は 漢字 カタ カナ まじ り 文 で 、 す べ て 終 
書き で し た 。 と の よう に し て 漢字 を 我 が 
も の に し た 私 達 祖先 の 知恵 と 努力 は 驚異 
(に 価 し ます 。 

現在 私 ども は 表意 文字 で ある 外国 産 の 
た くさ ん の 漢字 と 国産 の 表 音 (音節) 文 
字 で ある 2 種類 の 仮名 、 そ れ ば か りか 欧 
米 の アル ファ ベッ ト ま で 駆使 し て 自国 語 
を 立派 に 表記 し て いま す 。 し か し それ と 
同時 に 、 漢 字 の 持つ 一 字 多 音 、 同 意 異 字 、 
さら に ぼう 大 な 文字 数 と いう 宿命 を 負い 
込ん で し まっ た と も いえ ます 。 


図 + 一 1 攻 字 の うつ りか わり 


国語 表記 の 簡易 化 は 明治 以前 より 叫ば 
れ て いま し た 。 ( 1921 年 、 前 鳥 密 が 徳川 
幕府 に 対し て 「 漢 字 御 廃止 の 儀 ] と いう 
建 白書 を 提出 し て いる ) 

と の 国語 表記 の 簡易 化 が 具体 化し た の 
は 昭和 21 年 か ら 。 当 用 漢字 表 、 続 いて 音 
訓 表 、 新 か な 使い な ど 一 連 の 内 閣 告 示 に 
官公 庁 、 教 育 、 新 聞 、 出 版 、 大 手 企業 な 
どの 関係 が 従い 卒 先 実 施さ れ ま し た 。 事 
務 文 書 も 縦 書 きか ら 横 書き 、 公 用 文 の 
語 体 備 、 ひ ら が な まじ り 文 な ど 、 今 で は 
完全 に 定着 し まし た 。 と れ は と れ な り に だ 


和文 タイ プラ イタ と は 何 か 第 1 章 


\ 全 
レヒ ーー エーーー ( 呈 
委 書 貼 軸 人 


評価 され る 点 が 多く あり ます 。 ととろ が 
最近 で は 制限 的 文字 数 や 用 法 に 反省 が み 
られ 、 長 い 歴 史 に 培 わ れ て きた 漢字 、 熟 
語 の 持つ 深い 意味 の 表現 を 阻害 する 場合 
が ある と し て 、 常 用 文字 の 再 検討 、 用 法 
の 許容 な ど が 公 的 に 行なわ れつ つ あ り ま 
29 

私 達 、 タ イプ ライ タ を 通じ て 文字 、 文 
書 に か か わり の ある 者 に と っ て 、 こ と これら 
の と と は 非常 に 関心 の 深い と こと で す 。 そ 
れ だ け に 、 特 に タイ ピス ト に お いて は 仕 
事 の 一 部 分 と し て 受け と る べき で し ょ う 。 


158 


3. 和文 タイ プラ イタ の 種類 、 機 能 、 用 途 


写 1 一 5 練習 用 に 多く 使用 され る 機種 


写 1 一 6 業務 用 に 多く 使用 され る 機種 


写 1 一 7 宛名 専用 機 
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9 人 の 
糧 疾 ・ < 機能 

種類 和文 タイ プラ イタ に は 小型 機 、 一 
般 機 、 大 型 機 、 特 殊 機 な どの 種類 が あり 
ます 。 小型 機 は だ れ で も 打てる と と を 目 
的 と し て 開発 され 、 使 用 文字 を 12 ポ 、 5 
号 と し 、 使 用 文字 を 絞っ た 小型 、 軽 量 、 
簡便 な 普及 型 タ イプ ライ タ で す が 価 格 も 
安く 。 デ ザイ ン に も 証 夫 が あり 、、 オ フィ 
ス か ら 家 庭 まで 幅広 い 利 用 が 求め られ 、 
現在 市 場 に 浸透 し つつ ある も の で す 。 
一 般 機 と いう の は 4 号 、12 ポ 、 5 号 な 
どの 活字 が 使え 、 機 能 的 に も バラ ンス が 
と れ て いる た め 、 事 務 用 は も ちろ ん の と 
と 業務 用 と し て も 利用 され て いる オー ル 
ラウ ンド の 主力 機 で す 。 ま た 大 型 機 と よい 
う の は 主 に タイ プ オ フ セ モット 印刷 の 製版 
用 組版 機 と し て 用 いら れ て いる も の で 、 
6 ポー 4 号 ま で の 活字 が 自由 に 組め る 機 
構 を 備え て いま す 。 

それ に 特殊 機 は 官公 庁 、 銀 行 、 保 険 会 
社 な どの 特殊 業務 に 対し 古く か ら 開 発 さ 
れ て いる も の で 、 使 用 活字 は 4 号 が 主体 


写 1 一 8 新しい イメ ー ジ の 電動 タイ プラ イタ 


(と な っ て お り 、 専 用 的 に し か 使え な いも 
の で す 。 つ まり 、 限 定 さ れ た 書 様 式 を 連 
絡 し て 作成 する 専用 目的 の も の で 、 構 造 
の 一 部 と 文字 盤 の 文字 配列 は 、 特 定 作業 
に 設計 し 能率 化し て あり 、 操 作 に は 長期 
の 訓練 や 経験 を 必要 と し ます 。 

使わ れ て いる 市 場 が 限ら れ て いる せい 
か あま り 目 立た な い 存 在 で す が 、 地 道 に 
和文 タイ プラ イタ の 市 場 を 支え て き て い 
ENP 

機能 和文 タイ プラ イタ の 機能 は 大 きく 
分 け て 浄 書 機能 、 複 写 機能 、 製 版 機能 の 
三 つ で す 。 浄 書 機能 と いう の は 原稿 を 活 
字 に よっ て 組み 清書 する 機能 で あり 、 複 
写 機能 は 紙 と 紙 の 間 ( に カー ボン 紙 を は さ 
ん で 何 枚 か を 複写 ( 印 書 ) する 機能 、 ま 
た 製版 機能 と は 印刷 用 (特に オフ セッ ト 
印刷 ) の 組版 ( 文字 組版 ) を 作る 機能 で 
す 。 し か し 、 各 種 事務 機 が 数 多く 登場 し 
て きた 今日 で は 、 複 写 機能 は 複写 機 の 浸 
透 で 浄 書 機能 と 同じ 範囲 に 限ら れる と と 
が 多く な り ま し た 。 そ れ に た 浄 書 機能 も 法 
的 な 文書 や 連絡 用 文書 (一 般 事務 文書 ) 
な ど に と ど ま る と と ろ が み ら れ ます 。 た だ 
し 小型 機 が 順調 に 伸び れ ば 浄 書 機能 は そ 
れ な り の 活躍 が 予想 され ます 。 た た 製版 
機能 は 、 写 植 機 な どの 強力 な ライ バル が 
いる も の の 、 手 軽 で コス ト 的 に 有利 な た 
め 、 広 く 活 用 され 、 清 打ち ・ 原 紙 打 ち ( ネ 
ガ 打 ちゃ 含む ) と 、 現 在 仕事 の 8 割 を 占 
め る な ど 目 ざさ まし いも の が あり 、 ま た 手 
動機 機能 を 更に 高 性 能 化し た 電動 タイ プ 
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ライ タ が 出 揃 え ば 、 製 版 機能 で の 広がり 
は 大 い に 期 待 で きま す 。 

用 途 和文 タイ プラ イタ の 用 途 も 大 きく 
分 けれ ば 一 般 文 書 作成 用 、 業 務 用 、 特 殊 
用 に 分 類 で きま す 。 一般 文書 作成 用 と は 
伝票 類 、 レ ポー ト 、 手 紙 、 論 文 、 カ ー ド 、 
見 積 書 、 請 求 書 、 社 内 連絡 文書 、 証 券 、 
契約 書 な どの 一 般 書 類 や 法 的 文書 な ど 広 
範囲 な 文書 を 適時 に 作成 する と と に 用 い 
られ て いる と し た 分 け 方 。 業 務 用 と は 製 
版 用 組版 機 と し て 、 商 売 用 の 設備 、 プ ロ 
的 な 仕事 に 使わ れる 場合 な ど で 、 ま た 、 
特殊 用 と は 特定 の 市 場 で 、 特 殊 な 機能 を 
有 し た 和文 タイ プラ イタ が 特殊 な 仕事 を 
じ で いる と し だ 分け 方 で す 。 し た が ら で 
と れ を 和文 タイ プラ イタ の 機能 と 機種 の 
関係 で みれ ば 、 一 般 文 書 作成 用 に は 一 般 
機 や 小型 機 な ど が 使用 され 、 業 務 用 で は 
一 般 機 や 見 出し 付 の 大 型 タ イプ ライ タ 、 
電動 タイ プラ イタ な ど が 使わ れ て いる わ 
け で す 。 し か し 、 特 殊 用 と いう の は その 
仕事 に 適 す よ う 改 良さ れ た 和文 タイ プラ 
イタ で すか ら 、 一 部 一般 機 の 転用 が あ 
る と いっ て も 、 そ の 多く は 用 途 別に 独自 
の 開発 が な され た も の で 多 名 カー ド 用 、 
戸籍 用 、 登 記 用 、 自 動車 免許 証 用 、 貯 金 
局 用 振替 払出 戻 兼 用 、 貯 金原 短 氏 名 用 、 
保険 料 領収 書 用 、 保険 証 書 用 、 電話 短 用 、 
テレ ビ 画 面 文字 用 、 速記 用 、 大 型 活字 用 、 
上 字 用 、 身 体 障害 者 用 、 辞 書 編集 カー ド 
打ち 機 な ど 各 専用 機 と し て 利用 され て い 
は 6998 
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4。 タイ プラ イタ の あゆ みみ 


4. タイ プラ イタ の あゆ 信 


和文 タイ プラ イタ の 現在 に 至る まで の 
道のり を 知る た め に は 、 そ の 先駆 者 的 存 
在 で ある 欧文 ダイ プラ イタ の 道のり も ひ 
も どか な く て は な ら な いで し ょ う 。 


1) 欧文 タイ プラ イタ の あゆ み 


定 設 と され て いる 最 古 の 書記 機械 は 、 
1714 年 英国 の 特許 記録 に ある ヘン リー* 
ミル の も の で す 。 (アン 王女 が 特許 を 与 
えた と いわ れる も の で 構造 等 詳細 は 不明 
で ある ) 

産業 革命 を 経て 技術 が 進み 、1800 年 代 
(に 入る と 、 に わか に タイ プラ イタ 史上 に 
掲 び る 数 件 の 印字 機械 の 考案 が あり まし 
た 。 特に 盲人 用 の も の が 多く 、 な か に は 
ピア ノ 大 の 大 型 の も の も あり まし た 。 

その 後 、1870 年 まで の 約 20 年 間 に 20 件 
以上 の 目立っ た 印字 機械 の 考案 が あり 、 
実用 化 の 機運 が 盛り あがっ て きま し た 。 

し か し 、 な か に は 斬新 な も の も あり 、 
数 歩実 用 化 に 近づい た と いう 印象 は ある 
も の の 構造 、 操 作 、 ス ピー ド な どの 点 で 
は 、 ま だ まだ は ほど 遠い も の で し た 。 そ し 
て 、 タ イプ ライ タ 史 に ひと きわ 輝 や く シ 
ョ ー ル ズ の 登場 と な り ま す 。 シ ョ ー ル デズ 
は 、1868 年 最初 の 特許 試作 機 を 作り あげ 
た 後 、1873 年 レミ ント ン 会 社 の 工場 で 史 
上 初め て の 実用 機 を 完成 させ まし た 。 
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写 1 一 9 クリ スト フ ア ー・ ラ セム ・ シ ョ ー ル ズ 


し か し 、 彼 の 名 と ドラ マチ ッ ク な 人 生 
歴 は と こと まで 、 そ の 権利 を レミ ント ン 会 
社 に 譲り 渡し た と と に よっ て 舞 合 か ら 消 
え 、 タ イプ ライ タ の 発展 は レミ ント ン 会 
社 に よっ て 導 か れる と と (に な り ま し た 。 

その 後 は 農機 具 、 銃 釣 メ ー カ で も あっ 
た レミ ント ン 社 と 、 商 品名 の 「 タ イプ ラ 
イタ ー」 が し ば らく タイ プラ イタ 更 上 だ 
主役 の 座 を 確保 し 続け まし た 。 レ ミン ト 
ン 会 社 に 引き 継が れ て か ら の タイ プラ イ 
タ は 、 有 能 な 人 々 の 手 に より 改良 に 改良 
が 重ね られ 、 他 に 企業 化 さ れ た いく つも 
の 印字 機 と の 競争 に も 勝ち 抜い た ば か り 
か 、 他 の 優れ た 点 も 多く 採り 入れ て 1886 
al 員 SR ジ 2 ロジ ンジ 人 22202 人 8 王 各 回 
会 社 と な り 盤 石 の 基礎 を 築き まし た 。 

1890 年 代 に 入る と 、 同 一 基本 構造 に よ 


図 1 一 2 初期 の 英文 タイ プラ イタ 


る タイ プラ イタ メー カー が 数 社 競 合 し 、 
ます ます タイ プラ イタ の 普及 が 促進 され 
まし た 。 そ し て 、 ョ ヨー ロッ フッ パ 各 地 で も 間 
も な く 生 産 さ れる よう に な り 、 第 2 次 世 
界 大 戦 を 境 に ドイ ツ 、 イ タリ ー に 強大 な 
メー カー が 出現 し 、 今 日 で は 本 家 の ア メ 
リカ (に 大量 に 逆 上 陸 す る 状態 が 続い て い 
EE 

タイ プラ イタ の 発明 か ら 、 と と に 駐 る 
100 年 間 、 操 作 に お ける タッ チ メ ソ ー ド 
( 文字 ボタ ン を 見 ず に 打つ 方 法 ) 、 自 動 
反転 イン ク 布 リボ ン に よる 印字 部 確認 可 
能 方 式 (当初 は 打ち な が ら 打 っ た 文字 は 
見 用 4 れ 0 な か らら た )、 マー ジン 、 タ ジレ ク 
ー な どの 画 期 的 機能 を 備え て 、 世 界 の 文 
化 の 向上 に 貢献 し て きた と と は 誰 も が 認 
め る と と ろ で す 。 
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ぞ れ に も まし で 、。 レ ミン トン が タイ プ 
ライ タ の 普及 に 女子 タイ ピス ト を 養成 し 
だ と と は 、 広い 意味 で の ソフ トウ エア ー 
の 開発 で も り 、 更 に 大 き な 意 義 は 男子 で 
独占 し て いた 事務 職場 に 婦人 の 門戸 を 開 
か せ た と と で す 。 (世界 で 一 番 古い タイ 
ピス トト 学校 は 、1878 年 D じ < し ・ ス コッ ト 
ブフ 4 ジル ウジ 2 が 4 ニー コーツ Woi2Z ロー ドウ ェ 
イ 737 番地 に 設立 し た も の ) 

鉄 ペ ン と ルー ズリ ー フ が 事務 の 第 一 次 
革命 と すれ ば 、 第 二 次 の 事務 革命 は タイ 
プラ イタ が 主役 と な っ た と と は ご どく 当り 
前 の と と で す 。 続い て の 事務 の 飛 虫 的 進 
歩 は 、 い うま で も な く コ ンピュータ を 中 


_ 心 と する 技術 革新 が も た らし た 多種 多様 


な 事務 機器 群 で あり 、 今 日 も な お その 信 
歩 は 、 は か り し れ な い 早 さ で 進行 し て い 
EE 

し か し 、 文 字 に 関す る 限り タイ プラ イ 
タ の 重要 性 は いさ さか も 低下 する と と は 
あり ませ ん 。1930 年 頃 か ら 始ま っ た 電動 
化 の 指向 は 、 現 在 で は タイ プラ イタ の 主 
力 と な り 、 ポ ー タ ブル の 電動 型 も 相当 数 
が 各 メ ー カ ー で 生産 され 、 大 型 の 電動 機 
も タイ プ バ ー 方 式 (手動 機構 を 基本 に 電 
動 化 し た も の ) か ら エ レ メ ン ト 方 式 ( 活 
字 を 表面 に 成形 し た ゴル フ ボ ー ル の 部 分 
が 、 固 定 し て ある 用 紙 を 打ち な が ら 進 む 
方 式 ) に 移り つつ ある の が 現状 で す 。 し 
か も を 一 方 で は 、 自 ら 考え 、 自 ら 打 つ タ イ 
シン ョ ン ル 代 28CN の 1 の SS 呈 ウー シビ 3 ツェ 
ー が す で 人 実用 段階 に 入っ て いま す 。 
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4. タイ プラ イタ の あぁ あゆみ 


と の よう な あゆ み を 振り 返っ て みる と 
欧文 タイ プラ イタ は 文化 生活 に 欠く と と 
の で き な い 、 活字 で 書く 道具 と し て 登場 
し 、 ま た 機械 化 さ れ た と と に より 楽に 、 
早く 、 正 確 に 、 美 し く 意志 を 伝え た いと 
いう 長年 の 世界 の 夢 を か な えら れる も の 
と な っ た わけ で す 。 

し か も 基本 操作 は 、 普 及 型 か ら 最高 級 
型 ま で すべ て 統一 され 、 使 いた いと 思え 
ば 即座 に どれ に で も を 移 れ る 容易 性 に 貫 か 
れ て いま す (基本 的 文字 配列 は 各 メ ー カ 
ー と も まっ た く 共 通し て いる ) 。 


写 1 一 10 和 廊 タイ プラ イタ の 1 号機 
( 大 正 4 年 ) 


写 1 一 11 旦 式 標準 機 ( 大 正 5 年 ) 
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2) 和文 タイ プラ イタ の あゆ み 


洋 の 東西 を 問わ ず 、 活 字 を 使っ た 書記 
機械 の 登場 を 願う と と ろ は 同じ 、 わ が 国 
(て お いで も 、 国 字 を いか に し て 機械 で 表 
記 で きる か 、 と いう と と が 考え られ て き 


記 際 た 


も ちろ ん 、 そ の 根底 に は 、 す で 実用 
化 さ れ て いた 欧文 タイ プラ イタ が あっ た 
と いう と と が 「 和 文 タ イプ ライ タ 」 の 発 
明 に 取り 組む 下敷 に な っ て いま し た 。 

明治 、 大 正 は すでに 昔 で す 。 現在 わが 
国 の 人 口 の 半数 は 戦後 上 れ だ と いわ れ て 
みれ ば 、 そ うい われ る の も を 無理 は あり ま 
せん 。 

第 1 次 世界 大 戦 の 起き た 大 正 3 年 に 最 
初 の 「 和 文 タ イプ ライ タ 」 の 試作 機 が 登 
場 し まし た 。 それは 原理 構造 を 示す 模型 
(等 し いも の で し た が 、 と れ が 和文 タイ 
プラ イタ の 発展 の 口 火 に な り ま し た 。 

発明 者 は 、 後 に 印刷 業界 全体 の 功労 者 
と な っ た 杉本 京太 と いう 人 で す 。 彼 は 明 
治 15 年 岡山 県 生れ で 、 進 学者 の まれ な 時 
代 、 岡 山 市 の 関西 中 学 に 入学 し 3 年 で 中 
退 、 大 阪 郵便 電信 局 通 信 助 手 の 1 年 を 振 
り 出 し に 、 印 刷 関係 を 主 に いく つか の 職 
業 を 経験 し まし た 。 

大 正 元 年 (1912 ) 杉本 30 才 の 頃 、 関 西 
印刷 界 の 大 御所 と いわ れ た 梶原 虎 三郎 研 
究 所 の 門下 生 と な り 、 東 京 の 帝国 行政 会 
( 加除 式 法令 印刷 ) の 合理 化 を 手がけ ま 
し た 。 と れ か が 会 の 代表 者 大 谷 仁 兵衛 ( 日 


写 1 一 12 艇 本 京太 氏 


本 タイ プラ イタ ー 則 の 初代 社長 ) の 後援 
を 得る きっ か け と な り ま し た 。 

同年 9 月 に 第 2 回目 の 試作 機 が 完成 し 
自ら 特許 出願 を タイ プラ イタ で 打ち 提出 
し た と と ろ 、 特 許 は 異例 に 早く 翌 4 年 6 
月 第 278777 号 で 許可 され まし た 。 短期 間 
で と の 試作 機 が 完成 し た の は 、 杉 本 が 常 
に 印刷 の 合理 化 、 機 械 化 を 考え 、 す で に 
脳裏 に 構想 が 組み 上 っ て いた か ら で あ り 、 
また 、 彼 の 印刷 、 機 械 工作 の 職業 経験 が 
大 い 役 立っ た と と は いう まで も あり ま 
せん 。 

杉本 は 後日 「 邦 文 モ ノ タ イプ 」 (印刷 
活字 の 鋳造 、 文 選 、 植 字 機械 ) を 発明 し 
印刷 史 に 掲げ られ る わが 国 印 刷 界 の 功労 
者 で も ある の で す が 、 そ の 他 に も を 数 十 件 
(に お よぶ 特許 、 実 用 新案 (と の 中 に は ト 
ー キ ー、 8 胸 撮 映 機 な ども ある ) も あり 、 
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印刷 の 表 明 期 に 忘れ る と と の で き な い 人 
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杉本 の タイ プラ イタ 発明 の 動機 は 、 直 
接 に は 大 谷 仁 兵 衛 の 後援 が 得 ら れ た と と 
で す が 、 次 の 二 つ の きっ か けが あり ます 。 
① 大 正 2 年 の 特許 公報 に 和文 タイ プラ 
イタ の 考案 が 2 件 (酒井 、 篠 沢 ) 載る な 
ど 時 節 当 来 を 認識 し た と と 。 
⑧ その 頃 、 国 営 印刷 局 に 新鋭 欧文 活字 
鋳造 機 が 設置 され 、 そ れ を つぶ さ に 見 学 
し eXe 

と の 他 に 当然 欧文 タイ プラ イタ に つい 
て は 、 細 部 まで 研究 し て いた と と が 考え 
られ ます 。 

「 和 文 タ イプ ライ タ 」 の 構想 の 最も 大 
き な 鍵 は 、 5 万 と ある 文字 か ら 約 3 千 字 
ほど の 常用 文字 を 選び 、 分 類 整 理 し 索 字 
を 容易 に する と と で し た 。 と ね れ が 現在 も 
使わ れ て いる 「 い ろ は 順 文 字 配列 」 で す 。 
さら と は 活字 庫 (文字 盤 ) か ら 目 的 の 活 
字 を つま みあ げ び 印 字 す る 機構 、 紙 を 保持 
する 機構 、 字 間隔 、 行 間隔 を 送る 機構 、 
その 他 の 補助 機構 に 及 ん で いき まし た が 
と れ ら を まとめ あげ る と と は 大 変 な 苦心 
空 興 し だ と で じょう 。 

た だ 当初 の 機械 は 、 現 在 の も の と は 比 
較 に な ら な い は ほど 単純 な 機構 で 、 性 能 も 
単 一 間隔 ( 現在 の 4 ピッ チ ) 、 縦 打ち で 
縦 ス ペー ス ボ タ ン は な く 、 横 は 行 送り の 
み で し た 。 用 紙 は 美濃 半紙 ( ほぼ ば B5 判 ) 
が 付け られ る 短く 細い プラ テン で 、 活字 
は 明 朝 体 4 号 、 印 刷 用 鉛 活 字 で 単 ネ ッ キ 
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号 1 一 20 大 正 4 年 10 月 2 日 、 東 京 商 工 会 議 所 で 和文 タイ プラ イタ を 説明 する 杉本 京太 


と いう 具合 で し た 。 

それ に も か か わら ず 事 務 機 器 ら し きも 
の の な い 時 代 、 能 筆者 の 筆 黒 に よる 浄 書 
(に と っ て か わり 、 誰 に で も 短 時 間 の 練習 
で 印刷 と 同じ 浄 書 が で きた と と は 、 オ フ 
ィ ス に 大 き な 変 革 を も た らし た と と は い 
うま で も あり ませ ん 。 ま た 始め の 頃 は 、 
男女 の タイ ピス ト に 手当 を 支給 し て 養成 
し 機械 と と も に 職場 に 送り 込み まし た が 
や が て 婦人 の 職業 と し て 確立 し 、 電 話 交 
換 手 と 並び OL し の 先駆 と な り ま し た 。 

と も あれ 大 谷 、 杉 本 ( 京 ) 、 艇 本 ( 甚 
之 助 ) の 名 で 「 日 本 書 字 機 商会 」 (大 正 
6 年 に 日 本 タイ プラ イタ ー 株 式 会 社 と 改 
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組 ) が 設立 され 「 邦 文 タ イプ ライ ター」 
の 商品 名 で 製造 販売 ( 当時 の 価格 は 180 
円 ) が 開始 され た の は 同年 10 月 の と と で 
し た が 、 と と に 長い 和文 タイ プラ イタ の 
歴史 の 第 一 歩 が 印 さ れ た の で す 。 

和文 タイ プラ イタ の 歴史 は 、 第 二 次 世 
界 大 戦 を 境 と し て 、 戦 前 戦後 に 大 別 さ れ 
9 

戦前 の 昭和 15 年 頃 ま で の 一 時 期 は 黄金 
時 代 と も いえ る 華やか な 時 代 で し た 。 和 
文 タ クイ ピ スト は 職場 の 花形 で 、 小 説 や 映 
画 に も し ば し ば 登場 し 、 教 養 も 技能 も 高 
く 優遇 され て いま し た 。 


その 間 の 代表 的 な 機種 と いえ ば 、 発 明 
当時 の 型 が 改良 され 、 大 正 7 年 一 昭和 15 
年 まで 続い た 是 型 で し ょ う 。 と れ は 当時 
の 縦 書 文 書 を よく 生か し た 主力 機 と し て 
利用 され まし た 。 そ の 系 統 の HS 型 は 終 
間隔 2 段 切り 換え ( 今 の 4 と 2 ) と な り 
大 正 10 年 に は 現在 の 細 プ ラテ ン と 同じ 長 
さ の HL 型 が モデ ル に 加わ っ て 普及 し て 
NSKadkll75 

併行 し て 活躍 し た の が 関東 大 震 炎 の 年 
大 正 12 年 に 登場 し た 12 式 で し た 。 と れ は 
本 邦 初 の 縦横 打ち 万 能 機 で す が 昭 和 2 年 
に CL 型 、 同 3 年 に 3 CL 型 、 同 5 年 新 
CL 型 と 改良 を 続け 、 戦 前 戦後 を 通じ て 
機構 遊動 活字 直視 索 字 方 式 (縦横 4 段 変 
換 万 能 機 ) の 決定 版 と いわ れる 名 作 と な 
り ま し た 。 

以上 は 主流 機種 で す が 、 大 正 年 代 に は 
他 に も 数 々 の ユニ ー ク な 和文 タイ プラ イ 
タ が 開発 され て いま す 。 な か で も 面白 い 
の は 、 当 時 の 情勢 を 反映 し て 大 正 14 年 に 
開発 され た 背負 型 ポ ー タ ブル の 小型 縦 打 
ち 機 で し た 。 と れ は 後 の 昭和 4 年 開発 
され 、 一 般 に も 売り 出さ れ た 海軍 用 見 出 
し 盤 付 縦 打ち 専用 機 「 新 甲 号 ] の 先駆 け 
と な り ま し た が 、 陸 海 の 張り 合い は と も 
か < く 機械 と いう も の が いか 時代 の 申し 
子 か を 証明 し て 興味 の わく と と ろ で す 。 

また 、 す で に 誰 (に で も 打てる 和文 タイ 
プラ イタ の 要望 が あり 大 正 8 年 に は 乙 式 
同 10 年 に は 家庭 用 の 11 型 と 開発 され て い 
ます 。 と の 類 は 昭和 15 年 前 後に は 大 谷 タ 
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写 1 一 21 CL 式 和文 タイ プラ イタ (昭和 4 年 ) 


写 1 一 22 印刷 用 タイ プラ イタ (昭和 7 年 ) 


イプ ライ ター、 日 華 タ イプ ライ ター、 現 
在 の 東芝 タイ プラ イタ ー の 前 身 マ ノダ タ 
イプ ライ ター な どの メー カー が 揃っ て い 
まし た の で 、 戦 争 さ えな けれ ば も っ て 伸 
び て い た か も 知れ ませ ん 。 

その 一 方 、 世 界 大 恐慌 の 翌年 の 昭和 5 
年 頃 か ら 機 構 固定 見 出し 盤 索 字 式 の 和文 
タイ プラ イタ が 登場 し て きま し た 。 と れ 
は UL 型 と いう モデ ル を 元 に し て 、 日 本 
タイ プラ イタ ー を は じ め 、 菅 沼 タ イプ ラ 
イタ ー (菅沼 整 一 昭和 5 年 創業 ) 、 東 
洋 タ イプ ライ ター、 鳥 田 己 之 吉 な どの 手 
(こよ っ て 発展 し 、 数 多く の 機種 を 生み 出 
し て いく の で す が 、 従 来 の 機構 遊動 式 に 
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4. タイ プラ イタ の あゆ み 


写 1 一 25 携帯 用 タイ プラ イタ (昭和 6 年 ) 


写 1 一 24 日 華 タ イプ ライ タ ( 昭和 12 年 
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機構 固定 式 も 加え る きっ か け と な り ま し た 。 
更に 島田 己 之 吉 な ど は UL 型 に モー ター 
を 応用 し た 島田 式 電動 タイ プラ イタ ー を 
開発 する と いう と と も あり 、 機 構 固定 式 
は さま ざま な 研究 が な され まし た 。 
また 別に は 、 印 刷 用 タイ プラ イタ と い 
う 機種 も る 作ら れ ま し た 。 満 州 国 建国 で に 
ぎ や か な 昭和 7 年 に ( 条 ) 印刷 用 タイ プ 
ライ ター 製作 所 と いう と と ろ で 開発 され 
た も の で 、 当 時 と し て は めずらし い 製 版 
用 和文 タイ プラ イタ で し た 。 後に 東洋 タ 
イプ ライ タ に 関す る 部 分 の 新案 を 数 々 出 
し た 鈴木 倉 次 の 手 に な る も の で し た 。 
と の よう (第 二 次 世界 大 戦 が 起 る 直前 
まで 和文 タイ プラ イタ の 歴史 は 予想 以上 
活況 を 星 し て いま し た 。 それは 実用 化 
され な か っ た 数 々 の 考案 を 含め いか に 和 
文 タ イプ ライ タ が 利器 と し て 注目 され て 
いた か を 表わす も の で す 。 活字 に し て も 
損耗 が 激しく 歪み が ちな 鉛 活 字 か ら 亜鉛 
活字 が 製造 化 に 成功 し 、 同 時 に 単 ネ ッ キ 
が 枠 打ち 防止 の で きる 複 ネ ッ キ に 改良 さ 
れ 使用 され る よう に な っ た の は 昭和 4 年 
で ある と と か ら み て も 明らか で す 。 
ちな み に だ 昭 和 10 年 当時 の 和文 タイ プラ 
イタ の 価格 は C 工 型 が 34 0 円 、H 型 240 
円 、 日 華 タ イプ ライ タ が 240 円 で 、 活 字 
が 1 本 1 銭 5 屋 と 、 今 日 で 比較 すれ ば 軽 
自動 車 が 1 台 買 える ほど で し た 。 
し か し 、 戦 雲 急 な 昭和 15 年 頃 よ り 統 制 
経済 の 厳し さ が 増 し 、 日 本 、 菅 沼 の 2 大 
メー カー の み の 主 力 を 残し (東洋 タイ プ 


写 1 一 25 大 谷 タ イプ ライ タ ( 昭和 15 年 ) 


連 1 


ライ ター は 軍需 用 も あり 昭和 19 年 頃 ま で 
製造 され て いる ) 他 は 企業 整備 の 対象 と 
な りら り 生産 は 打ち 切ら れ ま し た 。 その 反動 
か 昭和 16 年 12 月 に 大 戦 に 突入 し 、 日 本 軍 
の 意気 盛ん で あっ た 頃 は 増産 が 続け られ 
タイ ピス ト も 多く な り ま し た が 、 や が て 戦 
火 が 本 土 に 及 記 よう (に な る と 資材 、 要 員 
が 欠 辿 し て 生産 は 大 打撃 を 受け 、 終 戦 と 
と も に と の 和文 タイ プラ イタ の 成長 期 は 
あっ け な く 幕 を 引く と と に な り ま し た 。 
昭和 20 年 8 月 、 大 平 洋 戦争 は よう や く 
終り を 告げ ば まし た 。 し か し 、 と れ に より 
国民 生活 は いっ き に 混乱 の 極 に 達し 、 一 
片 の 食 に も と と 欠く 毎日 が 続き まし た 。 
焼 土 と 化し た 街 に は 職 に 就 り な い 人 が 
あふ れ 、 地 方 に 向う 列車 に は 、 わ ず か な 
衣類 を 売り 払っ て 食糧 を 得 よ うと いう 人 
の 群 が 鈴 な り で 、 誰 も が みじめ な 生活 に 
あえ いで いま し た 。 

それ も 朝鮮 戦争 の 始ま っ た 25 年 を 迎え 
る と 、 オ ー・ ミ ステ ー ク と か 、 と ん で も 
ハッ プン な どの 流行 語 が 飛び か うな ど 苦 
し いな が ら も 、 や っ と 明る さて 平静 を 取 
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り 戻 し て きま し た が 、 予 想 以 上 に 経済 の 
復興 は 急 で 、 老 舗 の 日 本 タイ プラ イタ ー 
や 『“ 誰 で も 打てる 和文 タイ プラ イタ "の 
准 沼 タイ プラ イタ ー は 、 い ち 早 く 再起 す 
る と と が で きま し た 。 

当初 は 、 資 材 の 調達 に 苦労 する よう な 
と と も あり まし た が 、 戦 前 に 築き 上 げた 
実力 が も の を 言い 、 ま た よう や く 欧 米 式 
の 事務 合理 化 、 機 械 化 が 浸透 し て きた と 
と な ど あ っ て 順調 な スタ ー ト を 切る と と 
が 31 だ よ ボ ⑦hG で お 。 

し か し 、 華 文 タ イプ ライ タ の 需要 が 内 
需 を 圧迫 する ほど で あっ た 27 年 頃 か ら 市 
場 は 、 手 書き 膳 写 印刷 か ら 孔 版 印 刷 に 移 
行 し つつ あっ た 軽 印 刷 、 ま た 官公 庁 、 一 
般 企 業 に お いて の 文書 事務 組織 の 集中 管 
理化 な ど を 背景 に 、 多 数 の メー カー が 登 
場 し て きた た め 、 市 場 獲得 の みな ら ず 和 
文 タ イプ ライ タ の 機能 改良 に よる 競演 が 
華やか に 繰り 広げ られ る と と に な り ま し 
た 。 ( 昭和 28 年 に 10 段 ピッ チ が 出現 ) 

まず 昭和 26>27 年 に は 、 英 文 タ イプ ラ 
イタ の 長所 を 取り 入れ た 新装 備 の 万 能 機 
(EL ) を 引っ 下げ て で 登場 し て きた の が 
東和 タイ プラ イタ ー、 昭 和 20 年 頃 か ら 研 
究 開発 に 着手 し 、 そ の 結実 と いう べき S 
L 型 の 製造 を 開始 し た の が 日 経 タ スイ プラ 
イタ ー ( 当時 は 日 邦 タ イプ ライ ター )、 
今日 、 両 手打 ちと 特殊 機 に 進 境 を 示 し て い 
る 日 輸 タ イプ ライ ター(( 鈴 木工 機 ) と い 
う 具 合 に 次 々 と 登場 し て きま し た 。 

また 店 頭 テ レビ が 人 気 を 呼び 、 家 電 時 
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4. タイ プラ イタ の あゆ みみ 


代 の 始ま っ た 昭和 30 年 頃 ま で に は 、 太 プ 
ラテ ン 機 を 初め て 完成 させ た 、 手 造り と 
人 入念 さき を モッ トー と する 全 版 タイ プラ イ 
ター、 工 作 メ ー カ ー の 手 固い 技術 を 持つ 
タイ プリ ンタ ー、 昭 和 15 年 以来 の 小型 機 
の 伝統 を 再 浮上 させ た 東芝 タイ プラ イタ 
と 、 現 在 活躍 する ほとん どの メー カー が 
それ ぞ れ 個性 的 な 顔 を 揃え る と と に な っ 
7 だ (の : ぐ 49 

し た が っ て その 意味 で は 、 昭 和 25 年 か 
ら 35 年 頃 ま で は 第 二 の 創成 期 と も いえ ま 
す が 、 戦 前 に 比較 し て 市 場 の 特性 を メー 
カー の 個性 に マッ チ さ せよ うと する 指向 
が 始め か ら 見 られ 、 一 つの 区 切り を つけ 
た 時 代 で も あっ た わけ で す 。 

また その 線上 で 、 業 務 用 、 一 般 文書 用 
と 和文 タイ プラ イタ の 人 性格 づけ が より 強 
く 認識 さ れ て いた と と に だ 加 え 、 合 理化 、 
能率 化 、 ス ピー ド 化 な どの 時 代 の 要求 を 
真正 面 か ら 受け 止め よう と いう 姿勢 が あ 
り 、 今 日 の 和文 タイ プラ イタ の 在り 方 か 
写 1 一 26 密集 タプ . ラ イン スペ ベー サー 装置 付 
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表 1 一 1 各種 事務 機 の 製造 開始 状況 


騰 写 版 ・<・・・・・・・・( 明 治 27 年 ) 
和文 タイ プラ イタ ・ ・・・・・・( 大 正 4 年 ) 
手動 計算 機 ・( 大 正 12 年 ) 
輸 転 膳 写 機 (手動 ) ・( 昭 和 5 年 ) 
輪転 膳 写 機 ( 電 動 ) ・・ ・( 昭 和 6 年 ) 
タイ ムレ コー ダー *・・ oi202 議 ) 
金銭 登録 機 ( 合 計器 2 コ ) ( ヶ 11 年 ) 
マイ クロ 写真 機械 ヶ 25 年 ) 
欧文 タイ プ ( スタ ンダ ー ド ) ( 昭和 28 年 ) 
( 昭和 29 年 ) 


69o ( 


ジテ ソノ 式 複写 機 
オフ セッ ト 印 刷 機 ・・・・ の 5 の 2 二 各 ) 


計算 機 ( 電 動 )、。・。・。・。・ ヶ 33 年 ) 
金銭 登録 機 ( 合 計器 5 コ )・ 
欧文 スタ イプ ( ポー タブ ル ) 

静 電 ・ 乾 式 複写 機 ・・・・ 

加算 機 ( 電動 ) 
電子 卓上 計算 機 
静 電 ・ 湿 式 複写 機 ・・・ 


ら み て 大 き な か な 価値 を 認め られ る も の で す 。 
と の 時 期 に 開発 、 改 良さ れ た 主 な 部 分 
を あげ る と こと 、 活 字 配 列 が アイ ウエ オ 順 の 
50 音 配列 へ 移行 を 開始 し た と と を 始め 、 
25 年 の 特注 品 の 横 打ち 専用 機 に 初め て 英 
文 式 と 同じ ゼン マイ が 使わ れ た と と 、 ど 
と で も タブ セッ ト が で きる よう に 考案 さ 
れ た 密集 タプ ャ ライ ンス ペー サー 装置 な 
ど を 装備 し た 機種 が 発売 され た と と 、 縦 
横 間隔 が 5 段 か ら 10 段 切り 換え の も の に 
な り 、 ま た 現在 の 太 プ ラテ ン 化 の 兆し が 
見 え は じ め た と と な ど が あり 、 万能 化 あ 
る い は 専用 化 を 通し て 高度 機器 の 方 向 に 
歩も や うと いう 動き が 見 られ まし た 。 


さて 、 と うし て 態勢 を 整え た 和文 タイ 
プラ イタ は 産業 、 文 化 、。 社 会 の あら ゆる 
面 に わた っ て 長 足 な 発展 を 遂げ て 30 年 代 
突入 し ます 。 

と の 年 代 は 主 な 動き を みて も 、31 年 に 
国連 加盟 が 承認 され 、32 年 に は 神武 景気 
34 年 は 耐久 消費 財 の 大 幅 普及 が 始ま り 、 
翌 35 年 に は 、 日 米 安全 保障 条約 調印 で 国 
内 が 騒然 と する 一 方 で 高度 成長 、 所 得 倍 
増 政策 が 発表 され 、36 年 は 岩戸 景気 と レ 
ジャ ー プ ブー ム が 始ま り 、39 年 東京 オリ ン 
ピッ ク と ま 上 か っ て な いひ 活気 に あふ れ た 
時 代 で し た 。 そ し て 、 ま た 戦後 欧文 タイ 
プラ イタ ー、 手 動 計算 機 、 ジ アゾ 式 複写 
機 な ど に よっ て 開か れ た 事務 機 産業 が 、 
事務 合理 化 の ブーム に の っ て 、 そ の 巨大 
な 歩み を 始め た 年 代 で ある と と も に 、 和 
文 タ イプ ライ タ に と っ て は 第 二 創 成 期 の 
姿勢 を 踏ま え 展 開 し た "成長 期 、 と な り 
ま 2 プ 7 こき 

横書き 文書 の 普及 は 、 す で に だ 28 年 頃 か 
ら 始 まっ て いま し た が 、32 年 に は 官公 店 
が 実施 に 踏み 切り 、 本 格 的 な 横書き 文書 
時 代 が 到来 し て きま し た 。 そ れ に 応え て 
横 打 ち 専 用 機 が 製造 発売 され まし た が 、 
と れ は 横 送 り 装 置 が ゼン マイ 送り で 、 表 
も の や 楠 組 み に 適し た タブ レタ ー 装 置 な 
ど が 装備 され 、 横 書き 文書 の 主力 機 と し 
て 活躍 する と と ろ と な り ま し た 。 また 、 
電動 タイ プラ イタ も 開発 が 進め られ て い 
て 、 翌 年 に 完成 し た マグ ネッ ト を 応用 し 
た 高速 電動 タイ プラ イタ は 、 東 京都 発明 
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写 1 一 27 リボ ン 装 置 付 


展 で 入賞 し た と と も あり まし た 。 

一 方 軽 印刷 な どの 業務 市 場 は 、 孔 版 印 
吊 か ら オ フ セ ッ ト 印 刷 へ と 進展 し 、 マ ス 
ター ペー パー の 利用 に よる ダイ レク ト 製 
版 の 版 下 と し て 、 あ る い は オフ セッ ト 印 
刷 の 清 打 ち 組版 と し て 、 ス ピー ド と 精度 
の 高 さ が 要求 され る よう (に な り ま し た 。 

当時 の と と と て 今日 は どの 質 の 高い も 
の は 期待 され て いま せん で し た が 、 量 印 
吊 が 求め られ 、 マ ニュ アル 物 や ペー ジ 物 
な どの 組版 が 多く な っ て きた と と か ら ス 
ー ド に つい て 行き 、 し か も 鮮明 な 印字 が 
望ま れ て いた の で す 。 

こと れ に 応じ て 開発 され た も の が カー ボ 
ン リ ボン で あり 、 太 プラ テン 指向 で あり 
縦横 送り 間隔 の 細分 化 で し た 。 

カー ボン リボ ン は 、 英 文 タ イプ ライ タ 
(ヒン ト を 得 て 生 れ た も の の 一 つ で す が 
34 年 頃 か ら 以 後 は 、 ど の 機種 に も と の 装 
置 が 取り 付け られ る よう に な り 、 清 打ち 
の 使命 を 最も 高め て ヒッ ト と な っ た も の 
398 


25 


4. タイ プラ イタ の あゆ み 


また 太 プ ラテ ン 化 は 、 今 日 まで 続く 宿 
命 的 な 指向 で す が 、 と の 年 代 に 各 メ ー カ 
ー と も 取り 付け まし た 。 太 プラ テン に よ 
り 版 面 が 平面 に 近く な り 、 活 字 の 印字 角 
度 が より 完ぺき に な り 、 ど ん な 活字 の 大 
き さ で も 均一 に 、 鮮 明 な 印字 を 実際 確 
認 が で きる よう に な り ま し た 。 

終 横 送り 間隔 の 問題 は 各 メ ー カ ー そ れ 
ぞ れ が 独自 な 機構 で 挑ん で きま し た が 、 
業務 用 の 一 部 の 機種 は 38 年 、 縦 横 20 段 ピ 
ッ チ 、39 年 に は 縦横 40 段 ピッ チ と エス カ 
レー ト し 、 写 植 に 匹敵 する 精度 を 持つ と 
の の ) ま SG さき 寺 ま | ラ だき 

と の 他 39 年 に は ラン ナー 装置 ( 早打ち 
装置 、 ク イッ ク 装 置 と も いう ) が 取り 付 
けら れ た 機種 発売 され 、 印 字 の スピ ー 
ド 化 に 応え て いま す 。 

と うし て 30 年 代 の 和文 タイ プラ イタ は 
市 場 の 需要 に 応じ な が ら 自 身 の 内 容 を 確 
か な も の と し 、 成 長期 を 歩ん で きま し た 。 

し か し 、 そ れ は 青年 の よう に よう や く 
骨組 み が 固 まっ た と いう 段階 で あり 、 一 
つ ー つ の 機能 の 充実 と いう 点 で は 、 多 く 
を 40 年 代 の 努力 に 委ね る と と に な り ま し 
7 だ 5 

40 年 前 半 は 和文 タイ プラ イタ を 含め て 
の 事務 機 全 般 の ピー ク で 、 と の 間 に は 各 
メー カー に より 次 々 と 新 製品 が 発表 され 
まし た 。 と の 頃 よ り 「 情 報 化 社会 」「 情 
報 産業 | と いう よう な 言葉 が 使わ れ は じ 
の 引 フ ョ ロン ョ ンマ と 2 が が コジ 2 圭 計 誘い 
う 言 葉 も 新聞 や 雑誌 で 多く 使わ れ は じ め 
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ま し た 。 41 年 に は カラ ー テ レビ 放送 の 全 
国 中 継 網 が 完成 し 、 ま た その 年 に わが国 
の 人 口 も 1 億 を 超え 、 レ ジャ ー に お いて 
は ボー リン グ や マイ カー が 普及 し て き て 
いま す 。 

また 和文 タイ プラ イタ を 含め て 事務 機 
プー ム は 30 年 後半 より 引き 続き 、 各 地 で 
開催 され た ビジ ネス ショ ー の 入場 者 は う 
な ぎ 昇 り の 数 を 示し 、 各 展示 場 に お いて 
も 和文 タイ プラ イタ の コー ナー は 最も 人 
が 集まり まし た 。 その 人 気 は 、 単 な る 景 
気 便乗 で は な く 和 文 タ イプ ライ タ の 新 し 
い 認 識 、 つ まり 国字 を 取扱 う 機械 、 あ る 
い は 印刷 組版 機 と し て の 必要 性 か ら 生 れ 
だ お! の jiG( 巡 だ き 

生産 台数 を 見 て も 45 年 に は 和文 タイ プ 
ライ タ 業 界 と し て は 初め て の 5 万 人 台 を 突 
破 し まし た が 、 そ れ で も あい 次 ぐ 需 要 に 
追い つか ず 、 各 メー カー と も 増産 体制 を 
も っ て 全力 投球 し 、 ユ ー ザ ー の 要求 応 
えて いっ た の も と の 頃 で す 。 

機種 と し て は 、 一 般 型 か ら 高 性 能 型 へ 
と 移行 し て いっ た 時 期 で 、 特 に 製版 用 タ 
イプ ライ タ 、 組 版 用 タイ プラ イタ 、 孔 版 
用 タイ プラ イタ な どの 商品 名 の 機種 が 多 
く 出現 し て いる よう に 、 そ れ ぞ れ の 分 野 
適し た 機能 が 組み 込ま れ 、 同 時 に 性 能 
も アッ プ し 、 手 動機 と し て は も は や と れ 
以上 の も の は 考え られ な い は ほど の メカ ニ 
ッ ク を 装備 し た も の ば か り で 、 ま さ C 書 
字 機械 に ふさ わし い 内 容 を も っ た も の で 
( 腕 7 
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また 、 て と の 頃 に な る と 戦後 の 高校 教育 写 1 一 28 1IC 採 用 の 電動 タイ ブラ イタ 
を 受け た タイ ピス ト が 各 職 場 で 8 割 ぐら 
い の 比 率 を 占め る よう (に な り ま し た 。 そ 
GR どれ 0 ま IG 上 本 イラ 必 ( の 2 ペデ 
ント で あっ た 「50 音 文字 配列 」 も 社会 的 
要求 か ら 一 般 公開 され 、 各 メー カー お 
いて も る 、 従 来 の 「 い ろ は 順 配 列 ]」 に 加え 
「50 音 配列 」 を 積極 的 に P R 始め まし た 。 
や が て 石油 ショ ッ ク を 境 と し て 40 年 代 
後半 は 、 従 来 の 軽 印刷 組版 機 指向 だ け に 
片 寄っ て いた 市 場 が 是正 し 、 和 文 タ イプ 
ライ タ 本 来 の 使命 で ある 、 国 字 を 取り 扱 
う 機械 と し て の 原点 に か えり 、 時 代 の 流 
れ に 添っ た も の を 生み 出し て 行 と うと い 
う 姿 勢 が 、 タ イプ ライ タ 業 界 全体 と し て 
山間 きま |76 

機械 機能 で は 、 他 の 事務 機 ( 特に 電卓 
の 伸び は 急激 で あっ た ) が すでに 取り 入 
れ :G7EUKGS あ る OAIS イク ロコ ドン ピ 
ュー タ を 、 い か 和文 タイ プラ イタ 機構 
(に 取り 入れ られ る か 、 と いう 研究 が な さ 
れ 、 同 時 に 事務 機械 の 見 地 か ら 、 オ ペレ 
ー タ ー の 疲労 を 軽減 させ 、 よ り ス ピー ド 
アッ プ す る 機械 へ の 思索 が 、50 年 52 年 
(かけ て 、 電 動 和 文 タ イプ ライ タ の 出現 
を みる に 至り まし た 。 

従来 の 手動 機 機構 に IC を 採用 し た 全 
般 タ イプ ライ タ 、 和 文 タ イプ ライ タ の イ 
メー ジ を 一 変 し た 菅沼 タイ プラ イタ の フ 
ァ ッ ショ ナブ ル な が 電動 、 オ ペレ ー タ ー の 
疲労 軽減 と スピ ー ド アッ プ を 索 字 範囲 の 
短縮 化 に より 解決 し て いと うと いう 目的 
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4. タイ プラ イタ の あ ゅ ゆみ 


で 、 小 型 文字 盤 、 小 型 活字 を 採用 し 、 打 
字 コ ント ロー ル を 自動 制御 で きる 機能 を 
備え た 東和 タイ プラ イタ な ど ご 華々 し い 和 
文 タ イプ ライ タ の 新しい 時 代 の 幕開け と 
7 の NE 央 有 /68 

と の よう に 一 般 機 の 高 性 能 化 だ け で は 
な く 、 軽 印刷 組版 機 の 面 に お いて も 写植 
や 活版 な ど に 肩 を 並べ る 組版 機 と し て 、 
ポイ ント ピッ チ 、 ミ リピ ッ チ な どの 機構 
を 備え 、 い ずれ も 昭和 47 年 頃 か ら 登 場 し 
で IO ま 935 

また 、 昭 和 32 年 に 発売 され た 小型 タイ 
フラ シシ 全 2( 二 ーー ツリ レ コミ S 二 ニン 
ョ ン を 合言葉 に 、 タ イプ ライ タ の 一 般 化 
を は か り 、 現 在 で は 和文 タイ プラ イタ 総 
生産 合 数 の 45 め を 占め る に 至 っ て いま す 。 

と れ は 情報 化 社 会 で ある 現在 、 誰 で も 
打てる 和文 タイ プラ イタ が 、 一 般 の 人 達 
(と っ て より 身近 な 書 字 機 と し て 受け と 
られ た か ら で す 。 自分 の 意志 を 活字 化す 
る と と に より 伝 達 し よう と する 人 間 の 要 
求 が 、 和 文 タ イプ ライ タ の 誕生 か ら 引 き 
続い て いる 思想 が 、 と と に 結実 し た も の 
だ と も いえ る で し ょ う 。 と の 小型 機 の 普 
及 は 独 目 な パー ト を 持つ 大 型 機 へ の 再 認 
識 へ と 結び 付け られ まし た 。 

小型 タイ プラ イタ の 普及 化 、 電 動 和文 
タイ プラ イタ の 登場 、 活 版 、 写 植 に 比肩 
する 製版 機能 の 確立 な ど 、60 年 前 に 播 か 
れ た 一 粒 の 種 が 、 と と に 花 を 咲か せ は じ 
め ま し た 。 も ちろ ん 、 と れ ま で の 道程 に 
は 、 多 く の ア クシ デン ト が あっ た わけ で 
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す が 、 そ れ に も 増し て 史上 に は 登場 する 
と と は で き な か っ た が 、 和 文 タ イプ ライ 
タ に 、 あ ふれ る 熱情 を ぶつ け て 研究 改良 
を 試み た 数 多く の 技術 者 が いた と と を 忘 
れる と と は で きま せん 。 ま た と れ ら の 和信 
達 に よっ て 引き 継が れ た 「 機 械 は 時 代 と 
と も だ 変わ る が 、 タ イプ ライ タ の 使命 は 
変わ る と と が な い 」 よ という 信念 が 、 現 在 
も な お 機械 の 中 に 息づい て いる と と は 誰 
も 否定 する と と が で き な い で し ょ う 。 


写 1 一 31 業務 用 40 段 付 タ イプ ライ タ 


M 


5 和 交 タイ プラ イタ の 
今日 と 明日 


和文 タイ プラ イタ が 事務 用 の 機械 ( 印 
字 機 ) と し て 誕生 し 、 今 日 まで に 至っ た 
60 年 余 の 歴史 は 、 前 項 で も 触れ た と お り 
その 生命 力 の 永 さ と 社会 的 貢献 度 の 高 さ 
の 双方 と も に 十分 評価 され る べき も の が 
あり ます 。 

わが 国 の 国字 の 状況 と 対応 し 、 文 書 事 
務 の 中 で 重要 な 役割 を 、 戦 前 は も と より 
戦後 に お いて も 保ち 続け た と と は 、 和 文 
タイ プラ イタ が 印字 機 と し て 、 文 書 の 文 
字 表 現 を 統一 し た 型 で 、 機 械 的 に 活字 印 
字 が 容易 に 行なえ る と いう 最大 の 特徴 を 
持 う で いたから です 。 

事務 と いわ れる も の の 中 で 、 書 く と と 
(か わる 和文 タイ プラ イタ の 出現 は 、 大 
正 4 年 艇 本 京太 に よっ て 発明 され 「 書 か 
れ た も の を 活字 体 で 表現 する 」 合理 性 と 
効用 は 、 今 日 も な お 失 な われ て いま せん 。 

特に 近年 さか ん に いわ れ て いる 情報 化 
社会 の 中 で 、 そ の 伝達 を 受け 持つ 文字 媒 
体 の 分 野 に お いて 、 和 文 タ イプ ライ タ が 
果して いる 功績 を 見 過す と と は で きま せ 
ん 。 

と の 文字 に よる 伝達 は 、 読 み 易 さ と 正 
確 さ が 必要 で あり 、 手 書き に よる も の や 
カナ 文字 の 伝達 に 比べ て 、 事 務 的 形式 の 
書類 と し て は は る か に 優位 性 が 高く 、 特 
に 対外 的 文書 に は 、 活 字 化 さ れ た 漢字 ま 
じ り の 文書 が 常識 と され て いま す 。 
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戦後 の 混乱 期 を 乗り 越え た 日 本 の 経済 
が 、 立 ち 遅 れ た 発展 の 空白 を 取り 戻す 努 
カカ と し て 、 ま ず 取 り 上 げた こと と は 、 事 務 
の 合理 化 と 機械 化 の 問題 で し た 。 

文書 に 係わる 問題 と し て は 、 従来 日 本 
古来 の 縦 文 書 が 逐次 左 横書き 文書 に 改め 
られ る よう に な り 、 縦 打ち 主体 の 構造 で 
あっ た 和文 タイ プラ イタ も を 文書 の 横 打ち 
に 適する よう な 機械 に な っ た と と は 前 述 
の 通り で す 。 

さて 、 と の 事務 の 合理 化 が 機械 化 に つ 
な が り 、 機 械 化 は 事務 を 時 間 的 に 早く 処 
理 す る た め の 方 法 と し て 常に 考え られ 、 
より 早く は 、 事 務 機 械 化 の 合言葉 に も な 
り 、 そ の 行き つく 一 つの 所 と し て 、 現 在 
の コン ピュ ー タ 時 代 へ と 至っ た わけ で す 。 
と の よう に た 人手 を 省き 、 で きる だ けり 機 
械 化 を すす め て いく 事務 合理 化 の 流れ の 
中 で 、 和 文 タ イプ ライ タ が 現存 重視 され 


て いる と と (に は それ な り の 大 き な 理 由 が 


ある か ら で す 。 

現在 、 和 文 タ イプ ライ タ を 事務 用 機 と 
し て 使用 し て いる 官庁 、 銀 行 、 会 社 な ど 
で は それ ぞ れ の 特質 が あり 、 事 務 処 理 の 
仕方 に つい て も 相違 が あり ます 。 

し か し 、 一 般 的 に 望ま れる 事務 の 合理 
化 に つい て は 変わ りな く 、 と うし た 企業 
内 で の 事務 用 機械 と し て 使わ れ て いる 和 
文 タ イプ ライ タ も 、 利 用 の 合理 化 、 つ ま 
り 従 来 コ ピン グマ シン と し て 複写 事務 に 
も 大 い 人 役立っ て いた も の が 、 戦 後 ( 昭 
和 30 年 頃 ) 急速 に 発展 し た 事務 用 複写 機 
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の 普及 に より 、 そ の 利用 範囲 は 次 第 に 複 
写 機 に 移行 し 、 か わっ て 和文 タイ プラ イ 
タ で 打 た れ た 美しく 、 理 解 し 易い オリ ジ 
ナル 印 書 が 、 複 写 機 で コピ ー さ れる よう 
(と な り ま し た 。 と れ と 同時 に 、 社 内 印刷 
(か か わり の ある 部 門 で も 一 層 活 用 範囲 
を 拡大 し た と と で 、 和 文 タ イプ ライ タ の 
合理 性 は 再 確認 され まし た 。 

また 、 印 刷 業 界 の 要望 に より 、 印 字 用 
の 活字 の 大 き さ や 種類 も 多種 多様 の も の 
が 造ら れ 、 機構 的 に も と れ に 対応 し た 精 
度 、 構 造 の も の が 開発 され ま し た 。 多種 
多様 の 活字 の 使用 と 、 と れ に 応じ た 和文 
タイ プラ イタ は 、 従来 の タイ プラ イ テ ィ 
ング の 技能 に 加え て 、 さ ら に 高度 な 技術 
を 要求 する よう (な り ま し た 。 

昔 か ら タ イプ ライ ティ ング の 仕事 は 、 
一 般 に は 女性 に よっ て 行なわ れ 、 タ イプ 
され た 書類 は 「 会 社 の 顔 」 と も いわ れる 
は ほど 重要 視 さ れ て いま す 。 と うし た と と 
か ら 和 文 タ イ ピ スト は セク レタ リー( 秘 
書 ) と し て の 役割 が 果 さ れる 能力 を 持っ 
た 事務 補助 者 で ある と 同時 に 女子 の 専門 
的 技術 職 の 一 つと し て 評価 され て いま す 。 
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近年 事務 の 合理 化 、 ス ピー ド 化 が 文字 
その も の を 軽視 する 傾向 に 走り 、 日 本 の 
文字 の 重要 さ を と も すれ ば 忘れ が ち に な 
り 「 わ か れ ば よい 」 と いう 安易 な 考え 方 
か ら 「 カ ナ モ ジ 」 に 片 寄っ た 傾向 に あり 
ます が 、 漢 字 ま じ り の 日 本 文 で 正しく 間 
違い の な い 文 意 で 、 事 務 上 は も と より 情 
報 伝達 を 行なう と と が で きる タイ ピスト 
の 役目 は 重要 な も の で す 。 

事務 機 の 中 で 使わ れる 和文 タイ プラ イ 
タ は 、 一 般 的 な 実務 内 容 と し て 書か れ た 
原稿 を タイ プ ライ タ で 美しく 打ち 上 げ る 
と いう と と か ら 、 汐 書 事務 と いう 表現 も 
され て いま す が 、 欧 米 諸国 の よう 文字 
数 の 少な い 国 々 で 、 欧 文 タ イプ ライ タ が 
ペン と 同じ よう に 使わ れ て いる の と 同様 
に 、 和 文 タ イプ ライ タ も を 書 機 と し て 使わ 
れ 、 よ りら 早く 打つ と いう と と は 変わ りあ 
り ま せん 。 し か し 、 日 本 の 国字 は ひら が 
な 、 カ タカ ナ を は じ め 漢 字 に つい て は 、 
1850 字 も あり 、 と れ に 加え て 送り か な の 
使い 方 に も ち き ま り が ある な どの 点 か ら 文 
書 原稿 その まま の タイ プラ イ テ ィ ング で 
は 、 完 全 な タイ プ 事 務 を 果 せ な いと と が 
あり ます 。 そ の た め の 正 し い 知識 、 つ ま 


写 1 一 33 標準 機 の 電動 タイ プラ イタ 


写 1 一 24 特殊 野 引 付 の タイ プラ イタ 


り 原 稿 の 中 に ある 誤字 、 脱 字 、 送 り が な 
の 誤り を 修正 する 判断 能力 が タイ ピスト 
の 必要 資格 と され 、 日 本 商工 会 議 所 の 和 
文 検定 試験 の 中 に も と れ ら の 問題 が 加え 
られ て いま す 。 

と うし た 判断 能力 と タイ プラ イ テ ィ ン 
グ 技 術 に よっ て 、 各 人 各 様 の 手書き に よ 
る 文書 を 、 誰 (に で も 読み 易い 活字 体 に 統 
一 し 、 そ の 文書 形式 の 明瞭 さ を 強 調 さ せ 
て スピ ー ド 化 を 加え る と と 和文 タイ プ 
ライ タ の 本 来 の 使命 が あり ます 。 

事務 用 機械 と し て の 必要 性 は 、 と の よ 
うな 実用 効果 が ある た めで 、 単 に 体裁 や 
形式 だ け の も の で は な < く 、 欧 米 諸国 で は 
すでに 事務 上 は も と より 、 広 く 一般に タ 
イプ ライ タ が 使用 され て いて 、 不 統一 な 
手書き の よう な も の は 避け られ て いま す 。 

国字 の 事情 か ら 見 て 、 和 文 タ イプ ライ 
タ が 欧文 タイ プラ イタ や その 他 の 事務 用 
機械 に 比べ て 能率 的 で は な い 、 と いう 論 
は 、 合 理 的 な 処理 の た め 歴 史 的 な 背景 
を 伴っ た 日 本 の 文字 の 独自 性 も 否定 し 、 
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前 者 の よう (に 「 カ ナ モ ジ 」 変換 し て す 
べ て が 完全 に 処理 され る も の と 判断 し た 
ー つ の 誤り を 、 今 一 度 振り 返 え っ て 考え 
て みる 必要 が あり ます 。 

日 本 の 文字 と 和文 タイ プラ イタ の 密接 
度 は 、 文 字 を 離れ て 考え る と と の で き な 
い 要 因 に よっ て 造ら れ た 機械 構造 と 無縁 
で は な く 、 と れ を いか に 能率 的 に オペ レ 
ー ト する か は 、 タ イ ピ スト の 技能 に よる 
も の で 、 と れ を いか に 能率 的 に する か は 
和文 タイ プラ イタ メー カー 課せ られ た 
任務 で も あり ます 。 ま た 、 和 文 タ イプ ラ 
イタ は 、 小 型 タ イプ ライ タ の 需要 に 加え 
印刷 関連 の 分 野 に も 需要 の 広がり を 示し 
将来 に わた っ て 文字 の タイ プ 化 (活字 体 
(と する ) 根強い 力 を 発揮 し て いく と と 
が うか が えま す 。 

以 正 清 べ だ まう !C、 和文 タ イプ ライ ク 
は 、 時 代 の 推移 に 伴 な い 常 に タイ プラ イ 
ティ ング の スピ ー ド 化 を 軸 と し て 、 操 作 
機能 の 合理 化 を 図り 、 能 率 化 は も と より 
印字 効果 も より 美しく で きる よう な 機械 
の 改善 に 務め て きま し た 。 

また 和文 タイ プラ イタ の 需要 面 で の 大 
き な 特 質 は 、 印 刷 分 野 に お ける 組版 機 と 
し て の 利用 で 、 こ とれ は 単 需 要 の 拡大 だ 
け に 止ま ら ず 、 機 能 そ の も の の アッ プ に 
も つなが り ま し た 。 と の 分 野 で 活版 、 写 
植 に か わる 組版 方 式 と し て 、 経 済 的 に も 
能率 的 に も 優れ た も の で ある と 確認 され 
/ た と と は 、 タ イプ ライ タ の 精度 と 合理 的 
な 文字 組版 ( 印字 機構 ) が 高く 評価 され 
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た か ら で す 。 

と うし た 社会 状況 の うち に あっ て も 、 
一 部 事務 用 機 と し て の 分 野 で 、 コ スト 採 
算 の 面 か ら だ け か ら み て 、 和 文 タ イプ ラ 
イタ の 評価 に 疑問 を 投げ か ける 向き も あ 
り ます 。 事 務 の 合理 化 、 機 械 化 は 主 と し 
て 人 人 手 を も ちっ て や っ て きた と と を 機械 に 
置き 換え 、 よ り 効 果 を 上 げ る と と で す が 、 
和文 タイ プラ イタ が た ず さ わ る 文書 事務 
は 、 た と え 自 動 化 され た と し て も 索 字 、 
字 配 りな ど は 人 手 に よっ て し な けれ ば な 
ら な いと と で す 。 コ ンピュータ の 入力 機 
と し て 和文 タイ プラ イタ に スポ ッ ト が 当 
て られ て いる と と を みて も 、 コ ン ピ ュ ー 
タ 万 能 時 代 に お いて も と と 文字 に 関し て 
は まだ 研究 が 残さ れ て いる と いえ ます 。 

さて 、 和 文 タ イプ ライ タ の 効用 に つい 
て は 十分 に いい つく し た わけ で す が 、 そ 
れ で は 、 現 在 の 和文 タイ プラ イタ (まっ 
た く 問題 が な いか と いえ ば 、 そ う で は な 
く 、 た と えば タイ プラ イ テ ィ ング 技術 の 
中 に 含ま れ て いる 印字 の 強 、 弱 の コン ト 
ロー ル 、 索 字 能 力 を どの よう (する か 、 
また オペ レー ター の 疲労 軽減 と いう と と 
も 含め て 改善 へ の 課題 が 残さ れ て いま す 。 

同時 に 、 現 在 タイ ピス ト が 技術 を 習 熟 
する 時 間 の 短縮 と 労力 の 軽減 を は か る た 
め に は 、 タ イプ ライ ティ ング 技術 の 中 に 
含ま れる 印字 の 強 、 弱 、 コ ント ロー ル な 
ど に つい て の 電動 化 、 索 字 能力 を 上 げ る 
た め の 文 字 盤 配列 の 研究 な ど は 、 よ り 積 
極 的 に 進め な けれ ば な り ま せん 。 


し 4 


すでに 一 部 電動 化 に つい て は 実用 段階 
(至っ た も の も あり ます か 、 雪 字 能 率 を 
は か る 目的 の 文字 配列 の 問題 は 、 和 文 タ 
イプ ライ タ 全 体 の 問題 と し て 統一 し た 配 
列 へ の 方 面 に 向 わ せる と と も 必要 で し ょ 
の 

また 、 索 字 、 選 字 の し や すい 見 出し 文 
字 盤 に よる タイ プラ イ テ ィ ング は 、 技 術 
の 習熟 を 容易 に する ば か り で は な く 、 今 
後 和文 タイ プラ イタ の 普及 を 図る た め に 
も 必要 な と と と 考え られ ます 。 

と れ ら は 、 そ れ ぞ れ の メー カー おい 
て 、 電 動 化 は も ちろ ん 、 その他 の 点 に つ 
いて も 研究 が 続け られ 、 情 報 の 伝達 、 確 
認 の 二 つ の 方 向 に 向け て 、 よ りら 能率 的 に 
スピ ー ド 化す る 和文 タイ プラ イタ の 開発 
を 進め て いま す 。 

「 商品 の 普及 率 が 10 め を 越え た も の は 
メー カー は 、 そ の 商品 を 通し て 社会 的 責 
任 を 持た な けれ ば な ら な い 」 と も いわ れ 
て いま す 。 事 務 機 の 中 で も その 高い 普及 
率 を 誇る 和文 タイ プラ イタ は 、 今 や メー 
カー が 社会 的 次 任 を 持た な く て は な ら な 
い 商品 と な っ て いま す 。 

と の 点 を ふま えて 、 和 文 タ イプ ライ タ 
が 時 代 と と も に 歩み 続け |、 と れ か ら も 時 
代 と と も だ 歩み 続け て いく に は 何 が 大 切 
な の か は メー カー は も と より 、 タ イ ピ ス 
ト の 養成 機関 、 そ れ に タイ ピス ト 自 身 も 
三 身 一 体 と な っ て 考え る 問題 で す 。 そ の 
姿勢 と そ が 和文 タイ プラ イタ の 明日 を 築 
く 礎 と な る と と を 確信 し ます 。 


和文 タイ ピス ト ・ ハ ンド ブッ ク 第 
和文 タイ プラ イタ の 


と も する と 女性 は メカ ニズム を 軽視 し が ち で 、 ネ ジ が 1 本 抜け て も 大 菩 ぎ する と こ 
! 。 ろ が あり ます 。 こ れ は メイ ビス ト に も いえ る と と で す 。 

! や は り 機械 を 扱う 専門 的 技術 職 で あれ ば 論語 読み の 論語 知ら ず で は 困り も の で す 。 
! タイ ビス ト の 最低 限 の 知識 と し て ゃ も 、 構 造 か ら 活字 、 消 耗 品 な ど は 知っ て お いて も ら 
! 。 いた いも の で す 。 機 械 を 使い こなす に は まず 機械 を 知る こと で す 。 
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1。 和 廊 タ イ グイ タタ の 
種類 と 特徴 ‥. 

現在 使用 され て いる 和文 タイ プラ イタ 

を 大 別 す る と 次 の よう に 分 けら れ ま す 。 


1 ) 機械 構造 別 


A 機構 移動 式 ( 遊 動 式 ) 
20552 え af の 20 フ 568 が | au イフ ラ ィ ッ 
主要 機構 部 と 共に 、 多 数 の 活字 を 収容 し 
て ある 擬 面 上 を 自由 に 移動 し 、 目 的 の 活 
字 を 拾い あげ る 方 式 。 つ まり タイ プ バ ー 号 2 一 2 機構 固定 式 タ イプ ライ タ 
が 目的 の 活字 を 迎え に 行く 方 式 で す 。 
B 機構 固定 式 
タイ プ バ パー を 含む 主要 機構 部 が 固定 し 
て いて 、 活 字 を 収容 し て ある 部 分 の 方 を 
自由 に 移動 させ 、 目 的 の 活字 を タイ プ バ 
ー に 拾わ むせ る 方 式 。 つ まり 活字 の 方 が タ 
イプ バー を 訪ね て 行く 方式 で す 。 


1. 和文 タイ プラ イタ の 種類 と 特徴 


2 ) 活字 の 収容 方 式 別 


信平 面 収容 方 式 ( 平板 式 ) 

碁盤 の よう な 多数 の マス 目 に 活字 を 平 
板 に 配列 し て ある 方 式 で す 。 文字 盤 又 は 
活字 盤 と も いい ます 。 平 板式 の 活字 収容 
可能 数 は 、 横 70 x 縦 85 三 2450 字 と 、 横 63 
X 縦 35 三 2205 の 2 種類 が 代表 的 で す 。 
B 円 筒 収容 方 式 ( ド ラム 式 ) 

回 転 する 円 筒 形 の 活字 庫 ( ドラ ム ) に 
よる 方 式 で す 。 活字 を 収容 する 仕組 み は 
横 一 列 に 39 個 の 活字 を は め 込 ん だ 36 本 の 
ケー ス を 円 筒 形 の 収容 部 に 組み 込ん だ も 
の で 、 活 字 庫 か ら ケ ー ス を 取り 出し 活字 
の 交換 を し ます 。 収 容 可 能 数 は 1402 字 。 
ご その 他 の 収容 方 式 

上 記 の 平板 式 、 ド ラム 式 の ほか に も い 
ろ い ろ な 活字 収容 方 式 の 考案 が あり ます 
が 、 ぼ ほとんど 実 用 化 さ れ て いま せん し 、 
特殊 用 途 な の で 省略 し ます 。 


写 2 一 5 ドラ ム 式 タイ プラ イタ (左下 ) 
号 2 一 4 活字 直視 式 タ イプ ライ タ ( 右上) 
写 2 一 5 見 出し 盤 付 タイ プラ イタ ( 右 下 ) 
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3 ) 索 字 の 方 式 別 


人 活 守 直視 式 

文字 盤 の 活字 を 直接 見 て 索 字 する 方 式 
id35 

B 見 出し 盤 式 (見 出し 式 ) 

文字 盤 の 文字 配列 に し た が っ て 印刷 し 
て ある 見 出し ( 盤 ) の 文字 を 見 て 、 間 接 
的 に 索 字 する 方 式 で 、 間 接 式 と も いい ま 
す 。 配列 区 分 に 色分け を 用 いて いる も の 
も あり ます 。 

以上 の 構造 方 式 、 活 字 収 容 方 式 、 索 字 
方 式 が 和文 タイ プラ イタ 分 類 の 3 大 別 で 
す 。 種類 に よっ て と れ ら の 分 類 の いずれ 
か を 兼ね 備え 、 そ れ ぞ れ の 特徴 と し て い 
ます 。 索 字 に 関し て は 文字 配列 方 式 の 相 
異 に よる 分 類 が あり ます が 別項 と し ます 。 


送り 間隔 変換 段数 ( 20 段 ) 
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4 ) その 他 


その 他 の 分 類 と し て は 次 の よう な も の 
が あり ます 。 
〇 形態 に よる 
大 型 機 、 小 型 機 
〇 動 カ に よる 
手動 機 、 電 動機 
〇 性 能 に よる 
* 続 * 横 打ち 両用 (万 能 ) 機 
横 打 ち 又 は 縦 打 ち 専 用 機 
用 紙 サ イズ 及び 印字 可能 面積 に よる 
送り 間隔 変換 段数 
1 < 3 段 、 5 段 、10 段 、16 一 20 段 、 
3640 段 
縦横 送り ピッ チ (間隔 ) に よる 
タイ プ ピ ッ チ (現行 基本 ) 
ポイ ント ピッ チ 
写真 植 字 機 ピ ッ チ 
SIUNEBSZ 
横 送 り 装 置 の 相 異 に よる 
スプ リン グ 送 り 
ゼン マイ 送り 
装置 、 機 能 な どの 有無 に よる 
リボ ン 装 置 の 有無 
マー ジン 装置 の 有無 
タプ ブ レター 装置 の 有無 
印字 キー の 操作 (片手 、 両 手 ) 
用 途 に よる 
* 一 般 事 務 文 書 作成 用 
* 業務 用 (職業 用 ) 
* 特殊 専用 
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2. 和文 タイ プラ イタ の 仕組 


2. 和 娘 タイ プラ イタ の 
仕組 み 


1 ) 原理 と 基本 構造 


和文 タイ プラ イタ の 基本 構造 は 大 別 す 
る と フレ ー ム 部 、 活 字 収 容 部 、 主 要 機 構 
部 、 用 紙 装着 部 の 4 つの 部 分 で 構成 され 、 
その 中 に 索 字 機 構 、 送 り 機構 ( 字 詰 、 行 
間隔 規 整 ) 、 各 種 の 補助 機構 が 組み 込ま 
れ て いま す 。 

主 な 作動 は 、 印 字 キ ー の 上 下 操作 に よ 
る テコ の 運動 に よっ て 各 関 連 機構 に 伝え 
られ ます 。 各 関連 機構 は それ ぞ れ 決 め ら 
れ た タイ ミン グ を 保ち 作動 し 、 活 字 を と 


図る 一 1 フレ ー ム 部 の 名 称 


ンク 


人 


が 
際 義 | 】 
ジョ ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ン ンー ンズ 


フレ ー バ ペア Je ジグ 


ら え て 印字 し 、 一 定 の 間隔 で 打ち 進む な 
ど タ イプ ライ タ と し て の 基本 的 役割 を 果 
た し ます 。 

A 機構 移動 式 の 基本 構造 
人 フレ ー ム 部 

機構 移動 式 の 基本 型 に つい て 、 そ の 構 
成す る 部 分 と 役割 は 次 の よう (に な り ま す 。 
③④ 構成 する 部 分 の 役割 

タイ プラ イタ の 土台 と な る 部 分 で 、 文 
字 盤 を 左右 に 滑走 させ 、 ロ ー ラ ー で 機構 
が 文字 盤 上 を 前 後に 滑走 する た め の フ レ 
ー ム レー ル が あり ます 。 水平 調節 肢 や 予 
備 活字 の 収容 部 分 、 原 稿 全 の シャ フト 取 
付 部 分 な ど が あり ます 。 


文字 盤 押え 


縦 ラ ッ ク 
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人 文字 盤 部 

多数 の 活字 を 収容 し て ある 部 分 で 、 文 
字 盤 ケ ー ス と 前 後 左 右 片 で 成り 立 一 文字 
盤 枠 で 構成 され て いま す 。 前 片 に は 文字 
盤 ハ ンド ル の 取付 ネジ 穴 が あり ます 。 文 
字 盤 の 左右 の 動き に 正しい 位置 を 保 た せ 
る た め に 、 前 片 又は 後 片 に 文字 盤 ロ ー ラ 
ー と 接触 する ミゾ な ど 、 前 後 の ガ タ を 防 
ぐ 方 法 が 施さ れ て いま す 。 

文字 盤 ケー ス ( ネ ッ ト ) は 横 板 と 縦 板 
で 構成 され 、 縦 板 の 下 辺 が 約 3 多 ほ ど L 
型 に た な っ て いて 、 活 字 が 抜け 落ち な いよ 
うに な っ て いま す 。 網状 の マス 目 の 数 は 
横 70 x 縦 35 三 2450 で 、 そ の 中 央 部 に 当る 
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横 35 x 縦 35 が 印字 可能 範囲 で す 。 の ことり 
の 横 35 x 縦 35 は 文字 盤 を 左右 に 動か し 、 
中 央 より に 移動 させ る スペ ー ス で す 。 
文字 盤 と タイ プ バ ー を 同時 に 移動 させ 
小さ な 範囲 で 早く 索 字 で きる と いう 特徴 
が あり ます 。 文字 盤 ガ イド レー ル は 機構 
部 と 文字 盤 部 の 位置 を 規 整 する 部 分 で す 。 


図る 一 2 文字 経 部 の 名 称 
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2. 和文 タイ プラ イタ の 仕組 み 


機構 部 

機構 部 は 、 ト レー プ 部 分 と キャ レー ジ 
部 分 に 大 別 さ れ ま す 。 ト レー プ 部 分 は フ 
レー ムレ ー ル 上 を 前 後に 滑走 し 、 キ ャ レ 
ー ジ 部 分 は トレ ー プ 部 分 の 上 を 左右 に 滑 
走 し ます 。 タ イプ バー が 文字 盤面 を 自由 
に 動き 回 れる の は 、 前 後方 向 は トレ ー プ 
が フレ ー ム レー ル の 上 を 、 左 右 方 向 は ト 
レー ル の 上 を キャ レー ジ が 、 そ れ ぞ われ 自 
由 に 滑走 する の を 組み 合わ せ て 利用 し て 
いる か ら で す 。 

キャ レー ジ は 背骨 の よう な 役目 で す が 、 
最も 重要 な 働き を する 印字 キー と 、 そ れ 
に 関連 作動 する タイ プ バ ー を 始め と する 


図る 2 一 4 キャ レー ジ 部 の 名 称 


肢 引 ホル ダー 


ビー ム エ キ セン 軸 取 付 穴 
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各部 分 、 横 送り 装置 、 縦 送り 装置 に 作動 
を 伝え る 縦 送り 枠 な どの 主要 な 機構 が 組 
みつ け て あり ます 。 
人 架 構 部 

架構 部 は 、 プ ラテ ン 部 分 と それ を 支え 
る プラ テン 枠 部 分 に 二分 され 、 他 に 縦 送 
り 送 置 と その 関連 部 分 が 組み つけ て あり 
E 

プラ テン は 軽 合金 の 円 筒 に 一 定 の 厚 さ 
の ゴム を 巻き 、 焼 き 付 け て 仕上 げた も の 
で す 。 プ ラテ ン 部 は 用 紙 を 取り 付け る 下 
敷 の 役目 と 、 縦 送り 装置 に 関連 する 回 転 
運動 で 終 に 送る 役目 と を は た し ます 。 
プラ テン の 左右 端 は カバ ー が 組み 付け ら 


れ さ ら に 右 負 面 に は 、 終 送り 装置 に 関連 
作動 する プラ テン ギヤ ー が 組み 付け て あ 
り ま す 。 

ジョ ンション (の FRIG は ea ラス メン シャ ン 
ト が 貫通 し 、 プ ラテ ン 左 右 枠 の 軸 ( シ ャ 
フト ) 受 部 で 支え られ 円 滑 に 回 転 で きる 
の 0 っ LGA ま 9 ジン テン シャ シン 
の 端 に は ノッ プ が あり 、 左 ノッ プ は 他 の 
操作 部 分 (ルー ズレ バー ) と 併用 し プラ 
テン の フリ ー 回 転 を 、 右 ノッ プ は 縦 打ち 
始め 位置 設定 に 用 いま す 。 (プラ テン の 
脱着 に つい て は 実技 の 項 を 参照 ) 

プラ テン 要 部 分 は 、 左 右 の 枠 と 後 側 に 
ある 上 部 レー ル 及 び 前 側 に ある プラ テン 
ラッ クレ ー ル で 構成 され て いま す 。 上 部 
レー ル は キャ レー ジ の 十文字 レー ル の 上 
(人 、 プ ラテ ン ラ ッ ク レ ー ル は キャ レー ジ の 
枠 受 ロー ラー 上 に 支え られ 左右 に 移動 し 
ます 。 プ ラテ ン ラ ッ ク レ ー ル の ラッ ク は 
横 送 り 装 置 の ギヤ ー と 噛み 合っ て 横 送り 
の 作動 に 関連 し 、 プ ラテ ン を 横 に 送り ま 
す 。 プ ラテ ン 右 枠 に は 縦 送り 装置 、 左 枠 
は ルー ズレ バー と 縦 ボ ッ ク レ バー、 そ れ 
(と ライ ンス ペー サー な ど が 取り 付け て あ 
乱 能 3998 

また プラ テン 右 枠 と プラ テン ギヤ ー の 
間 に 、 縦 打ち 始め 調節 盤 と その ブレ ー キ 
爪 が あり ます 。 

大 型 機 の プラ テン の 長 さ は 約 445 沈 あ 
り 、 そ の 外 径 は 約 92 腕 ( 細 プ ラテ ン ) と 
約 120 球 ( 太 プラ テン ) と が あり ます 。 
特殊 機 に は 短 プ ラテ ン の も の も あり ます 。 
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図る 2 一 5 プラ テン 部 の 名 称 


② 関連 各部 分 の 滑走 と 作動 

和文 タイ プラ イタ を 構成 し て いる 各部 
分 は 、 お 互い に 関連 を 保ち 前 後に 、 あ る 
い は 左右 に 滑走 し 、 そ れ ぞ れ の 役割 を は 
た し て いま す 。 滑走 に は レー ル と ボー ル 
ベア リン グロ ー ラ ー や ボー ルケ ー ジ が 使 
用 され て いま す 。 

ボー ルケ ー ジ と は 、 両 端 に 2 個 の スチ 
ー ル ボー ル を 組み 込ん だ 薄い 金属 板 の ボ 
ー ル ホル ダー の と と で 、 和 常に 一 定 間隔 を 
保つ よう に な っ て いま す 。 ボ ー ル の か わ 
り に 1 箇所 に 2 個 の ロー ラー を 直角 に 交 
差 さ せ て ある ロー ラー ケー ジ も あり ます 。 
また 、 レ バー は 中 間 の 軸 を 中 心 と し て 
一 端 を 直接 指先 で 押し 下げ る と と に よっ 
て 他 端 が 関連 部 分 を 作動 させ る 役目 を も 
っ て いま す 。 

ロッ ド は 、 あ る 部 分 か ら の 作動 を 他 の 
部 分 に 伝え る 中 だ ち を する の が 役目 で す 。 
和文 タイ プラ イタ の 各部 の 運動 は 大 き 
な 部 分 全体 が 水平 に 移動 する か 、 また は 回 
転 す る な どの 他 に 、 小 部 分 で も 回 転 や 円 
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2. 和文 タイ プラ イタ の 仕組 み 


弧 な ど 軸 を 中 心 と する 円 運動 に 押す 、 引 
っ ぱる を まじ えた も の が 多用 され て いま 
す 。 
⑧ 印字 キー か ら の 作動 
印字 キー は 車 の ハン ドル の よう に 、 タ 
イプ バー を 目的 の 活字 位置 へ 移動 させ る 
も の で あり 、 ま た 印字 操作 の 力 を 受け 伝 
える 役目 が あり ます 。 印字 キー の メ カニ 
ズム は 、 上 下 操作 約 50 多 ( 約 15 度 月 ) の 
スト ロー ク の 間 に 、 一 定 の タイ ミン グ を 
整え な が ら 各 関連 部 分 へ 作動 を 伝え 、 有 
機 的 に 総合 機能 を 果たさ せる よう に な っ 
て いま す 。 その 作動 伝達 経路 は 図解 の 通 
の Gedg 


図る 一 6 印字 キー か ら の 作動 関連 系 統 図 


国 の 経路 の 役割 は 、 文 字 盤 と タイ プ バ ー 
( 機構 ) の 位置 を 規 整 し 、 活 字 を 容易 に 
と ら え 、 元 の 位置 に 正しく 戻す と と で す 。 
国 の 経路 の 役割 は 、 文 字 盤 の 活字 を 突き 
あげ て タイ プ バ ー に と ら え や すく する と 
CCG8965 

[の 経路 の 役割 は 、 活 字 の ネッ キ を タイ 
ワウ 22 ボコ 4 に ニス iM( あ の の KEI ウ グ 490 に 9 
る と と で す 。 

国 の 経路 の 役割 は 、 活 字 の ネッ キ と ピー 
ス の 位置 を 正しく 押え た り 、 イ ン キ を 字 
面 に 塗 布 し た りす る イン キ ペ パッド (取り 
付け 部 分 が ハン キン グ ) と 印字 が ガイド が 
タイ プ バ ー の 運動 を さま た げ な いよ うだ 


因 印 印 5242 
字 ド トー| ッ ラ 
( 佑 位 の の 54 
置 横 レン 
移 並 1 の 
動 び ル 
に ーーーー ーー 
復帰 
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ひと まず 退け て お く 動 き を する と と で す 。 
④ 縦 に 送る 仕組 み 

図解 の 作動 経路 で 縦 送り 装置 の キ ギ ヤ 
ー を 回 転 き せ 、 そ れ に 連結 する プラ テン 
ギヤ ー を 回 転 き せる と と に より 縦 に 送り 
ます 。 バッ ク (逆転 ) させ る 場合 は 、 主 
ギヤ ー と プラ テン ギヤ ー の 中 間 に 、 も う 
ーー つの ギヤ ー を 介在 させ て 回 転 方 向 を 逆 
方 向 に する 仕組 み に な っ て いま す 。 と れ 
は バッ クレ バ パー で 操作 し ます 。 

縦 送り 装置 の 間隔 は 、 プ ラテ ン ギ ヤー 
の 歯 数 を 何 枚 送る か で 決め られ ます 。 こ と 
の 仕組 み は プ ラテ ン ギ ヤー に 直結 で は な 
く 、 そ れ 連 結 す る 縦 送り 装置 の 主 ギ ヤ 


図 2 一 7 縦 送 り 装置 の 作動 関連 図 


縦 送 り 枠 
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ー で コン トロ ー ル し ます 。 そ の た め @ 歯 
数 を 数 える 移動 爪 ( 副 爪 ) 、 移 動 爪 を 指 
標 の 数 だ け 正 し く 運 動 さ せる た め の ス ト 
ッ プ 、 主 ギヤ ー を 回 転 さ せる 送り 爪 が 主 
ギヤ ー か ら 離 れ て いる 留守 を 一 時 あず か 
る 制御 爪 、 ど の 爪 も 働い て いな い 時 人 主 
ギヤ ー を 勝手 に 回 ら せ な い 役 目 の プ レー 
キ 爪 な ど で 構成 され て いま す 。 印字 キー 
又は 縦 ス ペー ス ボ タ ン か ら の 作動 は 、 主 
動 ス プリ ング を 伸ばし て 、 力 を た くわ え 
て か ら 縮 む 力 で 主 ギ ヤー を 回 転 さ せる 方 
式 に な っ て いま す 。 

また 、 ル ー ズ レバ ー の 操作 で 縦 送り 装 
置 の 主 ギ ヤー と プラ テン ギヤ ー の 連結 を 


終 送り 装 半 


縦 送 リ ロッド 
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2. 和文 タイ プラ イタ の 仕組 み 


解放 する と と (に より 、 プ ラテ ン を 自由 に 
回 転 き させ る と と が で きま す 。 操作 は 、 ル 
ー ズ レバ ー を 押 し 下げ て 、 縦 送り 装置 を 
プラ テン ギヤ ー か が ら 離 し た まま プラ テン 
ノッ プ を 回 し ます 。 
⑤ 横 に 送る 仕組 み 

原理 的 に は 縦 送り 装置 と 同じ で す が 、 
ギヤ ャ ー の 数 が 多い 点 が ちがい ます 。 作動 
の 経路 は 図 2 一 6 を 参照 し て 下さ い 。 
まず 、 印 字 キ ー レ バー に ある 縦横 変換 
レバ ー を 「 横 」 の 表 標 に 合わ せる と 、 カ 
ギ 部 が 横 送り 装置 の 送り レバ ー だ 連結 し 
印字 キー の 上 下 作動 に 連絡 し ます 。 横 ス 
ペー ス ボ タ ン は 、 和 常時 送り レバ ー に だ 連動 


図 2 一 8 横 送り 疲 置 断 面 図 (ギャ ー 式 ) 


する よう に な っ て いま す 。 送り レバ ー で 
撮 ( ヒ ) 動 板 ( 排 動 板 ) の 位置 を 移動 さ 
せま す 。 (No 1 ギヤー は 同調 し て は 動か 
な い ) と の 作動 関連 し 、 主 動 ス プリ ン 
グ が 伸ばさ れ カ を た くわ えま す 。 

火 に 送り レバ ー を 元 に 戻す と 、 提 動 板 
に ある 爪 が No 1 ギヤ ー の 歯 に 噛み 合い 、 
スプ リン グ の カカ で 時 計 回 り に 回 転 し ます 。 
常時 は No1 ギヤ ー み ピニオン ( 下 ) ギヤ 
ーー プラ テン ラッ クレ ー ル と 回 転 が 伝え 
られ 、 左 か ら 横 送り と な り ま す 。 

左右 変換 レバ ー を 切り 換え る と No1 ギ 
ヤ ャ ーーNo 2 ギヤ ーー ピニオン (上 ) ギヤ 
ー へ と 回 転 方 向 が 逆転 し 、 プ ラテ ン ギ ヤ 


バッ クボ タン 


頁 
sg 
So2T 


4 る 


3 計時 上 ば ' 


横 ス ペー スレ バー 


リー レバ パー 


バッ ク バ ー 左 
ジワ ドレ パー 


横 送り レバ ー 


ー だ 伝え られ 、 バ ッ ク 送 り と な り ま す 。 
送り 爪 、 移 動 ( 副 ) 爪 、 制 御 瓜 、 プ レー 
キ 爪 は 、 縦 送り 装置 と ほぼ 同じ で す 。 
ゼン マイ 式 の 横 送り 装置 の 原理 は 、 セ 
ンマ イ の 送 ろ うと する 力 を 利用 し 、 プ ラ 
デジモ ギャー は ラテ ン ラ ッ ク レ ー ル の 
歯 数 を 指定 分 だ け 送 ら せ る 方 式 で 、 基 本 
的 な 原理 は スプ リン グ 送 り と 大 差 あり ま 
せん 。 簡単 に 原理 を 説明 する と 、 和 常時 は 
ゼン マイ の 力 で 回 転 し 、 プ ラテ ン ラ ッ ク 
又は プラ テン ギヤ ー を 送 ろ うと する ギヤ 
ー の 運動 を 、 ブ レー キ 爪 が スト ッ プ させ 
て いま す 。 送 り 間 隔 の 調節 は 扇形 ギヤ ー 
(セグ メン ト ) の 運動 量 ( 歯 数 ) 、 つ ま 


図る 一 9 横 送 り 装 軒 
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り 扇 形 ギ ヤー の 運動 を スト ッ プ させ る 位 
置 を か える と と で 決め られ ます 。 扇形 ギ 
ー は 、 常 時 は プラ テン に 接する ギヤ ー 
(より 離れ て いま す が 、 決 め ら れ た 間隔 
を 送 ろ うと する 時 は 、 ギ ヤー に 噛み 合い 、 
続い て ギヤ ー の プ ブレーキ 爪 が 離れ る と 、 
二 つ の ギヤ ー は 、 扇 形 ギ ヤー の スト ッ プ 
位置 まで 共に 回 転 し ます 。 そ し て プ ブレー 
キ 爪 が 戻り 、 扇 形 ギ ヤー も 相手 の ギ 


ヤー か ら 離 れ て 、 送 り 始め の 位置 へ 復帰 
し 作動 を 完了 し ます 。 


CS 
GDA の 


リーー ル レ ィ ペー 
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2. 和文 タイ プラ イタ の 仕組 み 


⑥ 主 な 関連 作業 部 品 

図解 は 和文 タイ プラ イタ の 主 な 働き を 
受け 持つ 部 品 の 関連 を 示し て いま す 。 
了 . 長 円 は 指 、 手 に より 操作 する 部 分 で 
中 央 の 点線 の 長 円 は 、 位 置 の 変化 に よる 
関連 を 示し て いま す 。 

イ . 長方形 は 作用 を 要する と き に の み 作 
動 し 、 そ れ 以 外 の 時 は 作動 し な いか 、 又 
は 関連 を 一 時 解放 する と と が で きる 部 品 
を 示し ます 。 長 方 形 の 一 辺 の な いも の は 
長い も の を 示し ます 。 
ウ . 部 品 と 部 品 の 関連 は 、 そ れ ぞ れ を 結 
祭 線 で 示し ます 。 
エ . 単線 一 は 間隔 的 関連 、 複 線 は 部 品 


図る 一 10 主 な 関連 作動 部 品 


| ルー ズ シ ャ ッ ト 


( 夫 ta 部 ス テー ル | 


送 


9 枠 


が 相互 に 組み つけ られ て いて 、 同 時 か 又 
は 必要 時 に 作動 する 関連 を 、 破 線 … は 操 
作 に 必要 な 作用 の 関連 か 、 作 動 経路 を 、 
複 破線 ::: は より 直接 的 な 関連 を それ ぞ れ 
示し て いま す 。 


号 々 一 9 印字 作動 の 関連 (タイプ ベ ー ) 


ルー ズ シ ャ ッ ト 
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棋 送 10 装置 則 


以上 が 機構 移動 式 の 基本 原理 構造 で す 
が 、 機 構 固定 式 も 原理 的 に は 大 差 あ り ま 
せん 。 機構 移 動 式 の 台 構 部 (プラ テン と 
プラ テン を 支え る 枠 ) も 機構 固定 式 も 同 
じ 部 分 が 横 へ 滑走 し 、 同 じ 原 理 で 横 に 送 
られ ます 。 印字 も まっ た く 同 じ で す 。. 

特に ちがう 点 を あげ れ ば 、 機 構 固定 式 
で は 、 文 字 盤 の 合 が フレ ー ム 上 を 前 後に 
滑走 し 、 そ の 上 を 文字 盤 が 左右 滑走 す 
る の を 組み 合わ せ て 、 文 字 盤 が 見 出し 盤 
に 対し 自由 に 動き 回 れる 仕組 み に な っ て 
002ORC2CEIGis93 

ドラ ム 式 も る 機構 固定 式 に 属し ます が 、 
活字 庫 が 前 記 の よう に ドラ ム に な っ て い 
て 、 活 字 の ドラ ム ノ ッ プ を 回 し で 、 ドラ 
ム の 表面 に ある 見 出し 表 の 文字 に より 索 
字 す る 機構 で す 。 目的 の 文字 を 指針 で 示 
し 、 印 字 キ ー を 押し 下げ る と 、 目 的 の 文 
字 を 含む 39 本 の 活字 の 入っ た ケー ス が 、 
ドラ ム よ り 抜 け 出 し 、 プ ラテ ン に 接し た 
平行 位置 に きま す 。 さ ら に 、 印 字 キ ー を 
押し 下げ る と プラ スチ ッ ク 製 の 小さ な ハ 
ンマ ー が 目的 の 文字 の 尾部 を た た き 印 字 
を 完了 し ます 。 横 送り 装置 は 欧文 スタ イプ 
ライ タ と ほぼ 同じ ゼン マイ 式 送り で す 。 

別種 の 固定 式 で 活字 平板 配列 式 で あり 
見 出し 盤 索 字 式 の 小型 機 も 、 横 打 専 用 機 
1G 二 レ ポ ン シ ドン クロ ョ ジョ ン 321 シ 2 ル H(IPKDS 2 
ライ タ で は キャ レー ジ と いう ) は 欧文 タ 
イプ ライ タ 式 で す 。 活字 庫 ( 平 板式 ) は 
原理 的 に は 大 型 の 機構 固定 式 と 同じ で す 
が 、 活 字 庫 の 上 に 見 出し 盤 が 固定 し て あ 
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っ て 、 そ の 裏側 で 活字 庫 が 前 後 左右 に 動 
き 、 活 字 庫 に 連絡 する 索 字 ガイ ド ( ポ イ 
ント マス ク ) を 右手 で 操作 する 方 式 に な 
っ て いま す 。 目的 の 文字 に ガイ ド を 合わ 
せ て 、 左 手 で 印字 キー( ハ ンド ル ) を 押 
し 下げ 印字 し ます が 、 横 送り 機構 や 行 送 
り 機 構 は 欧文 タイ プラ イタ と 同じ 構造 で 
す 。 同じ 機構 で 字画 の 大 小 に 関係 な く 印 
字 可 能 な 打 字 電動 式 も あり ます 。 

また 、 大 型 機 に も 機構 移動 式 、 固 定式 
を と わ ず 打 字 、 送 り 両 方 、 あ る い は その 
一 方 を 電動 化し た 機種 が あり ます 。 
⑦ タイ プ ピ ッ チ の 基本 

和文 タイ プラ イタ の 基本 構造 及び 作動 
(つい て は 前 述 し まし た が と の 他 に 、 い 
わ ゆ る 字 間 、 行 間 を 決め る ピッ チ と いう 
送り 単位 が あり ます 。 も と も と は 4 号 活 
字 で 打っ た 場合 の 最高 に 優れ た 宇 間 、 行 
間 を 基準 と し て 作ら れ た も の で す 。 1 ピ 
ッ チ が 約 1.6 狗 で 、 そ れ を 基準 に 用 ( 約 
0.8 多 ) 婦 ( 約 0.4 多 ) 、M4( 約 0.2 多 ) 
が 基本 で す が 近 年 は 活字 の 大 小 、 レ イア 
ウト の 多様 性 に 対応 し て と の 整 倍数 的 に 
多段 変換 で きる も の が 多く あり ます 。 と 
の タイ プ ピッチ の 他 に 最近 の 機械 で は ポ 
イン トピ ッ チ と ミリ ピッ チ の も の が あり 
ます 。 前 者 は 1 ポイ ント が 坊 イ ンチ 。 換 
算 す る と 約 0.351 区 に な り 、 と れ を 基本 
ピッ チ と し て 、 そ の 整 倍数 に 多段 変換 で 
きる も の が あり ます 。 後者 は 4 玩 ( パ イ 
カ ) 又 は 5 多 ( エ リー ト ) ピッチ を 基本 
と し た も の で す 。 
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3. 廊 字 の 配列 


3. 文字 の 配列 


和文 タイ プラ イタ の 活字 庫 ( 文字 盤 ) 
に は 多数 の 活字 が 収容 され て いま す 。 そ 
の 多数 の 活字 の 内 か ら 目 的 の 活字 を 、 た 
da<SGRHH2 十 胡 夫 4( 索 宗 還 選手 還 区 宇 
検索 な ど と いう ) と し て 文字 の 分 類 整 理 
が 必要 で す 。 


1 ) 部 首 画 数 別 

漢和 字典 や 印刷 関係 で の 漢字 の 分 類 束 
理 は 、 は ほとん ど と の 方 法 が と られ て いま 
す 。 和文 タイ プラ イタ で も 貯蔵 と 呼ぶ 読 
み 難 く 、 使 用 度 の 少な い 区 分 に ある 漢字 
は 、 と の 方 法 で 整理 され て いま す 。「 文 
字 索 引 」 で も 部 首 索 引 の 部 ( 漢字 を 構成 
する 主 な 部 分 と 画数 に より 分 類 整 理 され 
て いる ) が あり ます 。 


2 ) 読み ( 音 又は 訓 ) 別 

ひら が な 、 カ タカ ナ は 当然 で す が 、 漢 
字 の 音 訓読 み を 電話 帳 な どの よう な 「50 
音 ( ア イ ウ ェ エ オ ) 」 順 、 あ る い は 「 い ろ 
は 」 順に より 分 類 整理 する 方 法 で す 。 和 
文 タ イプ ライ タ の 活字 庫 に つい て は 、 一 
部 の 特殊 用 を 除き ほとん ど は と の 方 法 が 
と られ て いま す 。 読み は 音 を 基準 と し て 
いま す が 、 訓 を 多用 する も の に つい て は 
訓 こ し て あり ます 。 

各 音 別 の 分 類 整 理 は 「 清 音 」「 濁 、 半 
濁音 」 を 区 別して ある も の と 、 区 別 が な 
く 「 清 音 ] に 「 濁 、 半 濁音 」 が 含ま れ て 


46 


いる も の と が あり ます 。 各 音別 中 の 順 は 
画数 に ほぼ 準じ て ある も の と 、 第 二 音 人 節 
も 50 音 順に 整理 、 つ まり ア 了 音 の 第 二 音 節 
も 0 中 の 7 人 ( 受 ) アン ( 暗 り と 
分 類 さ れ て いて 、 以 下 各 音 も 同様 に な っ 
て いる 方 法 が あり ます 。 


3) 使用 度 に よる 分 類 

文字 の 使用 度合 い に よ る 分 類 整 理 方 法 
で 、 す べ て の 和文 タイ プラ イタ に 共通 す 
る 考え 方 に な っ て いま す 。 最 も 多用 され 
る 、 ひ ら が な (配列 に よっ て は カタ カナ 
も ) 、 数 字 、 待 号 及び 用 語 と 呼ぶ 「 昭 和 
年 月 日 都 道 府 県 殿 様 金 円 」 や その 他 の 特 
定 の 漢字 を 選び 、 活 字 庫 の 一 番 使 いや す 
い 位 置 に 配列 し て あり ます 。 ま た 、 欧 文 
や 各 書 体 の 算 用 数 字 、 各 種 の 符号 を 活字 
庫 の 適当 な 位置 に 配列 し て ある ほか 、 用 
語 を 除く 多数 の 漢字 に つい て は 、 活 字 庫 
に は 常時 使用 する も の を 選ん で 収容 し て 
あり ます 。 

その 他 の 漢字 は 別 箱 ( 予備 、 貯 蔵 な ど ) 
だ 収容 し 、 必 要 な も の を 取り 出し 活字 庫 
だ 移し 使用 し ます 。 用途 に より 常用 する 
活字 で 、 活 字 庫 に 配列 され て いな いも の 
を 収容 する た め の 場 所 ( 欧文 欄 、 専 用 棚 
ある い は 予備 欄 と も いう ) は どの 和文 タ 
イプ ライ タ に も 用 意 さ れ て いま す 。 


4) 大型 機 、 小 型 機 の 文字 配列 
現在 使用 され て いる 大 型 機 の 文字 盤 に 
は 次 の 2 種 が 代表 的 配列 で す 。 
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50 音 文字 配列 表 


表 2 一 1 
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3. 文字 の 配列 


S 0 音 配列 当 用 漢字 (1850 ) を 基本 と 
し て 当 用 漢字 外 漢 字 (83 ) を 加え て 、 
と し て 音読 ( 新 か な づか い ) で 文字 盤面 
だ 配列 し て あり ます 。 予備 に は 当 用 漢字 
以外 の 使用 度 の 高い も の を 選び 、 原 則 と 
し て 音読 み で 配列 し て あり ます 。 原則 と 
し て 音読 み で す が 、 訓 を 多用 する も の は 
訓 に 従っ て いま す 。 音 訓 と も に 当 用 漢字 
音 訓 表 に 定め られ た 範囲 に 従っ て 、 現 代 
国語 教育 に 直結 する 習得 の 容易 性 を 考え 
た 配列 で す 。 


表 2 一 2 小型 タイ ブ 配 列表 


9 擦 準 盤面 活字 家 (2205 字 ) 
KCMNOEoRSTD 
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箱 訪 鋭 


浴 相 加 mm 

ば 避 二 計 3 

革 避 守 き さ 
に 昌 シ | 


5 


いろ は 順 配 列 60 年 前 に 考案 され た 配列 
で 、 音 を 主体 と し 訓 の 多用 され る も の は 
訓 で 配列 し て あり ます 。 読み は 現代 か な 
づか いと 異な る 「 旧 か な づか い 」 に よる 
と と ろ が あり ます 。 

文字 配列 の 体系 は 文字 の 使用 度 に より 
文字 盤 、 予 備 ( 庫 ) 、 貯 蔵 ( 箱 ) の 三 つ 
だ 区 分 され て いま す 。 さ ら 人 文字 盤 の 配 
列 に も 使用 度 に よる 区 分 が あり ます 。 
人 に と れ ら の 区 分 、 索 字 方 法 を 表 で 示 
じ ま :。 


内 容 ひら が な 75 字 、 カ タカ ナ 75 字 、 数 字 30 宇 
英字 52 字 、 記 号 ・ 符 号 35 字 、 子 備 樹 60 字 
当 用 漂 字 1850 字 、 補 正 温 字 28 字 
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町 午 徹 対 誤 可 | 広 令 包 人 泌 団 提 人 
な 佐 差 典 博 要 募 引 胸 則 系列 稼 恨 魂 束 
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小型 機 の 文字 配列 は 50 音 順 が 主 で す が 、 そ の 配列 方 法 は 


メー カ 
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カー に より 異な っ て いま す 。 
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配列 の 使用 度 に よる 区 分 は 、 索 字 距 離 表 2 一 3 索 字 方 法 
を 短縮 し 、 能 率 を 高め る 効果 が あり ます 。 」 放 | 用 馬 (多く 用 され る 計 102) 特に 配列 の 順序 は な い 。 か 
な と カナ は 靖 、 更 、 半 濁 各 音 順 。 
以上 が 大 型 機 の 文字 配列 の 概要 で す 。 2 表 | 右 下 閉 か ら 上 向い 音 順 、 同 音 内 は は ば 画数 順 。 
小型 機 で (p 品 メー カー だ よ 2 配列 が ち が 3 級 | 右 下端 か ら 上 に 向い 音 順 、 同 音 内 は ほ ば 画数 順 。 

敗 文 | 算 用 数 字 の 1 と 0 は アル ファ ベッ ト の 1 と 0 を 兼用 。 
いま す が 、 方 法 と し て は 同じ 発想 で す 。 | 錠 中央 の 横 ! 行 (G①) は 兄 出し 吉行 の 音 を 示す 。 各行 
終 に 三 等 分 し 、 中 央 部 に 用 語 、 か な 、 数 | 3 た oh (計量 文 で 
字 、 待 号 、 欧 文 な ど を 集め 、 そ の 他 の 常 FPPCGTHDTHHDPTn 
用 漢字 を 50 音 順 に 、 左上 を 基点 と し て 右 連 基 | 郎 首 別 。 同 部 首 は ほ は 画 到 順 。 


配列 の 使用 度 に よる 区 分 は 、 索 字 距 離 を 短縮 し 、 能 率 を 高め る 効果 が あ 
り ま す 。 


方 向 へ 横 に 配列 し て あり ます 。 活字 庫 の 
漢字 に 使用 度 に よる 細 区 分 は あり ませ ん 。 索 字 は メー カー に より 、 音 訓 分 類 と 部 首 
活字 庫 以外 の 漢字 は 別 箱 に 収容 し て あり 、 分 類 の 相違 が あり ます 。 


表 2 一 4 盤面 の 収容 区 分 と 内 容 
文字 盤 


人 届 陸 一 メメ 


予備 庫 


収容 の 区 分 と 内 容 


| | (so 痢 jD | 〇 2dD | 和 了 
272 271 | 使用 度 の 最も 高い 漢字 (用 語 ) 、 ひ ら が な 、 カタ カナ 、 
符号 な ど 。 
896 633 | 1 級 の 次 に 使用 度 の 高い 漢字 
931 1.267 | 2 級 の 次 に 使用 度 の 高い 漢字 


102 102 | アル ファ ベッ ト 、 待 号 、 算 用 数 字 、 待 号 な ど 


( 2,20 (2,273 ) 


1) 3 

(合計 ) | (3.059) 
専用 空欄 | (68) 文字 磐 以外 の 文字 を 常時 又は 一 時 収容 する た め の 場所 
区 


標準 貯蔵 字 損 、 予 備 以外 の 漢字 (部 首 別 分 類 ) 


唄 
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4. タイ プ 活 字 


4。 クイ 02 清き 
1 ) タイ プ 活 字 の 材質 


タイ プ 活 字 は 活版 活字 と は ちがい 亜鉛 
を ベー ス と し て いま す 。 昭 和 初 期 ま で 鉛 
を 使っ た と と も あり まし た が 活字 の 磨耗 
が 早く 、 字 画数 の 少な い 仮名 な ど は 数 回 
の 打 字 で 歪ん だ り し て 使用 で き な く な る 
た め 、 と の 欠点 の カバ ー に 亜鉛 活字 が 考 
え だ さ れ ま し た 。 と れ も タ イ ピ スト の 提 
案 か ら だ と いう と と で す 。 

亜鉛 活字 は 硬質 活字 ( 鉛 活 字 は 軟質 活 
字 と も いう ) と も 呼ば れ 亜鉛 に 銅 、 ア ル 
ミニ ウム 、 マ グ ネ シウム を 加え た 合金 で 
す 。 銅 は 3.5 あ で も ろ さ を 無く し ね ば のり 
腰 を つけ る た め 。 同じ 3.5 あの アル ミニ 
ウム は 硬度 を 増す た め 。0.03 め と 微量 な 
マグ ネ シ ウ ム は 活字 の 分 子 を 細か くし 、 
表面 を 滑ら か に させ る きわ め て 重要 な 役 
目 を 果して いま す 。 


タイ プ 活 字 の 型 


図る 一 11 
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2) タイ プ 活 字 の 大 き さ 


活字 の 長 さ は 活版 で も タイ プ で も 同じ 
で す 。 し か し 、 活 字 の 大 き さ や 幅 は 活版 
活字 の 場合 、 4 号 は 4 号 朋 、 5 号 は 5 号 
角 と いう 具合 に 字 の 大 き さ に より ボデー 
が ちがい ます が 、 タ イプ 活字 は 4 号 以上 
の 大 型 活字 の 場合 は 別 と し て 、 ボ デー が 
全て 4 号 角 に 統一 され て いま す 。 と れ は 
タイ プラ イタ の 機構 が 4 号 を 基本 に 設計 
し て ある た めで す ( タ イプ バー の 角 穴 、 
文字 網 、 基 本 ピッ チ な ど ) 。 し た が っ て 
4 号 以下 の 細か な 活字 の 場合 は 、 ポ デー 
が 4 号 角 で その 上 の ツラ の 部 分 が それ ぞ 
れ の 大 き さ に な っ て いま す 。 

と の 他 に ボデー が 4 号 で 字 づ ら の 部 分 
が 3 号 の 活字 ( 一 本 一 本 タイ プ バ ー の 有 角 
穴 に さ し 込 ん で 使用 する の で 華 字 型 と も 
いう ) と 大 型 活字 用 タイ プラ イタ で 打つ 
2 号 、3 号 (文字 盤 、 タ イプ バー 有 角 穴 が 
それ ぞ れ の 活字 の 大 き さ で 収納 で きる よ 
うに な っ て いる ) な ど が あり ます 。 ま た 
活字 の ツラ の 部 分 を 曲面 に し 大 き な 活 字 
の 印字 が より 鮮明 に 出る よう に 工夫 され 
た 曲面 活字 も あり ます 。 

タイ ププ 活字 の 大 き さ は 、 市 販 さ れ て い 
る も の で は 小 は 6 ポイ ント か ら 大 は 2 号 
まで で 、 そ の 中 で も 一 般 的 に 使用 され て 
いる も の は 明 朝 体 の 場合 、 4 号 、12 ポ 、 
8 語 982NS 朗 SiCSSN 二 821902N3CSNGKGgS 

ゴジ ッ ク 体 の 場合 は 、 4 号 、12 ポ 、 5 
0 論 CAGR M2RESIGHIG2E 
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図る 一 12 タイ プ 活 字 の 規格 寸法 表 2 一 5 活字 の 基準 寸法 
ポイ ント 式 呼称 | 日 本 式 呼 称 | 叶 寸法 法 
着 | 1 号 2 号 3 号 0.013837 | 0.35145 
-0.083022 | 2.10871 
0.096859 | 2.46017 
1 2 倍 1 2 倍 1 2 倍 0.110696 | 2.81162 
居 0.124533 | 3.16307 
規 に BIOZEE FI B 0.145288 | 3.69025 
人 2 作 20052 ら | な 0.166044 | 4.21743 
'.190258 | 4.83247 
し さ 0.221392 | 5.97469 
1! 1 0.290577 | 7.38051 
0.380517 | 9.66495 
半 和 三 ! 0.581154 | 14.76102 
分 7 写 8 号 
図 2 一 15 タイ プ 活 字 の 基準 寸法 図 2 一 14 タイ プ 活 字 の 名 称 


23.4 エ 0.1 


(4 見 WO 音 ) 調 


4.8 =0.05 
Ss 
らら 


- 副 ネ ッ キ 


岩 

2. 谷 . ボデー 
3. 斜面 9. 背 
4. 肩 10. 大 き さ 
5. 腹 1. 幅 
6 . ネッ キ 12. 高 さ 
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4. タイ プ 活 字 


図る 一 15 タイ プ 活 字 の 大 き さ 見 本 


20 ボ 


現在 、 軽 印刷 業界 で は 厳し い 経 済 状 
圭 を 反映 し て タイ プ 清 打 に よる 組版 


1 6 ポ 


現在 、 軽 印刷 業界 で は 厳し い 経済 状 勢 を 反 
LC 0 よる 組版 が あら た め て 


現在 軽 印刷 業界 で は 厳し い 経済 状 勢 を 反映 し て タイ 
プ 清 打 に よる 組版 が あら た め て クロ ー ズ アツ プ さ れ て 
中 妥 求 

現在 、 軽 印刷 業界 で は 厳し い 経 済 状 勢 を 反映 し て タイ プ 清 打 に よ 
る 組 衣 が あら だ めで クロ ー ズ アカ ツノ され 0 の の 

SO ニ 

現在 、 軽 印刷 業界 で は 厳し い 経 済 状 勢 を 反映 し て タイ プ 清 打 に よ 
る 組版 が あら た め て クロ ー ズ アップ され て いる 。 

委 - 。 . 

現在 、 軽 印刷 業界 で は 厳し い 経 済 状 勢 を 反映 し て タイ プ 清 打 に よる 組版 が あら た 
025. で の ョ ロー スル さい の 

8 ポポ 

現在 、 軽 印刷 業界 で は 厳し い 経済 状 勢 を 反映 し て タイ ブ プ 清 打 に よる 組版 が あら た 
の で グロ 2 ミズ アン ツン され GACN の 5 


ZN 
現在 、 軽 印刷 業界 で は 厳し い 経済 状 勢 を 反映 し て タイ プ 清 打 よ る 組版 が あら た め て クロ ー ズ アツ プ さ れ て 
いる 。 


6 ボ 


現在 、 軽 印刷 業界 で は 厳し い 経済 状 勢 を 反映 し て タイ ブ 清 打 に よる 組版 が あら た め て クロ ー ズ アツ プ さ れ て いる 。 
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3) タイ プ 活 字 と 書体 


ム 書体 と その 特徴 

今日 、 タ イプ 活字 の 代表 的 書体 と いえ 
ば 明 朝 体 で す 。 タ イプ の 明 朝 体 は 和紙 に 
カー ボン 紙 を は さん で 打つ 印 書 や 原紙 打 
ち に よる 騰 写 印刷 が 主 涼 で あっ た 頃 、 印 
字 さ れ た 字 が 活字 より 相当 太く な る 欠点 
- が あっ た た め 、 縦 線 と 横線 を 細め た 活字 
が 開発 され た も の で す 。 そ し て 、 と の 細 
身 の 明 朝 体 を 中 心 に さま ざま な 書体 の 展 
開 が 考え られ て きま し た 。 現在 の タイ プ 
の ゴジ ッ ク 体 や 太 明 朝 体 は 活版 や 写植 の 
細 ゴ ジッ ク 体 、 中 明 朝 体 と で も 呼べ る も 
の で す 。 し か し 、 和 文 タ イプ ライ タ の 仕 
事 は 清 打 ち が 主 体 と な りつ つ あ り ま すか が 、 
と れ に だ 合わ せ て 活版 活字 や 写植 に 近い 、 
太 身 の オフ セッ ト 活 字 、(PTO 体 ) が 登場 
し て いま す 。 量 印刷 に 耐え 、 美 し いも の 
が 求め られ る よう (な り ま し た 。 

た だ 、 タ イプ 活字 書体 は それ ぞ れ の メ 
ー カ ー 人 特色 が あり 、 明 朝 体 同志 で も 様 
様 な 色あい が あり ます が 、 そ れ は 、 和 文 
タイ プラ イタ メー カー の 特色 と 重なっ て 
いる 物 が 多く 、 活 字 の 互換 性 、 融 通 性 に 
は 注意 を 払う 必要 が あり ます 。 

明 朝 体 見 出し か ら 本 文 ま で 幅広 く 
使わ れ て いる 書体 で 、 縦 線 と 横線 の 加減 
(に よっ て 柔らか さ 、 格 調 、 強 さ な ど を だ 
し て いま す 。 

ゴジ ッ ク 体 縦横 の 線 を 一 定 の 太 さ に し 
た 書体 。 見 出し 、 引 用 文 、 語 名 強調 部 分 
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な ど に た 使 用 され て いる と と が 多く 力強い 
書体 で す が 細 上 身 も あり 、 ま れ に た 本文 使 
うと と も あり ます 。 

太 明 朝 体 普通 の 明 朝 体 の 縦 と 横 の 線 を 
共に 太め た も の で 、 見 出し な ど ゴ ジッ ク 
体 と 同じ よう に 使わ れ た り 、 変 化 や 工夫 
が 必要 な 時 に 多く 使用 され て いま す 。 
教科 書体 毛筆 に 似 た 柔らか な 書体 で 古 
風 な 感じ が あり 、 文 集 や あい さ つ 状 な ど 
に 多く 用 いら れ て いる 書体 で す 。 
正 構 書体 毛筆 状 の 書体 で 名 刺 、 あ いさ 
つ 状 な ど に 適し 、 格 調 が あり ます 。 
丸 ゴ ジッ ク 体 ゴジ ッ ク 体 ( 角 ゴ ジッ ク 
と も いう ) の 端 を 丸く し た も の で 堅 さ が 
弱まり 、 広 告 の 文宏 な ど に 用 いる と と が 
あり ます 。 
平 体 、 長 体 、 斜 体 明 朝 体 、 ゴ ジッ ク 体 
な どの 縦横 どちら か を 扇 平 に し た り 、 斜 
め に 角度 を つけ た も の で 、 平 体 は 縦 組み 
長 体 は 横 組 み に す る の が 一 般 的 で す 。 新 
聞 活 字 な ど は 平 体 の 縦 組 み が な され て い 
ます 。 斜体 は 説明 文 な ど に 使用 され て い 
ます が 、 タ イプ 書体 に は あり ませ ん 。 
その 他 の 書体 君 写植 で は 多用 途 に 合わ 
だ イボ 尻 、 ガール スニ ボ な 避 新 
書体 が で ぞくぞく 登場 し て いま す が 、 タ イ 
プ 活 字 に は 目立っ た 書体 は 出 て いま せん 。 

し か し 、 タ イプ 活字 と 組み 合わ せ 、 見 
出し や 説明 文 に 使う こと は 多く な り ま し 
7 な 8 

と の 他 に カタ カナ 、 ひ ら が な だ け の 書 
体 と し て アラ タ 体 が あり ます 。 
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4. タイ ブ プ 活字 


図る 2 一 16 タイ プ 活 字 の 書体 見 本 


ゴジ ッ ク 体 


横 局 平 体 


縦 選 平 体 


教科 書体 
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年 月 日 第 番 号 条 項 様 殿 目 東西 南北 上 中 下 拾 金 
得 共 間 付 事 処 素 願 存 及 於 此 段 度 四 三 ニー 〇 九 
都合 御座 被 申 可 致 相 成 不 仕 難 有 之 候 店 会 啓 承 


郡市 区 金 円 銭 虎 〇 一 村 会 有 丁 承 之 段 寺 万 壱 弐 
具 府 県 国 右 如 御 東 左 居 合 五 目 就 無 都 間 願 於 参 
事 不 啓 商 此 存 町 処 仕 度 月 年 被 奉 護 得 候 共 四 項 


拾 金 円 銭 屈 昭和 左右 也 敬 具 府 国 郡 市 区 町 村 丁 
相 成 不 仕 難 有 間 度 得 共 候 事 処 奉 願 存 及 於 比 
拾 金 号 番 第 日 月 参 弐 索 万 千 様 典 O 西 南北 上 中 


候 得 共 度 間 付 事 処 素 願 存 合 御座 被 申 可 致 相 成 
者 益 貴 商 難 有 そえ 府 左右 也 散 具 県 郡市 区 店 会 承 
目 南 年 月 日 番号 条項 様 威 万 壱 参 二 三 弐 銭 町 村 


候 得 共 間 付 度 事 処 奉 願 存 及 於 此 段 都合 拾 金 円 
府県 国 郡市 区 町 村 丁 目 東西 南北 上 中 下 御 座 被 
申 可 致 相 成 不 仕 難 有 之 無 居 如 何 拝 護 啓 陳 者 益 


候 得 共 度 間 付 事 処 奉 願 存 及 於 此 段 都合 拝 護 啓 
拝 誰 啓 陳 者 益 貴 商 店 会 承 就 左右 也 敬 具 参 弐 索 
府県 国 郡市 区 町 村 丁 目 東西 南北 上 中 下 御座 被 


図る 一 17 欧文 類 見 本 
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ABCDEBEGHTIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
abcdefghi]klmnopdWi stu 攻 WYz 


2 の 0070/ ガ CWUV7 ル WO ア PO が 9770 ア リグ スク 
@ の Cc の ege の ん 27 ル を /Z 如 多 の の 97 ゞ ぷと みん の の アリ タ 
ABCDEFGHIJKLMNOPGRSTUVW 


9 どの どど 嫌 ア ダイ ジル タイ の の O り タラ グン ル そ を 之 
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXY 有 (⑳⑧)⑥) 


図る 一 18 数 字 類 見 本 


Sd.5 6 て 89 ダン 欠 七 時 19202122 23 24 25 
DU123456789 欠 欠 約 多 6 4249444546 47 48 
の 0700 の 2 00 の ツ グ 6 の アグ ⑥⑦⑧③⑨ 65 66 67 68 69 70 71 
O123459G789 gw 88899091929394 
0123456789  @⑯@⑯@ 062⑳097 
0123456789  @@⑯ Ono203040968 


IIHWMNWVVWIVWIIKX 多 旬 


図る 2 一 19 符号 * 飾 野見 本 


記 _ 義 詩 寺 計 誠二 計 主 計 呈 


裕和 2: 移 ) 処 2 入 人 移 ) 移 6123 
た た た た 入 ホ 入水 う 
人 あ 料 

括 困 す 8 滞 全 各層 色 半 

究 時 本 和楽 定 間 谷 幸 再 氏 


(⑯9) 90) 1) 02 0⑳ 4 5 


1 


⑳ 人 人 旬 旬 の WW 間 略 央 
Nu 友 % そ 多 $ まず 〒 マ 想 の 十 一 土 
JE ハハ ソラ く 生 ミイ ルビ 『 』 


/ / 
着い つ ) MI 語 NZ7 


NS メ ーーーーーー ユ ヘーーー 
7 mm の cc 訪 7 7777 gz Km 名 kl 
KV KA KW NA MLbs 色 MA MC mm MV 0Z 
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B 種類 と その 使用 用 途 

現在 タイ プラ イタ に だ 使わ れ て いる 基本 
的 書体 は 、 明 朝 体 、 ゴ ジッ ク 体 、 教 科 書 
体 、 丸 ゴジ ッ ク 体 、 縦 扇 平 体 、 横 記 平 体 
( 玉 明 朝 体 、P 工 O 休 は 明 朝 体 を 含む ) 


62 に で す が 、 と の 他 に 様々 な 用 途 人 に 合わせ 、 
と 肖 欧文 (大 文字 、 小 文字 ) 、 外 国語 ( 韓国 
し 文字 、 中 国文 字 、 エチ オ ピ ア 、 チ ベッ ト 、 


ギリ シャ 、 赴 文 、 ド イツ な ど ) 、 和 洋 数 
5 9 の め の 電 牙 字 ( 続 打ち 用 、 横 打ち 用 ) 、 促 音 ( 終 ・ 

横 ) 待 記号 、 花 形 、 楽 譜 活 字 な ど 多 く の 
人 る 神主 疑 宰 活字 が あり ます 。 洋 数 字 な ど は 括弧 付 、 

角 付 、 丸 付 、 分 数 、 呆 付 数 字 な ど 500 余 
R 弟 ギア NVA 種 も あり ます 。 どん な 文書 に も マッ チ す 

る よう に 長い 和文 タイ プラ イタ の 歴史 の 

な か で 用 意 さ れ て きた わけ で す 。 

符号 、 記 号 な ど は 約 物 と 呼ば れ 盛ん に 


sn 


図 2 一 21 作 字 用 活字 見 本 使わ れ ま す が 、 本 来 の 用 途 以外 で も パタ 
ー ン や 和 飾り 野 な ど を 作る の に 便利 で す 。 
0 SR N IN 4 抽 呈 花形 文字 は カッ ト と し て も 使え 、 ま た 最 
0 h 員 le>| 王 | 近 登場 し て きた 作 字 用 活字 は 、 漢 字 の へ 
了 ーー Ne ン や ッ ク リ だ け を 活字 化し 、 と の 二 つ の 
ーー 組み 合わ せ で 一 つの 文字 が 造形 で きる も 
ES | 柱 | の です が 活字 の 用 意 が な い 時 な ど 重 字 
< Ne で し ょ う 。 ま た 、 カ ッ ト 活 字 と いう の も 
Le 人 洲 飛 Ui あり 、 タ イプ ライ タ の ピッ チ 操 作 で 創造 
用 WIk ま kh 的 な カッ ト 作り が で きま す 。 
3 隊 S 「 久 | : 台 『 当  」 と の 他 に 大 型 活字 で 特に 見 出し 用 に 使 
家人 和 EL 「 う 装 飾 文字 な ども あり ます 。 ま た 社名 の 
間 向 蘭 科 お 5 レタ リン グ や マー ク な ど は 原稿 が あれ ば 


人 母 型 を お こす と と が で きる の で よく 利用 
まっ され て いま す 。 


Fi 
門 計 を 
' 容 如 SE 


に と こつ 

| 

ー- と る 

ぐ べ 届 

0 

か mml 
1 
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4 ) 活字 の 扱い 


々 水 と 油 に 注意 

活字 は 、 鋳 込み 上 っ た ば か り の 時 、 ま 
ぶし い ば か り の 銀色 に 輝い て いま す が 、 
日 時 が 経つ に つれ 、 に ぶ く 灰 色 に 濁っ て 
きま す 。 活字 の 材料 で ある 亜鉛 合金 は 、 
で き あ が っ た 時 に すぐ 表面 に 酸化 被膜 を 
つく り 、 非 常に 丈夫 な 製品 と な り ま す が 
水 や 油 に 侵さ れ や すい 性 質 が あり 、 鉄 、 
鉛 、 カ ドミ ウム な どの 不純 物 の 混 っ た 危 
険 の ある 再生 活字 な ど 、 最 悪 の 場合 は 腐 
触 が 分 子 の 隙間 か ら 中 へ 中 へ と 進行 し て 
し まい 、 活 字 が ふく らん で タイ プ バ ー 角 
穴 に も 入ら な いと いう よう な と と が 起 と 
り ます 。 文字 盤 上 で 水 を 使う よう な 仕事 
は 要 注 意 で す 。 ま た 、 空 気 中 に ある 副 気 
も 活字 の 大 敵 。 使用 頻度 の 少な い 貯 蔵 活 
字 や 扇 平 活 字 な ど は 防 人 紙 (さび 止め 紙 ) 
を 字面 に 当て が い 置 き 場所 も 乾燥 し た 所 
を 選び ます 。 

タイ プラ イタ は その 保守 の た め に レー 
ル な ど に 注油 し ます が 、 活 字 に か か る と 
と の な いよ う 気 を つけ な けれ ば な り ま せ 
ん し 、 活 字 の 表面 を 手の平 で な で る と と 
も タプ ブー で す 。 

B 不良 活字 の 見 分 け 方 

活字 は 一 本 一 本 細心 の 注意 を 払っ て 製 
造 さ れ て いま す が 、 ご どく まれ に 不良 活字 
が 出 ま わっ て し まう と と が あり ます 。 ま 
た 、 和 鋳造 機 の トラ ブル や 取り 扱い の 不備 
(と よっ て 使え な く な る も の が あり ます 。 
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図る 一 22 印字 不良 の 例 


FEHEHEHEHEHEH 
国 国 陣 園 開 囲 図 図 。 果 困 困 困 困 困 困 困 
国 国 園 園 国 国 面 面 

88 0000 
FEHEHEHHrirh RS98984444444900t 
活字 の 鋳造 不良 活字 の より ひき 不良 


字 切 れ 最も 多い トラ ブル の 一 つ 。 製造 
上 の 不備 や その 後 の 管 理 不 良 な ど に よっ 
て 活字 の 表面 が 虫 喰 の よう に な り 、 印 字 
の 際 字 面 が 欠け た り 線 が 切れ て で ます 。 
目 の よ い 方 な ら 直 接 活字 を 見 て も わか り 
ます が 、 リ ボン 打ち し 、 虫 メガ ネ で 見 れ 
ば 一 層 は っ きり し ます 。 

字 の 曲り 、 よ り ひ まき の 不良 印字 が 右 肩 
上 り 、 左 肩 上 り に 曲っ て いる と と が あり 
ます 。 機 械 の 整備 不良 な ら 手 入れ し て 試 
印字 調整 を すれ ば よい の で す が 、 活 字 の 
鋳 込 不 良 の 場合 も あり ます 。 ま た 、 よ り 
ひき の 不良 は 母 型 整備 の 不良 、 メ ー カ ー 
の 混用 で 起き ます 。 購入 の 時 、 使 用 時 に 
は 必ず チェ ッ ク す る と と で す 。 

活字 の サイ ズ の 太り 細 り と き 作 文字 盤 
(と 入り ずら い 活 字 、 細 過ぎ て 文字 盤 網 中 
で あそび が 大 きす ぎる 活字 、 ネ ッ キ に キ 
ズ が あっ た り 、 突 出 の で た も の な ど が ま 
ぎれ 込ん で いる と と が あり ます 。 と れ は 
腐 触 な ど 管理 不良 に よる も の や 製造 上 の 
ミス に よる 場合 が 多い の で す が 、 見 つけ 
た ら す ぐ 取 り 替 えま し よう 。 


5 


4. タイ プ 活 字 


印字 の 上 薄 、 下 薄 機械 故障 が 原因 で な 
い の に 、 打 字 が と ん な 状態 に な る 時 が あ 
り ま す 。 とれ も 製 造 上 に 問題 が あり 、 ま 
た 、 規 格 通 り で も いろ いろ な メー カー の 
も の 、 同 一 メー カー で も 製造 時 期 の 異な 
る も の を 混同 する と し ば し ば と れ ら の 原 
因 に な り ま す 。 それに ネッ キ 部 に 亀 香 が 
生じ た 場合 も 起り ます 。 こ と の た め 、 宇 面 
部 が 斜め に な っ て 、 プ ラテ ン に 垂直 に あ 
た ら な いた め 、 宇 の 上 部 や 下部 が 切れ て 
し まい ます 。 見 分 け 方 は 、 活 字 を 見 た だ 
け で は 微妙 で わか り ず らい の で す が 、 字 
面 を 下 に し て 、 で きる だ 0 ワ の 平坦 な 所 に 活 
字 を 数 本 、 ピ ッ タ リ と 寄り 添う よう 立 
て 、 そ の 接する あら ゆる 面 が 密着 し て い 
る か を 見 れ ば わか り ま す 。 


写る 2 一 10 活字 の 販売 店 
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5 ) 活字 の 買い 方 


活字 の 買い 方 に は 一 本 一 本 不足 の 活字 
を 買う 方 法 ( バラ 買い ) と 、 組 活字 を セ 
ッ ト で 買う 方 法 の 二 通 り が あり ます 。 欧 
文 や 洋 数 字 な ど は 、A 有 ZZ まで と か 、 0 
9 まで と いう よう (に セッ ト で な いと 買 
えな いも の が あり ます 。 主 欧文 や 数 字 
は 特別 だ 鋳 込 位置 の より ひき が 目立つ た 
め に 、 ち が う 時 期 に 造っ た A と Z で は 位 
置 が ずれ て 横 の 線 が 不揃い に な りや すく 、 
と れ を さけ る た め に は セッ ト に な る の も 
や む を 得 ま せん 。 

AA バラ 活字 の 買い 方 

あま り い ろ い ろ な 種類 の 活字 を 使わ な 
い 仕事 (例え ば 、 特 許 事務 所 や 興信 所 な 
ど で は 4 号 し か 使わ な い ) の 場合 、 と も 
する と 大 き さ 、 書 体 、 本 数 、 メ ー カ ー 名 
な ど を いわ な いで 注文 する と と が あり ま 
す 。 必 ず 指 定 し まし ょ う 。 大 き さ の 指定 
は 6 ポイ ント な ら 、 6 P、 6 ポ 、 書 体 は 
明 朝 体 な ら 明 、M 体 、 ゴ ジッ ク 体 は ゴジ 、 
G 体 、 教 科 書 体 は K 体 また は 教 、 オ フ セ 
ッ ト 用 活字 は オフ と 指定 し ます 。 書体 の 
指定 が な い 場 合 に は 明 朝 体 、 本 数 に 指定 
の な い 場 合 は 各 1 本 づつ に な り ま す 。 同 
じ 活 字 が 何 本 も 必要 な ら 30 本 単位 で 買う 
と 割安 に な り ま す 。 

活字 を 注文 する 際 に は か な ら ず 模 書 で 
は っ きり と 書き 、 用 語 、 1 級 、 2 級 、 3 
級 、 予 備 、 貯 蔵 の 順 で 原稿 を 書け ば 早く 
そろ いま す 。 


B 組 活字 の 買い 方 

多く の 活字 販売 店 で は バラ 活字 は 人 手 
が か か る 分 、 組 活字 の 数 倍 の 値段 で 販売 
し て いま す 。 例 えば 、 1 級 活字 を 文字 表 
で みる と 、 平 仮名 、 片 仮名 、 用 語 と 若 十 
の 符号 か ら な っ て いま す が 、 と れ を 1 級 
の 組 活字 と し て 購入 する と 、 平 仮名 、 片 
仮名 、 用 語 と し て バラ バラ に 買う の と で 
は 数 倍 の 価格 の ひら き が あり ます 。 

組 活字 は 盤面 活字 予備 活字 1 台 分 
(に な っ て いま す 。 さ ら 人 盤面 活字 は 1 級 、 
2 級 一 1 、2 級 一 2、3 級 一 1、3 級 一 
2 、 3 級 一 3 と 分 か れ て いま す が 、 メ ー 
カー( に よっ て は 文字 表 の 分 類 と 本 数 が 人 違 
う 場合 が あり ます 。 例 えば 、 1 級 の 場合 
は 文字 表 と 同じ で 271 本 か 272 本 の 構成 
(C な っ て いま す が 、 2 級 に な る と メー カ 
ー に よっ て 文字 表通り の と と ろ と 、 イ ロ 
ハ へ 配列 の 2 級 633 本 の と と ろ を 、 2 級 一 
1 に 450 本 、 2 級 一 2 残り 183 本 を 入 
れ て いま す 。 し た が っ て 購入 の 場合 、 2 
級 全部 と か 3 級 全部 と いう 場合 は 問題 は 
あり ませ ん が 、 2 級 ー 2 、 3 級 ー 2 と い 
う ブ ロッ ク だ け を 購入 する 場合 は よく 検 
討 す る と と か 必要 で す 。 

写 e 一 11 1 号 ケ ー ス (プラ スチ ッ ク ) 
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6 ) 活字 の 管理 


活字 は いく ら 硬 質 だ と は いえ 一 日 百 回 
以上 使う 場合 も あり ます 。 可読性 や 管理 
の 面 か ら も 磨耗 し た ら す ぐ 取 り 替 える 必 
要 が あり ます 。 同じ 活字 を テス ト す る と 
1 万 回 以上 打 字 し て も 十分 使え を る は ど で 
す 。 も ちろ ん 使用 頻度 に よっ て も ちがい 
ます が 以下 が その 標準 に な っ て いま す 。 


・ 平仮名 、 片 仮名 、 数 字 3 ケ月 
・ 用 語 及 び 1 級 文字 6 ケ月 
・ 2 級 文字 1 年 位 
*・ 3 級 2 年 位 


最近 は 清 打 ち が 多 く な り 活 字面 の 損傷 
が 目立ち ます か ら 、 タ イ ピ スト が 自分 で 
管理 し て 欲し いも の で す 。 

活字 の 整理 に は 、 量 が 少な い 場 合 は 木 
製 叉 は プラ スチ ッ ク 製 の 1 号 ケ ー ス 、 多 
い 場 合 は スチ ー ル 製 で 800 本 位 収容 可能 
の 予備 ケー ス 、1600 本 以上 収容 で きる 貯 
蔵 ケ ー ス な ど が 使用 され ます 。 また 同じ 
活字 を 何 本 も 補充 用 と し て 常備 し て お く 
に は 活字 ダン ス が 利用 され て いま す 。 
前 述 し た よう に 仮名 類 は 使用 頻度 が 高 
い の で 、 あ ら か じ め 補 充 を 揃え て お け ば 
磨耗 や 欠け た 場合 に も すぐ に 取り か えら 
れ ま す 。 比 較 的 多く 使わ れる 平仮名 類 は 
司 あ GS を SOONI2KSUESN GS 0 な 
CGC 

また 用 語 類 で は 、「 昭 和 年 月 日 市 区 町 
丁目 番号 様 事 有難 店 商 拝 都合 於 及 」 な ど 
で す 。 そ の 他人 句読点 は 特に 気 を つけ ます 。 
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4. タイ ブ プ 活字 


山 面 活字 の 整理 は 、 文 字 盤 収納 ケー ス 
付 の 脇 机 な ど が 多く 使用 され ます 。 ( 脇 


美しい 印字 は 、 タ イ ピス ト が 活字 の 管 
理 に つい て 、 い か に ゆき と どい て いる か 


机 の 項 参 照 ) 


図る 一 23 活字 ケー ス ( スチ ー ル ) 


の 証明 で あり バロメーター で す 。 


図 2 一 24 活字 ダン ス ( 木 製 ) 
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貯蔵 活字 の 管理 方 法 

盤 面 や 予備 活字 は 自分 で 管理 し ます が 
貯蔵 活字 は 共用 する 場合 が 多い よう です 。 
使用 し た 活字 は 使用 後 す みや か に ゃ も と の 
場所 に 戻す の が 原則 で す が 、 と か く 急 が 
し か っ た り 度 々 使う の で 自分 の 盤面 に 入 
れ と く こ と も あり ます 。 と ん な 場合 、 そ 
の 貯蔵 活字 は 誰が 使用 し て いる か が わか 
る と と が 大 切 で す 。 普通 活字 を 抜い た 際 
は その 所 に 伏せ 字 を し ます 。 と の 場合 は 
使用 し な い 古 活字 が 利用 され ます 。 こ の 
古 活 字 に マジ ッ ク で 色付け し 、A さん は 
赤 、B さん は 青 、C さ ん は 黒 と いう 具合 
に し て お け ば 活字 の 行え が わか り 使 う 人 
も 安心 し て 使用 で きま す 。 


ゲラ 箱 の 使い 方 は 

活字 の 注文 書 に 原稿 を 書き 活字 店 に 出 
す と 活字 は 原稿 の 順序 通り に つつ まれ て 
きま す 。 本 数 の 少な い 場合 は その まま つ 
つみ を ひろ げ 幽 面 や 予備 ケー ス に 入れ ま 
す が 本 数 が 多い 場合 は ゲラ 箱 ( 活字 を 拾 
ら 時 に 使用 する 木 の 箱 ) を 利用 し ます 。 
使用 方 法 は 、 ま ずつ つみ 紙 を ひろ げ 活 字 
を さか さ の 状態 に し 、 そ の 上 か ら ゲ ラ 箱 
を か ぶせ (活字 を 締め て ある 糸 を は ず し 
て お く ) 活字 の つつ み 紙 の 端 を ゲラ 箱 に 
か ぶせ る よう に し て か と 裏 返 え す と ゲラ 
箱 に 活字 が 並び ます 。 活字 は すべ て 右側 
か ら 順 序 よ く 並 ん で ます 。 ま た 欠 字 は 在 
庫 不足 、 母 型 な し は 活字 な し で す 。 


5. 消耗 品 と 備品 


1 ) 消耗 品 と は 


タイ プラ イタ の 消耗 品 は 、 タ イプ ライ 
タ を 利用 し た 各種 印刷 の 発展 、 あ る い は 
タイ プラ イタ その も の の 使用 用 途 の 拡大 
(こと も な っ て 、 増 加 の 一 途 を た どっ て い 
水 98 

も ちろ ん 、 種 類 が 増え た だ け で は な く 
消耗 品 の 品質 も 向上 し 、 年 々 改良 品 、 新 
製品 な ど が 登場 し て こき て いま す 。 な か に 
は 原紙 の よう に その 種類 が 80 種 に も 及ぶ 
も の も あり ます 。 

と うな る と 、 自 分 の 仕事 に マッ チ し た 
消耗 品 を 、 い か に 選び 効果 的 に 使用 する 
か と いう と と も 、 今 や タイ ピス ト の 衝 く 
と と の で き な い 仕事 の 一 つ に な っ て き て 
いま す 。 

で は 、 と の 消耗 品 と いう も の は どの よ 
うな も の を 指す の で し ょ うか 。 

消耗 品 と いう 言葉 を 辞典 で 引く と 「 使 
うに つれ て 減る 物品 、 そ れ を 消耗 する と 
と に よっ て 役立つ も の を さす 」 と あり ま 
す 。 タ イプ ライ タ の 消耗 品 だ と 「 印 字 や 
機械 機能 を 円 滑 に し 、 同 時 に 鮮明 度 を 高 
め る た め に 消耗 すべ き 物 品 ]」 と いう と と 
(となり 、 ま た タイ プ 印 刷 に 関連 する 消耗 
品 は 「 よ りき れい な 印刷 を 仕上 げ る た め 
(に 、 そ の 工程 で 消耗 すべ き 物品 ] と いう 
と と (に な り ま す 。 以下 と れ ら の 消耗 品 に 
つい て 触れ て お きま す 。 
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2 ) 消耗 品 の 種類 、 用 途 、 使用 法 


歴史 的 に みる と 消耗 品 の 中 で 最も 古い 
も の は タイ プ 用 紙 (和紙 ) で 次 が カー ボ 
ン 紙 で す 。 と れ ら は いずれ も タイ プラ イ 
タ 誕 生 以前 に 事務 用 、 一 般 用 と し て 広く 
使わ れ て いた も の で す 。 それ 以外 の も の 、 
例え ば 、 タ イプ 原紙 、 カ ー ボ ン リ ボン 、 
タイ プイ ン キ な ど は いずれ も タイ プラ イ 
タ の 開発 、 改 良 に と も な い 生 れ 使わ れ て 
きた も の で す 。 

それ で は 、 現 在 タ イプ ライ タ の 消耗 品 
と 呼ば れる も の に は どん な も の が ある で 
し ょ うか 。 お お ざっ ぱに 分 類する と 、 タ 
イプ ライ タ の 機構 に 関連 する も の と 、 タ 
イプ ライ タ を 使用 し た 様々 な 印刷 ( 印 書 
も 含め て ) 関連 する も の と 分 ける と 
2XG4 に に 3 じ 且 
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5. 消耗 品 と 備品 


及 タイ プラ イタ に 関連 する 消耗 品 

と れ に だ 属す る も の と し て は 各種 タイ プ 
活字 、 下 部 スケ ー ル ( 下 紙 押 え ) マ ッ ト 、 
クン 4 吉朝 語 2 ン 
テン マッ ト 、 カ ー ボ ン リ ボン 、 透 明 テ ー 
プ 、 タ イプ オイ ル な ど を あげ る と と が で 
きま す 。 タ イプ リボ ン や 遂 明 テー プ は ど 
ちら か と いえ ば タイ プ 印 刷 に 関連 する 消 
耗 品 に 属す る も の で す が 、 最 近 の タイ プ 
ライ タ に は り リボン 装置 が 取り 付け られ て 
いる 機種 が 多く な っ て お り 、 と れ ら の 消 
耗 品 は いずれ も その 機構 に 取り 付け 使用 
する の で と と に 含め まし た 。 

また 、 和 文 タ イプ 活字 は どちら か と い 
えば 、 和 文 タ イプ ライ タ の 仕組 み を 直接 
支え そる も の な の で 、 別 に 「 タ イプ 活字 」 
の 項目 で と りあ げ ま し た 。 
① プラ テン シー ト 

プラ テン の 円 筒 に 巻き つけ て 使用 する 
も の で 、 昭 和 30 年 頃 か ら 盛 ん に な っ た タ 
イプ 印刷 『 別 章 参 照 』 か ら 使わ れ 始 め た 
も の で す 。 そ れ 以 前 に は プラ テン は 素地 
( 黒い ゴム 質 ) の ま ゝ で 使用 され て いた 
の で す が 、 原 紙 打 ち を する よう に な る と 
原紙 の 塗料 が プラ テン に 付着 し 、 ゴ ム 質 
が 変質 する と いう と と が あり まし た 。 し 
た が っ て と れ を 防ぐ た め 、 ま た 、 プ ラテ 
ン の 硬度 を 調節 し 原紙 の 抜け を シャ ー プ 
(する な どの 目的 で 取付 けら れ た も の で 、 
現在 で は ほとん どの 機械 に つい て いま す 。 
市 販 さ れ て いる も の に は 透明 、 不 透明 
の も の が あり 、 い ずれ も タイ ピス ト が 簡 


6 る 


単に 取 准 えら れる よう に な っ て いま す 。 
表面 の 凸凹 が 目立つ よう に な っ た ら 寿 命 
CNO6 還 7c ン ーー の 2E5SIG ま に ララ 5 で アミ ラ 
テン の 長 さ が 若干 ちがう の で 、 使 用 機種 
(あっ た も の を 選び ます 。 

また シー ト を 取り か える 際 は 、 両 面 テ 
ー プ や ボン ド を 使い ます 。 
⑫② 軸 性 RU ボク 

タイ プリ ボン 、 リ ボン テー プ 、 ブ ラッ 
ク テ ー プ な どい ろ い ろ な 名 称 で 呼ば れ て 
いま す 。 と の カー ボン リボ ン が 和文 タイ 
プラ イタ だ 取付 けら れる よう に な っ た の 
は タイ プ オ フ セ ッ ト 印 刷 が 盛ん に な っ て 
きた 昭和 40 年 頃 か ら で す 。 それ ま で は 特 
殊 機 の み 使用 され て いた よう で す が 、 現 
在 で は と の リボ ン 付 タイ プラ イタ が 主流 
(な っ て き て いま す 。 

リボ ン の ベー ス は 薄い 合成 樹脂 が 使用 
され 、 そ の 片面 に カー ボン が 付い て いま 
す 。 市販 され て いる も の に は 油性 、 水 性 
の も の が あり ます 。 

型 状 は 大 巻き の も の と 、 各 メー カー 機 
種 の リボ ン 装置 に 合う スプ ー ル に 巻 替 え 
た 小 巻 き の も の が あり 、 い ずれ も 特殊 機 
用 (大 型 活字 機 ) を 除い て は すべ て 8 多 
幅 の 規格 に な っ て いま す 。 種類 と し て は 
40 種 類 ぐ らい は あり ます が その 90 は 輸 
人 品 で す 。 英文 タイ プラ イタ の 場合 は 、 
文字 の 画数 が 少な い の で 、 木 綿 や 絹 の べ 
ー ス に カー ボン を 浸 み 込ま せ た も の で 何 
回 打っ て も 、 あ る 程度 の 印字 の 鮮明 度 は 
保つ と と が で きま す が 、 和 文 タ イプ の 場 


合 は 画数 の 多い 文字 、 あ る い は 9 ポ 、8 
ポ な ど 小 さ な 文 字 も 打つ た め 、 当 然 印字 
の 鮮明 度 が 要求 され 、 一 度 し か 使え ませ 
ん 。 

現在 で は 印 書 の 一 枚 目 (但し タイ プイ 
ン キ を 使用 し な く て も よい 場合 ) 、 複 写 
機 に 使用 する 版 下 、 あ る い は タイ プ オ フ 
セッ ト 印 刷 の 版 下 ( 清 打ち ) 、 カ ー ド 類 
の 打ち 込み な ど 多 方 面 に 使用 され て いま 
す 。 印 書 や 複写 の 場合 は 上 質 な リボ ン で 
な く て も その 目的 を 達する と と が で きま 
す が 、 清 打ち の 場合 は フイ ルム 製版 と い 
う 工 程 が ある の で 鮮明 度 の 高い 印字 が で 
きる よう な 上 質 な リボ ン が 使用 され て い 
まず 。 

し た が っ て それ ぞ れ の 使用 目的 に 合っ 
た リボ ン を 選ぶ と と が 大 切 で す 。 


リボ ン 装 置 ( 大 巻き ) 


リボ ン の 大 き さ 
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⑧ 透明 テー プ 

クリ アー テー プ 、 ホ ワイ ト テ ー プ な ど 
の 名 称 で も 呼ば れ て いる も の で 、 主 原 
紙 打ち の 際 に 使用 する 透明 状 の 薄い テー 
プ で す 。 原 紙 の 塗料 が 活字 に 目 詰 り し な 
いよ う 、 ま た 原紙 を 抜き すぎ な いよ うに 
コン トロ ー ル する な どの 目的 で 前 述 の リ 
ボン 装置 の 機構 を 利用 し て 使い ます 。 形 
状 は リボ ン と 同様 に 大 巻き 小 巻き が あり 、 
各 メ ー カ ー 別 の スプ ー ル ( 小 巻き の 場合 ) 
に 巻 か れ て 市 販 さ れ て いま す 。 
④ パッ ド 類 

タイ プラ イタ の 印字 機構 の 部 品 で ある 
ハン キン グ に 取り つけ られ て いる も の で 
その 機能 と し て は 、 活 字 の 落下 の タイ ミ 
ング を と る 、 活 字 の ツラ の 汚れ を 除く 、 
タイ プイ ン キ を 使用 し て の 印 書 の 際 に 使 
うな ど が あり ます 。 現 在 市 販 さ れ て いる 
も の に は 、 フ ェ ル トペ パッ ド ( イ ン キ パッ 
ド ) 、 ゴ ムペ パッ ド (合成 樹脂 の も ある ) 
ブラ シ パ ッ ド な ど が あり 、 フ ェ ル ト パ ッ 
F ド は 、 タ イプ イン キ を し み 込 ませ て 印 書 
使用 し 、 ゴ ム パ ッ ド は 一 般 用 、 プ ブラ シ 
パッ ド は 原紙 打ち に 使い ます 。 い ずれ も 
一 回 の 印字 操作 の た びに 作動 する の で 磨 
耗 し や すく 、 使 用 頻度 に よっ て 取り 替え 
ます 。 特に フェ ルト パッ ド は 、 あ まり 汚 
れる と 印 書 の 際 に イン キ が 飛び 散り 用 紙 
を 汚す よう な と と も ある の で 、 早 め に 取 
り 替 える よう に し ます 。 ゴ ムペ パッド は 中 
央 部 が 凹 型 に な っ た ら 取 り 替 えま す 。 フ 
ェ ル トペ パッ ド は 原紙 打ち に は 使い ませ ん 。 
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5. 消耗 品 と 備品 


⑤ 下部 スケ ー ル マッ ト 

下 紙 押 え マ ッ ト と も 呼ば れ 、 下 部 スケ 
ー ル の 裏側 だ につい て いる も の で コル ク と 
フェ ルト が あり ます 。 下 部 スケ ー ル は プ 
ラテ ン に 巻き つけ た 用 紙 、 原 紙 な ど を し 
っ か り と 固定 させ る も の で すか ら 、 と の 
裏面 の マッ ト が 磨耗 する と 用 紙 、 原 紙 の 
押え が ルー ズ に な り ま す 。 ま た 原紙 な ど 
を 多く 打っ て いる と と の マッ ト に た 目 詰 
が で き 、 同 じ 機 械 で 印 書 を する よう な 場 
合 に 用 紙 を 汚し た りす る の で 適当 に 取り 
替え ます 。 ボ ンド 又は 両面 接着 剤 で 簡単 
だ 取り 付け られ ます 。 


写る 一 15 タイ プ 用 カー ボン 婚 


写る 一 16 コレ クタ ー ペ ー ペ ー 
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B タイ ジ 印 刷 に 関連 する 消耗 品 

と れ に だ 属す る 消耗 品 と し て は タイ プ 用 
紙 、 カ ー ボ ン 紙 (タイ プ 用 ) 、 粘 り ゴ ム 、 
タイ プ 原 紙 、 清 打 用 紙 、 修 正 液 ネガ 用 
普通 原紙 用 、 清 打ち 用 ) マス ター ペー パ 
2 の 
セロ ファ ン 紙 、 原 紙 用 接着 剤 、 ハ ンド ク 
リー ナー、 清 打ち 用 修正 用 紙 、 レ イア ウ 
ト 用 紙 、 ピ ッ チ スケ ー ル 、 ピッ チ フ イル 
ム 、 砂 消 ゴ ム 、 カ ッ ト プ レー ト 、 各 種 デ 
ザイ ン シ ー ト 、 ノ ン ブ ル シ ー ト 、 各 種 定 
規 類 、 各 種 線引き 用 具 、 野 線 用 下敷 な ど 
数 多く あり ます 。 と の 中 で も 比較 的 タイ 
ピス ト に と っ て 身近 な 消耗 品 は タイ プ 原 
紙 、 カ ー ボ ン 紙 、 タ イプ 原紙 、 清 打 用 紙 
それ に 修正 液 な ど で す 。 

① タイ プ 用 カー ボン 紙 

英文 タイ プ 用 カー ボン 紙 は か な り 昔 か 
ら 使わ れ て いま す が ( 300 年 位 前 ) 和文 
タイ プ 用 は 大 正 6 年 項 に 国産 化 さ れ て い 
ます 。 カー ボン 紙 を 大 別 す る と 筆記 用 、 
(両面 片面 ) 、 和 文 タ イプ 用 (片面 ) 、 
英文 タイ プ 用 (片面 ) 、 そ の 他 に ヘクト 用 
カー ボン 紙 が あり ます 。 

和文 タイ プ 用 カー ボン 紙 は 主 に 印 書 に 
使う も の で す 。 コ ピー 枚数 を 多く と る た 
め ベ ー ス に な っ て いる 原紙 も タイ プ 活 字 
の 打 字 圧 に 十分 耐え る と と が で きる 強 じ 
ん な も の が 使わ れ て いま す 。 た と えば タ 
バ コ の 巻紙 ある い は 英和 事典 な ど に 使わ 
れ て いる 紙 が それ で す 。 一 箱 が 100 枚 単 
位 に な っ て いま す 。 


トレ ッ シ ン グ : ペ ー ク パー、 


良質 な カー ボン 紙 の 条件 と し て は 、 次 
の よう な と と が あげ られ ます 。 
.。 取り 扱う 際 に 指先 を 汚さ な い 
. 複写 用 紙 の 文字 以外 を 汚損 し な い 
.、 他 紙 と の 接触 で 不鮮明 に な ら な い 
。 印字 が 鮮明 で コピ ー が 多く と れる 
. 同じ 箇所 の 反復 使用 に 耐え る 
品 の 表面 が 輝かしい 光沢 を も ち 、 適 
当 な 濃度 を 持ち 均一 で ある と と 
キ . 長期 保存 に も 変化 し な い 
ク . 不愉快 な 臭気 が し な い 

17 タイ プ 用 婚 


SE/ 有 3 


以上 の 中 で も (オォ ) に つい て は 、 だ い 
た い 2 3 回 が 限度 で 、 そ れ 以 上 使う と 
印字 の 字 切 れ が 生じ 鮮明 度 が 落ち ます 。 

また 職場 に よっ て は 秘密 保持 の た め に 
一 度 で 使い 捨て る ケー ス も あり ます 。 

カー ボン 紙 は 湿気 に 敏感 な の で 湿気 の 
多い 場所 、 あ る い は 直射 日 光 の 当る 所 は 
さけ て 保存 する と と が 必要 で す 。 

色 は 黒 、 藍 、 赤 で す が 、 最 近 で は 複写 
を する 場合 が 多い の で 黒 が 多く な っ て い 
ます 。 紙 の サイ ズ は 以下 の 通り で す 。 


< 筆 記 用 229 多 x 318 多 
・ 和文 タイ プ 用 229 多 x 330 守 
・ 英文 タイ プ 用 216 多 x 330 多 
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写 2 一 18 カー ボン 紙 


⑧ タイ プ 用 紙 

一 般 に は タイ プ 印 書 に 使用 する 和紙 を 
タイ プ 用 紙 と 呼ん で いま す 。 以前 は その 
ほとん ど ゐ ヵ 手 抄 き に よっ て 作ら れ て いま 
し た が 量産 化 、 品 質 の 均一 化 と いう と と 
で 、 現 在 で は 全て 機械 抄 き で 製造 され て 
いま す 。 市販 さ れ て いる も の は 厚 口 、 薄 
口 が あり ます が 、 カ ー ボ ン 複 写 枚数 を 多 
く 必要 な 場合 は 薄口 、 契 約 書 な ど 複写 枚 
数 が 少な い 場 合 は 厚 口 を 使用 し ます 。 大 
き さ は B 4 規格 用 紙 で 美濃 紙 と も いい ま 
す 。 紙 の 上 部 が ノリ 付け され て いて 100 
枚 が 一 肛 に な っ て いま す 。 と の 和紙 の 他 
に 硫酸 紙 な ども コピ ー 用 と し て 使用 され 
て いま す 。 ま た 、 現 在 タ イプ 印 書 に よる 
事務 文書 の レイ アウ ト の 基本 は 、 全 て タ 
イプ 用 紙 の 基準 寸法 か ら 割 り 出 され て い 
ます 。 保存 に つい て は 直射 日 光 や 湿気 の 
多い 場所 は さけ る と と で す 。 
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5. 消耗 品 と 備品 


⑧ タイ プ 原 紙 

タイ プ 原 紙 が 国産 化 さ れ た の は 昭和 2 
年 頃 か ら で す が 、 現 在 で は 消耗 品 の 中 で 
も っ と も 種類 が 多い も の で す 。 

お お ざっ ぱ 人 分 類する と 手書き 用 原紙 、 
タイ プ 原 紙 、 ネ ガ 原 紙 に な り ま す 。 手 書 
き 用 原紙 は ボー ル ペ ン で も 書け 膳 写 板 又 
は 輪転 機 用 と し て 使用 し ます 。 ネガ 原紙 
は 打っ た も の が ネガ フイ ルム と な り 、 タ 
イプ オフ セッ ト 印 刷 の 版 と し て 使わ れ ま 
す 。 と の タイ プ 原 紙 の 中 で 最も 多く 使用 
され て いる の が 、 通 称 青 原紙 ( 色 が 青い ) 
と 呼ば れ て いる も の で 、 と れ を 指し て タ 
イプ 原紙 と いう と と も あり ます 。 青色 な 
の は 、 タ イ ピス ト の 目 を 疲れ させ な い 、 
打 字 し た 文字 が 読み や すい 、 印 刷 で の 修 
正 が し や すい な どの 理由 か ら で す 。 ま た 、 
ネガ 原紙 は 焼付 け の 際 に 光線 が 抜け や す 
いよ うに ブラ ウン 系 統 の 色 が 使わ れ て い 
Eo 


表 2 一 6 原紙 の ミミ の 種類 


使用 印刷 機 別 原紙 の 穴 の ちがい 


ホリ イ ・ ホ ー ス 
トー ホー・ 江 用 


ゲス 細 巾 用 
ゲス ワイ ド 用 
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と の タイ プ 原 紙 は 原紙 と 台紙 と が いっ 
し ょ に な っ て いま す ( 以前 は 原紙 と 台紙 
の 間 に 合 紙 が 入っ て いま し た が 現在 で は 
な い ) 、 人 台紙 は プラ テン 巻い た 際 に ク 
ッ シ ョ ン ペ ー パ ー の 役割 を する と 同時 に 
校正 用 と し て も 利用 で きま す 。 ( 校正 用 
原紙 も ある ) 。 と の 台 紙 の 上 の 部 分 に 印 
刷 機 に 取り 付け る た め の 穴 が あい て いま 
す 。 (ミミ と も いう ) と の 穴 の 位置 は 各 
印刷 機 メ ー カ ー に よっ て ちがい ます 。 た 
と えば 、 ゲ ステ ッ ト ナ ー 印 刷 機 の 場合 は 
ゲス 用 原紙 、 レ ックス ロー タリ ー 印 刷 機 
の 場合 は レッ クス 用 原紙 と いう 具合 に な 
り ま す 。 ま た 、 同 じ メ ー カ ー 印 刷 機 で も 
機種 に より 印刷 面積 が ちがう の も ある の 
で 、 ワ イド 版 レ ギュ ラー 版 の 2 種類 が あ 
り ます 。 購入 の 際 に は 〇 〇 印刷 機 用 の 〇 
〇 版 と 指定 し ます 。 

保存 に つい て は 、 カ ー ボ ン 紙 と 同様 湿 
気 や 直射 日 光 の 当る 場所 を さけ ます 。 


写 2 一 19 修正 液 (原紙 用 ) 
Ne 


④ 清 打 用 紙 

清 打 ち ( リ ボン 打ち と も いう ) の 際 に 
使用 する 用 紙 で 、 紙 の 表面 が 製版 カメ ラ 
感光 し や すい よう 特殊 加工 が ほど と さ 
れ て いま す 。 従来 は アー ト 紙 な ど が 多く 
使わ れ て いま し た が 、 レ イア ウト が し や 
すい と と 、 文 字 組版 面 と 余白 と の バラ ン 
ス が 明確 な と と 、 ガ イド 寸法 が 印刷 され て 
いる な どの と と か ら 、 現 在 で は と の 清 打 
用 紙 が 多く 使用 され て いま す 。 市 販 さ れ 
て いる も の に は A4 判 、 B 4 判 な ど が あ 
り 、 そ れ ぞ れ 薄 口 、 厚 口 が あり ます 。 
⑤ 修正 液 

ミス タイ プ の 修正 は タイ ピス ト の 技術 
の 一 つ だ と も いわ れ て いま す 。 

印 書 の 場合 は 粘 ゴ ム を 使用 し ます が 原 
紙 打ち 、 清 打ち の 場合 は それ 合っ た 修 
正 硫 を 使用 し ます 。 前 者 は 原紙 用 修正 液 
と いい 、 後 者 は 清 打 用 修正 疲 ま た は ホワ 
イト と も いい ます 。 

原紙 用 修正 液 は 原紙 の 修正 (に 使わ れる 
も の で ネガ 原紙 用 も あり ます 。 速 乾性 の 
溶液 で 多少 具 い が し ます 。 使用 方 法 は あ 
ら か じ め 修 正 科 所 を 爪 あ る い は ガラ ス 棒 
で 軽く と すっ て か ら 、 原 紙 の 表面 と 裏側 
か ら 塗 り ま す 。 ま た 4 号 な どの 大 きい 活 
字 の ゴジ ッ ク 体 を 打つ 際 は 、 打 ち 込 む 箇 
所 に あら か じ め 塗 っ て お く と 字 が きれ い 
に 抜け ます 。 容器 が 小さ く 安定 性 が 悪い 
の で 使用 の 際 は 片手 に ビン を 持っ て 使う 
方 2 記し ょ う 。 

清 打 用 修正 液 は 通称 ホワ イト と も 呼ば 
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れ 白 色 の 溶液 で 、 清 打ち し た 修正 箇所 に 
上 か ら 塗 り 白 紙 の 状態 に 戻し て か ら 再 度 
打ち 込み ます 。 水溶 性 と 油 溶性 が あり 、 
いずれ も 使用 の カー ボン リボ ン を 合わせ 
て 使用 し ます 。 

と の よう 各々 の 消耗 品 に は 寿命 と い 
う も の が あり 、 そ れ は 使用 上 、 そ の 機能 
を 発揮 し て いる か いな いか に よっ て 判断 
する わけ で 、 そ れ に は タイ ピス ト 自 身 が 
消耗 品 を よく 知っ て お か な く て は な り ま 
せん 。 

C タイ プ の 備品 に つい て 

ど と まで が タイ プ の 備品 で ある か は 人 
(C よ っ て ちがい ます が 、 い ち お う タ イプ 
ライ タ を 使用 する に 際 し て 必要 な 備品 と 
いう と と で いく つか を あげ て お きま す 。 
③④ タイ プ 机 

現在 市 販 さ れ て る も の は 木製 、 ス チー 
ル 製 の 2 種類 で 、 使 用 率 か らい えば 木製 
の 方 が 多く 使わ れ て いま す 。 スタ ンダ ー 
ド の も の に は 、 サ イド テー ブル (引出 し 
式 ) 、 大 引出 し 、 小 引出 し 、 替 文字 盤 が 
( 3 枚 ー5 枚 ) 入 る ケー ス な ど が つい て 
いま す 。 

一 般 用 事務 机 は 」 I S 規格 に よっ て 、 
高 さ 、 奥 行き 、 巾 な ど が 決め られ て いま 
す が 、 タ イプ 机 の 場合 は その よう な 規定 
は あり ませ ん 。 木製 の タイ プ 机 だ こと 高 さ 
65 cx、 幅 90c、 奥 行き 60 cz、( に な っ て い 
ます 。 タ イプ ライ タ の 場合 は フレ ー ム の 
高き が ある た め に 一 般 業 務 用 机 よ り 5 の 7 
位 い 低く で き て いま す 。 
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5. 消耗 品 と 備品 


2 一 25 タイ プ 机 木製 
タイ プ 机 に は 裏 に 板 が 付い て いる も の 
と な いも の が あり ます 。 ま た 床 が や わ 
ら か な 場合 は 机 の 脚 に 板 を 敷き ます 。 


②④ タイ プ 用 脇 机 

現在 の 和文 タイ プラ イタ の 大 き さ だ と 
タイ プ 机 の 3 分 2 を 占め て し まい ます 。 

また プラ テン の 左右 滑走 の スペ ー ス も る 含 
め ま す と 、 実 際 に 使用 で きる スペ ー ス は 
どく 僅か に 限ら れ て し まい 、 原 稿 、 予 備 
貯蔵 活字 、 原 紙 そ の 他 消 耗 品 を 置く だ け 
の た っ ぷり と し た スペ ー ス は 机上 (に は な 
いわ け で す 。 そ と で 作業 面積 を 広げ る た 
め に タイ プ 机 の 横 に 脇 机 を 使用 し ます 。 
脇 机 は タイ プ 机 と 同様 木製 、 ス チー ル 
製 が あり ます 。 木製 は 総 引 き と も いわ れ 
て いる 全部 引出 し の も の と 、 ラ 替 文 字 盤 専 
用 ( 9 面 収納 で きる ) 、 引 出し 十 替 文字 
盤 (3 枚 5 枚 ) と いう 型 が あり 、 ス チ 
ー ル 製 は 総 引 き ( 5 段 ) で 替 文 字 盤 用 に 
する 場合 は 引出 し を 取り 替え れ ば よい よ 
うに な っ て いま す 。 な お 、 ス チー ル 製 は 
予備 も 収納 で きま す 。 
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⑧ タイ プ 用 ライ ト 

種類 と し て は 机上 型 (タイ プ 机 に 固定 
する ) 、 機 械 取り 付け 型 ( 機 械 の フレ ー 
ムラ イト の シャ フト を さ し 込 む ) 、 フ 
ロア スタ ンド 型 と に 分 けら れ ま す が 、 机 
上 型 が 一 番 多く 使用 され て いま す 。 い ず 
れ も 蛍 光 灯 が 主 で 20W て 40W の も の で す 。 
市 販 の ライ ト で も 使用 で きま す が 、 タ 
イプ 用 に 設計 され た も の の 方 が 使い や す 
い 点 が 多く あり ます 。 
④ タイ プ 用 椅子 

タイ プ 用 椅子 と いっ て も タイ ピス ト の 
た め に だ 特別 に 設計 され た も の で は な く 、 
一 般 事務 用 の ロー ラー つき の も の が 主 で 
す 。 上 下 の 調 節 が で き 背 が つい て いる も 
の な ら 十 分 で す 。 人 に よっ て は 座高 が 異 
な り ま すか ら 、 機 械 操作 が 楽に 出来 る 高 
さ に 調節 し て お きま す 。 ま た 長 時 間 の 作 
業 な の で 木製 の 椅子 (特に 丸 椅 子 ) な ど 
は 適し ませ ん 。 (機械 の 備品 に つい て は 
前 項 を 参照 ) 
る 校 正 台 

ライ ト テ ー ブ ル と も いわ れる も の で 机 
又は 小 箱 の 中 に 蛍光 灯 を 入れ 、 そ の 上 に 
表面 が が ザラ ザラ し た スリ ガラ ス が は め 込 
まれ て いま す 。 原紙 打ち の 際 に は カッ ト 
書き 、 線 引き 、 校 正 な ど に 使用 し 、 清 打 
ちの 際 に は 線引き 、 ト レー ス な ど に 使用 
し ます 。 形状 は テー ブル 式 の 大 型 と 、 特 
ち 運 び が で きる ポー タブ ル 式 と の 2 種類 
が あり ます 。 蛍光 灯 は ポー タブ ル 式 で は 
10W で 、 ス タン ド 式 は 20W x 2 本 で す 。 


和文 タイ ピス ト ・ ハ ンド ブッ ク 


和文 タイ ブラ イタ の 機能 が 充実 し 用 途 が 拡大 され る に つれ 、 タ イビス ト の 知識 も 技 


まう ちよ うな 仕事 を す る 人 も いる よう で す 。 経験 と カン は タイ プラ イ テ ィ ング の 基礎 を 


す が 、 そ れ に は まず 基本 を 熟知 し な けれ ば 無理 な た こと で す 。 
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』 

1 

! 術 も 向上 し て き て いる よう で す が 、 な か に は 同じ タイ ビスト が 見 て も 首 を か し げ ば て し 
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し っ か り と 身 に つけ て こそ 始め て 生き る も の で す 。 タ イビス ト の 仕事 は 応用 が 大 切 で ! 
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と は 何 か 

1) タイ プラ イ テ ィ ング の 役割 
タイ プラ イタ は 手書き に よる 文書 作成 
の 欠点 を あま すこ と な く 補 うと ころ に あ 
り ま す 。 そ し て 、 タ イプ ライ タ 発 明 以 前 
に 先 人 た ち に よっ て 造ら れ 用 いら れ て き 
た 活字 の 効用 と と も に 、 い まや 企業 の 文 
書 事務 に は な く て は な ら な い 存 在 に な っ 
て いま す 。 タイ プラ イ テ ィ ング の 役割 は 、 
タイ プラ イタ 発明 の 意義 か ら 常 に 手書き 
に 比較 され 、 最 近 で は 印刷 技法 の 一 部 に 
ぉ 連携 を も つよ うに な っ て きま し た 。 
手書き に 比較 され る タイ プラ イタ の 特 
長 を あげ れ ば 以下 の よう な も の で す 。 
① タイ プラ イタ を 用 いた 文字 は 、 一 字 一 
画 が は っ きり し て いて 読み 誤る こと が な 


く 、 ま た 文字 の 正誤 を 容易 に 見 分 ける こ 
選 が で きる 5 

⑨ 日 本 古来 の 文字 の 役割 と と も に 、 タ イ 
プラ イタ の 機構 に より 、 活 字 の 大 き さ に 
応じ た 字 間 、 行 間 が と れ 字 詰め が 揃う の 
で その 仕上 が り が 美しい 。 

③ 他 の 用 品 ・ 機 器 と 連携 し て 、 同 文 の 復 
製 が 能率 的 に で きる 。 
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1. タイ プラ イ テ ィ ング と は 何 か 


2 の ) タイ ピス ト の 役割 


企業 が 発展 し て 行く に は 、 経 営 者 は 、 
その 業務 活動 に 関す る 内 外 の 情報 を 集め 
これ を 的 確 に 判断 し 、 処 理 す る こ と が 必 
要 と され て いま す 。 この 情報 を 取り 扱う 
仕事 が 「 事 務 ] と いう も の 。 こ の 事務 上 
の ご く 簡 単 な 用 件 は 、 口 頭 で す ます こと 
が で きま す が 、 複雑 に し て 重要 な も の で 
後日 、 そ の 処理 を 明らか に する 必要 の あ 
る も の に つい て は 、 す べ て 文書 に よら な 
けれ ば な り ま せん 。「 文 書 主 義 」 と 呼ば 


れる の も まさ に この こと な の で す 。 文書 
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を 作る 方 法 に よっ て は 、 業 務 活 動 に 大 き 
く 影響 し 、 ま た 、 経 営 規模 に よっ て 文書 
量 が 増大 し 、 内 容 が 複雑 に な れ ば 、 そ れ 
だ け に ① 正 確 、 確 実 性 が 要求 され 、 さ ら 
に @ 相 手 に 理解 し や すく 美しい 文書 を 、 
そし て 早く 提出 する こと が 要求 され ま 
す 。 そ の 役割 を 、 余 すず と と ろ な く 果 し て 
きた の が 、 タ イ ピス ト と タイ プラ イタ で 
あっ た わけ で す 。 

いま 業務 活動 に お ける 事務 の 中 で 「 タ 
イブ 事務 | と 単 一 の 呼称 が 生ま れ て いる 
の も こう し た 実績 か ら に ほか な り ませ ん 。 


3③) タイ プ 原 稿 の 認識 


々 用 字 ・ 用 語 の 理解 

文書 の 浄 書 が タイ プラ イタ に よる か 、 
手書き に よる か 、 ま た は 活版 印刷 に よる 
か は 、 そ れ ぞ れ の 企業 環境 に よっ て 異な 
の り 応 5958 

例え ば 、 役 所 に お ける 文書 は 、 回 議 、 
( 縦 系 列 に 上 司 に 回 し て 決議 する こと ) 
され 、 合 議 ( 横 系 列 に 「 他 局 課 こ も 関係 
の ある 文書 」 に 回 すこ と ) され た 結果 、 
これ を タイ プラ イタ に よっ て 浄 書 す る か 
を 内 容 に よっ て 決定 し 、 タ イプ ライ タ に 
よっ て 処理 され る も の は 、 タ イ ピス ト の 
手元 に 届け られ ます 。 こう し た 順序 と 経 
過 に よる も の で は 、 そ の 能率 を 上 げ る 目 
的 か ら タ イ ピ スト が 一 室 に 集中 配置 ( 集 
中 管理 と も いう ) され る よう で す 。 こ の 
よう な 配置 で は 、 そ の 原稿 の 一 字 一 句 を 


その まま 打つ こと に な り ま す が 、 そ の 反 
対 に 、 各 部 課 に 所 属 し て 手近 に 原稿 を 受 
け 渡 し 、 タ イプ する 仕組 み (分 散 管理 と 
も いう ) も あり ます 。 

いずれ に せよ 、 特 技 者 と し て の タイ ピ 
スト は 、 そ の 原稿 に 書か れ て いる 文字 を 
正確 に 打ち 、 誤 り の ある 字 は 、 こ れ を 起 
稿 者 ( 原稿 を 書く 人 ) に 了解 を えて 修正 
し な けれ ば な り ま せん 。 な か に は 誤り の 
ある 字 は 了解 が な く て も 当然 直す と と を 
許さ れ て いる 企業 も あり ます 。 

タイ ピス ト は 、 こ うし た 環境 に よっ て 
異な る 原稿 処理 に 対応 する こと が いち ば 
ん 苦労 な の か も 知れ ませ ん 。 タイ ピスト 
集団 の 中 で 、 そ れ ぞ れ の 異な る 知識 を 統 
一 ( 文書 上 の 形式 ・ 用 字 ・ 用 語 な ど ) し 、 
それ が 文書 完成 の 速度 と 能率 に つなが る 
と 考え る 企業 で は 、 文書 作成 規定 ( 規程 
と も いう ) を 作り 、 こ れ に よっ て 無言 の 
連携 と 打ち や すさ を 作り 出し て いる と こ 
ろ も あり ます 。 

今日 の タイ プラ イタ に よる 文書 は 、 正 
確 、 鮮 明 、 迅 速 と いう 技術 だ け で は と な 
し きれ な いと と ろ ま で き て いま す 。 と れ 
か ら の タイ ピス ト は 、 少 な く と も 漢字 の 
判読 力 に 加え 文書 事務 や レイ アウ ト (《 通 
じ 用 字 ・ 用 語 に 強い と と が 要求 され る で 
し ょ う 。 そ の 知識 が いか な る 企業 環境 に 
よっ て 適用 され る と され な いと に か か わ 
ら ず 、 い つ で も 対応 で きる 態勢 を も つこ 
と が プロ の タイ ピス ト で あり 、 信 頼 を 得 
る 皇 自 と おい える で しょ う 。 
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B 原稿 の 理解 

タイ ピス ト が 取り 扱う 原稿 に は 、 種 々 
の も の が あり 、 そ れ ぞ れ 内 容 や 指定 に 注 
意 を 払わ な けれ ば な り ま せん 。 
タイ ピス ト と し て 誰 も が 一 応 経験 する と 
思わ れる 文書 は 、 往 復 文書 か ら 一 連 の 決 
算 に 関す る 文書 ( 財務 諸表 な ど ) 、 そ れ 
に 契約 書 、 定 款 な ど で し ょ う 。 こ れ ら の 
文書 は 条文 形式 で 法律 上 に 効果 を 有する 
も の で すか ら そ の 文書 の も つ 役 割 を 十分 
理解 し な が ら そ の 意図 に そう よう な 打ち 
方 が 必要 で す 。 

例え ば 、 形 式 は も ちろ ん 横書き 文中 の 
アラ ビア 数 字 と 漢字 と の 使い 分 け な ど そ 
の 一 例 で す 。 
C 日 付 の 効用 

文書 に は 必ず 日 付 が あり ます 。 日 付 は 
一 般 に さり げ な く 考 えら れ や すい の で す 
が 内 容 に よ っ て は 、 権 利 義 務 の 発生 消滅 
に 関係 する も の で あり 、 後 日 の 証拠 と も 
な る こと を 頭 に 入れ て 打つ こと で す 。 
D 宛名 の 打ち 方 

宛名 は 相手 方 に 礼 を 失 し な いよ うに 打 
ち ま す 。 職 名 と 氏名 を 打つ と き は な る 
く 1 行 に し 、 長 く な る と き は 職名 を 肩書 
き に 2 行 に する こと も あり ます 。 社 外 文 
書 の 宛名 は 略称 する こと を さけ る べき で 
す 。 例え ば 、 〇 〇 〇 O 〇 帆 、 〇 〇 〇 O 〇 抱 
な ど は 、 〇 〇 〇 の 〇 株 式 会 社 、 と 正しく 打 
つこ と な どす べ て 浄 書 する 目的 と 合わ せ 
て タイ ピス ト の 知識 と 心得 る べき で し ょ 
フ 。 
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2. タイ プラ イ テ ィ ング の 実技 に つい て 


2。 クイ シン ン (タク ク ( の 
実技 MC つい て 


1 ) その 準備 

A 機械 の 据え 付け 方 

全体 に 明る い 部 屋 で 、 左 側 か ら 採 光 が 
で き 、 機 械 音 の 反響 が 少な い 場 所 が よい 
と され て いま す 。 た だ し 、 機械 に 直射 日 
光 が 当 る 窓 ぎ わ と か 、 機 械 の 手入れ に 不 
便 な 壁 ぎ きわ など は 避け ます 。 ま た 出入 口 
の 近く な ど 人 の 動き の 激しい 場所 は 、 落 
着い て タイ プラ イ テ ィ ング が で き な い ば 
か りか 、 原 稿 の 秘密 が も れ た り 、 散 逸 す 
る 恐れ が あっ て 不適 当 で す 。 

B 机 と 符 子 

機械 を 置く 机 に は 、 タ イプ 専用 の 机 が 
あり ます 。 (タイ プ 机 と いう ) この 机 の 
高 さ は 楽に 印字 で きる よう 一 般 事 務 机 よ 
り 幾 分 低く 調整 され て いて 、 用 紙 や カー 
ボン 紙 な ど を 揃え る た め の 整 理 板 や 、 常 
備品 を 入れ る 引き 出し が あり ます 。 椅子 
は 、 な る べく 回 転 式 の 高 さ が 調節 で き て 
背もたれ の ある も の が 、 正 し い 姿 勢 で 打 
て 、 ま た 疲労 の 防止 に もち なり ます 。 

C 機械 の 置き 方 

機械 は 、 水平 調節 脚 に よっ て 水平 に 置 
く こ と と が 大 切 で す 。 水平 で な いと 活字 の 
落下 が 悪く 、 印 字面 も 乱れ 機械 の 故障 原 
因 を つく り ま す 。 機 械 の 水平 を 見 る に は 
機構 部 を 文字 盤 の 中 央 に 置き 、 手 を は な 
し て 機械 が 静止 し て いる か どう か に よっ 
て 確か め ま す 。 
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D 照 明 

自然 光 だ け で は 採光 が 十分 で な いと き 
は 、 順 明 に よ っ て 補い ます 。 こ の と き は 
機械 全体 を 平均 に 照ら す よ うに 工夫 し ま 
す 。 電気 スタ ンド を 使用 する と き は 左側 
に 置き ます 。 蛍光 ラ ンプ で は 20W、 白 熱 
電球 な ら 60W 程 度 の も の を 用 いま す 。 
EE 使用 後 の 手 入れ 

機械 を 使用 し た あと は 、 次 の 手入れ を 
し ます 。 

・ マシ ンプ ブラ シ を 用 いて 、 機械 各部 の 汚 
れ を と り ま す 。 
・ 乾 いた 布 で プラ テン を きれ い に ふ きま 
す 。 汚れ の 目立つ と き は 、 ア ルコ ー ル を 
つけ た 布 で ふき ます 。 

・ 油 布 で 金属 部 分 を ふき ます 。 布 切れ に 
少量 の 油 を ふく ませ ます 。 
・ 活字 ブラ シ を 用 いて 、 活 字面 の 汚れ を 
取り ます 。 汚れ の ひど いと き は 、 活 字 プ 
ラ シ に 揮発 油 ( ク リー ナー 液 ) を し み 込 
ませ て 、 活 宇 面 を 軽く た た きま す 。 
・ 移動 し た 活字 は 、 ピ ン セ ッ ト で 元 の 場 
所 に 戻し て お きま す 。 
・ 手入れ が 終っ た ら 、 タ イプ 机 の 上 の 汚 


調節 肢 


図 3 一 1 水平 調節 脚 
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れ を と り 、 プ ラテ ン と 文字 盤 を 中 央 に 戻 し 、 機 械 に カバ ー を か け ま す 。 ま た 使用 
し 、 機 構 部 を 手前 に 引き 寄せ 、 ロ ッ ク を し た 消耗 品 な ど は ちゃ ん と 整理 し ます 。 


表 3 一 ] タイ プ 印 書 に 用 意 す る も の 


タイ プ 印 書 に 用 意 す る も の 


和紙 と 洋紙 が あり 、 そ れ ぞ れ 薄 手 と 厚手 の も の が あり ます 。 B 4 、B 5 の も の を 


タイ プラ イタ 用 紙 使用 し ます 。 


和文 タイ プ 用 カー ボボ | 複写 を と る と き 用 いる 片面 に 色素 が 塗っ て ある カー ボン 紙 で 、 黒 ・ あ い ・ 赤 色 な 
ン 紙 どの も の が あり ます 。 


タイ プラ イタ 用 騰 写 
原紙 


膳 写 印 刷 用 の 原版 を つく る の に 用 いま す 。 


原稿 台 の 上 の 原稿 を 押さ えた り 、 打 つ 行 ど と に その 位置 に 加 い て 有 行 防止 に 使用 
し ます 。 マ グ ネ ッ ト の も の も あり ます 。 


イン キ を 塗っ て 印字 する 必要 な 場合 、 イ ン キ パッ ト 人 塗り ます 。 黒 ・ あ い 色 な ど 


ダグ 誠 い イ 0 ひき す 。 


使用 し て いて 磨 滅 し た と き 、 交 換 用 人 準備 し て お きま す 。 け い 引 き 用 の も の も あ 


ジン ョ ギョ 2 バ 5v ま N り ま す 。 


縛 EE 証 ツ ト | 和 の 中 LAC 用 いま す 。 


ね り ゴ ム は カー ボン 複写 し た 誤字 の 訂正 用 、 砂 ゴム は イン キ を 用 いて 印字 し た と 


ね り ゴ ム ヽ 砂 ゴ ム | 、 語 字 訂 正 用 に 用 いま す 。 


修正 液 ( コレ クタ ) | 原紙 の 誤字 を 訂正 する の に 用 いま す 。 


ポー ンー ント ね り ゴ ム や 砂 ゴ ム を 使用 する と き 、 修 正 箇所 に あて る セル ロイ ド 製 の あて 板 で す 。 
大 き さ は 名 刺 大 の も の か ら あ り ま す 。 


文 字 配 列 表 | 文字 盤 内 の 活字 の 位置 を 提 す と き に 用 いま す 。 


字 索 引 | 目的 の 活字 の 位置 を 提 す と き に 用 いま す 。 
機械 の 手入れ 用 具 


文字 盤面 の 活字 表面 の よど れ を と り ま す 。 


機械 各部 の は と り を と る と き に 用 いま す 。 


機械 の 摩 拉 部 分 に 注油 し ます 。 ミ シン 油 も 使え ます 。 


文字 盤面 の よど れ た 油 を ふき と り ま す 。 


プラ テン や 金属 部 分 の よど ご どれ を と り ま す 。 プ ラテ ン は か わい た 布 を 用 いま す 。 


プラ テン の よど れ の ひど いと き 用 いま す 。 
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2. タイ プラ イ テ ィ ング の 実技 に こつ いて 


2) スタ ー ト 直前 


A 姿 腔 

正確 、 速 く 、 き れい に 打つ た め に は 、 
常に 正しい 姿勢 で 打つ こと が 大 切 で す 。 

それ に は 、 まず 椅子 に 深く か け 、 楽 な 
姿勢 で 背 す じ を 伸 ば し ます 。 椅子 の 高 さ 
は 、 原 稿 合 を わずか に 見 お ろ す 程度 が よ 
いで し ょ う 。 足 は 揃え て 床 に つけ 、 片 足 
を わずか に 後に 引く よう (に し ます 。 

足 を 組ん だ り 、 足 を 前 に 伸ばし た り 机 
の さん に 足 を 掛け た り し な いこ と で す 。 
B 文字 盤 ハ ンド ル の 持ち 方 
文字 盤 ハ ン ドル は 左手 で 持ち ます 。 左 
手 は 手の平 を 下 に 向け 、 文 字 盤 ハ ンド ル 
を 軽く に ぎり 、 必 要 に 応じ て 文字 盤 ハ ン 
ドル を 左右 に 動か し ます 。 こ の 方 が 姿勢 
を 安定 させ ます 。 


C 印字 キー の 持ち 方 
印字 キー は 右手 で 持ち ます 。 こ と れ は 印 
字 速 度 に も 影響 する の で 、 正 し い 持 ち 方 


に 習熟 する こと が 必要 で す 。 

まず 、 右 手 親指 は 印字 キー の 左側 上 方 
に 、 人 さ し 指 を 前 方 の 上 方 に 、 中 指 を 右 
側 の 上 方 に お いて 印字 キー を 持ち 、 そ の 
他 の 2 本 の 指 は 軽く 内 側 に 曲げ ます 。 特 
に 3 本 (親指 、 人 さ し 指 、 中 指 ) で 印字 
キー の く ぽ み を つま ん だ り 、 ま た 印字 キ 
ー を 強く に ぎら な いよ う 注 意 す る こと が 
必要 で す 。 印字 キー を 強く に ぎり すぎ た 
た め に 、 活 字 の 落下 が 悪く な っ た り 、 打 
字 力 の コン トロ ー ル が 上 手 に で き な く な 
り ま す 。 

た だ し 、 機 構 固定 式 の 機種 、 円 筒 タ イ 
プラ イタ な ど は 文字 盤 ハ ンド ル を 必要 と 
し ませ ん か ら 印 字 キ ー だ け で す 。 ま た 機 
種 に よっ て 両手 で 打つ も の も あり 、 最 近 
の 小型 機 の 場合 だ と 、 右 手 で 文字 盤 ハン 
ドル ( 見 出 盤 ヘン ドル ) 、 左 手 で 印字 キ 
ー を 持ち ます 。 6 項 の B、C、 参照 。 


写 3 一 5 正しい タイ ビン グ の 姿勢 
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写 3 一 4 印字 キー の 持ち 方 


握 り は 軽く 肩 に 力 を 入れ な いよ うに する 


3) 基本 操作 


A 機構 の 操作 

機構 部 は 、 右 手 で 印字 キー を 持っ て 前 
後 左右 に 動か し ます 。 

B 文字 盤 の 動か し 方 

左 の 手のひら を 下 に 向け 、 文 字 表 ハ ン 
ドル を 上 か ら 軽 くに ぎり 、 左 右 に 動か せ 
ば 文字 盤 は 動き ます 。 

C プラ テン の 動か レ し 方 

① プラ テン の 自由 回 転 は 、 い プラ テン の 左 
側 の ルー ズレ バー を 、 左手 小指 で 軽く 押し 
下げ て お いて プラ テン ノッ プ を 回 す と 、 自 
由 に 回 転 し ます 。 

②④ プラ テン の 左右 移動 は 左手 で 、 左 プラ 
テン ノッ プ か ょ ライ ンス ペー サー を 持つ 中 指 
を 伸ばし て 、 タ プ ブ ボ タン を 押し 下げ れ ば 
プラ テン を 左 大 に 自由 に 動か すこ と が で 
きま す 。 


拓 ふ いい 


写 3 一 5 バッ クレ ベー の 操作 
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D スペ ー ス ボタ ン の 押し 方 * 
横 打ち 印字 し な いで 宇 間 隔 を あけ る に 
は 、 横 スペ ー ス ボタ ン を 押し ます 。 横 ス 
ペー ス ボ タ ン は 、 右手 の 親指 と 入 さ し 指 
は 印字 キー か ら は な さ ず に 、 中 指 を 横 ス 
ペー ス ボ タ ン に 垂直 に 当て た まま 軽く 押 
し ます 。 ス ペー ス を 戻す に は 、 横 バッ ク 
レバ ー を 人 さ し 指 と 中 指 で 深く 押し 下げ 
ます 。 

な お 、 横 バッ クレ バー を 押し 下げ る と 
き 力 を 入れ すぎ な いよ う 注 意 し ます 。 


/ ぎ 
押し 方 CB ) 
縦 打ち 印字 し な いで 字 間 隔 を あけ る に 
は 、 縦 スペ ー ス ボタ ン を 押し ます 。 縦 ス 
ペー ス ボ タ ン は 、 右 手 の 親指 と 中 指 は 印 
字 キ ー か ら は な さ ず に 、 人 さ し 指 を 縦 ス 
ペー ス ボ タ ン に 当て て 押し ます 。 スペ ー 
ス を 戻す と き は 、 終 ボッ クレ バー を 操作 
し て 、 縦 スペ ー ス ボタ ン を 押し ます 。 


ウン ググ 2 


いや < 2 
写 3s 一 ? スペ ー ス ボタ ン の 
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2. タイ プラ イ テ ィ ング の 実技 に つい て 


E 行 向 隔 の あけ 方 、 戻 し 方 

横 打 ちの 場合 は 次 の 方 法 が あり ます 。 
① 横 打 ち 始め スト ッ パ ー の 利用 
了 . 1 行 を 打ち 終わ る た びに 左手 で ライ 
ンス ペー サー を 押し 下げ る よう に し ます 。 
イ . 次 に 、 右 手中 指 で タブ ボタ ン を 押し 
下げ て 、 プ ラテ ン を 右 の 固定 する と こと ろ 
まで 移動 し 、 ラ イン スペ ー サ ー を 持つ 手 
を は な せ ば 、 行 は 自動 的 に 変わ り ます 。 
⑧ タブ レタ ー の 利用 
ウゥ . 打ち 始め 位置 に 印字 ガイド を 置い て 、 
タプ セッ ト ボ タン を 押し 、 タ ブレ ター を 
設置 し て 1 行 を 打ち ます 。 
エ . 1 行 打ち 終え る た びに ライ ンス ペー 
サー を 押し 下げ 、 右 手中 指 で タブ ボタ ン 
を 押 し 下げ て 右側 に 移動 し 、 1 行 の 行頭 
の eK の 0 で ラジ 信 シン スコ ペコ 持つ 手 
は な せ ば 、 行 は 自動 的 に 変わ り ます 。 行 
を 戻す に は 、 縦 打ち の スペ ー ス の 戻し 方 
と 同じ で す 。 また 、 終 打ち の と き 、1 行 
打ち 終え た ら 、 横 バッ クレ バー を 深く 押 
し 下げ れ ば 行 が 変わ り ます 。 行 を 戻す に 
は 横 ス ペー ス ボ タ ン を 押せ ば プラ テン は 
左 に 進み 、 行 を 戻す こ と が で きま す 。 


F 活字 の 打ち 方 

まず プラ テン を 移動 し て 、 印 字 す る 目 
的 の 位置 に 印字 ガイ ド を 合わ せ て 、 以 下 
の 順 で 印字 し ます 。 

了 。 左手 で 文字 盤 を 、 右 手 で 機構 部 を 同 
時 に 動か し て 、 目 的 の 活字 の 真 上 に タイ 
プ バ ー を 持っ て いき ます 。 

イ . 次 に 印字 キー を いち ど に 押し 下げ ま 
す 。 な お 、 印 字 キ ー を 数 回 動か し て 、 調 
子 を つけ て 打っ た りす る と 、 タ イプ バー 
の 摩 滅 を 早め た り 、 印 字 速 度 が 上 が ら な 
く な り ま す 。 一 度 に 打つ 習慣 を つけ て 下 
さい 。 

ウ 。 活字 が プラ テン に 打ち つけ られ だ た 陣 
間 に 、 押 す 力 を 完全 に 抜く こと で す 。 こ 
の と き 、 指 先 の 力 が 印字 キー に 残る と 、 
印字 瞬間 後に タイ プ バ ー は 戻り ます が 、 
プッ シン グ が 文字 盤 ケ ー ス に 入っ た まま 
に な る の で 、 活 字 が タイ プ バ ー に 残り 、 
學 の 活字 に 移る と き の 動 作 が 遅く な り ま 
すか ら 注 意 し ます 。 

な お 、 文 字 盤 ハン ドル の 近く の 文字 を 
打つ と き は 、 印 字 する 朋 間 だ け 左 手 を ハ 
ンド ル か ら は な し ます 。 打ち 終わ る と 同 
時 に ハン ドル を に ぎり ます 。 

また 、 数 表 な ど で 数 字 だ け を 連続 し て 
打つ よう な 場合 は 、 文 字 盤 を ロッ ク し て 
お く と 早く 打 て ま す 。 文字 盤 上 に 左手 を 
置い て 印字 する と 手 の 油 が 活字 に 付く の 
GSG の 10589 

文字 盤 ハ ンド ル の 取り 付け 位置 は メー 
カー に より 若干 違い ます 。 


G 縦 打ち 、 横 打ち の 変え 方 

縦 打ち を する と き は 、 縦 横 変換 レバ ー 
を 「 縦 」 の 記号 に 置き 、 横 打ち の 場合 は 
「 横 」 の 記号 に 置き ます 。 な お 、 統 横 変 
換 レ バー を 縦 と 横 の 中 間 に 置 く と 印字 し 
て も プラ テン は 進ま な いか ら 注 意 し ます 。 


写 3 一 9 縦横 変換 レバ ー の 操作 
前 後 の 動 き が 硬い 場合 は 注油 を する 。 ま た 前 
に 押す と き は 親指 で 、 手 前 に 引く と き は 人 さ 
し 指 で 掛け る よう に し て も よい 。 


字 間 隔 の 決め 方 

横 打ち 字 間 隔 を 決め る に は 、 横 間隔 ダ 
イィ ヤル を 、 字 間隔 を 表示 する 数 字 ( 5、 
4 、 3、 2、 1 ) の いずれ か が 手前 に く 
る よう に し ます 。 普通 横 打ち 文書 で は 、 
字 間 3 が 主 に 用 いら れ て いま す 。 

綻 打ち 字 間 隔 を 決め る に は 、 終 間隔 レ 
バー に よっ て 調節 し ます 。 字 間隔 を 表示 
する 数 字 の いずれ か に 指針 を 合わ せま す 。 
普通 の 横 打ち 文書 で は 字 間隔 4 が 主 に 用 
いら れ て いま す 。 
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1 行 問 隔 の 決め 方 
横 打ち 縦 間隔 レバ ー に よ っ て 決め ます 。 
普通 の 横 打ち 文書 で は 、 間 隔 6 か 5 が 用 
いら れ て いま す 。 行間 隔 を あけ る に は ラ 
イン スペ ー サ ー (あるいは 縦 ス ペー ス ボ 
タン ) を 用 いま す 。 
縦 打ち 横 間 隔 ダ イヤ ル に よっ て 決め ま 
す 。 普通 の 縦 打ち 文書 で は 間隔 6 か 5 が 
用 いら れ ま す 。 間隔 6 に する に は 間隔 3 
を 横 ス ペー ス ボ タ ン で 2 回 送り ます 。 
J 行頭 の そろ え 方 
横 打 ち 横 打ち 始め スト ッ パ ー か タプ ブレ 
ター 装置 を 利用 する 方 法 が あり ます 。 
①④ 横 打 ち 始め スト ッ パ ー の 利用 

横 打 ち ス トッ パー を 利用 の 場合 は 、 
了 . 横 打ち 始め スト ッ パ ー を 左端 に 置き 
ます 。 
イ . プラ テン を 横 に 動か し 、 目 的 の 位置 
に 印字 ガイ ドド を 置き ます 。 
ウ . 左手 人 さ し 指 で 、 横 打 始 め ス トッ パ 
ー を 軽く 押え な が ら 、 機 構 部 の つき 当る . 
と ころ まで 移動 させ る と 、 そ の 位置 が 行 
頭 と な り ま す 。 

打ち 始め る 位置 を 決め て 、 第 1 行 目 を 
打ち 終え た ら 、 左手 で ライ ンス ペー サー 
( あるいは 縦 送り ボタ ン ) で 押 し 上 げ る 
よう に 持ち 、 プ ラテ ン を 右 に 固定 する と 
こと ころ まで 押し 、 ラ イン スペ ー サ ー を は な 
す と 行 は 変わ り 、 行 頭 の 位置 が 揃い ます 。 

と の ライ ンス ペー サー は 横 打 ちの 場合 
は 行間 送り に な り 、 ま た 縦 打ち の 場合 は 
字 間 送り (に なり ま す 。 
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2. タイ プラ イ テ ィ ング の 実技 に つい て 


⑧⑨ タブ レタ ー の 利用 

タプ レタ ー を 利用 し て 行頭 を 揃え る 場合 
了 ア . プラ テン を 左 に 移動 し て 、 印 字 ガ イ 
ド を プラ テン の 右端 に 置き ます 。 

イ . 左手 人 さ し 指 で タブ クリ アー ボタ ン 
を 押し 下げ た まま 固定 し ます 。 

ウ . プラ テン を 右 に 押 し や れ ば 、 今 まで 
セッ ト さ れ て いた 打ち 始め 位置 は すべ て 
解 か れ ま す 。 

エ . プラ テン を 移動 し て 、 目 的 の 位置 に 
印字 ガイ ド を 置き 、 タ ブ セ ッ ト ボ タン を 
押す と 、 自 動 的 に 打ち 始め る 位置 が 新 し 
く 定まり ます 。 

縦 打ち 次 の 三 つ の 方 法 が あり ます 。 
(その 1 ) 

a . 縦 打ち 始め 調節 盤 セ ッ タ ー を 、 右 手 
親指 で 前 方 に お こし ます 。 

b . プラ テン 右 ノ ッ プ が 回 り 出す まで 、 プ 
ラテ ン を 手前 に 回 し 、 印 字 ガ イド が 打ち 
始め る 目的 の 位置 に き た と き 、 縦 打ち 始 
め 調 節 盤 セ ッ タ ー を 元 に 戻す と 、 行 頭 の 
位置 が 定まり ます 。 


ンク ン の 
写 $ 一 10 タブ ボタ ン の 操作 
機種 に よっ て は ボタ ン の 位置 が 異な る 。 
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し 


写 3 一 11 タブ プレ ター セ ッ ト 
(その HI ) 

a. プラ テン を 回 し て 、 打 ち 始 め る 目的 
の 位置 に 印字 ガイ ド を 置き ます 。 

b . 縦 打ち 始め 調節 盤 セ ッ タ ー を 前 方 に 
お こ し ます 。 

Cc . プラ テン 右 ノ ッ プ を 前 方 に 固定 する ま 
で 回 し 、 止 っ た と ころ で 、 終 打ち 始め 調 
節 盤 セッ ター を 元 に 戻す と 、 行 頭 の 位置 
が 決ま り ま す 。 

打ち 始め る 位置 を 決め て 、 第 1 行 目 を 
打ち 終え て か ら 行 を 変え ん 、 プ ラテ ン を 回 
転 し て 打ち 始め る 位置 へ 戻す と 、 各 行 の 
行頭 は 揃い ます 。 


藤 各行 の 打ち 終わ り 予 告 の 仕方 
横 打 ち 横 打ち スラ イダ ー を 用 いま す 。 と 
れ に は 次 の よう な 方 法 が あり ます 。 

アテ. ベル 打ち スラ イダ ー を 右端 に 移動 し 
次 に プラ テン を 動か し て 印字 が ガイド を 打 
ち 終り 位置 に 置い て 、 横 ベル 打ち スラ イ 
ダー を ベル の 鳴る と ころ まで 左 に 押し 進 
め て 固定 し ます 。 

イィ . 打ち 終わ り の 位置 を 示す 印字 が ガ イド 
の 位置 で 、 横 ポ イン ター の 示す 数 字 を 横 ス 
ペー スス ケー ル の 目盛 の 同じ 数 字 に 合わ 
せ て お け ば 、 2 字 手 前 で ベル が 鳴り ます 。 
縦 打ち 縦 ペ ル 打 ち リ ング を 操作 し て 、 
ベル の 鳴る 位置 を 自由 に 決め る こと が で 
きま す 。 

テア. 打ち 終え る 目的 の 位置 に 印字 ガイ ド 
を 置き ます 。 

イィ . 縦 さ ル 打 ち リ ング を 右手 親指 と 人 さ 
し 指 で 輸 の よう に も ち 、 ベ ル が 鳴る まで 
向う 側 へ 回 し て お きま す 。 ベ ル が 鳴っ て 
か ら 1 2 字 打 っ て 行 を 変え ます 。 

LT 打ち 過ぎ 防止 の 仕方 

横 打ち 打ち 終わ り 位置 に タプ セッ ト ボ 
タン を 押し て お く と 、 そ の 位置 で 印字 キ 
ー が 固定 し ます 。 その 位置 か ら 、 さ ら に 
打ち 伸ばし た いと き に は 、 タ ブ ボタ ン を 
軽く 押え る と 、 印 字 が 進み ます 。 

縦 打ち あら か じ め 縦 マー ジン フリ ー レ 
バー を 手前 に 下げ て お け ば 、 予 告 ベ ル が 
鳴る と 印字 キー が 固定 し て 打 て な く な り 
ます 。 さら に 進み た いと き は 、 縦 マー ジ 
ンジ 0 リー ニレ クベ 28 に けり SC おち 3 ま 365 
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oo 人 ッッ シン が 
写 3 一 12 横 打ち 終り スラ イダ ー 
横 打ち 終り ベル の セッ ト に 使用 する 。 


写 3 一 13 縦 ベル 打ち リン グ 
縦 打 ち 始 め の セ ッ ト に 使用 する 。 


写 3 一 14 縦 打ち 終り ベル 
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2. タイ プラ イ テ ィ ング の 実技 に こつ いて 


M イン キ の 塗り 方 

印字 する 前 に 、 イ ン キ ペッ ド に イン キ 
(タイ プイ ン キ ) を 塗り ます 。 イ ン キ を 
紗 る に は 次 の 要領 で 行ない ます 。 
了 . まず 、 活 字面 を 汚さ な いよ う 区 文字 
盤 の 上 に 紙 を 置き ます 。 
イ . 次 に 、 イ ン キ びん を よく 振り 、 よ ど 
み を な く し て か ら 、 ビ ン の フタ を 取り そ 
れ に つい て いる ハケ に イン キ を 少量 含ま 
せま す 。 

ウ . 塗り 終え た ら 、 文 字 盤 上 の 紙 を 取り 
去り 、 数 回 た めし 打ち を し な が ら 、 イ ン 
キ の 付き 具合 を 平均 させ ます 。 
N 用 紙 の 取り 付け 、 取 り は ず し 

プラ テン 用紙 を 取り 付け た り 、 は ず 
し た りす る と き に は 、 次 の よう に 行ない 
は 紛 褒 
③④ 用 紙 の 取り 付け 方 

ア . プラ テン を 中 央 に 置い て 、 機 構 を 手 
前 に 引き 寄せ 、 機 構文 字 盤 ロ ッ ク レ バー 
を 操作 し て 、 機 構 を 固定 させ ます 。 

イ . ルー ズレ バー を 左手 小指 の 背 で 押し 
下げ 、 プ ラテ ン を 回 転 きせ て 、 上 紙 押え 
(上 部 スケ ー ル と も いう ) が プラ テン の 
真 上 より 、 わ ず か 向う 側 に きた と き ル ー 
ズレ バー を は な し て 、 プ ラテ ン の 回 転 を 
[2 まり 9 

ウゥ 。 上 紙 押え レバ ー を 左手 親指 で 押し 下 
げ る と 上 紙 押え は 浮き 上 が り ま す 。 

エ . 両手 で 用 紙 の 左右 両端 を 持ち 、 そ の 
上 端 を 上 紙 押 え の 脚 に ぴっ た りつ け 、 用 
紙 と 上 紙 押 え が 、 平 行 に な る よう に し て 
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ズ ペッ ド を 回 転 きせ る よう に 平均 に 塗る 。 


お いて か ら 、 右 手 で 用 紙 を 押え て お き 、 
左手 親指 と 人 さ し 指 で 上 紙 押 え レ バー を 
押 し 上 げ て 、 用 紙 の 上 部 を し っ か り と 固 
定 し ます 。 

オ . 右手 で 用 紙 を 軽く 押え 、 用 紙 が プラ 
テン に ぴっ た りら 巻 き 付 く よ う に し な が ら 、 
左手 で プラ テン 左 ノ ッ プ を 持っ て プラ テ 
ン を 回 転 さ せま す 。 

カ . 用 紙 の 下端 が 、 プ ラテ ン 真 上 に きた 
ら プ ラテ ン の 回 転 を 止め 、 右 手 で 下 紙 押 
え ( 下 部 スケ ー ル と も いう ) 左手 で 下 紙 
押え リン グ を 回 し て 、 下 紙 押 え の 左 端 を 
リン グ か ら 静 か に は ず し ます 。 

な お 、 下 紙 押 え は スプ リン グ 式 で 跳ね 
ます か ら 、 必 ず 右 手 で 押え る よう に し な 
いと 、 下 紙 押 え が 飛 び 出す の で 注意 し ま 
す 。 

キ . 用 紙 の 下部 が 下 紙 押え と 平行 に な っ 
て いる と と を 確か め た 上 で 、 下 紙 押 え で 
押え 、 そ の 左端 の 下 紙 押 え リ ング を 回 転 


写 3 一 16 用 紙 の 取り 付け 方 (A) 
写 3 一 17 用 紙 の 取り 付け 方 (B ) 
| eg 


させ る と 、 用 紙 と 下 紙 押 え は プラ テン に 固 
定 し ます 。 

ク . 用 紙 の 大 き さ に よっ て は 、 下 紙 押 え 
を 動か す と と が あり ます 。 と の と き は トト 
紙 押え リン グ を 回 し て 、 下 紙 押 え を は ず 
し 、 右 手 で 下 紙 押 え の 取 り 付 け 箇 所 を も 
っ て 、 右 側 に 強く 押し な が ら 、 下 紙 押 え 
を 上 下 だ 動か すか 、 ま た は プラ テン を 回 
転 き させ ます 。 
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写 3 一 18 用 紙 の 取り は ず し 方 
用 紙 を カー ボン 紙 で 汚さ な いよ う 注 意 する 。 


⑧ 用 紙 の は ず し 方 
了 . 右手 で 下 紙 押え の 左端 を 押え ます 。 
イ . 左手 で 下 紙 押 え リ ング を 回 し 、 静 か 
に 下 紙 押 え の 左 端 を 下 紙 押 え リ ング か ら 
は ず し ます 。 

ウゥ . 下 紙 押 え を 再び 下 紙 押 え リ ング に は 
さ み 、 リ ング を 回 し て プラ テン に 固定 し 
ま 約 55 

エ . プラ テン を 回 転 さ せ 、 上 紙 押 え が プ 
テン の 真 上 より 向う 側 に 来 た と き 、 プ 
ラテ ン の 回 転 を 止め ます 。 
オォ . 上 紙 押 え レ バー を 押し 下げ て 、 上 紙 
押え を 浮か せ 、 用 紙 を プラ テン か ら 取 り 
な はず し ます 。 

カ 、 上 紙 押 え レ バー を 押し 上 げ 、 上 紙 押 
え を 元 人 戻し ます 。 

いずれ に し て も 用 紙 を 取り は ず す 前 に 、 
必ず 原稿 と 読み 合わ せる 習慣 を つけ ます 。 
また 、 メ ー カ ー、 ヽ 機種 に よっ て は 下 紙 押 え 
が プラ テン か ら 脱 着 で きる の も あり ます 。 


NII 
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〇 カー ボン 紙 の 取り 付け 方 
タイ プ 用 カー ボン 紙 を セ モット する に は 
次 の 順序 に より ます 。 
了 . 複写 を 要する 枚数 の 用 紙 を 揃え 、 そ 
の 上 端 を 上 紙 押え で 止め ます 。 
イ 。 用 紙 と 用 紙 の 間 に カ ー ボ ン 紙 の 色素 
面 を 下 に 向け て 、 プ ラテ ン に 近い 方 か ら 
1 枚 づ つ 入 れ ま す 。 
ウ . カー ボン 紙 を 入れ 終わ っ た ら 、 右 手 
で 用 紙 を 押え な が ら 、 プ ラテ ン 巻 き 、 
下 紙 押 え で 用 紙 の 下端 を 固定 し ます 。 
な お 、 カ ー ボ ン 紙 を 入れ る と き 、 人 入れ 
違い や 、 端 が 折れ な いよ うに 、 ま た カー 
ボン 紙 を 下 紙 押さ え で 止め な いよ うに 和 注 
意 し ます 。 
エ . 印字 が 終っ た ら 、 下 紙 押 え を 下 紙 押 
え リ ング か ら は ず し て 、 カ ー ボ ン 紙 を 一 
枚 づ つて いね い に 上 か ら 順 に 取り 出し ま 
598 
オ . 上 紙 押 え に 止 め た まま で 原稿 と 読み 
合わ せ 、 違 い が な か っ た ら 用 紙 を 取り は 
ず し ます 。 
カ . な お 、 カ ー ボ ン 紙 を 使用 する と き は 、 
一 度 使用 し た カー ボン 紙 は 上 の 方 に 、 新 
し い カ ー ボ ン 紙 は 下 の 方 に し て 、 用 紙 に 
は さむ よう に する こと か が 必要 で す 。 
P 印字 の 仕方 ( 印 書 の 場合 ) 
了 . 1 枚 目 は 普通 印字 の よう に イン キ 又 
は タイ プリ ボン を 用 いて 打ち ます 。 こ れ 
を オリ ジ ナ ル ( 正本 ) と いい ます 。 2 枚 
目 以 下 の カ ー ボ ン 紙 で 印字 され た も の を 
コピ ー (複写 ) と いい ます 。 文書 は 正本 
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を 相手 方 に 渡し 、 正 確 な 複写 を 控え と し 
は 96 

イ . 2 枚 の 片面 カー ボン 紙 の 色素 の 付い 
て いな い 面 を 背中 合わ せ に し て 、 1 枚 目 
と 2 枚 目 の 間 に 入れ て 打つ 方 法 も あり ま 
す 。 この 方 法 を 裏 カ ー ボ ン と 呼ん で いま 
す 。 た だ し 、 リ ボン で 打つ と き は 使用 し 


な い 場 合 が 多く あり ます 。 

ウ . 複写 する と き は 、 濃 肖 が で き な い よ 
うに 、 字 画 の 少な い 文字 は 軽く ( 数 宇 、 
仮名 類 ) 、 字 画 の 多い 文字 (漢字 類 ) は 
や や 強く 打つ よう に し ます 。 特に 句読点 
な ど を 打つ と き は 、 打 ち 抜 か な いよ うに 
カカ を 加減 し て 打つ こと が 大 切 で す 。 


写 3 一 19 カー ボン 紙 の 取り 付け 方 
表 、 裏 を 間違い な いよ うに 注意 する こと 。 


[大 こる 
Ss 


写 3 一 20 裏 カ ー ボ ン の 仕方 


人 4) 印字 の 基本 


印字 の 基本 練習 は 、 正 し い 姿 勢 で 正 し 
い 機 械 操作 や 印字 の 仕方 な ど を 習得 し な 
が ら 、 文 字 の 位置 を 記憶 する こと で す 。 
A 練習 上 の 注意 
・ 文字 の 位置 は 自分 で 捜し ます 。 

・ 文字 の 位置 を 正確 C 記 憶 し ます 。 機械 
を 利用 し な いと き は 文字 配列 表 な ど を 利 
用 し ます 。 

・ 原稿 は 、 な る べく 一 つ の 語 旬 に まとめ 
て 記憶 し て お いて 打ち ます 。 

。 一 字 一 字 正 確 に 打つ 習慣 を つけ ます 。 
* 字画 に よっ て 打 字 力 の コン トロ ー ル が 
で きる よう に し ます 。 

・ 1 字 打 っ て 次 の 字 に 移る と き は 、 文 字 
盤 と 機構 部 を 同時 に 操作 し て 、 少 な い 移 
動 で 打つ 習慣 を つけ ます 。 

B 横 打 ちの 準備 操作 

横 打 ち 印字 を する 場合 に は 、 次 の 各部 
分 の 操作 を 行い ます 。 

了 . 縦横 変換 レバ ー を 手前 の 「 横 」 印 の 
の (CTEIISI 四 計 まり 8 

イ . 横 間 隔 ダ イヤ ル を 回 し て 、3 か 4 の 
数 字 を 手前 に 向け 、 字 間隔 を 決め ます 。 
ゥ . 縦 間隔 レバ ー を 操作 し て 、 指 針 を 3 
か 4 に 合わ せ 行 間隔 を 決め ます 。 普通 は 

6 か 5 の 間隔 と し ます 。 

ェ . 横 打ち 始め スト ッ パ ー な ど を 操作 し 
て 各行 の 打ち 始め 位置 を 決め ます 。 

オォ 。 横 打ち ベル スラ イダ ー を 操作 し て 打 
ち 終 わり 予告 ベル の 鳴る 位置 を 決め ます 。 
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カ . 横 打 ち 始め 調節 毅 セ モッ ター を 操作 し 
て 、 第 1 行 目 の 位置 を 決め ます 。 
C 縦 打ち の 準備 操作 

縦 打ち 印字 を する 場合 は 、 次 の 各部 分 
の 操作 を 行ない ます 。 
ア . 縦横 変換 レバー を 前 方 の 「 縦 」 印 の 
と ころ に 正しく 置き ます 。 
イ 。 縦 間隔 レバ ー を 操作 し て 、 指針 を 4 
の 数 字 に 合わ せ て 字 間 隔 を 決め ます 。 
ゥ . 横 間隔 ダイ セル を 回 し て 、 数 字 3 を 
手前 に 向け 、 行 間隔 を 決め ます 。 
ェ . 縦 打ち 始め 調節 盤 セ ッ タ ー を 操作 し 
て 各行 の 行頭 の 位置 を 決め ます 。 
オォ . 縦 ペ ベル 打 ち リ ング を 操作 し て 、 打 ち 
終わ り 予 告 ベ ル の 鳴る 位置 を 決め ます 。 
D 詰め 打ち と 割り 打ち 

一 般 に 表示 され て いる 数 字 ( 5、4、 
3 、2、1 ) の 間隔 以外 の 自由 な 間 呈 で 
印字 する に は 、 微 動輪 を 用 いま す 。 

例 ( 印 字 し て ある 時 線 に 接し て すぐ 文 

字 を 打つ 場合 ) 

\ 65,000 


・ 野 線 と 野 線 の 間 に 打つ と き 


和文 タイ プラ イタ 

縦 に 微動 させ る に は 、 プ ラテ ン 左 ノッ プ 
を 左手 に 持ち 、 そ の 親指 で 終 微 動輪 を 回 
し て 、 プ ラテ ン を わずか に 打 字 する 位置 
まで 動か し て お いて 印字 し ます 。 

( 詰め 打ち 、 割 り 打ち 、 ね らい 打ち に つ 
いて は 別項 「 作 表 の 基本 と 知識 (D)) を 
参照 」 
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ら ) 機構 別 和文 タイ プラ イタ 
の 基本 操作 


前 項 で も 触れ て いる よう に 、 和 文 タ イ 
プラ イタ は 機構 別に より 基本 操作 に 若干 
の 相違 が あり ます 。 以下 その 基本 的 部 分 
だ け を 取り 上 げ ま す 。 

A 万 能 型 タイ プラ イタ 

印字 姿勢 、 文 字 盤 ハ ンド ル の 持ち 方 、 
印字 キー の 持ち 方 、 活 字 の 打ち 方 及び 操 
作 要領 に つい て は 前 項 を 参照 し て 下さ い 。 
人 @ 縦 打ち の 操作 
①④① 各行 の 打ち 始め 位置 の 決め 方 

右手 の 人 さ し 指 を ポイ ンタ ー に 当て 、 
中 指 で 縦 打ち 始め 調節 盤 プ レー キ 爪 を 押 
し 下げ 、 他 の 指 は 軽く 内 側 に 曲げ 、 右 手 
は ノッ プ を 掘り の プラ テン を 逆転 させ な が ら 
打ち 始め 位置 に 印字 ガイ ド が きた と き に 
人 さ し 指 と 中 指 を は な す と 縦 打 ち 始 め 調 
節 盤 プレ ー キ 爪 が 元 に 戻っ て 、 打 ち 始め 
の 位置 が 決ま り ま す 。 


1 
し 


号 5 一 2 縦 打ち 始め の セッ ト 
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⑧ 各行 の 打ち 終り 位置 の 決め 方 

ベル 打ち リン グ を 操作 し て 決め ます 。 
それ に は 、 打 ち 終 わる 目的 の 位置 に 印字 
ガイ ド を 置き 、 ベ ル 打 ち リ ング を 向う 側 
に ベル の 鳴る と ころ まで 回 し ます 。 ベ ル 
が 鳴っ た ら 、1 字 か 2 宇 打っ て 次 行 に 進 
み ま す 。 ベ ル の 鳴る 位置 は 、 下 紙 押 さえ 
の 移動 に よっ て 変え られ ます 。 

③⑬③ 縦横 スペ ー ス の あけ り 方 戻し 方 
印字 し な いで 目的 の 間隔 に 従っ て スペ 
ー ス ( 字 間 隔 ) を あけ る に は 、 縦 打ち の 
と き は 、 縦 スペ ー ス ボタ ン を 、 横 打ち の 
と き は 、 横 スペ ー ス ボタ ン を 押し ます 。 
行間 を あけ る に は 、 縦 打ち の と き は 、 
横 ス ペー ス ボ タ ン を 、 横 打ち の と き は 、 
縦 ス ペー ス ボ タ ン を 押し ます 。 スペース 
ボタ ン は 右手 人 さ し 指 か 中 指 の いずれ か 
1 本 の 指 で 、 垂 直 に 当て て 押し 下げ ます 。 
縦 打ち で 字 間 隔 、 横 打ち で 行間 隔 が あ 
き 過 ぎ た と き は 、 バ ッ ク レ バー を 操作 し 
て 縦 ス ペー ス ボ タ ン を 押し 、 横 打ち で 字 
間隔 、 終 打ち で 行間 隔 が あき 過ぎ た と き 
は 、 左 右 変換 レバ ー を 前 者 の 場合 は 「 左 」 
後者 の 場合 は 「 右 」 に し て 横 ス ペー ス ボ 
タン を 押し ます 。 

人 横 打ち 操作 

① 縦横 変換 レバー の 調節 
縦横 変換 レバ ー を 正確 に 、 
置 に お きま す 。 

②⑧ 左右 変換 レバ ー 

左右 変換 レバ ー ( ボタン も ある ) を 右 
つっ 左 に 動く よう に 正確 に 置き ます 。 


「 横 」 の 位 


⑧ 字 間 隔 、 行 間隔 の 決め 方 

横 送 り 間 隔 ボ タン の 目的 の 数 字 を 手前 
に し て 宇 間隔 を 決め ます 。 普通 は 3 か 4 
が 用 いら れ て いま す 。 ( 4 号 活字 使用 ) 
縦 送 り 間 隔 レ バー を 目的 の 数 字 に 正確 
に 合わ せ て 行間 隔 を 決め ます 。 普 通 は 間 
隔 5 か 6 と し ます 。` 

④ 各行 の 打ち 始め 位置 の 決め 方 

プラ テン を 移動 し て 、 打 つ 目 的 の 位置 
に 印字 が ガイ ドド を 合わ せま す 。 そし て 左手 
で ノッ プ を 持っ て プラ テン を 固定 し 、 横 打 
ち 始 め ス トッ プ を 右手 の 親指 と 人 さ し 指 
で 軽く 押え な が ら 、 機 構 部 に つき 当たる 
と ころ まで 持っ て き て 固定 し ます 。 また 
マー ジン ボタ ン に よっ て 、 横 打ち 始め 位 
置 を 決め る こと も で きま す 。 それ に は 、 
マー ジン レバ パー を 手前 に 倒し 、 左 マー ジ 
ン ボ タン を 目的 の 位置 に 移動 し ます 。 

( マー ジン 装置 の 付い て いな い 機械 の 場 
合 は 横 打 ち 始め で セッ ト ) 


号 3 一 22 万 能 型 タイ プラ イタ 
見 出し 盤 付 、 リ ボン 付 な ども ある 。 


Oo / 
写 3 一 3 横 間隔 ダイ ヤル の 操作 


タイ プラ イ テ ィ ング 第 3 章 


⑤ 各行 の 打ち 終り の 決め 方 

マー ジン レバ パー を 手前 に し て 、 右 の マ 
ー ジ ン ボ タン を 操作 し 、 目 的 の 位置 で 止 
め れ ば 、 ベ ル の 鳴る 位置 が 決ま り ま す 。 
ベル が 鳴っ た ら 1 字 て 2 字 で 次 行 に 進み 
ます 。 (マー ジン 装置 が な い 機 械 で は 横 
打ち 終り スト ッ パ ー を セッ ト ) 


の ま 


ダイ ヤル は 軽く 正確 こま わす 。 


写 一 24 横 打 ち 終 り ス ライ ダー 
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W 操作 上 、 特 に 注意 する 箇所 

機械 操作 を 誤る と 動か な く な っ て 、 故 
障 と 間違え る こと が あり ます か ら 、 次 の 
箇所 を 操作 する と き に は 、 特 に 注意 し ま 
8 
縦横 変換 レバ ー 縦横 変換 レバ ー を 縦横 
表示 の 位置 に 正しく 置く こと が 大 切 で す 。 

も し 縦横 変換 レバ ー が 中 間 に 置か れ て 
いる と 、 ス ペー ス ボ タ ン を 押せ ば プラ テ 
ン は 進み ます が 、 印 字 キ ー を 押し て も プ 
ラテ ン は 進み ませ ん 。 ま た 、 印 字 キ ー を 
押し 下げ た まま 、 こ の レバ パー を 手前 に 引 
く こ と が で き な く な り ま す 。 
綻 送 り 間隔 レバ ー 縦 間隔 レバ ー は 上 下 
に 動か し て 、 指 針 を 目的 の 教 字 の 位置 に 
置き ます 。 指針 が 数 字 の 中 間 に あ る と 、 
プラ テン は 進み ませ ん 。 
横 送 り 間隔 ボタ ン 横 送り 間隔 ボタ ン は 
常に 一 定 方 向 に 回 し て 、 目 的 の 数 字 を 手 
前 に 向け ます 。 表 示し て ある 数 字 が 正 し 
く 合っ て いな いと プラ テン は 進み ませ ん 。 
バッ クレ バー 縦 パ ボッ クレ バー は 完全 に 
上 げ 下 げ し ます 。 バ ッ ク レ バー を 完全 に 
切り 換え な いと プラ テン は 進み ませ ん 。 

また バッ クレ バー を 用 いて プラ テン を 
逆転 さき せる と き は 、 縦 打ち 始め 位置 の 1 字 
手前 で 止め ます 。 縦 打ち 始め 位置 まで プ 
ラテ ン を 逆転 さき せる と 、 バ ッ ク レ バー は 
簡単 に 元 に 戻ら な いこ と と が あり ます 。 横 
バッ クレ バー (ゼン マイ 式 の 場合 ) は 深 
く 押し 下げ る よう に し ます 。 押 し 方 が た 
りな いと 、 横 送り の 間隔 が 狭く な る と と 
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が あり ます 。 
棋 右 変換 レバ ー( ボタ ン ) 左右 変換 レ 
バー は 左右 に 動か し て 、 左 か 右 の 位置 に 
お きま す 。 こ の 時 ボタ ン 操 作 が 中 途 半端 
だ と 指針 が 矢印 に 合っ て いな い 場 合 が あ 
っ て プラ テン は 進み ませ ん 。 
微動 輪 縦 又 は 横 の 微動 輪 を 回 し た と き 
は 、 必 ず 元 の 位置 に 戻し て おく こと 。 戻 
し て お か な いと 、 再 び 徴 動輪 を 使う と き 
微動 で き な く な っ た り 、 印 字 し て も プラ 
テン が 正しい 間隔 で 回 転 し な いこ と が あ 
り ま 3 お 。 

タプ ボタ ン と 横 フ リー ロッ クボ タン タ 
プ ボ タン を 押す と き は 、 左手 で 左側 の プ 
ラテ ン ノ ッ プ か ライ ンス ペー サー を 持つ こ 
と 。 も し 、 こ れ を 怠る と 、 ゼ ンマ イ の 作 
用 で プラ テン が いっ き に 左 へ 動き 、 フ レ 
ー ム 等 に 当り 故障 の 原因 に な り ま す 。 
ゼン マイ 切り 換え レバ ー ゼン マイ 切り 
換え レバ ー を 操作 する と き に は 、 プ ラテ 
ン を 左 い っ ぱい 移動 し 、 上 か 下 に 操作 
し ます 。 も し 、 プ ラテ ン の 中 間 で 操作 す 
る と 、 プ ラテ ン の 動力 が 不足 に な る か 、 
切り 換え レバ ー の スプ リン グ が 折れ る こ 
と が あり ます 。 

また 、 ルー ズレ バー ロッ カー や フリ ー 
ボタ ン ロ ッ カー の 使用 後 は 、 か な ら ず 戻 
し て お か な いと 、 印 字 し て も プラ テン が 
終 に 進ま な いこ と が あり ます か ら 注 意 し 
ます 。 特に 上 紙 押 え を 、 上 げた まま に し 
な いよ うに 注意 し ます 。 い ずれ の 操作 も 
完全 に セッ ト す る と と が 大 切 で す 。 


B 機構 固定 式 和 文 タ イプ ライ タ 
の 基本 操作 

機構 の 特徴 は 基本 構造 の 項 を 参照 。 と 
と で は 機構 固定 式 の 基本 操作 を 述べ ます 。 

印字 姿勢 は 万 能 型 と 同様 で す 。 
① 用 紙 の 取り 付け 方 
ア . 紙 押 え を プラ テン の 上 部 より や や 向 
う 側 に な る よう し ます 。 
イ . プラ テン の 左側 に ある 上 紙 押 え レ バ 
ー を 向う に 押す と 、 上 紙 押え が 浮き あ が 
り ま す 。 
ウゥ . 次 に 、 用 紙 の 両端 を 持っ て 上 紙 押 え 
の 脚 に 当て る よう 差し 込み ます 。 右手 
で 用 紙 が 落ち な いよ うに 押え 、 左 手 人 さき 
し 指 で 上 紙 押え の すぐ 下 に ある ボタ ン を 
プラ テン 側 に 押す と 用 紙 の 上 端 が 固定 し 
E3Ej 
ェ . 次 に プラ テン に ぴっ た り 密 着 す る よ 
う 右 手 で 軽く 押え な が ら 続 フリ ー ボ タン 
を 押え 、 プ ラテ ン を 回 し な が ら 巻 きま す 。 
オ 。 用 紙 の 下端 は 下 紙 押 え の 左 側 の バネ 
を は ず し て 押え ます 。 
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⑧ 用 紙 の 取り は ず し 方 

まず 、 下 紙 押え を は ず し 、 下 紙 押 え を 
元 の よう に 機械 に と りつ け ま す 。 次 に 用 
紙 の 下端 を 下 に 引き 、 上 紙 押 え レ バー 
左手 が 入る まで 引い た ら 、 右 手 は 用 紙 の 
下端 を 持っ た まま 左手 で 上 紙 押 え を 押し 
て 用 紙 を 取り は ず し 、 ボ タン を 押し て 上 
紙 押え を 締め ます 。 
⑬⑧ プラ テン の 動か し 方 

プラ テン の 左右 の 移動 は 、 プ ラテ ン 左 
前 に ある 横 フ リー レバ ー を 左 親指 で 下 へ 
押え て 、 他 の 指 は 、 プ ラテ ン ノ ッ プ に か 
け て 左右 移動 し ます 。 プ ラテ ン を 回 す 
と き は 、 縦 フリ ー ボ タン を 左手 人 さ し 指 
の 付け 根 で 押え 、 他 の 指 は 、 プ ラテ ン ノ 
ッ プ を 握れ ば 回 転 し ます 。 
④ 活字 の 打ち 方 

目的 の 文字 を 打つ と き は 、 見 出し 表 に 
より 文字 を 捜 し 、 そ の 文字 の 上 に 見 出し 
ガイ ド の 窓 和 を 合わ せ て ハン ドル ( 印字 キ 
ー ) を 押 し 下げ ます 。 


人 


写 5 一 26 用 抵 の 取り つけ 方 
万 能 型 と 同じ よう に セッ ト す る 。 
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2. タイ プラ イ テ ィ ング の 実技 に つい て 


C 円 筒 形 和文 タイ プラ イ 夕 の 基本 操作 

この タイ プラ イタ は 軽量 小型 で 一 般 事 
務 机 の 上 で 使用 で きま す 。 タイ プラ イタ 
を 机 の 上 に 置き 、 そ の 前 に 正しく 向っ て 
椅子 に 深く 腰 を か け ま す 。 右手 は 印字 キ 
ー、 左 手 は 活字 ドラ ム ノ ッ プ を 持ち ます 。 
①③ 用 紙 の 取り 付け 方 

用 紙 を 取り 付け る に は 次 の 順序 に な り 
ます 。 

了 . 紙 押 え ロ ー ラ ー を 上 に あげ 、 紙 送り 
フリ ー レ バー を 手前 に 引き ます 。 

2 人 0 語 2 ョ ンション ロ ニー ジ ーー 2 ペー パー ジス シク ポンド 
の 間 に 用 紙 を 入れ て 紙 送り フリ ー レ バー 
を 元 に 戻し 、 プ ラテ ン ノ ッ プ を 回 せ ば 用 紙 
は 前 に 出 て きま す 。 も し 用 紙 の 位置 が 悪 
か っ た り 、 曲 が っ て いた ら 紙 送り フリ ー 
レバ ー を 起 し て な お し ます 。 な お し た ら 
紙 送 り フ リー レバ ー を は ず し て 元 に 戻し 
紙 押 を え ロー ラー を さげ ます 。 
⑧ 用 紙 の 取り は ず し 方 

ウゥ . 紙 押 え ロ ー ラ ー を 上 に あげ 、 紙 送り 
フリ ー レ バー を 起 し て か ら 上 方 に 抜き 取 
り ま す 。 
エ . 抜き 取っ て か ら 紙 送り フリ ー レ バー 
を 元 に 戻し 、 紙 押え ロー ラー を さげ ます 。 
⑧ プラ テン の 動か し 方 

プラ テン フリ ー レ バー を プラ テン ノッ プ 
と と も に つま むと 、 プ ラテ ン を 左右 自由 
に 動か すこ と が で きま す 。 ま た 、 ス トッ 
パー を か けた り 、 プ ラテ ン の 位置 を 自由 
に 動か す と き に も プラ テン フリ ー レ バー 
を 用 いま す 。 
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写 5 一 8 円筒 型 ネイ プラ イタ の 印字 操 作 
用 紙 の セッ ト は 英文 タイ プ と 同様 で コビー の 
場合 は カー ボン 紙 を 入れ る 。 


④ 活字 の 打ち 方 

目的 の 文字 を 打つ と き は 、 活 字 ド ラム 
ノッ プ を 左手 で 軽く 持ち 左右 の 送り と 回 
転 に よっ て ドラ ム を 動か し な が ら 、 中 央 
に ある ポイ ンタ に 合わ せ て 右手 で 印字 キ 
ー を 押し ます 。 


D 小型 タイ プラ イタ の 基本 操作 

ドラ ム 式 と 同様 軽便 小型 で 、 一 般 事 務 
用 机 の 上 な ど で 使 用 で きま す 。 右手 は ハ 
ンド ル 、 左 手 で タイ プ レバ パー を 持ち ハン 
ドル を 前 後 左右 に 動か し ます 。 肩 に 力 を 
入れ ず 楽 に し て 打ち ます 。 
① 用 紙 の 取り 付け 方 
ア . ペー パー 押え スケ ー ル アー ム を 手前 
に 引い て お きま す 。 
イ , 用 紙 を 右手 で 持ち 、 プ ラテ ン ロ ー ラ 
ー と ペー パー サイ ドガ イド の 間 に 用 紙 を 
六 れ :G 庄 寺谷 アレ デン ノッ クジ を 回 じ な 
が ら 巻 き 込 み ま す 。 
ウ 、 次 に プラ テン の 右端 に ある ペー パー 
フリ ー レ バー を 手前 に 引く と 、 用 紙 が 自 
由 に 動き ます の で 、 用 紙 の 曲がり は 用 紙 
の 上 下 両 端 を 合わ せ て 直し ます 。 
エ ペー パー フリ ー レ バー を 元 人 戻し ま 
す 。 終 わり に ペー パー 押え スケ ー ル アー 
ム を 押し 、 ペ ー パ ー 押 え ロ ー ラ ー が 用 紙 
を 押え ます 。 
0 二 2 ジ ioe シ ジン ショ (2 告 り 323 2 ペー 
パー 上 部 スケ ー ル の 目 磁 に 用 紙 の 先端 を 
合わ せる と 、 用 紙 の 上 部 余白 が と れ ま す 。 
カ . ライ ンス ペー スレ バー を 右 方 引 く 
と 用 紙 は 一 定 の 幅 だ け 上 方 向 に 動き ます 。 
⑧ 用 紙 の 取り は ず し 方 
ア 。 ペー パー 押え ロー ラー を 上 げ て 、 プ 
ラ デ アン クッ る 回 GR る の ペー パー 
フリ ー レ バー を 手前 に 引い て 、 用 紙 が 目 
由 に な っ た と き な ど 取り ます 。 用 紙 を 
は ず し た ら レ バー は 戻し ます 。 
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号 一 29 小型 タイ ブラ イタ の 印字 操作 


⑬ プラ テン の 動か し 方 

イ . ラッ ク フ リ ー レ バー を 手前 に 引く と 
プラ テン が 自由 に 左 に 移動 し ます 。 

必 請 二 0 っ RCN の た CN] 全 まつ 7 な プン 
テン を 左手 で 右 方 向 へ 押す と 、 プ ラテ ン 
は 右 に 移動 し ます 。 

④ 活字 の 打ち 方 

ェ . 右手 で ハン ドル を 軽く 持ち ます 。 次 
(と ハン ドル を 動か し 、 印 字 し よう と する 
文字 に ポイ ント マス ク ( 見 出し ガイ ド ) 
の 窓 を 合わ せま す 。 

オォ . 左手 で タイ プレ バー の キー を 押し 下 
げ る と 印字 で きま す 。 要 領 は 、 は じ め 静 
か た 少し 押し 下げ 、 続 いて いっ き に 下 ま 
で 押し ます 。 

. 左手 の カカ を すぐ 抜く と 、 タ イプ レバ 
ー は 元 の 位置 に 戻り 、 同 時 に 印字 し た 活 
字 が 活字 庫 (文字 盤 と も いう ) に 戻り ま 
す 。 と の 動作 を 繰り 返 え し ます 。 
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3. 文書 作成 の 知識 と 基本 


和文 タイ プラ イタ の 浄 書 機 と し て の 機 
能 は 、 す で に 60 余 年 の 歴史 を 持っ て いま 
す が 、 そ れ だ け に タイ プラ イタ に よる 文 
書 作成 は 、 現 在 で は な か ば 常識 的 な も の 
に な っ て いま す 。 美 し く 、 早 く 、 正 確 に 、 
と いう 要素 を 十 二 分 に 発揮 する こと が で 
きる の も この 分 野 で す 。 


1) 文書 の 種類 と その 目的 


和文 タイ プラ イタ を 使用 し て の 文書 の 
種類 と いえ ば 数 え 切 れ な い ほ ど あ り ま す 
が お お ざっ ぱに 分 類する と 、 い わ ゆ る 事 
務 文 書 ( 商業 文書 も 含め ) と 特殊 文書 、 
( 委任 状 、 契 約 書 な ど 後 日 の 証拠 と な る 
法律 的 効果 を 持つ も の ) に な り ま す 。 ま 
た 、 前 者 は 、 相 手 側 の 返信 、 あ る い は 問 
い を 求め る と こ は か ら 往 復 文書 と も いわ 
れ て いま す 。 

いずれ の 場合 も その 文書 に 必要 な 掲載 
項目 が あり 、 こ れ を 文書 構成 と ちい いま 
す 。 こ れ は 前 述 し た 2 種類 の 形式 と も 共 
通し た 部 分 が あり ます 。 

また 、 と れ ら の 他 に 一 定 の 必要 掲載 項 
目 が あら か じ め 印 刷 さ れ て いる 用 紙 に 打 
ち 込 み 、 文 書 を 作成 する 場合 も あり ます 。 

タイ ピス ト と し て は 、 そ の 文書 の 使用 
目的 を し っ か りつ か ん で お か な けれ ば な 
り ませ ん 。 
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3. 文書 作成 の 知識 と 基本 


図 3 一 2 商業 通信 文書 式 例 ( 各 項目 の ビッ チ ) 


@ 人 秘 発 "第 2 6 号 x X 
打ち 始め か ら 3 P で 17 送 り [ 〕 s 
@ 昭和 5 2 年 6 月 8Hxx 
] 6 


4.5 4.5 4.5 4.5 


@ 株 式 会 社 三 和 銀行 
9 > 大 阪 店 長石 井 知久 拓 
打ち 始め か ら 32P 送 り -+⑤ NH 区 遇 き s 丁目 2 番 5 号 
@ 三 和 商 事 株 式 会 社 
の 取締 役 社長 野 川 正 祥 xx 
] s 
打ち め か ら 25.P 送 りつ ⑨ 信 "用 調査 ご 依頼 
@ 拝 放 ます ます ご 清栄 の こ 7 Na 
* さ て 、 こ の た び 御 地 の 大 阪 商事 株 式 会 社 か ら 取 引 開 始 の 申込 
を 受け まし た が 、 敵 社 で は これ まで 同社 と は 取引 が あり ませ ん 
の で 、 信 用 状態 が 全く わか り ま せん 。 
xX つ きま し て は 、 ご 繁忙 中 まこ と に 恐縮 で ご ざい ます が 下記 事 
項 に つい て ご 調査 いた だ きた く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 
X な お 、 ご 調査 に 要する 費用 は 、 ご 請求 あり 次 第 直ちに ご 送金 
(Akail 全 に Sc か ⑮ 散 x 具 x 
打ち 始め か ら 40P 送 り + ⑮ 記 
@ x 1.x 調 査 先 玲 孤 市 東 区 本 町 3 丁目 6 番地 
大 阪 商事 株 式 会 社 
2. 調査 事項 (1)x 財 x 政 x 状 x 能 
(2) 営業 状 態 
(3) 同社 役員 の 経歴 お よび 信用 状態 
(4) 世間 一 般 の 評判 その 他 参 考 と な る 事項 
⑮ 以 x 上 x 


] 5 


〕 4.5 


打ち 始め か ら 39P 送 り > 1 


9 る 


2) 文書 構成 


A 事務 文書 の 体裁 

一 般 に は 前 付け 、 本 文 、 付 記 の 三 軸 素 
か ら な っ て いま す が 、 前 付け に は 文書 番 
号 、 発 信 年 月 日 、 発 信者 名 、 受 信者 名 が 
含ま れ 、 本 文 に は 件 名 、 前 文 ( 頭 語 ) 、 
主文 、 末 文 ( 結語 ) が あり 、 付 記 に は 
文 、 同 封 物 の 指示 な ど が あり ます 。 書 式 
の 順序 及び 位置 は 、 一 定 の 様式 や 習慣 で 
決っ て は いま せん が 、 特 に どの 形式 に た 
よら な けれ ば な ら な いと いう こと は あり 
ませ ん 。 この よう な 基本 的 な も の を 応用 
し て 文書 構成 を する の が タイ ピス ト の レ 
イア ウト セン ス と も いえ ます 。 

最近 は 横 打ち 文書 が 多く な り 、 定款 な 
ども 横 打 ち に な っ て いま す 。 これ は 、 数 
字 、 欧 文 類 な ど が 非常 に スム ー ズ に 印字 
で きる と いう こと も あり ます 。 また 、 タ 
イプ ライ タ も 横 打 ち 文 書 に 合っ た も の が 
作ら れ て いま す 。 と は いっ て も ゃ 、 縦 打ち 
文書 ね ああ る わけ で すか ら 、 や は り 両 方 と 
も 知っ て お く 必 要 が あり ます 。 

最近 、 文 書 構成 に は 、 横 打ち 文書 が 多 
く な っ た せい か A 4 判 (英文 タイ プ 用 紙 
サイ ズ ) も 使わ れ て いま す が 、 B 5 判 、 
B 4 判 が 主 で す 。 こ れ に は B 4 全体 を 使 
う 場 合 と B 5 だ け を 使用 し 、 残 り 半 分 を 
白紙 に する 場合 と が あり ます 。 い ずれ に 
し て も 、 こ の よう な 用 紙 の 大 き さ に よっ 
て 、 ど の よう に レイ アウ ト す る か が 大 切 
で す 。 な お 、 用 紙 に つい て は 別 章 を 参照 。 
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③ 縦 打ち 文書 の 体裁 

テ 了 文書 番号 は 、 本 文 の 打ち 始め 位置 に 
揃え 、 右 側 上 方 に 打ち ます 。 

ィ . 発信 年 月 日 は 、 文 書 番号 の 次 の 行 に 
と り 、 打 ち 始 め を 1 一 2 字 下 げ て 打ち ま 
す 。 

ゥ . 発信 者 名 は 、 住 所 、 社 名 、 氏 名 の 3 
行 に な る 場合 は 、 そ れ ぞ れ の 行 を 変え て 
打ち ます が 、 氏 名 の 打ち 終わ り が 未 文 の 
末端 か ら 2 て 3 字 程 度 上 っ た と ころ に 収 
まる よう 、 印 を 押す だ け の 空白 を 残し て 
打つ よう に し ます 。 氏名 に 役職 が 付く と 
き は 、 氏 名 と の 間 を 1 字 あ け て 打ち ます 。 
また 、 発 信者 が 連名 ( 契約 書 な ど ) の 場 
合 は 、 そ の 長 さ を 詰め 打ち に よっ て 揃え 
ます 。 

ェ 受信 者 「 宛 名 ] は 、 本 文 の 打ち 始め 
位置 に より 1 字 下 げ て 打ち ます が 、 殿 、 
様 、 御 中 な どの 敬称 は 用 紙 の 中 央 ぐら い 
で 終る よう に 配 字 し ます 。 

ォ . 件 名 「 標 題 」 は 、 本 文 の 打ち 始め か 
ら 5 6 宇 程度 下げ て 打ち 独立 させ ます 。 
ヵ . 頭 語 、 拝 啓 な どの 打ち 始め は 本 文 に 
揃え て 打ち 、 1 字 あ け て (貴社 益々 ご 隆 
盛 …… ) と いう よう な あい さ つ 文 を 打ち 
ます 。 「 さ て 」 な どの 主文 の 起 辞 は 行 を 
変え 、 頭 語 か ら 1 字 下 げ て 打ち 、 次 の 主 
文 を 続け ます が 、 文 意 の 改 ま る と ころ は 
行 を 変え て 打つ よう に し ます 。 

キ .「 記 」 と し て 本 文 を わか りや すく す 
る ため 表示 する 場合 に は 、 こ の 打ち 出し 
は 、 本 文 の 打ち 始め か ら 6 一 7 行程 度 下 
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3. 文書 作成 の 知識 と 基本 


表 3 一 2 活字 の 大 き さ に よる 字 間 . 行 間 の ビッ チ 及 び 字 数 . 行 数 の 関係 


B 5 判 (縦長 ) A 5 判 (縦長 ) 


リー ミ 


季 詰 | ( 字 メ 行 ) 


2X4 | 44X31|1364 60X22 |1320| 53X19 
2X4.5144X27|1188|60X20 1200| 53X16 
2X5 |44X25|1100|60X18I1080| 53X15 


2.5x3 |35x41l1435M9x29h421| 45x24 |1032 
xs 1225|49x25I225 人 903|2 


2.5xX4 |35x31|108549x22hO7l 45x19| s17| 29x27 
引 2.5x4.5| 35x27| 945le9x20 誠 | 43X16| 688|29x24 
2.5X5 |35X25| 875|49x18| 882| 43x15| 645| 29x22 
3X4 人 41x22| 902 36x19| 684| 24x27 
3X4.5| 29x27| 783|41x20| 820| 36x16| 57e|24x24 
3X5 |29x25 41x18 36x15| 540 
3x6 | 29x20| 580|41x15 36X12| 432 
25X27| 6735x20| 700| 30xie| 
25X25| 625|35x18| 630| 30x15 
25X20| 500|35x1gl 525| 30x12| . 
4X5 |22x25| 550|31X18| 558| 27 x5 
4x6 |22x20 PE 
4X7 | 22X18| 396|31x13| 403| 27x1 
4x8 | 22x16| 352131x11| 841| 27 xi0 
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げ て 打ち ます 。 

ク . 附 記 「 お っ て 、 な お 」 な どの 本 文中 
に いい 残し を つけ 添え る 文章 で は 、 行 を 
改め て 1 一 2 字 程 度 下 げ て 打ち ます 。 
ケ . 「 写 ] を 打つ と き は 、 と じ し ろ の 右 
あき に 本 文 よ り 1 字 下 げ て 打ち ます が 、 
わく が 印刷 され て いる 用 紙 (社内 便箋 な 
ど ) に 打つ と き は 、 わ く 外 に 打つ よう に 
し ます 。 

② 横 打 ち 文 書 の 体裁 

ア . 文書 番号 は 用 紙 の 右側 上 部 に 打ち ま 
す が 、 本 文 の 終わ りか ら 1 2 字 程 度 内 
側 で 終わ る よう に し ます 。 

イ . 発信 年 月 日 は 、 行 を 変え て 文書 番号 
と 長 さ を 揃え て 打ち ます 。 


図 3 一 3 横 打ち 文書 の 体裁 と ビッ チ 


よう 
の 
( 

に 
の 
ョ 
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ウゥ. 受信 者 名 は 、 次 行 に 本 文 の 打ち 始め 
位置 より 1 字 内 側 に 入れ て 打ち 、 菩 称 は 
用 紙 の 中 央 で 打ち 終わ る よう に し ます 。 
ェ . 発信 者 名 は 、 用 紙 の 中 央 あたり か ら 
打ち 始め の 見 当 を つけ 、 最 後 の 字 は 、 印 
を 押す 余白 を 残し 、 本 文 の 行 の 終り か ら 
2 < 3 字 程 手前 で 打ち 終わ る よう に し ま 
す 。 用 紙 が 狭い 関係 上 、 受 信者 に 接する 
こと が あり ます 。 そ と は 字 間 隔 で 調節 し 、 
接近 し すぎ な いよ うに 配置 し ます 。 発信 
者 が 住所 、 氏 名 、 代 表 者 の 氏名 な ど 3 行 
に わた る 場合 は 、 そ れ ぞ れ 2 字 程度 の 傾 
斜 を 見 て 体裁 よく 収まる よう に 行 を 変え 
て 打ち ます 。 

な お 、 発 信者 が 連名 の と き は 、 そ の 長 
さ を 揃 えて 詰め 打ち し ます 。 こ の 場合 宛 
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3. 女 書 作成 の 知識 と 基本 


名 に 近い 方 を 上 席 と みな し ます 。 住所 を 
打つ と き は 、 名 前 の 上 に 打ち ます 。 
オ . 件 名 の 配置 は 、 本 文 か ら 5 て 6 字 程 
度 入 っ た と ころ か ら 打 ち ま す が 、 本 文 の 
1 行 の 長 さ の 中 央 に 、 正 し く 収 まる よう 
に 留意 し 、 字 数 の 多い 場合 は 、 2 行 に わ 
た っ て 打つ よう に し ます 。 この 場合 2 行 
目 の 打ち 始め は 、 行 頭 を 揃え て 打ち ます 。 
カ . 本 文 の 字 く ば り ( 頭 語 ・ 主 文 ・ 末 語 
・ 結 語 ) は 、 縦 打ち の 場合 は 同じ 要領 で 
す が 「 記 」 は 文 の 中 央 に 打ち 、 付 記 、 添 
文 な ども 、 縦 打ち に 準ずる も の と 考え ま 
す 。 
キ . 打つ 要領 と し て は 、 ま ず 日 付 を 先 に 
打っ て か ら 上 に も どり 、 そ の 長 さ に 揃え 
発信 番号 を 詰め 打ち し ます 。 行間 隔 は 5 
GIOSX238 

図 3 一 4 縦 打ち 文書 の 体裁 と ビッ チ 
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ク . 日 付 と 受信 者 と の 行間 隔 は 、 普 通 10 
て 12 ピ ッ チ が よい の で す が 、 本 文 の 内 容 
が 多い と き は 、 間 隔 が あま りな いよ う 8 
ピッ チ に する こと も あり ます 。 

ケ . 発信 者 と 件 名 の 間 は 、 印 を 押す 関係 
上 、 多 少 ゆ っ た り と と り 、12^ー15 ピ ッ チ 
程度 の 行間 隔 が よい で し ょ う 。 な お 、 発 
信者 が 社名 な ど 3 行 に な る 場合 は 各 ピ ッ 
チ の 行間 隔 を と り ま す 。 

ゴ ・ 件 名 と 本 文 の 行間 隔 は 、 普 通 6 ピッ 
チ 程 度 と し 、 本 文 の 行間 に 同じ く 揃 え 、 
本 文 の 内 容 が 簡単 な と き は 、 均 整 を と る 
た め 件 名 を わずか に 本 文 の 行間 より 開き 
8 ピッ チ 程 度 に し ます 。 

サ . 件 名 は 横 打ち に 限っ て 、 本 文 1 行 の 
長 さ の 中 央 に 正しく 打ち ます 。 

シン ・ 横 打ち の 場合 の 「 写 」 は 上 部 余白 の 


左側 に 打ち ます が 、 枠 が あら か じ め 印 刷 
され て いる 用 紙 を 使用 する 場合 は 、 そ の 
枠 に 打つ よう に し ます 。 

また 、 文 書 の 内 容 が 簡単 に 終わ り 余白 
が 残っ て も 別に 問題 は あり ませ ん 。 字 間 
隔 は 用 紙 の 横幅 が 狭い の で 、 4 号 使用 の 
場合 で も 8 ピッ チ 間 隔 で 打っ た 方 が よく 
まとまり ます 。 件 名 を 打つ と き そ の 長 さ 
が 短 か い 場合 は 、 本 文 の 字 問 隔 よ り 開い 
て 5 て 6 ピッ チ 程 度 の ば す 方 法 が あり ま 
2FG y 

また 、 委 任 状 な ど で 本 文 が 2 行 ぐ らい 
し か な い 場 合 に は 、 本 文 の 1 行 目 が 用 紙 
の 中 央 より や や 上 に くる よう に た 打つ と 全 
体 の バラ ンス が 良く な り ま す 。 
④ 字詰め 、 行 数 及び 余白 

字詰め は 、 用 紙 及 び 活 字 の 大 小 、 字 間 
隔 、 行 間隔 な ど 書 類 の 内 容 に よっ て 異な 
り 、 特 に 一 定 し ませ ん が 、 一 般 に 次 の よ 
うに 考え られ ます 。 ( 以下 いずれ も 4 号 
また は 12 ポ を 主 と し た 場合 ) 

縦 打ち 文書 の 1 行 の 字詰め は 、 普 通 4 
ピッ チ で 3031 字 詰め と し ます 。 仕 上げ 
る 枚数 を 少な くす る に は 、 文 字数 を 増し 
4 ピッ チ で 31<32 字 、 3 ピッ チ で 4041 
El ラ ま 95 

横 打ち 文書 で B 5 判 の 用 紙 を 縦長 に し 
て 左 か ら 横 打ち する 場合 、 普 通 1 行 の 字 
数 を 多く する た め に は 3 ピッ チ で 26-28 
字詰め が よく 、 4 ピッ チ で は 21 一 22 字 詰め 
程度 お が よい で し ょ う 。 行間 隔 は 5 ピッ チ 
で 25 行 、 6 ピッ チ で 21 行 程度 と し ます 。 
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〈①④ ハガキ 、 封 筒 の 打ち 方 

ハガキ 判 は 、 そ の 大 き さ が 規定 され て 
いる の で 印字 する 文章 の 長短 に よっ て 字 
詰め 、 行 間隔 の と り 方 を 打ち 始め る 前 に 
あら か じ め レ イア ウト し ます 。 

宛名 は 、 横 打ち 、 縦 打ち の 場合 に も 中 
央 に 打つ よう 字 く ば り に 気 を つけ ます 。 

また 、 宛 先 の 住所 が 1 行 に 収まる 場合 
と 2 行 に な る 場合 と で は 、 打 ち 始 め の 位 
置 を 考慮 し ます 。 

ハガキ に 直接 印字 する と と は まれ で す 
( 小 部 数 の 場合 は リボ ン 打 ち す る と と も 
ある ) 、 普 通 は 原紙 打ち し 勝 写 印刷 する 
と と が 多い の で 、 そ の 場合 は 原紙 に 印刷 
され て いる ハガキ の 大 き さ の 野 線 で 見 当 
を つけ 、 全 体 の レイ アウ ト を 決め ます 。 
原紙 の 打つ 場所 を 間違え る と 印刷 し に く 
NRIOI ま 9 の:G お る の Ii。 
また 、 封 筒 の 場合 も 宛名 は 封筒 の 中 心 
(CC なる よう に 注意 し ます 。 
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B 特殊 文書 の 体裁 

契約 書 、 委 任 状 、 内 容 証 明 な どの 重要 
文書 は 、 体 裁 よ り も 内 容 の 確実 さと 品位 
が 大 切 で 、 す べ て 正確 に 打つ こと が 主 に 
な り ま す 。 な お 、 一 枚 目 の 原本 は 原則 と 
し て は タイ プイ ン キ を 用 いて 打ち 、 二 枚 
目 は カー ボン 紙 を 用 いて ( 背中 合わ せ に 
する ) 打ち 、 こ れ を 副 と し ます が 、 こ の 
副 は 相互 に 認印 し 、 は じ め て 正 と し て の 
取り 扱い が で きま す 。 すなわち この 脂 本 
は 原本 に 相違 な いと いう こと に な り ま す 。 
① 契約 書 と 委任 状 

余白 ( と じ し ろ を 考え ) 、 字 くば り は 
前 述 の 事務 文書 と 同様 で す が 、 文章 中 に 
用 いる 数 字 は 、 内 容 の 確実 性 と 偽造 を 防 
ぐために 壱 、 弐 、 参 、 拾 な どの 漢 数 字 が 
多く 使用 され ます 。 ( 縦 打ち の 場合 は 、 
一 、 二 、 三 の 数 字 が 使わ れる ) 

体裁 の と り 方 は 、 見 出し と 本 文 と の 行 
間 送 り は 9 ピッ チ 、 本 文 の 行間 は それ ぞ 
れ 6 ピ ッ チ が まい で し ょ う 。 

1 行 の 字詰め は 、 縦 打ち で は 4 ピッチ 
で 30…31 字 と し 、 横 打ち で は 21^22 字 ぐ 
らい が 適当 で す 。 また 、 契約 書 、 定 款 の よう 
に 条文 が ある 場合 、 第 1 条 の 次 を 1 字 分 
あけ て 文章 を 打ち ます 。 2 行 以 上 に わた 
る 場合 は 、 打 ち 始 め を 1 字 分 下げ て 打ち 
ます 。 

字 間隔 は 、 普 通 4 ピッ チ を 基準 と し ま 
す が ( 4 号 、12 ポ 使用 の 場合 ) 、 5 号 活 
字 を 使用 する 場合 は 、 2.5 ピッ チ 又 は 、 
3 ピッ チ の 間隔 を 使用 し ます 。 
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⑧⑱ 内 容 証 明 書 
内 容 証 明 書 は 、 売 買 契約 の 解除 と か 、 
賃金 の 支払 い 催 告 な ど を 通知 する 場合 に 
作成 する も の で 、 い つ 、 ど こ で 、 だ れ に 
宛て 、 ど ん な 内 容 の 文 を 出し た か を 、 郵 
便 局 で 証明 する 仕組 み に な っ て いま す 。 
発信 人 が 内 容 証 明 を 出す と き は 、 内 容 で 
ある 原本 1 通 と 膳 本 2 通 ( 計 3 通 ) に 証 
明 料 を 添え て 提出 し な けれ ば な り ま せん 。 
打ち 方 は 、1 行 の 字詰め は 20 字 以内 、 
26 行 以内 と し 、1 枚 の 総 字数 は 520 宇 以 
内 で 、 句 読点 や 記号 は 1 個 1 字 で 計算 さ 
れ ま す 。 二 つ折 り の 用 紙 を 使用 する 場合 
また は ノ / や へ ヽ へ な ど の 活字 を 打ち 、 そ の 横 
に 正 し い 字 を 打ち ます 。 脱字 は その 箇所 
の 横 に 入れ ます が 、 そ れ ぞ れ の 余白 欄 
外 へ 加除 増減 を 明記 し 、 押 印 し ます 。 こ 
れ は 夫 約 書 及び 定款 な ども 同様 で す 。 
用 紙 は 市 販 の 「 内 容 証明 書 用 紙 ] が よ 
い の で す が 、 特 に 制限 が な い の で 、 タ イ 
プ 用 紙 も 多く 使用 され ます 。 枚 数 が 増す 
ご と に 料金 が 高く な り ま すか ら 、 規 定 以 
内 で あれ ば 、 文 書 番号 、 日 付 、 発 信者 名 、 
受信 者 名 な どの 体裁 に こだわ ら ず 各行 
続け て 打っ て も さしつかえ あり ませ ん が 
「 発信 人 」 「 被 発信 人 」 の 表示 と 住所 を 
民 宮 MG つ 島 る と と を 忘れ な いと と ji で す 。 
また 、 膳 本 の 枚数 が 2 枚 以 上 に わた る 
場合 に は 、 そ の つづ り 目 に か な ら ず 契 印 
を し な けれ ば な ら な いた め と じ し ろ の 余 
白 を 計算 に 入れ て 打ち ます 。 
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レイ アウ ト の 見 本 ⑧ 


本 文 の レイ アウ ト こ と 図版 、 写 真 の 組み 込み 
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4. 作 表 の 基本 と 知識 


1) 表 の 概 意 


一 般 に 表 打 ち は 、 む ず か し いも の と 考 
えら れ て いま す が 、 タ イプ 技術 を 習得 す 
る 段階 を し っ か り 踏 ん で くれ ば で きる こ 
と で す 。 基 本 的 な 機械 操作 の 理解 と 正 し 
い 操 作 の 習 吾 の 上 に 、 野 線 の 引き 方 や 特 
殊 な 字 配 り の 中 の 詰め 打ち 、 割 り 打 ちな 
ど が で きれ ば さほど むず か し いも の で は 
あり ませ ん 。 いい か えれ ば 、 こ れ ま で 述 
べ て きた 知識 と テク ニッ ク を 統合 応用 し 
た も の が 表 打 ち で ある と いえ ます 。 

2) 有野 線 の 種類 と 引き 方 

野 線 は 、 す べ て タイ プラ イタ に 付属 す 

る 時 引 き ロ ー ラ ー を 用 いて 引く よう に し 


て いま す 。 た だ し 清 打ち や 原紙 打ち な どの 
場合 は 、 プ ラテ ン か ら は ず し て 時 線 を 引 


く こ と も あり ます 。 
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ム 肢 線 の 種類 

野 線 に は 、 単 線 ・ 複 線 ・ 点 線 が 主 と な 
っ て いま す 。 これ ら の 線 は 単線 用 の ロー 
ラー、 複 線 用 ロー ラー、 点 線 用 ロー ラー 
(公記 っ CH 選 が きま 9 

最近 で は 、 こ れ ら の 野 引 き ロ ー ラ ー が 
一 本 の 署 引き 軸 に まとめ て 取り つけ られ 
て いる 「 三 様式 ] 、「 三 線 式 」 が 多く 使 
われ て いま す 。 

昇 引き ロー ラー は 角度 を 回 転 す れ ば 縦 
線 ・ 横 線 が 引け る よう に な っ て いま す 。 
また 「 ピ リオ ド 」 や 「<」 「 な み が た 」 
の 活字 を 利用 し て 最小 間隔 で 連打 し て 鞭 
線 を 作る こと が で きま す 。 

B 有野 線 の 引き 方 

野 引 き ロ ー ラ ー は 、 印 字 キ ー を 持つ 右 
手 の 親 指 を 内 側 に 曲げ て 、 人 さ し 指 と 中 
指 を の ば し 、 手 首 を 左側 に 向け ます 。 次 
に 中 指 を 野 引 き 頭 の 右側 か ら 左 方 向 へ 押 
し 終え を 、 そ れ か ら 人 さ し 指 を 鐵 引 き 頭 の 
上 に 当て 、 ロ ー ラ ー を プラ テン に 押し 当 
て た まま に し て いる と プラ テン の 動き に 
よっ て 長短 の 線 が 得 ら れ ま す 。 

野 引き ロー ラー は 、 印 字 キ ー と 違う の 
で 3 本 の 指 で つま む よ う な 取り 扱い 方 は 
し な いよ うに し ます 。 

野 線 を 引く 時 は 、 次 の よう な こと に 注意 

し ます 。 

了 . 用 紙 が プラ テン に 密着 し て いる か ど 

うか を 確か め ま す 。 用 紙 が 破れ た り 、 鐵 
線 が 曲がる の を 防ぐ た めで す 。 

イ . 時 引き ロー ラー を 正しい 方 向 に お き 
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ます 。 ローラ ー の 方 向 を か える と き 手 ご 
た え の す る と ころ で 止め ます 。 
ウゥ . 野 引 き 頭 を 正しく 取り 扱い ます 。 

( 写真 、 野 線 の 使い 方 を 参照 ) 
エ . 野 引 き ロ ー ラ ー を 押す と き 人 さ し 指 
の カカ を 一 定 に し ます 。 濃淡 を 防ぐ た め 。 
オォ . 扶 線 を 引く と き 、 プ ラテ ン の 回 転 や 
横 の 動き を 早く する こと で す 。 途中 で プ 
ラテ ン の 動き を 止め る と 野 線 に 濃淡 が で 
きる か ら で す 。 
カ . 野 線 を 引く と き は 、 機 構 と 文字 盤 を 
固定 する 装置 (ワー キン ブロ ッ ク ) を 利 
用 する こと で す 。 機構 が 動か な いよ うに 
な り ま すか ら 引 き や す く な り ま す 。 
キ . 横 野 線 を 引く と き は 、 ゼ ンマ イ 式 タ 
イプ ライ タ で は 、 横 送り の ゼン マイ を 切 
りか え 、 プ ラテ ン が 左右 に 自由 に 動く よ 
うに し ます 。 右 か ら 左 の 一 方 向 に の み 引 
く よ う に し ます 。 こ れ は 習慣 づけ る こと 
が 大 切 で す 。 

な お 、 左 か ら も 右 か ら も 引く と 線 の 引 
き 始 め 、 引 き 終 り の 両端 に 濃 肖 が で きる 
の で 注意 し ます 。 
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3) 表 の 目的 と 種類 


A 目 的 

表 の 目的 を ひと こと で いえ ば 、 文 章 に 
よら ず に 、 要 領 よ く 順 を お っ て 列記 し た 
も の で 、 物 事 を 明瞭 に する 目的 の 文書 と 
いえ ます 。 
B 種 類 

貸借 対照 表 や 損益 計算 書 な ど 一 連 の 財 
務 に 関係 する も の が 目立ち ます 。 ま た 、 
文章 中 で 表 を 用 いて 説明 が な され る も の 
で あっ て 、 さ ら に 、「 記 」 事項 に 表 が は 
いる とこ と も あり ます 。 い ずれ の 場合 で も 
和文 タイ プラ イタ で の 文書 に は 、 野 引き 
ロー ラー を 利用 し て 、 肢 線 で 囲む 表 が 多 
く あります 。 


表 3 一 5 鐵 引 き の 種類 と 特徴 


単線 野 引 | ロー ラー は 単線 の み で 縦 線 、 横 


ロー ラー は 単線 、 二 重 線 、 リ ー 
の 縦 線 、 横 


(に イン キ を 塗り 、 ロ ー 
ンー 0 


58 の ロー 
ラー の 取り か え で 様々 な 線 が 引 


ける 
単線 算 引 き 以 外 は アタ ッ チ メン ト に より 取 
り 付 けら れる 。 


④) 野 線 で 囲む 表 の 打ち 方 


AA 作 表 前 の チェ ッ ク 事 項 

表 は な る べく 一 枚 の 用 紙 ( に お さめ る よ 
うに 工夫 する こと で す 。 それに は 、 打 つ 
前 に 割付 計算 用 具 ( ピッ チ ス ケー ル な ど ) 
な ど を 用 いて 構想 を ね る と と で す 。 

カー ボン 紙 を 用 いて 複写 を する 表 の 場 
合 、 複 写 枚 数 の 多い も の は 、 上 質 の 和紙 
を 用 いれ ば きれ い に 仕 上 り ま す 。 た だ 洋 
紙 の 場合 は 数 字 や 時 線 で 用 紙 が 破れ る こ 
と が あり ます 。 

野 線 で 囲む 表 で は 、 外側 の 線 を 先 引 
いて か ら 、 内 側 の 線 を 引く よう に し ます 。 
この よう に すれ ば 、 内 側 の 線 が 外側 に と 
び だ すこ と を 防げ ます 。 


肢 線 を 引く 順序 


全 GO) 


上 の 図 の 数 字 は 、 外 側 の 線 を 引く 順序 
を 示し ます 。 外側 の 線 を 引く と き は 印 
で 示す 順序 に よる 方 法 も よい で し ょ う 。 
・ 表 に 用 いる 数 字 は 、 筆 記 体 の 型 で 点 付 
き 、 カ ンマ 付 の も の が 感じ が よい も の で 
店 KNYm1N Tー3 型 が 多い ) 
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表 を 用 紙 い っ ぱい の 大 き さ に の ば し て 
打つ と き 、 上 部 の 余白 は 約 35 到 、 下 部 の 
余白 は 約 20 こ 25 到 、 左 右 の 余白 は 、 そ れ 
ぞ れ 約 35 玉 と る よう に し ます 。 

35 玉 の 余白 は 、 と じ し ろ の た めで すか 
ら 、 も し 、 左 側 だ け を と じ し ろ に 限定 す 
る 文書 で は 、 表 全体 を 右 に 寄せ る こと も 
工夫 の 一 つと いえ ます 。 

B 方 法 

野 線 で 囲む 表 の 打ち 方 に は 、 次 の 三 つ 
の 方 法 が あり ます 。 
① 技 線 を 先 C 引 いて か ら 、 そ の 欄 内 に 打 
ち 込 む 方 法 で これ は 、 欄 内 の 項目 が 左右 
と の 関連 が な く 、 項 目 が 独立 し た 表 な ど 
id 
⑧ 内 容 を 先 に 打っ て か ら 、 そ の 内 容 を 目 
や す に 時 線 で 囲む 方 法 で 、 貸 借 対 照 表 の 
よう に 左右 の 連携 の ある も の な ど で す 。 
⑧ 上 述 の 方 法 を 交互 に する 方 法 。 ある 部 
分 の 野 線 を 引い て 、 内 容 の 一 部 を 打ち ま 
た 、 鐵 線 を 引く な どの すす め 方 で す 。 


図 3 一 7 左右 に 連携 の ある 表 の 見 本 


Lu 益 計 見 1 


利昭 和 和 5 1 年 4 月 1 日 
公昭 和 5 2 年 9 月 0 日 
導出 。 の 部 KK 。 入 。 の 
め 定 材 日 多 由 め 9 定 利 日 | 人 
由 生 中 及び 大 北 物 由 
期 考 超 晶 価格 135.693.929 1 近 ト 代 使 5.573, の 9.112 


1.062,766.968 


23.636.827 


人 63.424.485 
296.510.127 
計 5.790.157.489 有 | 党 華 外 収 拉 6,905.673 
基 中 利 益 917,048,608 
合 計 6.647,206.097 合 計 6.647。206.097 


備考 1 当 語 吉 価 価 却 質 産 の 普通 信 知 男 囲 額 の 合 対 同 234.224.004 円 
3 当 野 価 休 元宮 産 の 寺 作 信 到 実 和弥 の 合計 額 246.612.120 円 
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図 3 一 8 左右 に 連携 の な い 表 の 見 本 


(年 表 ) 


年 代 主 な 出来 事 年 代 主 な 出来 事 
1934 | 南京 を 完全 占領 1957 | 南極 予備 観測 隊 
1938| 国家 線 動 員 法 公布 1958| 原子 カー 般 協 定 
1939| 双葉 山 70 連 勝成 ら ず | 1959| 伊勢 洲 台 風 

1940| 日 独 侵 3 国 同盟 調印 | 1960| 所 得 倍 培 政策 発表 
1941 | 東条 身 機内 癌 成立 1961| ソ連 宇宙 船 の 打上 げ 
1942| シン が ポー ル 陥 北 1962| 日 英 通 商 条約 調印 
1943| 学徒 出 刻 壮 行 会 1963| ケネディ 大 統領 暗 役 
1944| 学 章 貴 団 貴 朋 始ま る | 1964| 新潟 地震 お こる 
1945| 益 戦 1965| 朝永 氏 ノ ー ベ ル 賞 
1946 | 志 法 改正 草案 を 発表 | 1966| 紅 衛 兵 運 動 始 まる 
1947 | 栄 差 失調 で 判事 死亡 | 1967 は 
1948| 帯 銀 事件 の 発生 1968| 原子 力 空母 佐世保 に 
1949 | 法隆寺 金堂 火炎 1969| ニク ソン 大 統領 就任 
1950 | 朝鮮 戦争 始ま る 1970| 日 本 万 国 博 開く 
1951 | 国電 桜木 町 事件 1971 | 環境 庁 を 設置 

1952 | 血 の メ ー デ ー 事 件 1972| 横井 庄 一 発見 

1953 | テレ ビ 本 放送 開始 1955| 日 米原 子 力 協定 
1954| ビキニ の 灰 事件 1956| 佐久 間 ダ ム 完 成 
ーー 一! 
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B 5 用 紙 横 長 に 使用 し て の 原稿 
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C 欄 の 割り 付け 方 

野 線 を 先 に 引い て か ら 、 内 容 を 打ち 込 
む 表 の 場合 で 、 そ れ ぞ れ の 欄 の あき を 等 
し くし て 、 野 線 を 引く 方 法 に は 次 の よう 
な も の が あり ます 。 
了 ア . まず 、 余白 (上下 ・ 左 右 ) を 残し て 
外側 の 線 を 引き ます 。 
イ . その 外側 の 線 の 範囲 内 に 、 何 ピ ッ チ の 
字 間隔 で 何 字 打てる か に つい て の 総 字数 
を 求め ます 。 総 字数 を 求め る と き 、 ピ ッ 
チ ス ケー ル を 用 いれ ば 、 機 械 を 操作 し な 
いで 科 単 に 総 字数 が わか り ま す 。 
ウ . この 総 字数 を 原稿 の 欄 の 数 で 割り 、 
得 た 数 を 総数 と し て 、 そ の 数 だ け 進 め 野 
線 を 引け ば 、 各 欄 は 同じ 広 さ に な り ま す 。 
図 3- 9 は 、B 5 判 の 大 さ の 用 紙 を 横 
長 に 使用 し て 、 全 紙 に 5 つの 欄 を 等 間隔 
(する と し た 例 で す 。 


B 5 判 横長 使用 の 場合 の 余白 


総 字数 3 間隔 で 40 字 と し て 
総 字 数 40 字 ( 3 間隔 ) 
40 字 5 欄 三 8 字 分 (3 間隔 ) 
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図 3 一 10 各 欄 の ビッ チ の と り 方 


4 


2 欄 3 棚 4 欄 5 欄 


ーー ーーー ニー チー ーー ーー 
※ 
3 
3 
と 3 

ニー ニー ーーー ンー ニュ ニー ニニ ーー ウー ニニ 
※ 
し 4 


1 
| 
! 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 


1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 


H 各 棚 の 字数 を 合計 し た 総 字数 B は 20 宇 40 字 一 20 字 =20 字 20 宇 を (5 欄 一 1) =5 字 分 


内 容 を 先 に 打っ て か ら 野 線 を 囲む 場合 、 な お 、 タ ブレ ター の ある 機械 で は 、 こ 
各 欄 の あき が 等 間隔 な ら 、 次 の よう な 方 の 計算 を 机上 で 行っ て 、 そ の 答え に も と 
法 が あり ます 。 た だ し 、 こ の 方 法 は 、 内 づい て タブ プレ ター を セッ ト し ます 。 

容 を 野 線 内 の 右側 に 寄せ て 打つ 形 の 場合 タブ レタ ー の 使い 方 に つい て は 、 次 に 簡 
で す 。 単 な 例 を 示 し て み ま す 。 

エ ェ . まず 余白 を 残し て 、 打 と うと する 範 
囲 内 に 、 い くつ の 字 間 で 何 字 打 て る か 、 
その 総 字数 ( A と する ) を 求め ます 。 
ォ .。 次 に 原稿 、 各 欄 の 中 で 字数 の 多い も 
の ( 数 字 に くぎ り 点 の つい た 活字 は 1 字 
と し て みる ) を 、 そ れ ぞ ね れ 合計 し て 総 字 
数 ( B と する ) を 求め ます 。 

カ . 総 字数 A か ら 総 字数 B を 引い て 、 得 


た 数 を 原稿 欄 の 数 で 割れ ば 、 各 欄 の あき 
が 得 ら れ ま す 。 各 欄 で 多い 字数 の 合計 は 20 字 ( 総 字数 BB) 


図 3 一 11 原稿 条件 と タブ プレ ター の 利用 


総 学 数 (⑳ は 3I 問 隔 : で 40 宇 必 | じ で ーーーーーー テ ーー 


1 
! 


| 
| 5 字 ! mA | 4 ! 4 | 3 
区 XX XX XX IX ペペ ※ 2 2 が ーー 
4 字 分 | 4 2 SI | 4 ーー 
| | 介 
| 5 十 4 還 ん 12 | 
| | | | 
| タブ タッ ト | ャ ッ ト 相 w ot 前 ウ | 5 | 
総 字数 人 三 40 字 (3 間隔) 40 つ へ 20 =20 字 紅 縦 の 点線 は 、 後 で 引く 時 線 で す 。 
総 字数 B=20 字 205 欄 王 4 字 (3 間隔 で ) 
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4. 作 表 の 基本 と 知識 


3 一 12 表題 の 長 さ の 決め 方 


各 支 店 報告 書 


| 
支店 名 3 月 売上 
ーー 


福岡 支店 487 き | 
大 阪 支店 876 台 
京都 支店 990 台 
千葉 支店 161 台 
秋田 支店 302 台 
群馬 支店 420 台 
高知 支店 210 台 


各 支店 別売 上 

回 収 率 
| 支店 名 顧客 数 | 新 規 | 回 収 率 
福岡 支店 503 件 210 件 29 % 
京都 支店 602 件 462 件 58 % 
千葉 支店 321 件 295 件 44 
秋田 支店 110 件 87 件 | 20% 
群馬 支店 307 件 224 件 12 % 
高知 支店 246 件 103 件 44 


表題 か の 字 部 が 多い 場合 


図 3 一 15 中 央 印字 と アン ダー ライ ン 
総 宇 数 10 字 の 中 央 印字 の 場合 


(⑤ 汗 (@⑤ 全 ⑨ 必 (@ 盾 ⑨ 順 】@Mi(GI KG 中 (6) 間 の) 
V V 
1 22 3 4 5 回 


(2 字 ご と に 5 回 後退 する ) 
(9 電 ⑨ 記 ら 恒 (9 二 (9MI(GH 計 5) (⑥WG MOLG 6I 


ts 
1 


正しい アン ダー ライ ン 
⑨ 還 ⑨ 記 ⑨ 語 ⑨ 富 ⑨ 忠 ⑥⑨ 
へ べべ へ へ へ へ ヘス ペペ ペペ ヘス 


! 由 すぎ る アン ダー ライ ン 
な み が た アン ダー ライ ン は 右上 の よう に 実線 に 直す 
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(@⑨) 二 ⑨ 語 (@ 必 (⑨ 記 ⑨ 恒 (⑥ 語 : 


D 表 の 字 く ば り 

表 の 主 な る 内 容 を 示す た め に 、 表 上 部 
の 欄外 に 打つ 表題 は 、 表 の 大 き さ が 決ま 
っ て か ら 最 後に 打つ よう に 習慣 づけ た い 
も の で す 。 そ の 長 さ は 、 表 全体 の 約 す に 
お さま る よう に する の が よい で し ょ う 。 
文字 数 が 多い と き は 、 改 行 し て 行頭 を 
そろ え 、 2 行 ま た は 3 行 に な る こと も あ 
り ま す 。 な お 表題 を 最後 に 打つ こと は 、 
表題 の 長 さ を 決め た も の で す 。 

表題 が 2 行 ~ 3 行 に な る 場合 の 行間 隔 
間 は 、 活 字 の 大 き さ に より 適当 に 狭め ま 
す 。 ( スペース が あれ ば 別 ) 

E 表題 の 中 央 印字 

表題 を 中 央 に 打つ と き は 、 総 字数 の 半 
分 を 左側 に 、 そ の 半分 を 右側 に 打つ わけ 
で す が 、 そ の 場合 、 あ ら か じ め 字 数 を か 
ぞ え る 必要 が あり ます 。 し か し 、 字 数 を 
か ぞ え る 前 で も 表題 を 中 央 に お く 方 法 が 
あり ます 。 

まず 、 表 の 中 央 に 印字 が ガイド を お きま 
す 。 そ し て 表題 の 文字 ( 符号 を 含む ) を 
読み な が ら 2 字 ご と に 1 回 プラ テン を 右 
方 向 に 後退 させ 、 次 に 字 を 読み 終え た と 
ころ か ら 打 ち 始 め れ ば 、 中 央 に 印字 され 
ます 。 こ の と き 奇 数 の 字 は 、 そ の まま に 
し て お きま す 。 

この 場合 の 字 間 隔 は 字数 の 多い も の は 
3 間隔 、 字 数 の 少な いも の は 4 か 5 間隔 
を 用 いま す が 、 宇 数 が 3 字 か 4 字 の も の 
は 、 こ れ に よら な いで 、 ね らい 打ち する 
方 が 能率 的 で す 。 


F 表題 に つけ る アン ダー ライ ン 
表題 の すぐ 下方 に 引く 線 や 、 特 に 注意 
を 必要 と する 文句 の 下 に 引く 線 の こと を 
アン ダー ライ ン と いい ます 。 こ の 長 さ は 
主題 長 さ だ け で よく 、 そ れ 以 上 長 す ぎ 
る と 体裁 を そこ な いま す 。 また 、 実務 文 
構 se7a シ クッ ニン の 5 の よう な 
波形 で 引か れ て いて も 、 タ イ ピ スト は 直 
線 に 引く こと で す 。 
G 表題 ( 各 欄 の 見 出し ) の 字 く ば り 
野 線 で 囲む 表 で は 、 そ れ ぞ れ の 欄 の 中 
央 に 打ち 、 野 線 の な いも の で は 1 行 の 長 
さ を 中 心 に 体裁 よく 打ち ます 。 右 の 図 は 
その 最も よい も の で す 。 
H 行間 隔 の 割り 付け (計算 法 ) 
行間 隔 は 計算 法 に よる 詰め 打ち と いう 
特殊 な 間隔 の 取り 方 で 長 さき を 揃え ます 。 
その 方 法 は 、 次 の よう に 行ない ます 。 
打つ 目的 の 広 さ の 中 に 、 どれ だ け の 行 
間隔 で 何 行 打てる か の 総 行 数 を 求め ます 。 
次 に 、 そ の 総 行 数 を 求め る と きた 用 
いた 行間 隔 の 数 と 総 行 数 か ら 1 を 引い た 
数 と を か け て 得 た 数 を 基本 数 と し ます 。 
機械 の 行間 数 X( 総 行 数 一 1 ) 基本 数 
(5・4・3・2 の うち いずれ か ) 
と の 基本 数 を 、 原 稿 各行 の 実際 に 打 
つ 行 数 か ら 1 を 引い た 数 で 割っ て 、 得 た 
数 を 行間 隔 と し 、 各 欄 の あき を 求め ます 。 
割り きれ な い 数 は 、 各 欄 の 間 に 一 つづ つ 
配分 し ます 。 た だ し 、 あ ら か じ め 野 線 が 
引い て ある 場合 は 微動 輪 を 使い ます 。 
次 の 図 3 -16 を みて くだ さい 。 
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図 ぉ 一 14 野 線 欄外 の 見 出し の 打ち 方 
⑪ @ 6) ⑭ 


※ 
( ) 
we ト 】 
( 
※ーー※ 


(1⑪) の 字 配り が よい で し ょ う 。 それは 、 野 線 も 1 字 分 

と 考え それ ぞ れ の 字 間 隔 が 同じ の た め よ く 見 えま 
す 。 

(2)34) の 場合 は 、 野 線 を 考え に いれ な い 宇 配り で す 。 


図 $ 一 15 野 線 の な い 見 出し の 体裁 


1 H 生還 」 

1 

人 人 

1 1 | 

1 
まま 


等 間 同 で よい 


広 い 行間 が 狭い 


図る 一 16 ね らい 打ち の 行間 の 計算 


| 
区 分 
> 
訟 量 王 O O ひ 十 革 
ye | (42 
な =s@| @ OO Olui 
滞 (12 へ 
虎 こ | 人生 OOoOoOl+ 
し 間 電 る (12 ン 
SIILOS II | 計 :l 
人 層 
| 
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4. 作 表 の 基本 と 知識 


図 3 一 17 ね らい 打ち の 行間 の と り 方 
ね らい 打ち に よる 行間 隔 の と り 方 


区 分 5 
第 1 行 め を 打つ - ト O | あめ っ 吉 
M ま て が 
2 ⑨ す 多 
を べ | @⑤ O @⑯ ぬ 
| 1 つね らい 打ち ら と 
す ス ④ に き 
ぁ 3| 9 S] 5 急 
ラ | | つね らい 打ち 2 
ぇ | @ O ら 問 
1 つね らい 打ち 6 
第 2 行 め を 打ち - ト @ o す 行 
本 3 


ね らい 打つ と き は 縦横 変換 レバー を 縦 と 横 の 中 間 (に お きま す 。 
図 3 一 18 表題 の 長 さ の 決め 方 
ーーー 一 4 ooooooo に 8 


表題 が 1 行 の 場合 


OOOOOOO 
⑳ 呈 ⑤ 選 ⑨ 放 ⑨ 


表題 が 2 行 に な る 場合 層 
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1 行間 隔 の 割り 付け (ね らい 打ち ) 

前 述 の 計算 法 は 、 歯 整 に よっ て 間隔 を 
変化 させ る タイ プラ イタ の 原理 を 活用 し 
た 最も 基本 的 な 方 法 で す 。 こ れ は 、 表 の 
場合 ば か り で な く 人 名 な どの 宇 数 の 異な 
る も の を 行 を か えて 並列 する 場合 に も 多 
く 利 用 され ます 。 

し か し 、 タ イプ 技術 に 習熟 し 、 印 字 目 
標 を 的 確 に 打てる よう に な れ ば 、 計 算法 
に よら ず に 「 ね らい 打ち 法 」 に よっ て 行 
間隔 を 決め る こと も で きま す 。 こ の 方 法 
は 次 の よう な 順 座 に より ます 。 

ア 了 . 打 と うと する 位置 を 決め た ら 、 第 1 
行 目 を 打ち ます 。 

で の 二 べ スー スポン 5 の ョ ンジ ラン 
を 進め て 、 目 的 の と ころ に 第 2 行 目 を 打 
ち ま す 。 

ウゥ . 次 に 縦横 変換 レバ ー を 縦 と 横 の 中 間 
に 移動 し 、 プ ラテ ン を 自由 に 動か し て 、 
印字 ガイ ド を 目標 に 適当 な 間隔 で ね らい 
打ち を し ます 。 

この 場合 、 打 ち 進む 文字 は 下方 か ら 上 
方 に 打ち 進め る と 打っ た 広 さ の 目標 が と 
りや すい も の で す 。 行 数 が 多い と き は 、 
最上 位 の 行 の 1 字 を 打っ て か ら 最 下位 の 
行 の 1 字 を 打ち ます 。 そ し て 下方 か ら 上 
方 に ね らい 打ち する の が よい 方 法 で す 。 

下 か ら 打 つ 場 合 は プラ テン の 回 転 が 逆 
転 に な り 、 上 か ら 打 つづ 場合 は 正 転 に な る 
の で 、 と の レバ ー (バッ クレ バー.) を 間 
違わ ず に 操作 する と と が 大 切 で す 。 

図 3 -17 は ね らい 打ち の 例 で す 。 


5. その 他 の 和文 タイ プ 
組版 


1 ) 組版 機 と し て の 利用 


印刷 の 普及 に と も な っ て 和文 タイ プラ 
イタ は 、 従来 の 印 書 、 複 写 機能 に 加え 印 
刷 の 文字 組版 機 と し て の 機能 が 充実 し 、 
一 般 事務 文書 か ら 文 献 、 雑 誌 な ど 他 の 組 
版 機 ( 活 版 、 写 植 ) と 肩 を 並べ る ほど そ 
の 利用 も 広がっ て きま し た 。 現在 和文 タ 
イプ ライ タ を 文字 組版 機 と し て 利用 する 
印刷 方 式 に は 次 の よう な も の が あり ます 。 
(オフ セッ ト 印 刷 は 別項 を 参照 ) 

AA オフ セッ ト 印 刷 の 文字 組版 

オフ セッ ト 印 刷 は 文字 、 写 真 、 図 版 な 
ど を フィ ルム K 製 版 し 、 刷 版 に 焼付 け そ 
れ を オフ セッ ト 印 刷 機 で 刷る 方 法 で す が 
和文 タイ プラ イタ は その 文字 原稿 を リボ 
ン で 清 打ち し 組版 し ます 。 従来 は 活版 清 
刷 り ま た は 写植 が 文字 組版 と し て 多く 使 
われ て きた の で す が 、 現 在 で は 活字 の 書 
体 の レベ ル ア ッ プ 、 和 文 タ イプ ライ タ の 
組版 機 と し て の 機能 アッ プ に よっ て 、 特 
(と 軽 印刷 業 に お いて は 多く 使わ れる 方 法 
(な っ て いま す 。 レイ アウ ト の 指定 通り 
に 打 て ば 、 そ の まま の 状態 で 版 下 に な る 
だ け で な く 、 ピ ッ チ の 細分 化 に よっ て 4 
号 ー 6 ポ ま で の 活字 が 使用 で き 、 そ れ ぞ 
れ の 活字 の 大 き さ に 適し た 字 間 、 行 間 を 
と る と と が で きる の で 、 バ ライ ティ 人 富 
ん だ 組版 が で きま す 。 
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B 騰 写 機 の パー トナ ー 

タイ プラ イタ ー で 原紙 打ち し 、 そ れ を 
輪転 膳 写 機 で 刷る 方 法 を 、 膳 写 印刷 と い 
いま す 。 印刷 枚数 も 多く と れ 、 印 刷 方 法 
も 簡単 な ポピュラー な 印刷 方 法 で す 。 現 
在 、 軽 印刷 に お いて の 比率 で は 、 タ イ 
プ オ ォ オフセット 印刷 に その 座 を 奪わ れ ま し 
た が 、 コ スト が 安い わり に は 活字 を 使用 
し た 印刷 物 で ある と と ろか ら 根 強い 需要 
を 持っ て いま す 。 と の 組版 の 場合 は 、 原 
紙 を 打ち 抜く の で 、 使 用 活字 は (印刷 効 
果 で は ) 4 号 - 8 ポ ボ ま で が 限度 で す 。 た 
だ し 見 出し に 使う 場合 は 別 で す 。 

C 複写 機 と の 二人三脚 

用 紙 ( に タイ プラ イタ で 清 打 ち し た も の 
を 版 に し 、 複 写 機 で 複写 印刷 する 方 法 が 
あり ます 。 最 近 で は 特に 乾式 複写 機 の 普 
及 に よっ て 、 そ の 利用 範囲 が 広がっ て き 
5 いま 2 の 8 まだ hh レッ シン シン ペー フ NN で 
清 打 ち し た も の を 湿式 複写 機 に か けれ ば 
青 焼き が と れ ま す 。 (設計 図面 な ど ) 
D その 他 の 利用 

ジア ゾ 式 複写 機 、 ヘ クト 印刷 機 、 宛 名 
印刷 機 な ど を 利用 し た 印刷 の 組版 機 と し 
て も 使わ れ て いま す 。 へ クト 印刷 の 場合 
は ヘ へ ク トリ ボン が 使用 され ます 。 ま た 宛 
名 カー ド 打 ち は 、 原 紙 の 宛名 カー ド は 別 
と し て 逆 活字 が 使わ れ て いま す 。 その他 
(は レス トラ ン の メニ ュー な ど 枚 数 を 多 
く 必要 と し な いも の は 、 加 工 紙 な ど 清 
打ち し た も の も 使わ れ て いま す 。 
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5. その 他 の 和 廊 タイ プ 組 版 


2) 複写 と 膳 写 


簡易 印刷 の 普及 の 順序 か らい えば 、 騰 
写 か ら 複 写 へ と いう と と に な り ま す 。 騰 
写 は す で 刀 戦前 か ら あ り そ の 歴史 も か な 
のり 古く 、 い わ ゆ る ガリ バン 印刷 と いわ れ 
た も の で 現在 で も 使用 され て いま す 。 ロ 
ー 原 紙 に 鉄 筆 で 手書き し 、 騰 写 板 で する 
印刷 で 最も 庶民 的 な 印刷 方 式 だ と いえ ま 
す 。 現在 で は 専門 の 筆耕 に よっ て 印刷 す 
る 方 法 と 美術 印刷 の 分 野 に お いて も 利用 
され て いま す 。 戦 前 の 同人 雑誌 の 表紙 な 
どの 色刷 り に も 多く 使わ れ て いま す 。 

と の 手書き の 役目 を タイ プラ イタ に か 
え タ イプ 原紙 を 使っ て 印刷 する の が タイ 
プ 印 刷 と いわ れる も の で す 。 

騰 写 は その オリ ジ ナ ル (原紙 ) の 耐久 
性 に より 印刷 枚数 が 限定 され ます が 、 復 
写 の 場合 は 光学 の 利用 に より 印刷 され る 
の で 枚数 に は 制限 が あり ませ ん 。 し か し 
コス ト が 高い た め に 少 部 数 印刷 、 あ る い 
は 複写 に 限ら れ て いる よう で す 。 

また 、 複 写 の 場合 は 同じ も の を コピ ー 
する と と が 主 で あっ た の が 、 タ イプ ライ 
タ の 出現 に よっ て 複写 印刷 と いう 傾向 が 
強く な り 、 特 に 少 部 数 必要 の 書類 に は そ 
の 真価 を 発揮 し て いま す 。 

一 方 膳 写 の 方 は 輪転 様 の 利用 に より 簡 
易 な 文字 印刷 と いう 面 で は 他 に な い 特 長 
持っ て いま す 。 と れ ら 両者 は それ ぞ れ の 
短所 を を 補 な う よ う な 形 で タイ プラ イタ 
と か か わり を 持っ て いま す 。 


110 


A 騰 写 機 と 原紙 打ち 

タイ プ 孔 版 印 刷 の 印刷 機 と し て は 、 輪 
転 膳 写 機 と 手 刷 膳 写 機 ( 膳 写 板 ) が あり 
ます 。 前 者 は タイ プ 原 紙 が 使用 され 、 後 
者 は ボー ル ペ ン な ど で も 書け る 手 吊 用 原 
紙 が 使用 され ます 。 手 刷 用 原紙 を 手書き 
する 際 に は 特殊 な 下敷 を 使い ます 。 

また 、 輪 転機 に は 手動 式 、 電 動 式 の 2 
種類 が あり 、 電 動 式 は 手動 と し て も 利用 
で きま す 。 機械 的 に は 2 胴 式 と 単 胴 式 が 
あり 、 軽 印刷 業 で は 2 胴 式 の も の が 多く 
使わ れ て いま す 。 最 近 で は 印刷 用 紙 の 裏 
うつ り を 防ぐ た め に 自動 合 紙 挿入 装置 が 
付い て いる も の も あり ます 。 


写 3 一 33 2 胴 式 輪転 膳 写 機 


単 胴 式 輪 転 対 写 機 


③④ 原紙 打ち の 方 法 

タイ プ 原 紙 を プラ テン に 巻き つけ る 順 
序 は 次 の よう に な り ま す 。 

ア . まず 、 原 紙 の 下 に つい て いる 台紙 の 
耳 の 部 分 を 内 側 に 折り 、 折 っ た 方 を 右側 
(と し て プラ テン に セッ ト し ます 。 台 紙 を 
は ず し て 巻き つけ る 場合 も あり ます が 、 
で きれ ば 人 台紙 の まま の 方 が 校正 の 際 に 便 
利 で す 。 

イ . 上 紙 押え (上 部 スケ ー ル ) の 足 に 合 
紙 と 原紙 が ぢ れ な いよ うに 重ね 、 上 紙 押 
えと 平行 に セッ ト し ます 。 

ウ . タイ プ 原 紙 に 印刷 され て いる 各種 用 
紙 規格 寸法 及び 印字 面積 を 示す 野 線 を 目 


こ ン 


写 3 一 34 タイプ 原 紙 の と りつ け 方 
写 3 一 35 タイ ブ プ 原紙 の 修正 の 仕方 


yg ' 
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や す に 打 字 し ます 。 

エ 。 と の 際 の 打 字 力 の コン トロール は 、 
印 書 より も や や 弱く 、 清 打ち より も や や 
強く し ます 。 あ まり 強打 する と 〇 つ 坦 に 
な る の で 注意 し ます 。 

ォ . 印字 後 、 原 紙 を プラ テン か ら は ず し 
上 紙 押 え や 下 紙 押 え で 傷 が つい て いる 箇 
所 を 修正 液 で 塗り ます 。 

一 度 印刷 し て か ら 増 吊り を する と と も 
あり ます の で 、 印 刷 後 は 、 原 紙 の イン ク 
が つい て いる 面 に 台紙 を は りつ け て お き 
ます 。 と の 際 に は 原紙 に シワ が 寄ら な い 
よう 注意 し ます 。 (原紙 の 修正 方 法 は 消 
耗 品 の 項 を 参照 ) 
②⑧ 原紙 打ち と タイ プ 活 字 


等 タイ ブ 印 刷 の 原理 は 、 活 字 で 孔 版 し た 


と と ろか ら イ ン キ を 出し て 印刷 する の で 
孔 版 し た 穴 が 太い と 、 印 刷 物 の 文字 も 当 
然 そ れ 以 上 太く 出 て し まい ます 。 その 点 
を 考慮 し て 、 タ イプ 活字 の 明 朝 体 は 刷り 
上 っ た 状態 で ちょ うど 見 や すい 太 さ に な 
る よう 、 孔 版 が 細く 、 シ ャ ー プ に 抜け る 
設計 が な され て いま す 。 し た が っ て 、 明 
朝 体 より や や 太め の オフ セッ ト 用 活字 は 
原紙 打ち に は あま り 使 われ ませ ん 。 
原紙 打ち に 際 し て タイ プ 活 字 で 注意 す 
べき 点 は 次 の よう な と と で す 。 
・ 原紙 の 塗料 が 活字 の 目 詰り の 原因 に 
な る の で 、 作業 の 前 後に は か な ら ず 活字 
を プ ブラッシング し ます 。 
・ 活字 の 目 詰り を 防ぐ た め に 、 で きれ 
ば 透明 テー プ を 使用 し ます 。 


上 


5. その 他 の 和文 タイ プ 組 版 


B 複写 機 と 複写 の 要領 

複写 機 の 種類 は 別表 の よう な も の が あ 
り ま す が 、 最 近 で は PPC 式 (乾式 で ど 
ん な 用 紙 に も 複写 が で きる ) の も の が 一 


*・ 版 下 は きれ い に し 、 そ の 修正 に は 清 
打 用 修正 液 を 使用 し ます 。 

・ タイ プ 印 書 し た も の を 版 に 使う 場合 
は 、 2 枚 目 を 使用 する と 鮮明 度 の 高い コ 


番 多く 使用 され て いま す 。 ま た 縮小 、 写 真 ピー が と れ ま す 。 た だ し カー ボン 紙 は 黒 


真 な ども よく 出る 機種 ああ り ま す 。 
① 複写 機 の 使い 方 
・ コピ ー す る 前 に 複写 機 の ガラ ス 面 を 
布 で きれ い に ふ きま す 。 
*・ スイ ッ チ を 入れ て か らし ば らく 待っ 
て か ら 使 用 し ます 。 
*・ コピ ー の 濃 さ は 、 ダ イヤ ル の 3 ぐら 
い ( に セッ ト し ます 。 
・ 指定 の 線 ( 用 紙 の 大 き さ ) に 合わ せ 
て 版 を セッ ト し ます 。 版 が 薄 紙 の 場合 は 
裏面 に 白紙 を 合わ せる と 鮮明 に 出 ます 。 
② 複写 する 版 の 作り 方 
複写 機 で コピ ー を と る 場合 は 、 手 書き 
原稿 、 す で だ 印刷 され た も の 、 タ イプ ラ 
イタ で 清 打 ち し た も の が 版 と し て 使わ れ 
ます 。 コ ピー 用 紙 の 基準 は B 4 判 に な っ 
て いる の で 、 用 紙 の 大 き さ に 合わ せ て 文 
書 の レイ アウ ゥ ウト を する と と が 大 切 で す 。 
また 、 複写 物 の ファ イリ ング 方 法 も 頭 
(に 入れ て お き 、 天 地 左 右 の 余白 も 考慮 し 
ます 。 タ イプ ライ タ 二 複写 機 の 形 で コピ 
ー を と る 場合 、 そ の 版 の 作成 に は 次 の よ 
うな 注意 が 必要 で す 。 
・ タイ プリ ボン は 比較 的 濃い も の を 使 
用 し ます 。 
・ 使用 活字 は 、 で きる だ け オ フ セ ッ ト 
用 の 活字 を 使用 し ます 。 


ユ 12 


色 を 使用 し ます 。 

・ 有野 線 は ボー ル ペ ン 、 濃 い 鉛 人 筆 、 黒 イ 
ン キ な ど を 使っ て 引き ます 。 

・ ジア ソ 式 複写 機 を 利用 し て コピ ー を 
と る 場合 は 、 そ の 版 に は トレ ッ シ ン グ ペ 
ー パ ー ま た は 複写 用 紙 を 使用 し ます 。 た 
だ し と の 場合 の 版 の 修正 は ね り ゴ ム 、 砂 
ゴム を 使い ます 。 清 打 用 修正 液 を 使用 す 
る と 塗っ た 箇所 が 複写 し ませ ん 。 


表 3 一 4 複写 機 の 種類 


複写 機 の 種類 


( 濾 淵 帆 由 醐 ) 


由 半 へ 山王 芝 さ 4 


6. 印字 前 の チェ ッ ク 


1) 機械 の 使用 前 の 点検 


タイ プラ イタ の 故障 は 、 そ の 大 部 分 が 
タイ ピス ト の 操作 ミス 、 点 検 不備 だ と い 
われ て いま す 。 い くら タイ ピス ト の 技能 
が 優れ て いて も ゃ も 、 機 械 が 常に 良い 状態 で 
な けれ ば 作業 能率 を あげ る こと は で きま 
せん 。 ご く 簡 単に で き 、 ま た 基本 的 な 点 
検 は 次 の よう な も の で す 。 

A 機械 の 水平 の 点検 

まず 第 一 に 点検 すべ き 人 箇所 と いえ ば 機 
械 が 水平 を 保っ て いる か どう か と いう こ 
と で す 。 機械 の 調子 が 悪い と いう 状態 
の 多く は 、 こ の 水平 が 狂 っ て いる こと に 
起因 し て いま す 。 も ちろ ん 機械 の 設置 の 
際 に 、 一 度 出 た 水平 が 狂わ な いよ うに 機 
構 的 な 配慮 は し て あり ます が 、 そ の 後 の 
機械 の 移動 や 文字 盤 の 出し 入れ の 際 に フ 
レー ム に ぶつ けた り し て 水平 が 狂う こと 
も ある の で 、 タ イ ピス ト と し て は 作業 を 
始め る 前 に は 、 か な ら ず 機械 の 水平 と い 
うこ と を 頭 に 入れ て お く こ と で す 。 こ の 
水平 を 見 る 方 法 と し て は 次 の よう な も の 
が あり ます 。 

ア . まず 、 タ イプ 机 が 水平 を 保っ て いる 
か を 調べ ます 。 こ れ は 机 の 上 に 丸い も の 
を 置け ざ ば すぐ に わか り ます 。 

イィ . 机 の 水平 の 確認 が で きた ら 、 次 に 機 
械 か ら 文 字 盤 を は ず し て 、 機 械 の フレ ー 
ム 部 の 前 部 中 央 を 片手 で 持ち 静か に 机 の 
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3 一 19 機械 の 水平 の と り 方 


上 に お ろ し ます 。 この 時 左右 の 調節 脚 が 
全く 同時 に 机 に 触れ る よう に な る まで 、 
調節 脚 を 調整 し ます 。 

ウゥ . 次 に 文字 盤 を 機械 に 戻し 、 盤 面 の 四 
隔 を 軽く 指 で 押し 、 文 字 盤 が 浮い て いな 
いか を 調べ ます 。 

ェ . 次 に 縦横 変換 レバー を 「 縦 」 に し て 、 
終 打 ち で 一 字 打 ち 手 を 離す と 、 機 械 の ト 
レー プ 部 全体 が キャ レー ジ を 乗せ た まま 
低い 方 向 へ 流れ る の で すぐ に わか り ま す 。 
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6. 印字 前 の チェ ッ ク 


B 印字 の 良 人 否 の 点検 

前 項 で も 触れ て いる よう (活字 の プラ 
ッ シ ン グ を し た 上 で 、 字 の 良し 悪し の 点 
検 が 必要 で す 。 活字 は 摩耗 し て いな く て 
も 印字 し た 際 に 字 が 上 薄 、 下 薄 で あっ た 
り 、 左 右 が か けた りす る こと が あり ます 。 


この 点検 方 法 と し て は 次 の よう な も の , 


が あり ます 。 
① 字 つ き の テ スト を する 

4 号 活字 で 角張っ た 画数 の 多い 文字 、 
た と えば 「 国 」「 園 」 な ど で 印 字 し て み 
ます 。 そ の 際 注 意 す る こと は 、 周 囲 が 出 
て 中 央 部 が 薄かっ た り 、 字 の 左右 上 下 の 
いずれ か が 欠け て いる 場合 に は 、 活 字 の 
耗 摩 以 外 に プラ テン が 人 硬 すぎ た り 、 タ イ 
プ バ ー の 角 穴 が 摩耗 し て いる こと も ある 
INN の EC 当 G998 
⑧② 印字 の 曲り の テス ト 

十 ( プ ラス ) の 活字 を 、 縦 打ち 、 横 打 
ちと あま り 間 隔 を あけ ず に 何 字 か 打っ て 
みる と 、 行 の 曲がり が ある か どう か が 確 
か め ら れ ま す 。 

この 他 に 印字 の 良し 悪し を 見 る た め の 
ポイ ント と し て は 打ち スキ が あり ます 。 
これ は タイ プ バ ー が 活字 を くわ えて 、 プ 
ラテ ン の 間近 で と まる 際 の プラ テン と 活 
字 の 間隔 を 指し ます 。 普通 は この 打ち ス 
キ は 58 朋 が 適当 と され て いま す 。 そ 
の 測り 方 は 活字 の 幅 が 約 5 朋 な の で 、 こ 
れ を 参考 に 調べ る こと が で きま す 。 打ち 
スキ が 広 す ぎる と シャ ー プ な 印字 が で き 
な く な り 、 ま た せま すぎ る と 印字 プレ の 
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原因 に も な り ま す 。 

C 上 下 紙 押 え の 点 検 

上 紙 押 え ( 上 部 スケ ー ル ) 、 下 紙 押 え 
(下部 スケ ー ル ) と も 、 全 体 が 均一 の カ 
で 、 用 紙 や 原紙 を は さん で いる か どう か 
を 調べ ます 。 部 分 的 に 用 紙 が ずれ る 場合 
は 、 弱 い 部 分 に タイ プ 用 紙 を 切っ て は さ 
むと か 、 輸 ゴム を 巻き つけ る と か の 応急 
修理 を し て おき 、 修 理 に 依頼 し ます 。 特 
に 上 紙 押 を え の は さ み つ ける 力 が 弱まる と 
用 紙 が ずれ 、 用 紙 と 印字 と が 平行 を 保つ 
こと が で き な い の で 注意 し ます 。 


2) 注油 と 注油 箇所 


タイ プラ イタ に 限ら ず 機 械 の 注油 は 、 
注油 する こと に よっ て その 部 分 の 摩耗 を 
防ぎ 同時 に 作動 を 円 滑 に する 目的 を も っ 
て いま す 。 タイ プラ イタ の 場合 は 、 特 に 
回 転 部 分 、 滑 走 部 分 が 注油 の 対象 箇所 に 
な り ま す 。 だからといって 、 ど とこ で も 注 
油 し て よい と いう わけ で は な く 、 合 成樹 
呈 を 使用 し て いる 部 分 な ど へ の 注油 は 逆 
効果 に な り ま す 。 油 は タイ プラ イタ の 機 
材質 に 合っ た 市 販 さ れ て いる タイ プ オ イ 
ル を 使用 し ます 。 動物 油 、 植 物 油 、 髪 油 
な ど は 絶対 に 使わ な いこ と で す 。 

基本 的 な 注油 科 所 は どの メー カー と も 
共通 で す が 、 部 分 的 に は 若干 ちがい が あ 
る の で 、 使 用 説明 書 を 十分 に 読ん で か ら 
1 が の お 9 の IGG<7ES0O8 表 まだ 引 メ スー 
カー に よっ て は 注油 箇所 に 注油 口 (小さ 
な 穴 ) が つけ られ て いる の も あり ます 。 


注油 の 時 に は 、 ま ず ボ ロ 布 で よく 汚れ 
を ふき と っ て か ら 適 量 ( 2 て 3 滴 ) を さ 
し ます 。 少 量 し か 必要 と し な い 科 所 に は 、 
マッ チ 棒 な ど に 油 を つけ 塗る よう に し ま 


人 フレーム ベア リン グ 左 右 

人 フレ ー ム ロー ラー ゲー ジ 左 右 
〇 文字 盤 ガイ ドロ ー ラ ー 

・ 人 ム 文 字 盤 ラッ ク 

。 〇 左右 ボー ル ゲ ー ジ 前 後 左右 
。 〇 十文字 ボー ル ゲ ー ジ 上 下 左右 
。 〇 ビー ムロ ー ラ ー 左 右 

。 人 へ 後 部 レー ル ベ ア リン グ 

9。 ※ 〇 キー レバー フック 

10. ※ り ハン キン グ 軸 

11. ※ 〇 キー レバ ー 軸 

12. 人 キー レ パ ー 先 軸 ロ ー ラ ー 
13. 人 へ アー ム 軸 

14. 人 振子 軸 

15. へ ベル クラ ンク 軸 

16. へ ラッ クナイ フ 軸 

17、 ※ ヘ へ タイプ バ ー 軸 

21. ※ ム 縦横 変換 レバ パー 
26. 人 ハ 軸 引 軸 

27。 ※ 人 へ 頭 部 

28。 ※ 人 へ 野 引 ロー ラー 

29. 〇 上 部 レー ル ボ ー ル ケー ジ 左 右 
30、 〇 上 部 レー ル ボ ー ル ケー ジ ギ ヤ ー 
31 。 人 へ ライ ンス ペー サー 四 

32. ヘル ー ズ シャ フト 左右 

33. へ 縦 変換 レバ ー 

34. へ スラ イダ ー 左 右 

35. へ 上 部 レー ル 跳 止 ロ ー ラ ー 左 中 右 
37. へ 送 り ロ ッ ド 上 下 

38. 人 ム 縦 打 始 め プ レー キ 爪 軸 

39. ム 縦 横 微動 輪 

40. 〇 プラ テン 左右 メタ ル 
41. へ 蝶番 軸 

42. 〇 プラ テン ギャ ヤー 軸 

43. ハ 調 節 盤 軸 
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す 。 注油 箇所 及び 注油 量 は 別表 を 参照 し 
て くだ さい 。 ( 〇 印 は 1 週間 に 1 度 、 人 へ 
印 は 1 カ月 1 度 、※ 印 は 少量 注油 ) 


図 3 一 2O 注油 箇所 


ーー デ デ 
rh 
| 


第 民 ) 


7. 作業 環境 と その 管理 


1 ) 環境 づく り の 必要 性 と 考え 方 


タイ プラ イ テ ィ ング を 能率 的 に 行なう 
た め に は 、 タ イプ ライタ の 機能 、 タ イ ピ 
スト の 技能 の ほか に 、 そ れ ら を と り ま く 
作業 環境 と いう も の が 大 切 で す 。 こ れ は 
和文 タイ ピス ト に 限ら ず 、 ど の 職場 に お 
NGI も UN 2IGEGU よ の 

それ は 、 よ い 環 境 で 明る く 仕 事 が で き 
れ ば 労働 意欲 を 高め 、 全 体 の 作業 能率 の 
レベ ル ア ッ プ に 結び つく も の と 認識 され 
て いる か ら で す 。 

和文 タイ プ 事 務 の 場合 は 、 仕 事 の 性 格 
上 、 戦 前 か ら 作 業 環境 作り 、 管 理 は 現在 
で も 十分 に 通用 で きる よう な 形 で 行なわ 
れ て きま し た 。 

特に 官公 庁 、 大 企業 で は 、 文 書 事務 の 
中 心 は 浄 書 作業 で あり 、 こ れ が 円 滑 に 行 
な われ る か どう か に よっ て 文書 事務 全体 
の 能率 が 左右 され る た め 、 と り わ け 熱 心 
CS あっ 17EK の 598 

た と えば 、 は ほとん ど が 集中 管理 方 式 で 
タイ ピス ト の プー ル 制 が 実施 され て お り 
50 100 名 の タイ ピス ト が よく 整備 され 
< 一 室 で 作業 する と いう よう な ケー ス が 
あり まし た 。 そう し た 面 で は 、 和 文 タイ 
ピス ト 及 び タ イプ ライ ティ ング の 作業 環 
境 に つい て の 研究 は 、 す で に 40 数 年 前 か 
ら 行わ れ て きた と いえ ます 。 

し か し 、 そ れ も ぉ 近代 的 な オフ ィ ス づく 
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り が な され 、 事 務 機 が 圧倒 的 に 増え 複雑 
化し た 今日 で は 、 も う 一 歩 進め た 作業 環 
境 と いう も の が 求め られ る よう に な っ て 
きま し た 。 ま た 、 能 率 の 向上 は いっ そう 
厳し いも の と な り 、 全体 に より 高度 で テ 
クニ カル な 仕事 が 要求 され る な か で 、 環 
境 、 仕 事 、 人 間 の 全て を 通じ て 総合 的 、 
合理 的 な 管理 が 追求 され て も いま す 。 

し た が っ て 和文 タイ ピスト も 、 現 状 に 
甘え る こと な く 、 自 己 と その 環境 を 適 確 
に 把握 し 、 効 果 的 に 対処 し て いか な けれ 
ば な り ま せん 。 

& タイ プ 室 の 設置 

一 般 に は タイ ピス ト の "作業場 ” と い 
う 意 味 で す が 、 こ こ で は タイ プ 室 と いう 
場合 、 独 立 し て いる 場所 を 指 し ます 。 タ 
イ ピス ト の 多い 企業 で は 、 文 書 事務 の 集 
中 管理 が 行わ れ て いる た め に 、 タ イ ビス 
ト が プー ル 化 し 、 タ イプ 室 と し て 他 の 一 
般 事 務 と 分 け て 仕事 を する こと が 多く あ 
り ま す が 、 一 般 の 企業 で は 、 1 2 名 の 
タイ ピス ト の 場合 は 、 別 に タイ プ 室 を 設 
置 せ すず 、 つ い 立 て 、 あ る い は フロ アー の 
片隅 で 作業 を し て いる よう で す 。 し か し 
企業 に よっ て は 、 文 書 事務 に お ける タイ 
プラ イ テ ィ ング 作業 を 重視 し 、 ま た 、 タ タ 
イ ピス ト の 仕事 を 十分 に 理解 し 、 た と え 
人 数 が 少な く と も タイ プ 室 を 設置 し て い 
る と ころ も あり ます 。 

タイ プ 室 の 設置 に よる メリ ッ ト は 、 文 
書 事務 を 集中 的 に 管理 する こと に よっ て 
合理 的 な 作業 が で きる と いう こと で 、 具 
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体 的 に は 、 作 業 量 の 平均 化 、 外 注 費 の 節 
減 、 企 業 秘密 の 保持 、 文 体 、 形 式 の 統一 
化 に よる 企業 の イメ ー ジ アッ プ 、 タ イ ピ 
スト の 総体 的 な 技能 評価 な ど が あげ られ 
ます 。 また 、 デ メリ ッ ト な 面 で は 、 女 性 
だ け の 職場 に な る た め 、 チ ー フ タイ ピス 
ト が し っ か り と 管理 し な いと 、 変 な エリ 
ー ト 意識 を 持ち 、 ほ か の 社員 と の コミ ュ 
ニケ ーション が 円 滑 に いか な く な り 、 ま 
た 、 急 ぎの 原稿 で も 、 タ イプ 室 の 作業 状 
況 に 合わ せな けれ ば な ら な い 、 な ど が あ 
げ ら れ ま す 。 

し か し 、 総体 的 に は 、 タ イプ 室 の 設置 
は 、 ス ペー ス の 大 小 に か か わら ず 作 業 に 
集中 で き 、 タ イ ピ スト 自身 の 特技 者 と い 
う 誇り を 刺激 し 、 同 時 に 文書 事務 が 円 滑 
化す る 点 で 非常 に 効果 が ある と いえ ます 。 


aw 
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B タイ プ 室 の レイ アウ ト 

と か く 一 般 事 務 の 場合 は 、 オ フィ スレ 
イア ウト と いう こと が 重視 され て いま す 
が 、 こ と タイ プ 室 に つい て は 、 あ まり 神 
経 が 使わ れ て いな い の が 現状 で す 。 タ イ 
プ 室 の レイ アウ ト は 、 タ イプ ライ タ 及 び 
タイ ピス ト の 作業 スペ ー ス の 他 に 、 採 光 
や 防音 な ども 考慮 に 入れ な けれ ば な り ま 
せん 。 配置 面 で の レイ アウ ト に つい て は 
次 の よう な 型 が あり ます 。 
教室 型 と これ は タイ ピス ト が 20 名 前 
後 い る よう な と と ろ で 多く 採用 され て い . 
る ポピュラー な レイ アウ ト で す 。 全員 が 
一 方 に 向い て 作業 する と と か ら 集 中 度 を 
高め ます 。 ま た タイ プ 室 の 管理 者 や チー 
フタ イ ピ スト は 、 う し ろか ら 作 業 の 進行 
状況 を 見 る と と が で きま す 。 自然光 は 左 
後方 か ら と り タ イプ 室 の 入口 及び 受付 は 
後方 に 位置 する よう に 工夫 し ます 。 

また 、 最 前 列 は 礎 に 直接 タイ プ 机 を つ 
けず に 2mm ぐ らい 離し 通路 、 活字 、 備 品 、 
消耗 品 の 置場 と し て 利用 し ます 。 通 路 は 
二 人 が 楽に 通れ る よう に し ます 。 脇 机 は 
タイ プ 机 の 左側 に 置き ます 。 
対面 型 この レイ アウ ト は 、10 名 位 の 
タイ ピス ト が いる と ころ で 採用 され て い 
る 型 で 、 タ イ ピ スト が 向い 合っ て 作業 を 
し ます 。 作業 連絡 は 、 ち ょ っ と 手 を 伸 ば 
せ ば で きる の で 便利 で す 。 消耗 品 や 活字 、 
原稿 の 受け 渡し も 教室 弄 の よう に わざ わ 
ざ ぎ 席 を 立た な く て も スム ー ズ に いき ます 。 

た だ 人 に よっ て は 、 な ん と な く 気 が 散る 


よう で す が 軽 印刷 業 な ど で は 作業 工程 上 
便利 だ と いう と と で と の 型 が 多く 採用 さ 
れ で いま す 。 

T 字 型 この レイ アウ ト は 少 人 数 の タ 
イィ ピスト の 場合 に 多く 採用 され て いる 型 
で す 。 チ ー フ タイ ピス ト を 中 心 に し た レ 
イア ウト で 、 チ ー フ も 仕事 を し な が ら 進 
行状 況 が 管理 で きる と いう 利点 も あり ま 
す 。 タ イプ 机 の 前 面 が ぴっ た り と 合わ さ 
っ て いる の で スペ ー ス も 対面 型 と 同じ く 
あま り と ら ず 集中 化 さ れる の で 、 全 体 と 
し て は 部 室 が 小さ く て も 、 ス ペー ス は た 
っ ぷり ある よう に 感じ られ ます 。 

る 語 防 軸 議 品 

和文 タイ プラ イタ は すでに 60 年 余 の 歴 
史 を . も っ て いま す が 、 残 念 な が ら こ の 音 
に つい て の 研究 は あま りな され て いな か 
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っ た よう で す 。 それ で も 当初 の 機械 に 比 
べ 、 現 在 で は お よそ 2 分 の 1 は ど ま で 低 
く な っ て いま すし 、 タ イ ピ スト 自身 は あ 

まり 気 に な ら な いよ う で す が 、 第 三 者 が 
聞く と か な り 大 き な 音 と し て 聞え ます 。 

音 の 原因 は 、 和 文 タ イプ ライ タ の 機構 
その も の が 英文 タイ プラ イタ に 比較 し て 
オー プン に な っ て いる 部 分 が 多く 、 多 少 
の 防音 装置 ( カバー など) を 取り 付け て も 解 
消 で き な い こと 、 一 本 一 本 の 活字 を プラ 
テン に 打ち つけ る た め 打 字音 が 高い こと 、 
プ ラテ ン 中 が 空洞 で 音 が 共鳴 する な ど が 
あげ られ ます 。 

一 般 に 事務 機 を 取り 扱う 部 室 の 騒音 許 
容 は 60 て 65 ホ ン と いわ れ て いま す 。 和文 
タイ プラ イタ の 標準 機 ( 電動 は 除く ) だ 
と 平均 し て 70 ホ ン ぐ らい の 音 が 出 ま す 。 も ち 


タイ プ ブ 室 の レイ アウ ト の ュ ッ は 、 備 品 、 消 耗 品類 の スペ ー ス を 集中 化し 、 作 業 ス ペー 
ス を た っ ぷり 取る と と で す 。 教室 型 、 対 面 型 と 両方 の 利点 を 採る 場合 も や あり ます 。 


タイ プ 室 の レイ アウ ト 
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⑥ 見 合い 型 レ イア ウト . 
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ろ ん 、 タ イ ピス ト の 打 字 力 に よっ て も 相 
違 が あり ます 。 タ イプ 室 で 作業 する 際 は 
室内 その も の が すでに 吸音 設備 が し て あ 
れ ば 60 ホ ン 位 で 前 述 の 許容 に な り ま す が 、 
一 般 事務 と 同室 の 場合 は 共鳴 音 も 加わ り 
電話 の 近く だ と 聞き と れ な いこ と も ある 
の で 、 何 ら か の 対策 が 必要 で す 。 

また 、 騒 音 と いう も の は 、 聞く 側 の 心 
理 的 な 要因 が 多分 に あっ て 、 高 い 音 で も 
快 音 で あれ ば 、 さ は ほど 騒音 と は 感じ な い 
し 、 逆 に 不快 音 で あれ ば 騒音 に 感じ る と 
いう 具合 で すか ら こ うい う 点 も 考慮 しま 
す 。 タ イプ 室 そ の も の に 吸音 設備 が あれ 
ば 数 人 台 の タイ プラ イタ ー が 一 度 に 作動 し 
て も ゃ も 、 問 題 は な い の で す が 、 パ ネル だ け 
の タイ プ 室 、 (上下 か ら 音 が 出る ) ある 
い は つい 立 で だ け の タイ プ 室 で は 、 第 三 
者 の 作業 に 影響 を 与え な い 程 度 の 対策 は 
必要 で す 。 天井 に 吸音 板 を 取り 付け 機械 
に も タイ プ 用 吸音 板 を 1 台 1 台 に 取り 付 
け て いる タイ プ 室 で は 、 全 機 (18 台 ) が 
いっ せい に 作動 し た 時 で も 平均 70 て 80 ホ 
ン ぐ らい の 音 ま で 吸音 し て し まう そう で 
す 。 機械 に 取り 付け られ る 防音 用 具 に は 
機械 の 下 に 敷く 吸音 マッ ト 、 機 械 の まわ 
り を 囲む 吸音 パネ ル 、 ま た プラ テン 内 部 
だ 吸音 ゴム を 入れ た り 、 調 節 脚 に 防 振 ゴ 
ム を 使用 し て 音 を 低く する も の な ど が 市 
販 さ れ て いま す 。 

いずれ に し て も と の 問題 は 、 タ イ ピ ス 
ト 自身 より も 、 あ くま で 第 三 者 へ の 騒音 
の 許容 と し て 考え られ ます 。 
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D 採光 に つい て 

タイ ピスト は 一 日 中 、 原 稿 や 細か い 活 
字 を 見 て いる の で 、 健 康 な 人 で も 少し は 
目 が 疲れ ます 。 

採光 と いう こと は 「 照 度 が 作業 の 効率 
に 影響 を 及ぼ すこ と は 一 般 に 知ら れ て い 
る 。 適切 な 照 度 の 許 に お いて は 生産 が 高 
まり 、 疲 労 を 低下 させ 供 適 に 作業 が で き 
る 」 と いわ れる よう に 、 健 康 管理 と いう 
面 で も 大 切な こと と で す 。「 タイ プ 室 が 明 
る すぎ る 」 と いう 声 は あま り 聞 きま せん 
が 「 な ん と な < く 暗い ] と いう 声 は よく 聞 
きま す 。 

作業 を する 場合 に は 、 そ の 作業 に 適し 
た 明 る さ が 必 要 で す 。 室内 の 場合 は 、 こ 
の 明る さ を 自 然 光 と 電球 又は 蛍光 灯 な ど 
の 人 人 造 光 か ら 採っ て いま す 。 し か し 、 こ 
の 自然 光 の 明る さと 人 人造 光 の 明る さ の 差 
( 明度 差 ) が あり すぎ る と 、 か えっ て 目 
を 趣 く する の で 、 明 る さ の バラ ンス が 必 
要 で す 。 自然 光 だ け で 十分 に 明る い タ イ 
プ 室 で も 多く 、 蛍 光 灯 (タイ プラ イト ) 
を 使用 する の は その た めで す 。 

J T S の 所 要 照 度 の 基準 で は 、 タ イプ 
室 の 場合 は 500 ル ックス (1 ルッ クス は 
100 W 電 球 か ら 1 w 離 れ た と ころ の 明る 
さ ) に な っ て いま す が 、 こ れ に 蛍光 和 灯 の 
明る さ を プ ラス し ます と 、 700 ルッ クス 
前 後 の 明 る さ に な り 、 細 か な 活字 や 原稿 
も よく 見 え 、 自 然 光 と の 明度 差 も ああ まり 
な い の で 疲れ ませ ん 。 採光 は 左側 か ら が 
原則 で す が 、 明 度 差 を 少な くす る た め に 


タイ プラ イト を 機械 の 右側 に 置く 場合 も 
あり ます 。 但し この 場合 は 自然 光 は 左側 
で す 。 新しく タイ プ 室 を 設置 する 時 に は 、 
市 販 さ れ て いる ルッ クス メー ター で 実測 
ずる 届 ポ の 1@ じ の 8 


表 3 一 5 明る さ の 所 要 了 照度 表 


1.500 ル ックス 


s オフィス の タイ プ 室 
* 図書 閲覧 室 


*・ 工場 で の 超 精 密 作業 
* 住宅 で の 裁縫 

*・ ミシン 縫い 

。・ し し ゅ う 

・ 学 校 で の 製図 

・ 裁 縫 


300 ル ックス 
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2) タイ プ 作 業 管 理 


ム 原稿 の チェ ッ ク 

タイ プ 作 業 工 程 の 中 で 一 番 問題 と され 
て いる の が 原稿 の で き 具 合 で す 。 官公 店 
や 大 企業 で は 文書 規定 ( 官公庁 の 場合 は 
公文 書 規 定 ) と いう も の が 基準 に な っ て 
原稿 が 作成 され ます が 、 そ の 他 の 場合 は 
起 稿 者 の 判断 に ま か さ れ て いま す 。 文書 
形式 に つい て は 、 タ イ ピス ト 自 身 が 判断 
する に し て も 、 原 稿 その も の に つい て は 
あく まで も 起 稿 者 の 貴 任 に な り ま す 。 し 
か し 、 仕 事 の 立場 で は 、 タ イ ピ スト も 起 
稿 者 も 共同 責任 で ある こと を 心得 な けれ 
ば な り ま せん 。 
③④ 入 生 時 に チェ ッ ク す る 事項 

ア 誤字 、 脱 字 、 あ て 字 、 自 己 流 の くず 
し 字 な ど が な いか を 調べ ます 。 

イ . 原稿 中 の 欠 字 は カナ 書き し て いる こ 
と が ある の で 、 そ の 時 に 確か め ま す 。 
ウゥ . タイ プ 依 頼 伝 票 の 記入 事項 を 間違い 
な いよ うに 確か め ま す 。 

ェ . 仕上 り 時 間 に つ いて は 起 稿 者 と よく 
打ち 合わ せま す 。 

オォ . 表 な ど が 入る 原稿 は 、 あ ら か じ め 大 
き さ 、 位 置 な ど 簡単 に レイ アウ ト し た も 
の を 添付 し て も らい 、 特 に 指定 の な いと 
き は タイ ピス ト の 判断 で 行ない ます 。 

ヵ . 一 つの 原稿 を 分 け て 打つ 場合 は 、 体 
裁 を 同じ も の に する よう 注意 し ます 。 ピ 
ッ チ 指定 は 特に 気 を つけ る こと で す 。 
キ . 使用 活字 は 起 稿 者 と 相談 し ます 。 
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7. 作業 環境 と その 管理 


⑧ 印字 終了 
了 。 内 校 ( タ イプ 室内 で タイ ピス ト が 校 
正す る ) の 場合 は 、 一 人 で や ら ず 、 で き 
る だ け 二 人 で 読み 合わ せ を し ます 。 
イィ . 先方 校正 ( 起 稿 者 が 校正 ) の 場合 は 
迅速 に 起 稿 者 に 連絡 し ます 。 ま た 、 校 正 
の 際 に は 文字 訂正 、 語句 の 加筆 、 追 稿 は で 
きる だ けし な いよ うに 伝え ます 。 
ウ 。 印刷 を 必要 と する 場合 は 、 後 で 刷り 
増し を する か どう か を 確認 し て お き 、 必 
要 の 際 は 版 を 保存 し て お き ます 。 
エ . 校正 終了 後 は 依頼 伝票 の 記入 事項 と 
照 し 合わ せ 間 違い な いか を 確認 し ます 。 
オ . 清 打ち の 校正 は 複写 機 で コピ ー を と 
っ た も の を 渡し ます 。 

B 作業 の 流れ と 依頼 伝票 

タイ プ 作 業 の 工程 は 、 印 刷 シ ステ ム に 
よっ て 若 十 和 違い ます が 、 そ の 基本 的 な 流 
れ は 、 起 稿 者 タイ プ 室 ( 係 、 受付 ) 一 
タイ プラ イ テ ィ ング -* 校 正 一 印 刷 ( 印 書 
の 場合 は 完了 ) つ 起 稿 者 と いう 順に な っ 
て いま す 。 先方 校正 の 場合 は 、 校 正 一 起 
稿 者 み タ イプ 室 に な り ま す 。 

文書 事務 の 集中 管理 が 行わ れ て いる と 
ころ で は 、 起 稿 者 が 原稿 と 同時 に 依頼 伝 
票 、 ま た は タイ プ 依 頼 書 に 必要 項目 を 記し 、 
タイ ピス ト は これ に よっ て 作業 を すす め 
ます 。 この 依頼 伝票 に は 、 受 付 日 時 、 起 
稿 者 名 と 所 属 部 課 名 、 タ イプ する 原稿 の 
内 容 、 印 刷 方 式 、 使 用 用 紙 、 枚 数 、 仕 上 
り 時 間 な どの 項目 が 記載 され て いて 大 き 
さ は B 5 判 か B 6 判 位 で す 。 起 稿 者 が 簡 


122 る 


単に 記入 で きる よう 各 項 目 は ひ x 式 に な 
っ て いま す 。 ま た 、 1 2 名 程度 の 小 人 
数 の タイ ピス ト の 場合 は 、 受 付 ノ ー ト を 
作成 し 、 起 稿 者 、 原稿 内 容 (特に 件 名 ) 必 要 
枚数 、 所 要 時 間 ( タイ プラ イ テ ィ ング に 
要 し た 時 間 ) な ど を 記入 し ます 。 

と か く 一 人 だ て 面倒くさい ので 、 記 録 
を し な い 場 合 が 多い の で す が 、 こ れ は 資 
料 と し て も 使え る の で 、 必 ら ず 記録 する 
よう に 心掛け る べき で す 。 

な お 、 職 場 に に っ て は タイ プ 依 頼 伝票 
の 記入 時 に お いて 、 タ イプ する 必要 が あ 
る か どう か を チェ ッ ク す る シス テム を 採 
っ て いる と ころ も あり ます 。 この 場合 は 
タイ プ 室 が 所 属す る 課 の 上 司 が 受付 を し 
(GOYO) dSI2) ek 


図 3 一 25 タイ プ 依 頼 伝票 見 本 


第 6 号 様式 ( 弟 き 1 条 第 1 項 ) 


沼 書 依 頼 豆 
音 長 | 提 当 者 
課 
株 名 
TEL ( ) 
件 名 
複写 部 数 部 
原村 枚数 ー 
爺 枚 数 枚 
痢 タイ プ 紙 原 原 そ 
1 自動 原紙 辞令 原紙 の 他 
和 紙 手 刷 原紙 hu 打 
鶴 角 月 日 衣 還 B 時 分 | 


紋 1 依頼 の 根 は 、 決 直文 書 を 


下位 に は 記入 し な いと と 。 
仁 意 事項 


受付 月 日 月 昌 
族 書 隊 提 
次 半 完 成 HH 
所 切 時 間 時 間 


@⑯ 自 己 管 理 

和文 タイ プラ イ テ ィ ング は 、 角 度 を 変 
えて みれ ば 、 長 時 間 椅 子 に し ば りつ けら 
れる 苦痛 と 、 時 間 的 拘束 に よる 精神 的 圧 
迫 の 相当 厳し い 仕事 で す 。 そ し て 、 上 単調 
で あり な が ら 集 中 力 が 要求 され る 一 方 、 
持て る 知識 と 技能 を 十分 に 発揮 し な けれ 
ば な ら な い 職 種 で す 。 と の た め 、 肉 体 と 
精神 の バラ ンス 、 充 実は 常に 関係 者 や タ 
イ ピス ト 自 身 の 大 き な 課 題 と な っ て いま 
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以下 は と うし た 観点 か ら 求め られ て い 
る タイ ピス ト の 自己 管理 法 で す が 、 管 理 
者 に と っ て も 効果 的 な ヒン ト を 与え られ 
る も の で し ょ う 。 

。 定期 検診 な ど は 必ず 受け 、 病 気 に 対 
し て の 先制 を 旨 と し 、 和 常に 健康 の ベス ト 
を 心掛け る と と 、 特 に カゼ に 注意 。 

。 睡眠 は で きる だ け 多 く と る と と 。 

。 食物 は で きる だ け ア ルカ リ 性 の も の 
を 。 食事 を 抜い た り し な いと と 。 

。 うがい を 励行 する と と 。 

。 化粧 は は ほど ほど に し て 爪 は 短 か く 。 
。 服装 は ユニ フォ ー ム が な けれ ば 、 長 
そ で で 動き 易く 軽い も の が よい 。 

。 靴 は ハイ ヒー ル は さけ 、 中 ヒー ル ま 
た は サン ダル を 使用 。 
。 休憩 時 間 ( 昼 休み 以外 ) は 必ず と る 
と と 、 午 前 より 午後 3 時 頃 か ら 30 分 位 が 
適当 。 

。 昼休み に は で きる だ け 身 体 を 動か す 
由 う (お る (と と 。 
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。 と きど き 手 首 を 上 下 に 振っ た り 、 首 

を 上 下 、 左 右 に た お し た り 、 両 肩 を 上 下 

する よう な 簡単 な 体操 を する と こと 。 

。 低 血 圧 、 あ る い は 冷え 症 の 人 は 、 ひ 

ざか け ( 毛布 な ど ) を 用 意 し て 、 気 温 に 

変化 が あれ ば 早め に 着用 する と と 。 

。 作業 日 程 を 必ず つけ る よう 心掛け る 

と と 。 ま た 、 和 常に 関係 部 所 へ の 連絡 を 忘 

れ な いと と 。 

。 自分 の 技能 に 合わ せ て 仕事 を し 、 納 

期 、 仕 上 り 時 間 は 厳守 する と と 。 

(タイ ピス ト の 健康 管理 、 休 憩 時 間 の と 

り 方 な ど は 第 5 章 を 参照 ) 

。 と と 仕事 に 関し て は 秘密 を 厳守 する 。 

。 目 の 悪 い 人 は 仕事 中 で も メガ ネ を か 
ける よう (に する 。 


表 3 一 6 タイ ビス ト の 病欠 の 原因 
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和文 タイ ピス ト ・ ハ ンド ブッ ク 


1. 印刷 (に つい て 


1 ) 印刷 の 役割 


「 一 国 の 文化 の バロメーター は 、 そ の 
国 の 印刷 物 の 質 と 量 で は か る と と が で き 
る 」 と 従来 か らい われ て きま し た が 、 経 
済 大 国 に の し あがり 、 世 界 第 2 位 の 出版 
量 を 誇る 我が国 は 、 ま さ に と れ を 実証 し 
た 典型 た と も ちい える で し ょ う 。 

確か に 、 テ レビ 、 ラ ジオ な ど 情 報 伝達 
の 手段 が 発達 し た 今日 で も 、 私 達 の 日 常 
は 新聞 、 雑 誌 、 ポ スタ ー、 チ ラ シ 、 カ タ 
ログ 、 ダ イレ クト メー ル な ど が 運ん で く 
る 情報 を 湯水 の 如く 消費 し 、 生 活 に 役 立 
て て いま す 。 

それ は 、 印 刷 物 み 電 波 媒 体 に 比べ ニュ 
ー ス 性 、 視 覚 性 で は 劣る も の の 真実 を 伝 


系 
タイ プ ブ 製版 と 印刷 ・ 製 


四 


2 


1 
1 
1 
新聞 、 書籍 か ら 宣伝 広告 物 と 、 秒 達 が 日 頃 手 に する 印刷 物 の 何 割か は 、 和 到 タ イブ  ! 
ライ タ で 組版 さて て いま す 。 それ も その は ず 、 活 坂 印刷 、 オ フ セ ッ ト 印 刷 と と も に 、 
その 一 長 一 短 を カバ ー し あっ て が っ ちり と スク ラム を 組ん で いる の が タイ プ 印 刷 な の 1 
で す 。 それ だ け に 今日 の 和文 タイ ビス ト は 、 原 稿 を た だ タイ プ す る だ け で は な く 、 製 ! 
版 、 印 刷 、 製 本 まで の 幅広 い 知識 を 持た な けれ ば な り ま せん 。 ! 
【 
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える に 何ら 不足 な い ば か りか 、 言 葉 を 定 
着 し 、 複 製 し 、 情 報 の 内 容 や 意味 を 確実 
に 伝え る 点 で は 最も 優れ 、 豊 富 で も あり 
選択 利用 の 範囲 が 広い と いう メリ ッ ト を 
持っ て いる か ら で す 。 

また 、 文 化 を 記録 保存 し 、 伝 達 継承 さ 
せ て いく うえ に 、 と れ 以 上 の 手段 は な い 
が の で 35 

と の よう に 、 印 刷 物 は コミ ュ ニ ケー シ 
ョ ン の 要素 を 総合 的 に 持つ 優れ た 伝達 手 
段 と し て 文化 を 担っ て いる の で す が 、 そ 
の 役割 を 支え る 技術 が “印刷 、 で ある と 
と は 言葉 を 待ち ませ ん 。 

大 戦 を 経て 我が国 の 印刷 産業 は 、 路 地 
裏 の 家内 工業 か ら 近 代 設 備 を 備え た 工場 
へ と 脱皮 し て きた な か で 、 印 刷 方 式 は 活 
版 か ら 平 版 印 刷 主 体 へ と 移行 し 、 印 刷 機 
材 も 目 を 見 張る ほど 充実 し て きま し た が 
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1。 印刷 に つい て 


技術 の 革新 は 、「 印 刷 で き な い も の は 空 
気 と 水 だ け だ 」 と いう 頂点 を 持つ に 至っ 
で いぼ ます 。 

し た が っ て 今日 の 印刷 の 役割 は 、 と の 
高度 で さま ざま な 技術 を いか に 駆使 し て 
文化 と ヒコ ミュ ニケ ーション 役立て る か 
(あり ます 。 


2 ) 印刷 の 種類 と 方 式 


現在 、 ほ と ん どの 印刷 物 は 、 凸 版 印 刷 、 
凹 版 印刷 、 平 版 印刷 、 孔 版 印 刷 の 四 つ の 
方 式 に よっ て 印刷 され て いま す 。 (と の 
他 に アニ リン 印刷 、 金 属 印刷 な どの 特殊 
印刷 が あり ます が 、 和 文 タ イプ ライ タ と こと 
の 関係 が 少な いた め 省 略し ます 。 ) 

ム 凸版 印刷 

15 世 紀 に グー テン ベル グ に よっ て 活版 
印刷 方 式 が 発明 され て 以来 の 、 最 も 古い 
歴史 が ある も の で 、 現 在 で も 新聞 、 書籍 、 
か ら 名 刺 ( に 至る まで 広く 利用 され て いま 
5998 

原理 は 、 版 の 表面 に 凹凸 を 作り 、 そ の 
西部 に イ ン キ を 付着 させ 、 と れ を 被 印 刷 
体 ( 用紙 な ど ) に 密着 させ 一 定 の 印 圧 を 
加え て 印刷 する 方 式 で す が 、 活 字 に よる 
活版 印刷 、 新 聞 な どの 鉛 版 印刷 、 写 真 製 
版 技 術 に よる 亜鉛 印刷 や 銅版 は 、 す べ て 
と の 方 式 に よっ て いま す 。 

文章 は 1 本 1 本 の 活字 で 組み 、 写 真 、 
図版 は 写真 製版 法 で ネガ フィ ルム 原版 を 
作り 、 と れ を 亜鉛 凸版 や 銅 凹 版 に 製版 し 
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て か ら 、 組 み 付 け 終 っ た 活字 の 版 に 組み 
込む 方 式 で 印刷 を 行ない ます が 、 大 量 の 
印刷 は 紙 型 鉛 版 な どの 複製 版 で 印刷 され 
る の が 一 般 的 で す 。 

凸版 印刷 は 力強く 、 コ ク の ある 印刷 が 
得 ら れ 、 長 い 文章 を 組む 版 な ど に 適し て 
いま す 。 

B 凹 版 印 刷 

グラ ビア 印刷 と 彫刻 思 版 印刷 が あり ま 
す が 、 グ ラビ ア 印 刷 は 、 高 級 グ ラフ 雑誌 
な ど 、 彫 刻 思 版 印刷 は 比較 的 高級 な 印刷 
物 、 た と えば 紙 敵 、 地 図 、 証 券 類 の よう 
な も の に た 利用 され て いま す 。 

原理 は 、 凸 版 と は 逆 で 思 部 に イン キ を 
浸し 紙 な ど に 刷り と る 印刷 で す が 、 写 真 
は 凹 部 (と の 方 式 で は 同じ 大 き さ の 点 ) 
の 深 さ で 表現 し ます 。 そ の た め イ ン キ が 
被 印 刷 体 に 盛 ら れ 、 豊 か で 鮮明 な 印刷 が 
得 ら れ ま す 。 た だ し 、 途 中 修正 は むず か 
し く 製 版 は 熟練 を 要 し ます 。 グ ラビ ア 印 
刷 の 用 紙 は ロー ル 状 で 使用 され 、 印 刷 機 
も 高速 で ある と と ろか ら 、 ス ピー ド と 量 
を 必要 と する 印刷 物 に 適し て いま す 。 
C 平版 印刷 

いわ ゆる オフ セッ ト 印 刷 と 呼ば れ 、 石 


. 版 印刷 か ら 発 達し た も の で す が 、 比 較 的 


新しい 方 式 に も か か わら ず 用 途 が 広く 、 
生産 コス ト が 安い な ど 、 印 刷 の メリ ッ ト 
の 総合 性 で 他 の 方 式 に 勝っ て いる た め 、 
現在 の 印刷 の 多く は と れ に よっ て いま す 。 

シン シン /XN 軍 DS スニ ペッ ニワ 
な どの 版 材 の 平面 上 に 化学 的 処理 を 加え 


て 、 画 線 部 と 非 画 線 部 (イン キ の 苦く 部 
分 と 付か な い 部 分 ) を 構成 させ る 技術 で 

具体 的 に は 版 材 に イン キ を 付着 させ 、 文 
子 や 線画 と な る 部 分 に 油性 の 入内 を イ 
て か ら と れ を 水 で ぬら し 、 もう一度 イン 
キ を つけ る と 、 水 と 油 が 反発 し て 、 油 性 
の 皮膜 部 分 だ け に イン キ が 付着 する こと 
を 利用 し た 印刷 方 式 で す 。 一度 ゴム 胴 に 
転写 し て か ら 印 刷 す る た め 、 凸 加 版 に 比 
較 し て 鮮明 度 は や や 落ち ます が 、 用 紙 へ 
の 適応 性 が 高く 多 色 印刷 に 適し て いま す 。 

製版 は 文字 原稿 、 写真 原 稿 とも 写真 製 
版 で 行なわ れ 、 写 真 な どの 漠 淡 付 網 点 の 
大 小 で 表現 され ます 。 
D Ne 

孔 版 は 、 原 紙 な どの 特種 版 材 に 文子 、 
線画 の 孔 を あけ 、 こ の 孔 を 通し て イン キ 
を 被 印刷 体 に 印刷 する 方 式 で 、 騰 写 印 刷 
や シル クス クリ ー ン 印刷 が 代表 で す 。 庄 
写 印 刷 は 別項 で も 説明 し て いる の で 、 こ と 
と は 要点 だ け に と ど め ます が 、 版 を つく 
る の (CC 専門 家 の 手 を まっ た く 要 せ ず 、 

CC 鉄 筆 で 手書き し 、 そ れ を 絹 を 張っ た 
人 の ーー レン ドモ 
了 え て 剛 る 膳 写 印刷 に 、 タ イプ ライ タ 

で 原紙 に 文字 を 組版 し 、 そ れ を 輪転 勝 写 
人 る タイ プ 孔 版 和紀 と が あり ます 。 

ら も 経済 的 で す が 、 版 の 耐久 力 が 
ei し て い 
ます 。 た だ し 後者 は 、 活 字 を を 使っ た 印刷 
物 が で きる とこ と に 加え 、 用 紙 が 自動 的 、 
電動 的 に 送り 込ま れる 印刷 機 も あり 数 填 


容易 で 、 ポ スタ 


写真 技術 が 応用 され 、 写 


タイ プ 製 孤 と 印刷 ・ 製 本 ・ 第 4 意 


凸 版 
( 活 販 ) 


図 4 一 1 版 式 


部 印刷 で きる よう に な っ て いま す 。 
ほ 、 灯 写 版 を 大 
さく し た よう な 印刷 方 式 で す が 、 製 版 は 
ー、 有 有 板 な ど に よく 利用 
され て いま す が 、 布 地 に も 印刷 で きま す 。 
最近 は 自動 印刷 が で さる よう に な り ま 
し た が 、 多 く は 手 吊り で あり 少 器 用 、 小 
部 数 の 印刷 物 に 適し て いま す 。 マ ッ ト イ 
ン キ を 使っ て いる た め 、 色 の 重ね で 別 の 
色 を 表現 する こと は 困難 で す が 、 近 年 、 
真 表現 も 可能 と 


シル クス クリ ー ン 印刷 ( 


ぷ の ゆま し た 。 


山 紀 記 


2。 タイ ジブ 印 刷 


2. タイ ジ 印 刷 


1 ) タイ プ 孔 版 印 刷 


ム 特徴 と 利点 
膳 写 印 刷 の 一 つ 。 和 文 タ イプ ライ タ で 
原紙 に 印字 し た 「 版 」 を 輪転 膳 写 機 の 版 
胴 に 巻き 付け 、 そ れ に イン キ を 塗っ た ロ 
ー ラ ー を 付着 、 回 転 さ せる と 、 印 字 に よ 
っ て あけ られ た 文字 の 線 ま た は 孔 か ら イ 
ン キ が 通っ て 用 紙 に 付着 する 方 式 で す 。 
鮮明 度 と いう 点 で は 活版 、 写 植 、 あ る 
い は タイ プラ イタ に よる 清 打ち に 比べ 見 
劣り し ます が 、 文 字 主 体 の 簡便 な 印刷 方 
式 で ある た め 会 社 、 官 公 庁 、 学 校 な ど で 
広く 利用 され 、 社 内 文書 、 あ いさ つ 状 、 
学校 新聞 、 試 験 答案 用 紙 、 説 明 書 、 報 千 
書 、 マ ニュ アル 物 な ど に 適し て いま す 。 
その 利点 は 次 の 通り で す 。 
* 和文 タイ プラ イタ を 文字 組版 機 と し 
て いる た め 、 明 瞭 な 活字 に よる 印刷 物 が 
KGNSMcRE9IS 
・ 小 部 数 印刷 が 早く 、 安 く で きま す 。 
・ 印刷 機 の 取り 扱い と 印刷 工程 が 簡単 
な た め 素 人 で も 印刷 が で きま す 。 
*・ 印刷 機 な どの 配置 が 楽 で 、 仕 事 場 の 
スペ ー ス を と り ま せん 。 
* 2 千 部 て 3 千 部 の 印刷 が で きま す 。 
* 印刷 イン キ は チュ ー ブ 式 、 カ セッ ト 
式 に な っ て いて 手 を 汚す 心配 は あり ませ 
ん 。 ま た 修正 方 法 も 他 の 印刷 に 比べ 簡単 
(で きま すず す 。 
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写 4 一 1 透明 テー プ を 使用 し て の 原紙 打ち 


B 文字 組版 の 考え 方 

原紙 打ち し た も の を その まま 印刷 の 版 
と する た め 、 原 紙 の 選択 、 扱 い 、 あ る い 
は タイ プラ イ テ ィ グ に は 十分 な 注意 が 必 
要 で す 。 

* 原紙 が 完全 に 抜け する よう に 打 宇 万 の 
コン トロ ー ル か 必要 で す 。 

* 打っ た も の が 版 と し て 使用 され る の 
で 、 原 紙 を 傷 け な いよ う 注 意 し ます 。 

*・ タイ プ 活 字 の 目 詰 まり を 防ぐ た め だ 
透明 テー プ を 使用 し ます 。 

・ 頁 も の は と じ し ろ を 考え 、 位 置 を 間 
違わ ず に 印字 する と と で す 。 

* 印刷 用 紙 の 大 き さ と 、 原 紙 の 印字 面 
積 を あら か じ め 頭 に 入れ て か ら 印 字 し ま 
す 。 ( 原紙 の 打ち 方 、 修 正方 法 は 複写 と 
膳 写 の 項 を 参照 ) 


0 | 


C 写真 と 図版 の 使用 

文字 以外 の 版 で 手書き が 不可 能 な も の 
た と えば 写真 、 図 版 な ど は 電子 製版 機 に 
よっ て 版 を つく り 原 紙 に は り 込 み ま す 。 
また 、 見 出し 文字 (手書き の 文字 また 
は 4 号 以 上 の 大 き な 文 字 ) を 入れ る 場合 
は 、 フ アッ クス また は タイ パー を 利用 し 
ます 。 タイ パー を 使う 場合 は 、 製 版 台 に 
必要 な 活字 を 適当 な 間隔 に 並べ 、 そ の 上 
だ 原紙 の 文字 を 入れ る 部 分 を 置き 、 更 に 
その 上 に だ 薄 紙 (吸い 取る よう な 紙 ) を か 
な ぶせ 、 タ イ パ ー ま た は 木 ハ ンマ ー で 軽く 
た た き な が ら 人 原紙 を 抜き ます 。 原紙 に 直 
接 カ ッ ト や 図版 を 入れ る 場合 は 、 校 正 台 
また は プラ スパ バード や すり を 下敷 き 、 
原紙 に セロ ファ ン 紙 を の せ 鉄 筆 で 描き ま 
9 計 

D 騰 写 印刷 機 の 種類 と 操作 

タイ プ 印 刷 で 最も 多く 使用 され て いる 
も の は 複 胴 式 で 電動 ・ 手 動 兼 用 型 と 手動 
型 と が あり ます 。 

タイ プラ イタ で 孔 版 し た 原紙 の 台紙 の 
ミミ を 輪転 機 の 金具 に セッ ト し 、 手 回 し 
で 10 回 ぐら い 回 転 さ せる と 、 原 紙 に イン 
キ が 均一 に 付着 し ます 。 次 いで 原紙 に し 
わが な いか を 確か め た 上 で 人 台紙 を 取り は 
ず し 、10 回 ぐら い 試 し 刷り を し て か ら カ 
ウン ター の 目盛 を 0 に し て 印刷 し ます 。 
試し 刷り の 際 用 紙 に 黒点 や 黒 線 が あれ ば 、 
セッ ト し た 状態 で 修正 液 で 消し ます 。 
最近 の 機械 に は 必要 枚数 を あら か じ め 
セッ ト し て お く と 、 自 動 的 に 停止 する 装 
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置 や 合 紙 を 自動 的 に 送り 込む 装置 な ど を 
も つづ つ 機種 が あり ます 。 

単 胴 式 の 輸 転 膳 写 機 に は 、 胴 の 中 に イ 
ン キ を た くわ え 、 胴 の 回 転 に つれ て 遠心 
力 の 応用 で イン キ が 小さ い 穴 か ら 出 る 型 
と 、 胴 の 外側 に イン キ を ヘラ で 塗り 、 そ 
の 上 に 原紙 を 巻き つけ る 型 と が あり ます 。 

膳 写 版 の 手 刷 り 印 刷 は 、 手 刷 用 タイ プ 
原紙 を 使用 し 、 ロ ウ 原 紙 と 同じ 要領 で 印 
刷 し ます 。 

いずれ の 場合 も 、 原 紙 が し わ に な ら な 
いよ うに 慎重 に セッ ト す る と と が 大 切 で 
す 。 イ ン キ は タイ プ 原 紙 の 材質 に あっ た 
中 性 イン キ を 多く 使用 し ます 。 

EE 印刷 上 の 注意 

・ 輪転 膳 写 機 を 利用 し て の 印刷 枚数 は 
3 千 部 前 後 が 限度 で 、 そ れ 以 上 必要 と す 
る 場合 は 版 を 新しく 作り ます 。 

・ 印刷 用 紙 に は 孔 版 用 に 適し た 孔 版 用 
紙 (上 質 、 中 質 ) が 多く 使用 され イン キ 
の 乾き が 違う アー ト 紙 な ど は 使用 し ませ 
ん 。 

・ ゴジ ッ ク 体 の 多い 文書 や 図版 、 写 真 な 
どの スペ ー ス が 多い 場合 は イン キ の 乾き 
が 遅い の で 、 印 刷 の 際 に は か な ら ず 合 紙 
を 入れ 、 印 刷 物 の 裏面 に イ ン キ が 付か な 
いよ うに し ます 。 

・ スク リー ン ( 絹 張り ) は イン キ の 目 
詰り が 目立っ て きた ら す ぐに 取り か えま 
3 
< 印刷 用 紙 や 使用 活字 に よっ て イン キ 
の 出 具 合い を 調整 し ます 。 
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2) タイ プ オ フ セ ッ ト 印 刷 
( P・T<O 印 刷 ) 


久 ダイ プ オ フ セ ッ ト 印 刷 の 特徴 

タイ プ オ フ セ ッ ト 印 刷 は 別名 P・ 穫 ・ 
O 印 刷 と も 呼ば れ て いま す 。 

P・ 工 ・O と は Phots . Type .Offset 
の 頭 文字 を と っ て 付け た 名 称 で す が 、 と 
れ で 示す 通り 、 タ イプ ライ タ で 文字 組版 
し た も の を カメ ラ で 撮影 し 、 フ ィ ル ム 原 
版 に し た あと 、 ジ ンク 版 、PS 版 な ど に 
焼き 付け て 出版 を 作り 、 オ フ セ ッ ト 印 刷 
機 に か け て 印刷 する 方 法 で す 。 

膳 写 印刷 に 比較 し て 高速 印刷 、 量 印刷 
が で き 、 写 真 は も ちろ ん 、 色 刷り も 美 し 
く 得 られ ます が 、 経 済 性 も 一 般 の オフ セ 
ッ ト 印 刷 物 ( 写 植 で 文字 組版 ) に 比べ て 
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有利 で す 。 

利用 形態 は 、 活 版 印 刷 と 並び 文字 主体 
の 頁 物 な ど に 多く 利用 され て いま す が 、 
タイ プラ イタ に よる 文字 組版 の 利点 を オ 
フ セ ッ ト 印 刷 方 式 に 連携 させ た 方 式 で あ 
る と と よ と 、 活版 印刷 の 短所 一 広く 場所 を と 
っ て 活字 を 準備 し 、 文 選 、 植 字 と いう 面 
倒 で 高度 な 技術 を 要する 工程 が ある 一 を 
カバ ー で きる と と な どか ら 、 と の 方 面 で 
の 発展 は 大 きく 約束 され て いま す 。 
また 製版 は 、 写 真 製 版 が 主 で あっ て も 
ネガ 原紙 打ち 、 ポ ジフ イル ム 打 ち 、 直 打 
ち ( 以上 は 「 タ イプ 製版 」 の 項 参 照 ) な 
どの 、 必 ず し も と れ に 含ま れ な い 種 類 が 
あっ て 、 目 的 や 種類 に 合わ せ 併用 、 単 独 
に 用 いら れ て いる と と も タイ プ オ フ セ ッ 
ト 印刷 の 特徴 で す 。 

B タイ プ オ フ セ ッ ト 印 刷 の エエ 程 

タイ プ オ フ セ ッ ト 印 刷 の 工程 は 別表 の 
よう な 流れ を 持っ て いま す が 、 高 度 な 印 
刷 物 が 得 ら れる だ け に 、 孔 版 印刷 より も 
復 雑 で 、 活 版 印刷 より も 合理 的 な 仕組 み 
(CC な っ て いま す 。 

最近 で は 印刷 機器 資材 の 発達 に より と 
の よう な 工程 が 次 第 に 短縮 化 さ れ て いく 
傾向 が あり ます 。 特に 製版 カメ ラ に お い 
て は アイ テイ ッ ク の よう な 高度 な 自動 製 
版 機 が 使用 され コス ト の 面 で も 、 製 版 精 
度 の 面 で も か な り の 効果 を あげ て いま す 。 
また 印刷 機 も 大 型 機 が 使用 され 、 文 字 
物 は も と より 色 も の も 均一 な 印刷 物 が 得 
られ る よう に な っ て きま し た 。 
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図 4 一 2 印刷 の 工程 
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C タイ プ 製 版 の 種類 

タイ プ 製 版 に は 、 複写 印 書 、 原紙 打ち 、 
ネガ 原紙 打ち 、 清 打ち の 種類 が あり ます 
が 、 複 写 印 書 は 別に し て 、 原 紙 打 ち は 膳 
写 印 刷 の タイ プ 製 版 、 ネ ガ 原 紙 打ち 、 清 
打ち は タイ プ オ フ セ ッ ト 印 刷 の 製版 法 で 
す 。 
①④ ネガ 原紙 打ち 製版 

通常 ネガ 打ち と いわ れる 製版 法 で 、 光 
の 通り にくい 黒 や プラ ウン な どの 色 の 原 
紙 に タイ プ し た も の を 、 校 正 、 面 付 、 修 
正 の 段階 を 経た 後 、PS 版 や ジン ク 版 に 
焼き 付け て 刷 版 と する 方 式 で す 。 

孔 版 に 近く 縮小 、 拡 大 は で きま せん が 
カメ ラ で 製版 する 工程 を 経た 写真 な ど と 
組み 合わ せ 、 一 枚 の 版 と し て 印刷 する と 
どの 3 で きま 98 

原紙 打ち の 膳 写 印 刷 物 よ り も ずっ と き 
れい に た 仕上 が り ま す が 、 組 版 の 際 は 原紙 
打ち より も や や 強く 打つ と と が コツ で す 。 


表 4 一 1 タイ ブ プ 製版 の 種類 
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⑧ カー ボン リボ ン 打 ち 製 版 

カー ボン リボ ン を 使っ て タイ プ し た も 
の を 版 と する 製版 潜 で す が 、 と れ に は に 版 
材 に よっ て いろ いろ な 方 法 に 分 か れ ま す 。 
清 打 ち 製 販 リボ ン テ ー プ を 使い 、 白 色 
用 紙 に タイ プ し た も の を 、 文 字 組 版 と す 
る 方 法 。 こ と れ を 人 台紙 に 貼り 、 写 真 、 図 版 
な どの 貼り 込み 、 ま た は 位置 の 指定 を し 
た 後 、 製 版 カ メラ で 撮影 し ます が 、 文 字 
と 図版 、 写 真 は 別々 の 工程 を 踏ん で か ら 
一 枚 の ポジ フイ ルム た 組み 合わ され る た 
め 縮 小 、 拡 大 が 自由 で 、 デ ザイ ン 的 工夫 
も で き 、 タ イプ 製版 の な か で 最高 の 品質 
が 得 ら れ ま す 。 

な お 、 と の 清 打ち 製版 に は 膳 写 印刷 で 
ファ ックス を 利用 する 方 法 も あり 、 刷 版 
を 作ら ず 直 接 印 刷 機 に か け て 印刷 し ます 
が 、 仕 上 が り は 見 劣り 、 部 数 も 限定 され 
ます 。 清 打ち は 字面 が ムラ に な ら な いよ 
う 平 均 に 打 字 し ます 。 


凶 境 = 須 に -- カ ーー- 肖 
オフ セッ ト 印 刷 機 
X 
3 
X 
XX 


ポジ フイ ルム 打ち 製販 こと れ は 、 透 明 な 


フイ ルム 印字 し た も の を 版 と する 方 式 


で 、 文 字 組版 は カメ ラ 撮 り し た と 同じ 状 
態 の も の が で きま す 。 そ の た め 工 程 が 短 
縮 さ れ 、 そ の まま 刷 版 に 焼き 付け 、 印 刷 
と いう 工程 を 経 ま す 。 

コス ト は 安く 上 が り ま す が 、 修 正 の 工 
程 が な いた め 、 フ イル ム に し た も の は 取 
り 扱 い に 十 分 注意 する と と か が 必要 で す 。 

印字 の 際 は 少し 太め の 活字 を 使い ( オ 
フ 書 体 が よい ) 、 や や 強く 打ち ます 。 
直 打 ち 製販 マス ター ペー パー に だ 組 版 し 
た も の を 直接 印刷 機 に か け 版 と する 方 法 
で す 。 工程 が 短縮 され 、 早 く 安く で きま 
す が 、 写 真 、 図 版 の 組 が で きま せん 。 

文字 の 修正 に は マス ター ペー パー 用 の 
特殊 消 ゴ ム が 使わ れ ま す 。 

D 入 策 か ら 出 稿 まで 
③④ 原稿 の チェ ッ ク と 割り 付け 、 校 正 

よい 印刷 物 を 得る に は 文字 、 写 真 、 図 
版 な どの 全て を その まま 使え る 状態 に し 
て 印刷 所 に 渡す と と が 望ま し い の で す が 
写真 、 図 版 な ど は テク ニッ ク 上 の 問題 な 
ど あ っ て 無理 な 場合 が あり ます 。 

し か し 文字 原稿 は 指定 通り に 組版 され 、 
割り 付け られ て いる と と が 原則 と な っ て 
いま す 。 な か で も タイ プ 組 版 は 製版 法 に 
独 得 な も の が あり 、 途 中 の 変更 や 訂正 が 
困難 で ある た め 、 し っ か り と し た 組版 を 
し な けれ ば な り ま せん 。 

その た め に は まず 、 原 稿 に 十分 目 を 通 
し 、 誤 字 、 脱 字 、 か な づか い 、 重 複 、 そ 
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れ に 見 に くい 箇所 を 直し 、 用 字 、 用 語 の 
統一 に も 気 を 配り 、 句 読点 の 扱い も チェ 
ッ ク し ます 。 

また 、 原 稿 の マス 目 に 入れ て 書か れ て 
いな い 原 稿 は で きる だ け 正 し く 書き直し 
た り 、 句 読点 、 促 音 、 ア キ な ど は 必ず 校 
正 記号 を 入れ て お きま す 。 

と れ ら の 作業 は 一 般 に は 編集 者 の 仕事 
な の で す が 、P・ 工 ・O 印 刷 の 性 質 上 、 
タイ ピス ト に ま か さ れる と と が 多い だ け 
で な く 字 詰 や 行 数 、 ピ ツチ 、 版 面 、 頁 どり 
頁 組 み の 正 確 さ を 得る 上 か ら も 欠か せな 
いと と な の で す 。 

更に 写真 、 図 版 、 見 出し な どの 症 法 、 
位置 、 順 序 、 説 明文 の 有無 を 調べ 、 そ の 
行 ど り を し ます 。 起 稿 者 が 原稿 中 に 行 ど 
り を し て いる 場合 で も 必ず 調べ る と と で 
す 。 

以上 の よう な 原稿 整理 が 終わ れ ば 、 レ 
イア ウト 、 頁 どり 、 頁 組 、 体 裁 な どの 確 
認 を 行ない 、 文 字 の 大 き さ 、 書 体 、 ピ ッ 
チ 、 版 面 を 決め ます 。 版面 は 指定 以外 は 
紙面 の 50 て 60 あ を 基準 に する と よい で し 
85 の 

文字 組版 を 完全 な も の (に する た め に は 、 
原稿 に 段 改 め 、 ペ ー ジ 改め 、 丁 改め な ど 
を 書き 込み 、 タ イ ピン グ の 流れ を 能率 的 
(行なえ を る よう に し ます 。 丁 改め まで 書 
き 込 ん で お く と 製本 の 際 は 大 変 便利 で す 。 

さて 、 と の よう だ 原稿 を チェ ッ ク し 、 
割付 け と の 関連 を きち ん と し て お け ば タ 
イプ ライ ティ ング は 早く きれ い に 、 そ し 
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て 合理 的 に 仕上 げ る と と が で きま す 。 

し か し 、 ど ん な に 自信 が あっ て も 印字 
終了 時 は 必ず 校正 を し て 万 全 を 期し ます 。 
校正 の 仕方 と し て は 、 清 打ち の 場合 は 
複写 する か 、 あ る い は トレ ッ シ ン グ ペ ー 
パー か パラ フィ ン 紙 を か ぶせ て 行ない ま 
す が 、 ネ が 原紙 打ち で は 原紙 の 台紙 利用 
や 、 青 焼き で と り ま す 。 た だ し と の 場合 
は 校正 用 ネガ 原紙 を 使い ます 。 

校正 は 二 人 以 上 で 読み 合わ せ 、 原 稿 と 
タイ プ し た も の と を つけ 合わ せな が ら 、 
1 字 1 行 慎重 に 行ない 、 修 正 箇所 が あれ 
ば 、 校 正 が 済み 次 第 まとめ て 行ない ます 。 
清 打 ちの 修正 は 、 清 打 用 修正 液 で 訂正 
筒 所 を 消し 、 タ イプ ライ タ で 打ち 込む か 


図 4 一 3 校正 方 法 
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スト の 装 成 に は 非常 に 力 を 入れ て 
ロタ イビス ト を 目標 と し て な され て ゆい 


ある い は 別 の 用 紙 に 清 打 ち し た も の を 貼 
り 込 み ま す 。 ネガ 原紙 の 場合 は 、 タ イプ 
原紙 と 同様 修正 液 を 使い 修正 し ます 。 た 
だ し 訂正 箇所 の 部 分 が 広い 場合 に は 、 別 
の ネガ 原 紙 に 打ち 、 切 り 貼 り し ます 。 

と うし て 文字 組版 が きれ い に 、 正 確 に 
で きた ら 、 清 打ち 製版 な ど で は と れ を 台 
紙 に 貼り 、 写 真 、 図 版 な ど を 入れ る 位置 
だ 鉛筆 や 黒 イ ン キ で 輪 か く 、 寸 法 を と り 
ます 。 図版 や 文字 版 下 は その まま 使え る 
も の で 、 原 寸 な ら 直 接 台 紙 に 貼り 込む 方 
法 が よい の で す が 、 階 調 の ある も の 、 縮 
小 、 拡 大 が あり 、 製 版 テ アク ニッ ク を 応用 
する も の は と れ に より ます 。 
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新聞 の 求人 広告 で は 全体 の 8 0\% 


云う 条件 が 付け られ て いる の を 


多い と いう と と は 、 タ イア スト 
足 か ら 未経験 者 を 社 


く は 「 経 験 年 数 OO 〇 年 以上 | と か 「 熟 練 者 を 求む 」 と 

わか る と 思い ます 。 し か し 、 こ の よう に 求人 広告 が 
現象 で は な いか 
し た り 、 業 界 自 体 で 
いま す 。 こ とれ と は 別に 、 こ の 業界 の 場 盆 村 


由 思 われ ます 。 現 に タイ ビスト 渦 る 
包 避 % 
を 設置 た りす る 傾向 も 夫 て 
て いる と と は x/ 印 刷 コ スト の 内 主 る ウエイ 


ト を 持っ て いる の が こと の タイ ブ プ 製版 部 門 だ と も 云わ れ て いま 7。 そ の た めか 、 こ 部 門 の 
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② 語 ラス 

原稿 に つい て きた 図版 な ど が 、 そ の ま 
ま 使 用 で きる も の な ら よ い の で す が 、 多 
く の 場合 、 鉛 筆 書 き や 他 の 印刷 物 か ら 切 
り 抜い た も の で あっ た り し ます 。 も し と 
れ を 無 計画 に 使用 する と 、 モ アレ が 生じ 
た り 、 線 や 調子 の 統一 が と れず スペ ー ス 
の 配分 が アン バラ ンス に な る と と が あり 
ます 。 ま た 、 き た な くも あり 内 容 に そ ぐ 
わな い 部 分 も 載せ る 場合 が あり ます 。 そ 
の た め と の よう な も の は 、 ト レー ス や 描 
き 直 し を し な けれ ば な り ま せん 。 そ の 際 
は 次 の よう な 点 を ポイ ント に し ます 。 

* 予定 し た スペ ー ス 合う が 

・ 線 の 調子 が 均一 に な る か 

* 関連 する 部 分 と の 比率 が 合う か 

・ 関連 する 文章 に 合い 、 位 置 が 適当 か 
* 説明 する 文章 に 内 容 が 合う か 

* ムダ は な いか 

以上 の と と を 念頭 に お き 、 ト レー ス や 
描き 直し を し な けれ ば な り ま せん 。 な お 
使用 する 際 の ポイ ント は 「 階 調 の な い 原 
稿 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 
③ 写真 と 図版 

写真 や 図版 は 文章 を 補足 、 説 明 す る だ 
け で は な く 、 文 章 の 流れ を 導き 、 誌 面 を 
引き 締め 生き 生き させ る 重要 な 役目 を 持 
っ て いま す 。 それだけ に 原稿 と し て の 扱 
い に 長 じ る と と が 大 切 で す 。 

写真 、 図 版 の 類 は 組版 され た 文字 以外 


の 原稿 と いう 意味 で は 、 写 真 、 絵 、 図 版 、 


ロゴ タイ プ 、 描 き 文 字 、 表 物 な ど 無数 に 
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あり ます が 、 製 版 原 稿 と し て みる と 階 調 
の ある 原稿 と 階 調 の な い 原 稿 と に 分 か れ 
涼 59 
前 者 は 写真 の ボカ シ の よう な 連続 階 調 
の ある 絵 な ど で す が 、 カ メラ 製版 で は 綱 
撮り と いう 工程 で 処理 され る た め 、 印 刷 
物 に は 大 小 の 点 の 集合 で 表現 され ます 。 
後者 は 図面 な どの よう に 、 点 や 線 で 作 
成 され た 原稿 ( 線画 原稿 ) で 、 完 全 な 版 
下 に し て 使い ます が 、 組 版 さ れ た 文字 と 
同じ よう 製版 され ます 。 ま た 、 平 面 的 
な 落差 に よっ て 階 調 を 表現 し た 原稿 も と 
れ に 含ま れ ま す 。 
④ 階 調 の ある 原稿 の 扱い 
写 真 カテ ラー と モノ クロ が あり ます が 
カラ ー 印 刷 以外 は モノ クロ を 使い ます 。 
。 写真 原稿 に は ネガ と ポジ が あり ます 
が 、 グ ラビ ア 印 刷 以外 で は 紙 焼 き し た ポ 
ジ が 使用 され ます 。 と れ は は 写真 を 版 に す 
る 際 の 工程 上 の 要求 か らき て いる の で す 
が 、 出 稿 者 の 立場 で みれ ば 写真 の チェ ッ 
ク が で き 便 利 で す 。 
。 写真 原稿 は 無数 の 点 の 集 り で 再現 さ 
れ ま す が 、 そ の た め 階 調 が 圧縮 され 、 調 
子 の 強度 な も の は 適し ませ ん 。 や や 湯 調 
で ピン ト が 合っ た も の を 選び ます 。 
・ 写真 を 何 点 も 使用 する 場合 は 、 全 体 
の トー ン を 揃え な いと 見 苦し いも の に な 
る の で 注意 し ます 。 
。 写真 の 表現 度 は 用 紙 に より 変わ っ て 
きま す 。 ね らい の トー ン を 得る に は 写真 
と スク リー ン と の 関係 を あら か じ め 調 べ 
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で お きま ず 。 

* 写真 の ハイ ライ ト 部 分 を 調整 し た り 
必要 で な い 部 分 を 取り 除き た いと き 、 ま 
< 一 部 を 直し た いと き は 、 あ ら か じ め ェ エ 
アプ ブラ シ を か り けり 修正 し て お きま す 。 

* トリ ミン グ は 表現 内 容 や レイ アッ ウゥ ト 
上 の 役割 を 考え て 行ない ます が 、 そ れ が 
入る スペ ー ス の 天地 左右 の 関係 、 向 き や 
大 き さ と の 関係 を も 考慮 し て か か る と と 
が 必要 で す 。 

* 写真 を 切り 抜き で 使用 する 際 は 、 デ 
ティ ー ル (細部 ) を し っ か り 把 握 し 、 明 
暗部 の トー ン は 特に 注意 を 払い ます 。 写 
真 の ハイ ライ ト 部 が 極端 に 白い と 、 そ の 
部 分 が 抜け 落ち て いる よう で みっ と も な 
いも の に な り ま す 。 

* 適当 な 写真 が な いと き 、 印 刷 物 か ら 
切り 取っ て 使用 する と と が あり ます が 、 
ア ミ 点 で 表現 され た も の を 更に ア ミ 点 で 
表現 する と と に な り 、 あ まり よい 結果 は 
得 ら れ ま せん 。 

* カラ ー プ リン ト も を 白黒 写真 と し て 使 
用 で きま す が 、 製 版 す る と 青色 が 抜け た 
りす る の で よい 印刷 効果 は 得 られ ませ ん 。 
* 。 2 色刷 り 以 上 の 印刷 物 で は 、 モ ノ ク 
ロ 写 真 に 2 色 以 上 の 色 を つけ る と と が で 
きま す 。 その 方 法 は と と で は くわ し く 述 
べ ま せん が 、 単 色 の 色付け 、 掛 け 合 わせ 
の 色付け 及び ダブ ルト ー ン 法 に よる 色 付 
け の 三 つ が あり ます 。 
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濃淡 の ある 原稿 さ し 絵 に よく ある 時 絵 
の ボカ シ な どの よう に 調子 に 段階 の な い 
原稿 を 指し ます 。 し た が っ て 点 や 線 で 調 
子 を 表現 し た 原稿 は 入り ませ ん 。 
* まず 写真 に 撮り 、 数 点 紙 焼き し て 適 
当 な も の を 選び ます 。 原画 の 状態 で も 製 
版 所 に 出す と と が で きま す が 、 あ な た ま 
か せ に な る だ け で な く 、 製 版 カ メラ で 撮 
っ た も の は 、 ど うし て も を 階 調 が 荒く な る 
の で 感心 し ませ ん 。 
* 色 の 付い た 紙 、 灰 色 の 紙 、 表 面 の 荒 
い 紙 に 描か れ た 絵柄 は 露光 時 間 の 差出 
て 、 あ まり よい 版 は 得 ら れ ま せん 。 
* 絵柄 に 真白 く 抜け て いる 部 分 が あっ 
て も 印刷 され る と 、 最 小 の 点 が 入っ て 灰 
白 に 見 えて し まい ます 。 と れ を どう し て 
も 取る 場合 は 、 最 初 か ら 「 ハ イラ イト 版 」 
と 指定 し て お きま す 。 
* さ し 絵 原稿 な ど を 作る 際 は 、 実 際 に 
使用 する 寸法 に 比べ て あま り 大 きす ぎ な 
いと と で す 。 ま た 極端 な 拡大 は アラ も 目 
立た せる と と に な る た め 、 で きる だ けり 避 
ける と と で す 。 
⑤ 階 調 の な い 原 稿 ( 線画 原稿 ) の 扱い 
グラ フ 、 表 物 、 設 計 図 、 マ ン ガ 、 ペ ン 
画 、 描 き 文 字 、 分 解 図 、 カ ッ ト な どの 多 
く が と の 類 に 入り 、 点 や 線 、 ベ タ な ど で 
作ら れ て いる 原稿 で す 。 
・ 版 下 を 作成 する 場合 は 、 そ れ が 入る 
スペ ー ス と 内 容 を よく 把 掘 し て か ら 、 使 
用 寸法 の 1.2 て 1.5 倍 ぐ らい の 大 き さ に た 作 
成 し ます 。 


。 版 下 作成 は 厚 口 の ケン ト 紙 か トレ シ 
ング ペー パー を 用 い 、 色 の つい た 紙 は 避 
(sa 

・ 図版 は 写真 な どの よう に 四辺 で で き 
て いる も の は 少な いた め 水 平 、 垂 直 に 気 
を つけ ます 。 

・ 線 や 点 の 大 き さ 、 太 さ 、 性 質 に 気 を 
配り ます 。 機械 な どの 図版 は シャ ー プ に 
動植物 な ど は 柔らか く と いっ た 具合 に 。 
・ 設計 図 、 分 解 図 、 展 開 図 な ど は で き 
る だ け 製 図法 に 基づい て 表現 し ます 。 

・ 調子 の 差 を つけ る 必要 が ある 時 は 、 
ボカ シ な ど は 絶対 使わ ず 、 ス クリ ー ン ト 
ー ン や 平 綱 指定 で 処理 し ます 。 

・ 墨 の 濃 さ は 一 定 に し 、 青 色 な ど で は 
描か な いよ うに し ます 。 ま た 、 鉛 筆 書 き 


図 4 一 4 さま ざま な 原稿 
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や 汚れ た も の は 絶対 に 用 いな いと と 。 

・ 縮小 する と 原稿 より も 比較 的 きれ い 
で す が 、 拡 大 は 3 倍 ま で 。 それ 以上 は ア 
ラ が 目立つ の で で きる だ け 避 ける よう 
まあ 。 

・ 図版 説明 文 な ど が 入っ て いる も の 
を 縮小 、 拡 大 する 時 は 他 の 図版 と 表現 状 
態 で 同じ 大 き さ に な る よう 工夫 し ます 。 
< 図版 の な か に ある 数 字 は 、 拡 大 する 
と 線 が 少し 細く な り 、 縮 小 す る と その 逆 
(な り ま す 。 

・ 図版 は で きる だ け 係 わり の ある 文章 
の 近く (レイア ウト し ます 。 

。 どん な 原稿 に も いえ ます が 、 特 別に 
指定 ある も の 以外 は 、 左 右 や 天地 を 間 違 
えな いよ うに し ます 。 
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⑥ ペー ジ 組 み 

ペー ジ 物 は 1 ペー ジ づ つ 印 刷 す る の で 
は あり ませ ん 。 と ペー ドン: 
ペ ニ ジ 16 ペ ニ ジ 、 32 ペ ニ ジ 、 使用 ず 
る 印刷 機 の 大 き さ に 合わ せ て まとめ て 印 
刷 し 、 と れ を 折り た た ん で 製本 し ます か 
ら 、 ペー ジ の 順序 が 揃う よう に 組版 が な 
され な く て は な り ま せん 。 

と の 編集 を 面 付 け と いい 、 普 通 の 製版 
で は 、 刷 版 に 焼き 付け る 時 に 行ない ます 。 
簡単 な 印刷 物 は 別に し て 、 配 列 法 と し て 
は 「 本 掛け 」 や 「 打 返し 」 な どの 方 法 が 
あり ます 。 

本 掛け は 表 を 刷っ て か ら 、 別 の 版 で 裏 
を 刷る 方 法 。 打 ち 返 え し と は 、 表 裏 と も 
同じ 版 で 刷り 上 っ た 紙 を 裏返し て 同じ 版 


の (2O ニ oN ツ 当 


で 吊る 方 法 で 、 一 枚 の 紙 に 二 組 の 同じ も 
の が 刷 ら れ て いる た め 、 印 刷 後半 分 に 裁 
断 し な く て は な り ま せん が 、 一 つの 版 で 
その ペー ジ 分 の 印刷 が 完了 し て し まう の 
で 軽便 で す 。 

し か し 、 ど の 配列 法 に よる に し て も 、 
版 下 の 頁 組 み は 2 ペー ジ 見 開き で 刷る 場 
合 は 、 片 面 は 1 ペー ジ と 4 ペー ジ 、 そ の 
裏面 は 2 ペー ジ と 3 ペー ジ と いう 具合 に 
( タイ プ 孔 版 の 両面 刷り も 同様 ) 偶数 と 
奇数 に な る と と 、 表 裏 の 合計 が 版 下 の 見 
開き 頁 の 合計 に な る よう に 作ら な けれ ば 
な り ま せん 。 

それ に 左右 ペー ジ の ノド あき が 同じ で 
天地 が 揃っ て いな けれ ば な ら な いと と は 
も ちろ ん で す 。 


図 4 一 5 面 付け 
* | ? [|s | | | 
| 多 | タタ? 人 用 を | | | 
| テ テ 
L4 1 1 半 間 市 加 2 5 1 6 
] I 還 賠 る [隊員 | ? | 
ョ | || ョ ュ 用品 Fm ] ! | * | 
2 3 3 2 「 還 LS_| | ーー 
人 =m|= 川 導 川 作 誠人 居 
_2 1 1 人 3 9 ] 則 当 上 8 肖 | 
タ 民 | | タ 
テ に 品 コ 四 テ | テ 
4 3 | 3 4 5 4 7 2 
1 1 1 ド 
1 9 12 ョ ヨ ヨコ ョ ヨコ 
8 H 9L gt 3 3 
ゴ | レー 中 1L6」|LS3 8 1 
2 1 10 」 Ln ヨコ ョ ヨコ ヨコ ヨコ 
9 け - 2】 9 
トー 4 5 L2 7/ 
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② 指 定 

指定 は まず 台紙 に トレ シン グ ペ ー パ ー 
を か け 、 そ の 上 か ら 写 真 か 図版 か 、 角 版 
で 使う か 、 切 り 抜 き で 使う か を 表示 し 、 
色 や アミ の 指定 な ど と と も 整理 番号 を 
記入 し て 間違い を 防ぎ ます 。 と の 際 写 真 
な どの トー ン の ある も の は 、 印 刷 用 紙 に 
あっ た スク リー ン 線 を 、 図 版 な ど ア ミ を 
敷く も の は 、 濃 肖 の パー セン テー ジ を 指 
定 し ます 。 

同時 に 台紙 に 貼ら な い 図 版 、 写 真 、 文 
字 版 下 な どの 原稿 自体 に も 、 一 枚 づ つ ト 
レシ ング ペー パー を か け 、 ト リ ミ ング 

( 使用 する 部 分 を 線 な ど で か と むと と ) 
を し 、 同 じ 指 定 と 整理 番号 、 寸法 を 書き 
入 交 、 天上 地 *「 左 」 と ! 右 」 


図 4 一 6 写真 指定 見 本 
ZZ/ グ の ん ん >. 、 
必 ク 選 2 9 
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の 表示 も つけ ます 。 
トリ ミン グ は 、 角 版 に する に は 使用 す 
る 部 分 を 四角 形 に な る 線 で 囲み 、 切 り 抜 
き の と き は 、 使 用 する 形 の 天地 左右 を 角 
版 の と き と 同 じ よ うに 、 四 和 角 で 囲ん で か 
ら 形 の 輪 か く を 線 で た どっ て 示し ます 。 
使用 し な い 部 分 は その 上 に 何 本 も の 線 
を 引い て お きま す 。 

また 、 拡 大 を 要する 原稿 は 、 


人 9 りり NM 


グ し た 四角 形 の 天地 か 左右 の どちら か に 
拡大 寸法 を 書き 込ん で 指定 し ます が 、 縮 
小 の 場合 は 、 四 角形 に 対角線 を 引い て か 
ら 四 角形 の 内 側 に 縮小 の 原寸 の 四角 形 を 
作っ て 示し ます 。 

な お 、 間 違い の 生じ そう な 部 分 は で きる 
だ け 説 明 を 書き 込ん で お きま す 。 


ム 京 避 で NN ペー デベ い 
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E 写真 製版 

文字 組版 が 完全 な も の と な り 、 写 真 、 
図版 が 揃っ た ら 、 台 紙 に 貼り 込み 指定 を 
し て 製版 所 に 渡し ます 。 製版 所 で は と れ 
ら の 原稿 を 製版 カメ ラ を 用 いて 撮影 し 、 
幡 定 寸法 に 拡大 また は 縮小 し た り 、 写 真 
な どの 階 調 を 網 点 に お きか えて フイ ルム 
原版 を 作り ます 。 (カラー 写真 な ら 色 分 
解 、 色 補正 も と と で 行ない ます ) 
③ 綱 撮 り 

写真 な どの 階 調 の ある 原稿 を 網 点 に お 
きか える に は 綱目 スク リー ン を 用 いま す 。 

と れ に は 交 線 スク リー ン と コン タク ト 
スク リー ン と が あり ます 。 

交 線 スク リー ン と は 、 無 数 の 平行 線 が 
描か れ た 2 枚 の ガラ ス 板 を 、 線 が 45 度 に 
な る よう に 交差 させ 無数 の 窓 を 作っ た も 
の で す が 、 こ れ を 製版 カメ ラ の ピン ト か 
ら 数 ミリ 離し た 位置 に 固定 し 、 原 稿 を 撮 
影 す る と 、 原 稿 の 濃淡 が と の 窓 を 通っ て 
画像 面積 に 応じ た 微細 な 大 小 の 点 の 集合 
に 置き 換え られ 画 線 を 結び ます 。 そ の た め 


写 4 一 3 製版 カメ ラ 
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画 線 の 精 粗 は スク リー ン 線 の 精 粗 で 違っ 
て くる わけ で す が 、 と れ は 1 イン チ 間 に 
ある 線 の 数 ( 網 線 数 ) で 表わさ れ 、50、 
60、65、70、80、 100 、 120 、 133 ゞ 
150 、 175 、 200 、 250 線 な どの 種類 が 
あっ て 、 印 刷 用 紙 の 平滑 の 程度 で 選び ま 
す 。 (一般 的 に は 80 線 133 線 位 が 多く 
使用 され て いま す 。 ) 

し か し 、 交 差 ス クタ リーン は 、 そ の スク 
リー ン 距 離 の 調節 に 相当 な 技術 を 要する 
た め 、 今 日 で は コン タク トス クリ ー ン が 
多く 用 いら れ て いま す 。 

ョ ルン タクト スジ ルリ リー ン ( は m 剛 の ライ 
ルム の 上 に 写真 的 に 無数 の 網 点 を 規則 正 
し く 配 列 し た も の で 網 点 が 赤い マゼンタ 
スク リー ン と 、 カ ラー 原稿 か ら 直接 網 版 
を 作る 場合 に 用 いる 黒い グレ イコ ンタ ク 
トス クリ ー ン と が あり ます が 、 と これ ら の 
網 点 は 中 央 が 最も 濃く 、 遠 くに 行く ほど 
湾 く ボカ され て いる 一 方 、 網 点 で 囲ま れ 
た 透明 部 分 は 、 中 央 が 完全 に 透明 で 周囲 
が 狭く な っ て いま す 。 

コン タク トス クリ ー ン は ネガ フイ ルム 
で も よく 、 ス クリ ー ン 距離 を お か ず フ イ 
ルム 密着 させ て 使い ます が 、 赴 光 す る 
と 原稿 の 明 部 か ら 反 射 し た 強い 光線 は 周 
囲 の 暗 い と と ろ ま で の び て 大 き な 点 を つ 
くり 、 暗 部 か ら 反射 する 弱い 光線 は 網 点 
で 囲ま れ た 透明 部 分 の 中 央 だ け を 通過 す 
る た め 、 小 さ な 点 を つく る と いう と と に だ 
な り 、 赴 光 時 間 さ え 正 確 な ら 、 最 も 原稿 
近い 階 調 を 再現 する と と が で きま す 。 


② 文字 、 線 画 原 稿 及び 多 色刷 の 製版 
台紙 に 貼り 込ま れ た 文字 、 階 調 の な い 
図版 ( 線画 原稿 ) な ど は その まま 製版 カ 
メラ で 撮影 し 、 ネ ガ フ ィ ル ム に し た 後 、 
透過 光線 を 当て ピン ホー ル や 傷 、 不 要 の 
線 、 貼 り 込 ん だ 紙 の 影 な ど を 探し て オペ 
ー ク で 修正 し ます 。 し か し 縮小 、 拡 大 や 
製版 テク ニッ ク を 施す も の は 別に 撮 影 し 
それ な り の 処理 を 行ない ます が 、 と れ ら 
の 入る スペ ー ス は 、 そ の 人 台紙 (に スペ ー ス 
と 見 合っ た カラ ー ト ー ン を 貼っ て 作り ま 
す 。 カ ラー トン の 貼ら れ た 人 台紙 は 、 ネ ガ 
の フィ ルム に な る と 白い 窓 が で きる と と 
(なり 、 そ と 人 使用 寸法 化 、 ネ ガ 処 理化 
され た 図版 な ど を は め 込 む わ け で す 。 
また 、 多 色刷 の 版 も と の ネガ フィ ルム 
を も と に し て 作り ます が 、 そ れ は 色 数 分 
の 同じ ネガ フィ ルム を 作り 、 一 枚 一 枚 の 
不用 の 部 分 、 た と えば A 色 と B 色 の 2 色 
の 場合 は 、A 色 の ネガ フイ ルム で は その 
中 に ある B 色 を 消し 、B 色 の ネガ フイ ル 
ム で は A 色 を 消す と いっ た 方 法 で 作成 し 
GSR93 
色 の 掛け 合わ せ 、 白 抜き 、 綱 伏せ な ど 
も 多く は と の 段階 で 行なわ れ 、 そ れ ぞ れ 
の ネガ フィ ルム (と まとめ られ ます 。 
いずれ に し て も を 文字 を 中 心 と し た ネ が 
フィ ルム 公 必要 な 処理 が な され 、 整 えら 
れ た 後 で 吊 版 焼付 用 の ポジ フィ ルム に な 
り ます 。 ( た だ し 、 製 版 方 法 に よっ て は 
ネガ フィ ルム で 焼付 け を 行なう 場合 も あ 
の 5 
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アミ 点 の 拡大 


10 


図 4 一 9 


スク リー ン グレ イ スケ ー ル 


図 4 一 8 
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2。 タイ ジ 印 刷 


F オフ セッ ト 印 刷 機 の 種類 と 構造 

印刷 機 の 方 式 に は 、 版 に 付着 し た イン 
キ を 被 印刷 場 に 転移 させ る 圧力 の か り 方 
に よっ て 、 平 ら な 版 を 平ら な 面 で 加 圧 す 
る 平 圧式 、 平 ら な 版 を 円 胴 の 面 で 加 圧 す 
る 円 圧式 、 同 筒 形 と な っ た 版 が 他 の 円 胴 
と 回 転 接触 し て 加 圧 され る 輪転 式 の 三 つ 
が あり ます が 、 オ フ セ ッ ト 印 刷 の ほとん 
ど は 輪転 式 を 採っ て いま す 。 

と の 輸 転 式 印 刷 機 の 構造 は 図 の よう な 
3 胴 で 成り 立っ て いて 、 配 列 の 仕方 も 、 
水平 、 垂 直 、L 字形 、 く の 字形 と あり ま 
す が 、 い ずれ も 、 版 胴 に 巻き 付け られ た 
刷 版 に 付着 させ た イン キ が 、 一 度 次 の ゴ 
ム 胴 に 移し と られ て か ら 、 圧 胴 に 巻き 付 


図 4 一 1O0 オフ セッ ト 印 刷 機 の 3 胴 
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けら れ た 用 紙 に 転写 され る と いう 間接 的 
な 仕組 み に な っ て いま す 。 

し た が っ て 、 平 滑 度 の 悪い 紙 で も 印刷 
効果 が よく 、 大 量 高 速 印 刷 が で きる わけ 
KG 衣 

と の 他 の 輪転 式 の 種類 に は 2 胴 式 と い 
っ て 、 圧 胴 と 版 胴 の 役目 を 持つ 大 きい 胴 
と 、 そ の 婦 の 直径 の ゴム 胴 と で で き て い 
る 印刷 機 な ど が あり ます が 、 一 般 的 で は 


あり ませ ん 。 


オフ セッ ト 印 刷 機 の 構造 を 機能 の 上 か 
ら み る と 、 版 胴 、 ゴ ム 胴 、 圧 胴 を 中 心 に 
各種 の 装置 が 配列 され て いま す が 、 そ の 
主 な 装置 、 機 能 を あげ る と 、 動 力 を 受け 
機械 を 回 転 さ せる 駆動 装置 、 版 面 に イン 
キ を 供給 する 着 肉 装置 、 版 面 を 水 で 湿 す 
給水 装置 、 用 紙 の 位置 を 一 定 する 見 当 装 
置 、 用 紙 を 圧 胴 に 送る 給 紙 装置 、 印 刷 さ 
れ た 紙 を 送り 出す 排 紙 装 置 、 圧 胴 を ゴム 
胴 に 接触 させ た り 、 離 し た りす る 停止 装 
置 な ど が あり 、 互 いと 連携 し て 印刷 の 目 
的 を 達成 する 仕組 み に な っ て いま す 。 

また 、 印 刷 機 を 形式 で みる と 、 大 き さ 
で は 、A 倍 判 、A 全 判 、B 全 判 、A 半 半 、 
B 半 裁 、 A 4 裁 、 B 4 裁 、 B 8 裁 な どの 
種類 が あり 、 色 数 で は 単色 刷 機 、 2 色刷 
機 、 4 色刷 機 、 6 色刷 機 、 そ れ に 全面 刷 
機 な ど と 分 類する と と が で きま す が 、 給 
紙 装置 な どの 形式 で も 自動 給 紙 機 、 着 取 
り 紙 用 機 な どの 分 け 方 が ある た め 、 一 般 
的 に は 自動 給 紙 A 半 裁 2 色刷 機 な ど と い 
っ て いま す 。 


3. 製 本 


1 ) 製本 の 心得 


A 製本 の 定義 

製本 は 「 書 き 写 さ れ た 紙 、 印 刷 さ れ た 
紙 、 あ る い は 書き 込み を 目的 と し た 紙 な 
ど を 順序 よく 揃え て 、 背 と いう 一 辺 を と 
じ 合 わせ て ひと つ に まとめ 、 と れ を 保護 
する た め の 表 紙 を つけ て 開き を よく 、 読 
みや すく 、 あ る い は 書き 込み し や すい 本 
の 形 に 作り 上 げ る と と 」 と て 定 義 さ れ て い 
ます が 、 一 般 に は 「 ペ ー ジ 物 の 刷り 本 を 
まとめ て 一 冊 の 本 に 仕上 げ る と と 、 ま た 
その 作業 」 を 製本 と 呼ん で いま す 。 
B 製本 構造 の 3 要素 

製本 構造 は 中 身 の 作り 、 表 紙 の 作り 、 
中 身 と 表紙 の 作り の 三 つ を 基本 的 要素 と 
し て いま す が 、 と れ ら は 次 の よう な 内 容 
を 持っ て いま す 。 
① 中 身 の と じ や 背 固め の 方 法 
⑧ 表紙 の 様式 や 背 の 形状 
⑧ 中 身 と 表紙 の 関係 、 つ な ぎ 方 
④ 開き 具合 いや 耐久 力 

し た が っ て 製本 は 以上 の 決め 方 、 方 法 
な ど に よっ て 、 製 本 の 形 が 左右 され 、 工 
程 が 違っ て きま す 。 
C 製本 の ポイ ント 

どの よう な 本 に も 、 本 の 目的 や 役割 が 
あり ます が 、 製 本 は と れ ら を 高め 、 十 分 
に 発揮 させ 、 ま た 保護 する も の で な けれ 
ば な り ま せん 。 
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写 4 一 5 製本 所 


その た め 、 製 本 は 散逸 を 防ぎ 、 読 みや 
すく 、 保 存 に 適する な ど を 目的 と し て い 
ます が 、 出 来 上 っ た も の を 外 の 形 か ら み 
た と き は 、 正 し く 折 られ て いる か 、 き れ 
い C 化 粧 裁 ちさ れ て いる か 、 背 固め が 整 
っ て いる か 、 表 紙 の 貼り が 美しい か な ど 
も お お いた 問題 と され る と と ろ で す 。 

し た が っ て 製本 は 、 と の よう な ポイ ン 
ト を ふま えて 、 各 工程 を 丁寧 に 進め る と 
と が 大 切 で す 。 し か し 、 一 方 で は 製本 が 
受注 産業 で ある 以上 、 で きる だ け 早 く 仕 
上 げ な けれ ば な ら な いと と は も ちろ ん で 
28 
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3。 製本 


2 ) 製本 の 種類 と 特徴 


製本 の 種類 は 様々 で 複雑 で す が 、 様 式 
で 分 ける と 次 の 形 が あり ます 。 

A 洋 本 

正しく は 洋 製 本 と いい 一 般 の 書籍 は ほ 
と ん ど と の 形 を と っ て いま す が 、 本 製本 、 
仮 製本 、 そ の 中 間 の 形 と に 種別 で きま す 。 
① 本 製本 (上 製 ) 

中 身 を 糸 と じ な ど で と じ た 後 、 仕 上 げ 
裁 ち し 、 別 の 工程 で 作ら れ た 表紙 で く る 
むと いう 方 法 に よる 製本 で 、 表 紙 は 中 身 
より も 大 きく 丈夫 に 作ら れ て いま す 。 高 
級 な 本 に 用 いら れ ま す 。 
② 仮 製本 (並製 ) 

針金 と じ が 無線 と じ で と じ た 中 身 に 、 
接着 剤 で 表紙 を 付け 、 一 緒 に 裁断 し て 仕 
上 げた 比較 的 簡単 な 製本 で 、 一 般 雑 誌 に 
多い 製本 で す 。 
⑧ フラ ンス 表紙 、 南 京 

両方 と も 本 製本 と 仮 製本 の 相 の 子 の よ 
うな 製本 で 、 フ ラン ス 表 紙 は 、 中 身 を 系 


図 4 一 11 和 本 の いろ いろ 
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で と じ 、 背 を 仮 固め し 、 四 方 が 中 身 より 
も 相当 に 大 きく 用 紙 の 部 分 を 内 に 折り 込 
ん で 表紙 と し た 本 で す 。 ] 
南京 は 中 身 を 平 と じ 、 仕 上 げ 裁 ち し 、 
表紙 と の 結合 は 見 返し に 寒冷 紗 を 用 いて 
表紙 を 貼り 合わ せ た も の で す が 、 表 紙 は 
本 製本 と 同じ よう に ひと まわ り の 大 きく 作 
られ て いま す 。 
B 和 本 

正しく は 和漢 装 本 と いい 、 日 本 、 中 国 
な どの 漢字 圏 独自 の 製本 様式 で す 。 

種別 する と 、 通 称 巻物 と 呼ば れる 若 子 
本 、 一 般 製本 に 近い 綴 葉 、 包 背 装 、 袋 と 
じ な ど に よる 綿 製本 な ど が あり ます が 、 
主 毛筆 で 書か れ た も の の 製本 で 技術 者 
は 装 演 匠 、 経 師 、 表 具 師 な ど で あ り 、 一 
般 で は あり ませ ん 。 

た だ 、 一 部 の 議事 録 や アル バム な ど は 
包 背 装 や 、 綿 装 本 な どの 製本 法 を 用 いる 
場合 も あり ます 。 

C その 他 の 製本 様式 

ノート 伝 晒 以 M ア ンス 3 三 な (の 多 記 
は 特殊 な 製本 が な され て いま す 。 

それ は 、 伝 票 な どの よう に 接着 剤 で と 
じ て 科 単 な 表 紙 を 付け た だ け の 製本 も あ 
れ ば 、 一 部 の カレ ンダ ー や 広告 宣伝 物 に 
み ら れ る 、 装 飾 的 、 ア イデ ィ ア 的 な 作り 
を 施し た も の な ど 様 々 に あり ます 。 

用 途 優先 の 考え 方 で 製本 され る と と が 
多い た め 、 い ろ い ろ な 製本 材料 を 用 いた 
り 製 本 法 を 結合 させ る 場合 も あっ て 単純 
分 類する と と は で きま せん 。 
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3 ) 各部 の 名 称 


図 は 本 製本 を 基準 に し て いま す が 、 仮 
製本 も 本 の つく りゃ や 程度 に よっ て と れ に 
準じ ます 。 


| 12 
| 
1 | 
人 
則 | ョ ター 
提 ンー 
ーー 
! 呈 
aw 
ジー の の oo 
っ 、 
人 、 に IS ES 。 
( Sa、 や ?~ 
SS ルン 
し (年 RNN つ に て ラン 
OS RSS て 0 
SS: RS 
に SNS 陸 隔 ど ジョ 
2 る - マ ョ ララ デー 
ペ み ンジ 


1 表紙 2 平 の 文字 3 平 の 出 4 背 5 背 文字 6 みぞ 7 コー ネル 8 天 9 地 
10 小口 11 の ど 12 見 返し 13 見 返し 遊び 紙 14 遊 び 紙 15 と びら 16 チ リ 17 みみ 
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4 ) と じ の 種類 と 特徴 


A 洋 本 の と じ 

① 糸 と じ 

主として 本 製本 に 用 いら れる と じ 方 で 、 
と れ に は 、 手 と じ 、 機 械 と じ と が あり ま 
す が 、 種 別 す る と 並 と じ 、 テ ー プ と じ 、 
ミシン と じ な ど が あり ます 。 
並 と じ カタ ン 糸 で カガリ と じす る も の 
で 、 上 製本 の ほとん ど は と の どじ 方 に よ 
っ て いま す 。 

テー プ と じ テー プ を 糸 の 間 に く ぐら せ 
て と じ る 方 法 で 、 辞 典 な どの 厚い 本 に 用 
いら れ ま す 。 

ミン シン と じ パン フレ ッ ト な どの 薄い 本 
を ミコ ンジ 27 が GOEIU が る 大 7 た )G69 

⑧② 針金 と じ 

針金 を 使っ た 簡単 な と じ 方 で す が 、 と 
れ に は 中 と じ と 平 と じ の 二 つ が あり ます 。 
中 と じ 週刊 誌 な どの よう に 真ん中 を 見 
開い て と じ る 方 法 で す 。 


図 4 一 15 と じ の 種類 


平 と じ 折り 丁 を 重ね て と じ る 方 法 で す 
が 、 厚 く な る と 開き づら く な り ま す 。 
⑧ 無線 と じ 

ペー ジ 順 に 重ね た 折り 丁 の 背信 傷 を つ 
け 、 強 力 な 接着 剤 を し み 込 ませ て と じ る 
方 法 で 、 電 話 帳 な ど が と の 方 法 に よっ て 
いま す が 、 最 近 で は 平 と じ に 変わ っ て 人 台 
頭 する 傾向 が あり ます 。 

B その他 の と じ 

と の 他 に ペー ジ 数 が 少な いも の を 丁 合 
し 、 表 紙 と と も に ノリ 付け る 「 ノ リ と じ 」 、 
伝票 類 な どの よう 一 枚 づ つ は が れる よ 
う 天 や ノド を 接着 剤 で 固め る 「 天 の り 、 
横 の り 」、 二 つ折 り に し た 片面 に 印刷 し 
た も の の 左右 天 を 、 ホ ッ チ キス な ど で と 
2 市 ACGII2I(WNIKEIIS 和 中 | 記 語 200 ンク ク 0 三 
な どの よう に 「 らせん の 針金 な ど を 使っ 
た と じ 」、「 金 の 板 で は さむ と じ 」 な ど 
が あり ます 。 

また 和漢 製本 な ど は 、 の りや 糸 を 使っ 
た 特殊 な と じ 方 が あり ます 。 
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一 般 の 本 製本 の 厚 表 紙 は 、 美 観 や 保存 
ある い は 開き の 考え 方 に より 、 背 が 次 の 
よう だ 工夫 され て いま す 。 

A 角 痛 

背 が 平 に な っ て いる も の で 、 背 文字 の 
印刷 に 適し 、 比 較 的 費用 や 表紙 作成 が 楽 
な た め 、 あ まり 厚く な い 単 行 本 な ど に 用 
いら れ ま す が 、 と れ に は 次 の 2 種類 が あ 
(UE 
① 角山 みぞ つき 

本 を 開き や すく する た め 表 紙 と 背 と の 
間 に み ぞ を つけ た 形 で 、 厚 表紙 に 多い 形 
状 で す 。 
⑧② 角 背 つき つけ 

みぞ を つけ ず 、 折 れ に 耐久 力 の ある 用 
紙 、 皮 な ど を 用 いる も の で す 。 

B 丸 痛 

本 の 開き を よく する た め 、 背 を 丸く し 

た り 、 フ レキ シブ ル に 作っ た 本 が あり ま 


図 4 一 14 背 と ひら き 
タイ トバ ッ ク 


人 


フレ シキ プルバック 


フォ ロー パッ ク 
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す が 、 と れ は 背 固め の 方 法 に よっ て 次 の 
よう な 種類 が あり ます 。 
①③① タイ ト ・ バ ツク 

丸く 作っ た 表紙 の 背 を 中 身 に 密着 させ 
た も の で す が 、 形 は と も か く 開 きず らい 
の で 、 今 日 で は あま りみ か け ま せん 。 
⑧⑨ フレ キシ ブル ・ バ パック 

本 を と じ た 状 態 で は 角 背 と 同じ で す が 
開く と 背 が 逆 円 に な り ま す 。 中身 と 背 が 
密着 し て いて も 背 が 柔らか な 材料 で 作ら 
れ て いる た め 、 開 き 具 合 は 優れ て いま す 
が 、 背 文字 が は が れ た り 、 製 本 が 崩れ や 
すい 欠点 が あり ます 。 

《⑬) フォ ロー・ バ パック 

背 が 丸く 固く 作ら れ 、 中 身 は 背 と 離れ 
て いる た め 、 開 き が よく 背 の 形状 は 変わ 
り ま せん 。 背 の 形状 と し て は 最高 で す が 
それ だ け ( 高 級 な 製本 に 用 いら れ ま す 。 

また ビニ ー ル を 材料 と し た も の は 、 科 
易 な 製本 で も 丸 背 を 作る と と が で きま す 。 
C 仮 製本 の 背 

仮 製 本 は 、 中 身 と 表紙 を 一 緒 に 裁断 し 
て 仕上 げ る と と を 特徴 と し て いる た め 、 
背 の 形状 は と じ 方 で 変わ る だ け で 、 と れ 
と いう 工夫 は あり ませ ん 。 

し か し 、 背 の な い 中 と じ な ど は 論外 と 
し て も 、 平 と じ 、 無線 と じ の 場合 は 厚 さ 
(に よっ て 、 角 背 と いう べき 背 が で きま す 。 

構造 上 、 本 製本 に 比べ て 耐久 力 は 落ち 、 
中 身 と 背 と が 密着 し て いな いも の は デコ 
ボコ が で き て 美しく は あり ませ ん が 、 背 
文字 は 付け る と と が で きま す 。 
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6 ) 表 紙 


A 本 製本 の 表紙 

本 製本 の 表紙 は 主として 厚い 板紙 を 芯 
と し 、 と れ を 表装 用 紙 、 皮 、 布 地 な どの 
表装 材料 に 貼り 合わ せ た り 、 つ い だ り し 
た 厚 表 紙 に 、 薄 い 芯 を 表装 材 幸 で くる ん 
だ 「 無 双 表 紙 ] 、 最 初 か ら み ぞ の つい た 
材料 を 用 いた 「 み ぞ き り 表 紙 」、 聖 書 な 
どの よう 人 皮 を 用 い 、 チ リ を 特に 広く し 
た 「 た れ 革 表紙 ] を 代表 と する 薄 表 紙 が 
あり 、 い ずれ も を 書物 の 内 容 や 装 訂 の デザ 
イン 、 定 価 、 製 本 期間 な ど で 選 択 さ れ ま 
2 
B 仮 製本 の 表紙 

仮 製 本 の 表紙 の 種類 は 大 きく わけ る こと 、 
くる み と 切 りつ け の 二 つ に 分 け られ ます 。 
③④ 〈 く るみ 

ほとん どの 雑誌 の 表紙 は と れ に よっ て 
いま す 。 針金 と じ か 無 線 と じ に し た 中 身 
を 厚い 用 紙 で く る み 、 背 の 部 分 に の り 付 


図 4 一 15 表紙 と 背 


角山 みぞ 付 丸 背 
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け を し 表紙 と し た も の で 、 表 紙 が 一 枚 の 
用 紙 の み で で き て いる も の を 「 お か し わ | 、 
見 返し を 付け 、 小 口 の 部 分 に の り 付 けし 
た も の を 「 くるみ 口 の り 」、 表 紙 の お も 
て と 裏 に 別々 の 紙 を 用 い 、 ノ ド で 結合 さ 
せ た も の が 「 お か し わ 継 ぎ 表紙 」 で す 。 
と れ ら は 表紙 と 中 身 を 同時 裁断 し て 仕上 
げ ま す が 「 が ん だ れ 」 は 表紙 の 小口 を 長 
く し て 内 側 に 折り 込ん だ も の で 、 それ 相 
応 の 工程 を も っ て いま す 。 
(② 呈 きり! の 

と れ は 中 身 と 表紙 を 一 緒 に し て 針金 で 
と じ 、 仕 上 げ 裁 ち を する 仮 製本 で 、 見 開 
き の 真 ん 中 を と じ る 「 中 と じ 」、 短 か い 
厚手 の 表紙 に 寒冷 紗 を つぎ 足し 、 と の 寒 
冷 紗 の 部 分 を 平 と じ し た 後 、 背 クロス 
を 巻き つけ た 「 足 貼り 」 、 教 科 書 な ど に 
よく 用 いら れる 方 法 で 、 厚 手 の 表紙 と 中 
身 を 平 と じ に し て か ら 、 開 きやすい よう 
に 背 に 傷 を 付け 、 痛 を クロ ス で 巻い た 
「 筋 つけ 」 な ど が あり ます 。 


(くる み 表 抵 ) 


( 足 は り ) 


7 ) 製本 の 工程 


製本 は 刷 り 上 が っ た 紙 (刷り 本 ) を 検 
品 整理 し 、 順 序 よ く 揃 える 「 紙 そろ え 」 
か ら 始 まり ます が 、 ま ず 刷 り 本 を 100 枚 
ぐら い 両 手 で 持っ て トン トン と 地 を た た 
き な が ら そ の 上 の 方 を 前 方 に 倒し 、 同 時 
左右 も 手 で た た き 三 方 を 一 挙 に 揃え ま 
す 。 と の 時 は 地 の 部 分 が くし ゃ くし ゃ に 
な ら な いよ う 気 を 付け ます 。 

そし て 、 本 を 所 定 の 大 き さ に 作る た め 


図 4 一 16 製本 の 工程 
本 製本 の 工程 仮 抽 本 の 工科 
刷り 本 受 令 刷り 本 受領 
| 
| | 
断 ち 割り 
| | 
* 
| 
宇 合 記 人 
| 
] | 
| | 
| | 
| 角 分 り | | 表 抵 貼り | 
| | 
三方 化粧 裁 ち 三方 化粧 裁 ち 
| | 
表 
表 紙 貼 り 紙 
加 
際 丘 = | に 
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「 折 り 」 と いう 工程 を 行ない ます 。 折り 
は 、 ニ ニッ ツ 折 り 、 四 ツ 折 り 、 人 ハツ 折り な ど 
の 指定 の 形 に 合わ せ 、 汚 さ ず 、 丁 寧 に 内 . 
外 を 間違え な いよ うに 折り ます が 、 部 数 
の 多い も の 、 一 枚 の 折り が 多い も の は 紙 
折り 機 を 使用 し ます 。 

と の MiG@ で きだ お の が 折り お し 
か し 、 一 般 的 に 次 の 段階 か ら は 本 製本 、 
仮 製本 の 様式 に よっ て 工程 が 変わ っ て き 
EE 

中 身 を 糸 と じ で つく る 本 製本 は 、 折 り 
の 次 は 折り 丁 に 口絵 や 扉 を 貼っ て 、 最 初 
と 最後 の 折り 丁 見 返し 紙 を 付け て か ら 
丁 合 に 進み ます が 、 折 り 丁 が 抜け 落ち た 
り (落丁 ) 、 ペ ー ジ が 乱れ (乱丁 ) た り 
し な いよ うに 注意 し ます 。 

最近 は 本 合 機 が 多く 使用 され 、 作 業 の 
単純 化 が 図ら れ て いま す 。 

以上 の 工程 が 済み 、 一 冊 分 が まとまっ 
た ら 本 製本 は 「 と じ 」( と じ の 項 参 照 ) 
を 行ない ます 。 と じ は 主として カタ ン 糸 
に よる と じ で 、 か が り と じ し ま す 。 そ 
し て と れ が 終わ れ ば 背 を 機械 で 強く 絞め 、 
接着 剤 で 固め 「 背 固め ] 、 仕 上 げ 裁 丁 し 
別 の 工程 で 作ら れ た 表紙 (表紙 の 項 参 照 ) 
を 付け て 仕上 げ ま す 。 

仮 製 本 は 、 と れ が 逆 に な り 背 固め を 先 
に 行ない ます 。 背 固め は 紙 締 め 具 で 背 を 
は さ み 、 背 の 部 分 を ひっ か いて 接着 剤 を 
塗布 し 、 乾 いたら 一 冊 分 づつ は が し て と 
じ に 回 し 、 そ れ が 終わ れ ば 接着 剤 で 表紙 
を 付け て 仕上 げ 裁 ち を し ます 。 
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4. 用 紙 


1 ) 紙 の 種類 


紙 に は 様々 な 分 類 の 方 法 が あり ます が 、 
と と で は 製造 の 方 法 、 規 格 、 用 途 に よる 
分 類 に と ど め ます 。 

A 製造 方 法 に よる 分 類 

と れ は 大 きく 分 ける と 洋紙 と 和紙 分 
類 で きま す 。 

洋紙 は 、 今 日 一 般 的 に 用 いら れる 紙 で 
松 な どの 原料 に 薬品 を 加え て 作っ た パル 
プ を も と 製造 し 、 表 面 を 均一 に 仕上 げ 


クン NAS 唐 語 2 人 還 諾 質 移 請 以 ッ 
トマ ン 紙 、 ラ シャ 紙 な ど が あり ます 。 
和紙 は 、 ミ ツマ タ 、 コ ウ ゾ を 原料 と す 
る 日 本 特産 の 紙 で 、 ほ と ん ど が 手工 業 的 
製造 され て いま す 。 

独 得 な 味 合い が あり ます が 、 
く 不揃い で に じみ が ある た め 
刷 に は 適し ませ ん 。 

と れ に は 美濃 紙 、 白 雲 紙 、 画 仙 紙 な ど 
が あり ます 。 

B 用 途 に よる 分 類 

と の 分 類 は 銘柄 に 依存 する と と も あり 

困難 で す が 、 一 応 大 別 す る と 図 4 一 


繊維 が 長 
一 般 の 印 


了 に R 還 
た も の で す が 、 印 刷 に 適し た 紙 を 上 げ る 分 けら れ ま す 。 
4 一 2 の 用 途 兄 
表 用 紙 用 途 列 分 類 用 。 途 別 特 長 交 作 
普 籍 、 雑誌 の | 上 | 質 。 紙 | 最も 白く 平 誰 、 均 等 で 本 文 用 FC 本 上 [@/ 
印 刷 | 中 質 紙 上 質 よ りや 半 基 ちる が 本 文 用 。 - っ 
ト 更 | 廉価 で 非 山 久 性 だ が イン キ の 着き より 林 文 川 本 1 
0 抵 | 上 更 よ り 北 ちる が 本 用 Oo 
カタ ログ 、 ポ ス | ア 一 ト 紙 | 白 さ を 太 布 し た 最も 白い 紙 。 平 浴 カラ ー 印 | ( 
ター、 表 紙 な ど | マシ ンコ ー ト 紙 自 き が アー ト よ り 少 な い 。 平 少 刷 向 き 〇 
ーーー ーー 8 そ 
容 誌 の 広告 | オフ セッ ト 用 紙 介 科 少な い オフ セット 
癌 級 な 書状 |] コッ トン 紙 | 軽く て 紗 力 に せ む 。 色 あり 
トレ シン グ ペ ーー | 半 透 明 で 強 じ ん 。 礎 日 は 製図 用 9/ 
府 a 用 視 号 用 紙 | うす い が 強 い O 〇 
lo は がき 用 紙 | 毛 委 や ペン 書き に 適する 。 イ ン キ 中 収 よい 【@) 
アイ ポ リ 一 | 強い 光沢 が ある O 
ケ シン ト 紙 | 純白 。 か た く ひ さき しま っ て いる 
図 画 用 | 画 用 紙 | か た く ひ き し ま っ て いる が 面 が や や あら い 。 消 せる 
木炭 紙 | 履い が 表面 が あら い 
ー ーーーー ー 
アン グル カラ ー、 公 上 質 、 マ イカ レー ド 、S カ バー | と びら や 
装 本 用 維 。 種 。 紙 | フイ パー パルテノン 、 レ ザッ ク 、 ラ シャ 紙 、 サ ン | 見 返し 
( 装 謝 紙 ) ピーチ な ど 、 平 対 な も の か ら 荒 いも の まで ある 。 用 いる 
強 じ ん 
9 に 在 天 明 で 少し 商 味 が ある 。 平 測 、 つ や あり に 
維 誌 の 口絵 | グラ ビア 用 紙 イン キ の 遇 収 よい の Po: 
か っ 人 色 で 強い クラ フト 紙 、 迅 罰 で つや の ある グラ シン 
封筒 や 装 | 包 装 紙 | 抵 。 末 胃 で 釣 容 性 の ある る セロ ハン 紙 、 の ko 
ど カ 
語 区 皇 oy な は 衝 か っ 人 で di 
券 畑 ] 証 券 用 紙 | 白 < 強し "思ひ き し ま - > た 紙 。 AN 
紙 手 抄 き 紙 | 手 抄 き の も の は 繊維 が 長 0 た だ O 
機 撤 挨 き の 和紙 | き は 繊維 が 短く 切れ や すし 
ご 本 上 質 紙 | イン キ の 吸収 が すみ や か で 原紙 打ち で の 
表 4 一 2 擬 版 用 紙 | 全紙 】 朋 写 印刷 用 欧 と し て も 最適 。 Oo 
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2 ) 紙 の 特性 


ム 紙 の 性 質 

ほとん どの 紙 に は 「 表 と 裏 」 が あり 、 
「 目 」 が あり ます 。 紙 の 表 は 表面 が 滑ら 
か で す が 、 裏 は 表 に 比べ て 荒く 網目 の あ 
と が つい て いま す 。 

紙 と 目 と は 、 繊 維 の 並び の 状態 を いい 
それ が 紙 の 縦 の 方 向 に あれ ば 「 縦 目 」.、 
横 の 方 向 に な ら 「 横 目 」 と 呼ん で いま す 。 
洋紙 に 比べ て 織 維 が 長い 和紙 は 、 そ れ が 
は っ きり と し て いま す が 、 科 単 な 鑑 別 法 
と し て は 、 紙 の 裂き 具合 で 見 る 方 法 が あ 
り 洲 698 . 

直線 的 に スッ キリ 裂け れ ば 縦 目 、 歪 曲 
し て 裂け れ ば 横目 と み ま す 。 また 不明 の 
場合 は 、 紙 を 丸く 切っ て 水 に 浮か し て み 
て 、 紙 が そら な い 方 向 が 目 の 方 向 で す 。 

さら に 、 紙 は 「 な じみ 、 変 色 、 帯 電 、 
吸湿 ]」 と いう 特性 が あり ます 。 

な じみ と は 、 紙 を 構成 する 繊維 の 落着 
き を 指し 、 抄 造 し た ば か り の 紙 は と れ が 
悪い た め 、 そ の まま 印刷 機 に か ける と 帯 
電 し て 作業 に 支障 を きた し ます 。 

また 紙 は 、 あ まり 長く 貯蔵 し た り 保管 
の 仕方 が 悪い と 、 黄 変 や 吸湿 を きた し ま 
す 。 黄色 は 繊維 に 含ま れ て いる リグ ノ 素 
の 酸化 で 起 る 現象 で す が 、 リ グ ノ 酸 含有 
量 が 多い 下級 紙 は 著 る し く 変 色 し ます の 
で 、 日 光 や 熱 を 遮断 し 空調 に も 気 を 配ら 
な けれ ば な り ま せん 。 

抄造 直後 の 紙 は 乾燥 し きっ て いま す が 
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図 4 一 17 紙 の 目 


少し た つと 外気 の 影響 を 受け 次 第 に 湿気 
を 帯び すてき ます 。 と れ を その まま 印刷 に 
か ける て と 見当 違 いや シワ が 生じ 、 よ い 印 
刷 は 得 ら れ ま せん 。 

その た め 印 刷 前 に シー ズ ニ ング で 調 湿 
し ます が 、 あ まり 乾燥 し すぎ る と 印刷 の 
際 の な じみ の と と ろ で 説明 し た よう な 状 
態 が 起 っ て し まい ます 。 

と の よう に 、 紙 に は 数 々 の 特性 が あり 
ます が 、 良 い 印 刷 物 を 得る に は 、 ま ず と 


れ 等 の 特性 を 知り 適切 な 管理 に し て お か 
な けれ ば な り ま せん 。 
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4. 用 婚 


B 紙 の 印刷 適性 

紙 に は 前 項 で 述べ た よう な 特性 が あり 
ます が 、 い ざ 印 刷 と な る と それ と と も に 
印刷 方 式 や 版 の 種類 、 製 本 な ども 考え 合 
わせ て 用 紙 を 選択 し な けれ ば な り ま せん 。 

以下 は その ポイ ント で す 。 
① 光沢 の 程度 

デザ イン 上 の 狙い (表現 程度 ) に よっ 
て 選択 し ます が 、 ア ー ト 紙 の よう に 光沢 
の ある も の 、 画 用 紙 な どの よう に 光沢 の 
な いも の な ど 、 紙 面 の 構造 や 化学 性 に よ 
る 見 方 が あり ます が 、 上 質 紙 や アー ト 紙 
の よう に 機械 仕上 げ で 光沢 を つけ た 紙 も 
ある と いう と と を 念頭 に お きま す 。 
⑨ 白 さ や 色 の 程度 

漂白 の 度合 や 白 さ の 塗布 で 白紙 が 作ら 
れ ま す が 、 色 の 付い た 紙 も これ 準じ た 
化学 的 処理 に よっ て いま す 。 し た が っ て 
と れ は 紙質 より も デザ イン 性 や 写真 な ど 
の 表現 度 が 選択 の ポイ ント で す 。 
⑧ 紙 の 湿度 

繊維 の 強 さ 、 厚 さ 、 か ら み な ど で 生 じ 
ます が 、 洋 紙 よ り も 繊維 の 長い 和紙 は 特 
に 強 じ ん で す 。 と れ が 大 き な ポ イン ト に だ 
な る の は 、 折 りや 製本 の 段階 で す 。 折 ひ り 
は で きれ ば 紙 の 目 の 方 向 に そう の が よく 、 
逆 で は 背 わ れ が し ます し 、 製 本 で は 紙 に 
腰 が な いと や り ず らく な り ま す 。 
〈④ イン キ の 着き 具合 

紙 の 表面 が 平滑 で あれ ば 、 写 真 な ど 美 
し く 表現 で きま す が 、 吸 収 性 が 悪かっ た 
り 、 紙 むけ し て いる と イン キ の 着き 具合 
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が よく あり ませ ん 。 また イン キ の 乾燥 の 
程度 で も 左右 され ます 。 ア ー ト 紙 や 上 質 
紙 は 、 と の 点 が 比較 的 優れ て いま す が 、 
更 紙 な どの 下級 紙 は 、 イ ン キ の 唄 収 性 が 
よい も の の 着き 具合 は あま り よ いと は い 
えま せん 。 

C 主 な 洋紙 

アー ト 紙 紙 の 表面 鉱物 質 の 粉末 ( 自 
土 ) を コー ティ ング し て 機械 仕上 げ し た 
コー ト 紙 の 代表 。 光 沢 に 富み 、 表 面 が 平 
滑 で ペン 画 、 版 下 に 向き ます が 水 弱 く 
消 ゴ ム を 使え な い の が 欠点 。 両 面 に 加工 
し た 特 ア ー ト 、 片 面 の み の 片 ア ー ト 、 ま 
た 、 つ や を 消し た も の や 、 布 や 梨 の 目 を 
お し た エン ボス アー ト な ど が あり ます 。 
ケン ト 紙 面 が 硬く 、 消 ゴム を 使っ て も 
毛羽 だ ち が 少 な い の で 製図 、 ポ スタ ー カ 
ラー を 使う の 適し て いま す 。 

上 中 質 紙 比較 的 滑ら か で 白く 、 腰 が 強 
いた め 、 活 版 、 オ フ セ ッ ト 、 グ ラビ ア と 
どの 印刷 に も 適する 用 紙 。 主 に 白紙 は 本 
文 に 用 いら れ ま す が 、 着 色 を し た 色 上 質 
( 模様 も ある ) の 薄 、 厚 、 特 厚 口 は 見 返 
し や 案内 状 な ど 製 本 、 デ ザイ ン 的 な も の 
活躍 が 目立ち ます 。 

ワッ トマ ン 紙 紙面 が 粗い た め 水 彩 や コ 
ン テ ( 適 し て いま す が 、 本 文 の 印刷 に は 
向き ませ ん 。 

ラン シヤ 紙 マー メイ ド 、 サ ン ビ ー チ な ど 
いろ いろ な 種類 が あり ます が 、 着 色 さ れ 
や わら か く 質 感 の ある 紙 。 パ ン フ レッ ト 
や カタ ログ 、 製 本 な ど に 多く 使い ます 。 
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C 紙 の 仕上 寸法 と 印刷 規格 


単位 (gw) | 換算 単位 ( 尺 ) 


列 番号 
A 0 | 841 x 1189 | 2.780 x 3.930 
728 x 1030 | 2.400 x 3.400 594 x 841 | 1.960 x 2.780 


番号 | 単位 ( 巡 ) | 換算 単位 ( 尺 ) 
B 0 | 1030 x1456 | 3.400 x 4.800 
| B 1| 728x1080| 2.400 x3.400 


2 
297 x 420 | 0.980 x1.390 
4 


420 x 594 | 1.390 x 1.960 


210 x 297 


105 x 148 | 0.350 X 0.490 


74 x 105 | 0.250 x 0.350 


5・ 主 な 印刷 用 諸 


青 焼き 塩化 ビニ ー ル の 透明 フィ ルム に 
製版 され た 文字 や 映像 、 ト レシ ング ペー 
パー に 印字 され た 文字 組版 な ど を 、 況 式 
複写 機 で コピ ー し た も の 。 主 伯 文 字 校正 
や ペー ジ 組 み の チ ェ ッ と 用 いる 。 

網 点 階 調 の ある 原稿 を 製版 カメ ラ 
と 網目 スク リー ン で 再現 する と 、 そ れ は 
点 の 集合 に お きか えら れる 。 
網 ネ ガ ・ 網 ポジ 網 ど り し た ネガ フィ ル 
2 ポジ ジリ イツ レバ 5 

エア ・ プ ラン 写真 な どの 調子 を 整え た 
り 、 不 用 の 部 分 を 消す た め に 、 灰 色 の ポ 


スタ ー カ ラ を エア で 吹き つけ 修正 する 方 
凌 8 

描き 文字 レタ リン グ さ れ た 文字 。 
オペ ー ク ネガ フィ ルム の ピン ホー ル や 
キズ を 修正 する た め の 材料 。 そ の 作業 に 
つい て も 使う 。 

階 調 写真 な どの 濃淡 の 調子 。 トーン 。 
角 版 写真 な ど を 四辺 形 の 輪郭 に す 
る 場合 は 「 角 版 」、 表 現物 の 形 ど お り に 
する と と を 「 切 り 抜き ] と 指定 する 。 
掛合 せ 色 の 混合 に よっ て 別 の 色 を 表現 
する と と 。 ベ タ や 平 ア ミ の 重ね で 表現 し 
ます 。 

画 線 部 、 非 画 線 部 イン キ の 付く 部 分 、 
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5・ 主 な 印刷 用 語 


イン キ の 付か な い 部 分 。 

紙 活字 版 下 製作 の 際 、 見 出し 文字 な ど 
使用 する タイ プ ト ー ン の 一 種 。 漢 字 、 
仮名 類 が ある 。 

仮 固め 仕上 げ 裁 ち す る 前 に ペー ジ 順 に 
重ね た 折り 丁 の 背 を 、 い っ た ん 接着 剤 で 
固め る と と 。 

清 刷 り その まま 製版 に 使用 で きる よう 
特定 の 文字 や マー ク な ど を 白紙 に 印刷 し 
た も の 。 

原寸 原稿 と 同じ 寸法 撮影 する と と 。 
写 植 写真 植 字 の 略 。 タ イプ ライ タ 
の よう に オペ レー ター が いて 、 光 学 的 方 
法 で 様々 な 大 き さ の 美しい 豊富 な 書体 を 
印画 紙 に 焼き 付け て 、 合 理 的 、 能 率 的 な 
組版 が で きま す 。 コ スト が 高い た め 、 社 
内 と は いか ず 、 現 状 で は ペー ジ の 少な い 
パン フレ ッ ト や 広告 の 文字 組版 に 用 いら 
れ て いま す 。 

刷 版 印刷 機 だ か ける 版 を いう 。 

製版 印刷 に か か る 以前 の 、 版 を 作る 工 
程 を いう 。 

束 見 本 ペー ジ 物 の 製本 を する 際 、 ペ ー 
ジ 数 や 表紙 、 見 返し 、 用 紙 な どの 体裁 、 
背 の 厚 さ を みる た め に だ 装丁 を し た 本 。 と 
れ を 基礎 に し て カバ ー や 外 画 な どの 症 法 
が 割り 出さ れる 。 

トリ ミン グ 写真 な ど に 、 そ の 使用 する 
部 分 を 指定 する と と 。 

トン ボ 印刷 する 位置 や 、 版 に 焼き を 付 
ける 位置 を 正確 に 合わ せる た め の 目 じ る 
し 。 十 や ー の 線 を 天地 堪 右 に 付け る 。 
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ネー ム 写真 、 図 版 な ど に 付記 する 説明 
書き の と と 。 

ノン ブル ペー ジ の 順 を 示す 数 字 。 
ノン プル ・ シ ー ト 綱 数 を 貼り 込め る よ 
うに な っ て いる 用 紙 。 

ハイ ライ ト ・ シ ャ ドー 階 調 の な か で も 
最も 明る い 部 分 が ハイ ライ ト 。 最 も 暗い 
部 分 は シャ ドー。 中 間 は ハー フト ー ン 。 
柱 各 ペ ー ジ の 横 や 上 に 書名 、 章 名 な ど 
を 入れ た も の 。 横 組み な ら 横 柱 、 縦 組み 
な ら 縦 柱 と いう 。 

版 特定 の 材料 に 、 イ ン キ の 付く 部 分 と 
付か な い 部 分 が 形成 され て いて 、 印 刷 物 
が 複製 され る も と (に な る も の 。 

版 下 絵 や 描き 文字 な どの 原稿 が 、 そ の 
まま 製版 に 使用 で きる よう 、 厚 手 の 紙 に 
キチ ン と 描い た も の 。 

版 面 版 づ ら と 読み 、 ノ ン ブ ル や 柱 
な どの 部 分 の 大 き さ を いい ます 。 
PS 版 アル ミニ ュ ウ ム 特 殊 な 感光 液 
を 塗っ た 写真 平版 用 の 版 材 。 そ の まま 焼 
き 付 けら れる 。 

ペ 夕 濃 肖 の な い 部 分 。 イ ン キ で 塗 
りつ ぶし た 部 分 。 
マス ター ベー ペー 伸縮 の な い 厚 手 の 紙 
の 表面 に 、 特 殊 な 紗 料 を 塗っ て 加工 し た 
平版 用 の 版 材 で 、 事 務 用 オフ セッ ト ( 使 
われ る 。 印刷 枚数 に 応じ た も の を 使用 す 
の 衣 

レイ アウ ト 用 紙 版 下 を 作成 する 際 に 用 
いる 厚手 の 紙 で 方 眼 に な っ て いる 用 紙 。 
B 4 判 、A 4 判 な ど が ある 。 


和文 タイ ピス ト ・ ハ ンド ブッ ク 


1. 和文 タイ ピス ト の 変遷 
と その 社会 的 背景 


実用 英文 タイ プラ イタ の 発明 者 で ある 
ショ ー ル ズ (アメリカ ) は 、 英 文 タ イプ 
ライ タ の 普及 に よる 女性 の ビジ ネス 社会 
へ の 進出 に つい て 、 次 の よう な と と を い 
っ て いま す 。 

「 私 は 、 い つも は げ し く 働 か な けれ ば 
な ら な い 女 性 の 為 に と の 発明 を し た 。 と 
れ で 彼女 達 は 、 精 神 的 に も 経済 的 に も 解 
CSUOPGSCE7S2 の 2 の 5 語 ! 

また 和文 タイ プラ イタ の 発明 者 杉本 京 
太 は 「 発 明 の 直接 の 動機 で は な い が 、 結 
果 的 に は 、 和 文 タ イ ピ スト と いう 女性 の 
職業 が 誕生 する と と に より 、 女 性 の 働く 
場 が 広がり 、 そ れ に よっ て 働く 意識 と 豆 


1 
1 
タイ ビス ト と いう 言葉 は 現在 で も 女性 の 職業 の ェ リ ー ト と し て 間違い なく 存在 し て 
いま す 。 その 中 で も 日 本 独 得 の 開 字 か な まじ り 文 を 駆使 し て 仕事 を し て いる 和文 メイ ! 
ビス ト は 、 日 本 に お ける 女性 の 種 業 の 中 で は 最も 古く 、 ま た 知 的 職業 で ある と いえ ま ! 
す 。 タ イビス ト が 打つ 文書 が 政治 、 経済 、 文 化 の 分 野 で も 、 正 確 に 、 美 し く 、 そ し て ! 
早く と いら 特色 を 発揮 し て いま す 。 貴女 も 和文 タイ ビス ト に な ろう と 思い ませ ん か 。 ! 
1 

1 


び が 生れ た と と は 確か で す 。」 と 語っ て 
いま す 。 

いずれ に し て も 、 そ の 発明 の 最も 大 き 
な 動機 と いわ れる も の は 、 い うま で も な 
く 「 美 し く 、 早 く 、 正 確 に 書く と と の で 
きる 機械 を 作る ] と いう と と ろ に あっ た 
と と は 疑い の な い 事 実 で す が 、 結 果 的 に 
は その 発明 に より タイ ピス ト と いう 新 し 
い 女 性 向き の 職業 が 誕生 し 、 そ の 職業 を 
通し て 、 多 く の 女性 が 精神 的 に も 経済 的 
(に も 、 ビ ジネス 社会 に お いて 自立 する 道 
が 開か れ た と と も 事実 で す 。 

和文 タイ プラ イタ は 第 1 章 で も 触れ て 
いる よう に 、 大 正 4 年 発明 され 昨 5 年 
か ら 製 造 販 売 さ れ て いま すか ら 、 和 文 タ 
イ ピス ト の 誕生 は や は りら り 大 正 5 年 頃 か ら 
と いう と と に な る で し ょ う 。 日 本 で 初め 
て の タイ ピス トト 養成 所 (和文 ) は 、 大 正 
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1. 和 廊 タイ ビス ト の 変遷 と その 社会 的 背景 


タイ プ ブ を 打つ ショ ー ル ズ の 娘 
4 年 に 「 日 本 書 字 機 商会 」 の 附属 養生 所 
UiG ス ニョ NIIP2G ま の 

聞く と と ろ に よる と 、 当 初 は 機械 を 操 
作 す る と いう と と で 、 女 性 が 敬遠 され て 
いた の か 男性 タイ ピス ト が 8 割 、 女 性 タ 
イビス ト が 2 割 と いう 比率 で あっ た と い 
うと と で す 。 し か し 、60 年 後 の 現在 で は 、 
和文 タイ ピス ト の 99.9 め は 女性 に よっ て 
占め られ て いる の を みる と 、 い か に 和文 
タイ ビスト と いう 職業 が 女性 に 適し て い 
た か を 物語 っ て いま す 。 

も ちろ ん 、 女 性 に 適し て いた 職業 で あ 
っ た か ら と いう と と だ け で 、 現 在 も な お 
と の よう 脚光 を あび て いる の だ と 考え 
る と と は 早計 で 、 や は り そ と に は 数 多く 
の 先輩 達 が 、 あ ら ゆ る 社会 の 変遷 の 中 で 
自ら の 仕事 に 対し て の 誇り を 持ち 、 一 生 
懸命 に その 職業 的 地位 を 築き あげ て きた 
努力 が 60 年 の 歴史 の 中 に あっ た か ら と そ 
な の で す 。 
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ム A 和文 タイ ピス ト の あ ゅ ゆみ 

和文 タイ ピス ト の 誕生 し た 大 正 時 代 は 
わが 国 の 女性 史 に と っ て も 、 女 性 解放 運 
動 の 円 熟 期 と も いえ る 頃 で "ザン ギリ 頭 
を た た いて みれ ば 文明 開化 の 音 が する 、 
と いわ れ た 明治 時 代 に めばえ た 自由 民 憲 
思想 が 、 や が て 大 正 デ モク ラシー 成長 
する 時 期 で も あり まし た 。 

経済 や 社会 生活 も 決し て 豊か な 時 代 で 
は あり ませ ん で し た が 、 自 ら の 手 に よっ 
て 何 か を し て 行 と うと いう 新しい 人 間 像 
が 人 台頭 し て きた の も この頃 で す 。 労働 運 
動 史 を ひも と いて みて も 、 紡 績 工場 、 鉄 
工 所 、 あ る い は 米 騒動 な ど 、 ス トラ イキ 
や きま ざま な 労働 運動 が 盛ん に な り 、 大 
き な 社 会 問題 に ちな っ て いま し た 。 と の 
中 で も 大 正 8 年 に 、 英 文 タ イ ピ スト ( 秘 
書 も 含め ) が 主体 と な っ た 「 全 国 タ イ ピ 
スト 組合 」 が 結成 され 、 一 日 8 時 間 労 動 
と 最低 賃金 50 円 (当時 の 大 工 さ ん の 日 当 
が 80 銭 ) の 要求 を か か げ て いま す 。 

と の 当時 、 つ まり 大 正 初期 に お いて は 
女性 の 職業 と し て 社会 的 に 認め られ て い 
た も の と し て は 看護 婦 、 教 師 、 電 話 交換 
手 、 タ イ ピ スト (英文 兼 秘 書 ) ぐら いで 
マネ キン ガー ル 、 エ レベ ー タ ー ガ ー ル 、 
バス ガー ル な ど は 昭和 (に 入っ て か ら の 職 
に ME 

し た が っ て 、 ビ ジネス 社会 で の 職業 と 
いえ ば 電話 交換 手 と タイ ピス ト と いう の 
が 女性 の 二 大 職種 だ っ た わけ で す 。 

社会 的 な 風潮 と し て は 女性 解放 運動 が 


eg 
写 5 一 2 大 正 時 代 の タイ ビス ト 学 校生 徒 
華 な し く 展 開 さ れ て いた の で す が 、 し か 
し 現実 と し て は 、 特 に ビジ ネス 社会 に お 
いて は 依然 と し て 男性 中 心 で " 女 が 職場 
で 働く と と は な い 、 と いう よう な 偏見 が 
まかり 通っ て いま し た 。 と と ろ が 一 方 で 
は 、 紡 績 女工 の よう 人 低 賃 金 で 、 つ まり 
男性 より 安く 使え る と いう 考え 方 か ら 、 
多く の 女性 に よっ て 占め られ て いた 職業 
も あっ た わけ で す 。 

と の よう な 社会 的 背景 の 中 で 和文 タイ 
プラ イタ が 発明 され 、 和 文 タ イ ピ スト と 
いう 職業 が 誕生 し まし た 。 そ し て 男性 中 
心 の ビジ ネス 社会 で 、 企 業 の 中 心 部 と も 
いえ る 文書 事務 の 分 野 に 切り 込ん だ わけ 
で すか ら 、 当 時 と し て は 、 ま さ に 画 期 的 
な 出来 事 で あっ た と 想像 され ます 。 

それ だ け に 、 タ イ ピ スト 自身 も 、 単 に 
タイ プラ イ テ ィ ング 技術 だ け で は な く 、 国 
字 を 取り 扱う 職業 と し て 、 男 性 と 比較 し 
て も を 一 歩も ひけ を と ら な い は ほど の 高い 教 
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養 を 身 に つけ 、 ま た 女性 の ビジ ネス エリ 
ー ト と し て の 誇り を も ち 、 女 性 の パイ オ 
ニア 的 な 職場 進出 の 旗手 と し て は ず か し 
く な い 内 容 を 備え て いま し た 。 現 に 当時 の 
タイ ピス ト は 、 い ずれ も 高等 教育 (旧制 
高 女 ) を 卒業 し た も の ば か り で 、 い わ ゆ 
る 女性 の お 稽古 ど と と は 明らか (一線 を 
画 し て いる も の で し た 。 

和文 タイ プ 技 術 は も と より 、 秘 書 業務 、 
速記 な どの 技能 を 有する タイ ピス ト が 多 
く 、 な か に は 聴取 筆記 し た も の を 自分 で 
まとめ タイ ピン グ す る と いう よう な 、 現 
在 で は と う て い 考え られ な いよ うな ハイ 
レベ ル な 仕事 を し て いま し た 。 

と れ ら の エリ ー ト 達 が 官公 庁 、 大 企業 
ある い は 人 金融 関係 な ど C 就 職 す る と と に 
より 、 さ ら に 和文 タイ ピス ト と いう 名 称 
は も と より 、 職 業 と し て の 地位 が クロ ー 
ズ ア マップ され で きま た 。 

も ちろ ん 、 当 時 と し て は 数 少な い 女性 
の 職業 の 一 つ で あっ た と と や 、 ま た ビジ 
ネス 社会 に お いて は 、 そ の 基幹 と いう ベ 
き 文 書 事務 に た ず さ わ っ て いた と と か ら 
いわ ゆる "職場 の 花 、 と し て 優遇 され て 
いた と も いえ ます が 、 そ れ 以 上 に 、 女 性 
の 新しい 職業 と し て の パイ オニ ア 精 神 と 
仕事 に 対し て の 誇り を 頑固 まで に 守り 続 
けた 当時 の タイ ピス ト の 姿 の 中 に 、 今 日 
の 和文 タイ ピス ト の ルー ツ を 見 い 出す と 
と の で きま 9 

と の よう な 状態 は 昭和 10 年 頃 まで 続き 
と の 頃 に な る と 服装 も 和服 か ら 洋服 へ 、 
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写 5 一 3 昭和 初期 の H オ フィス 


髪型 も 丸 ま げ か ら 耳 か く し へ と 移り 、 い 
わ ゆ る モダ ン ガ ー ル の タイ ピスト が ビジ 
ネス 街 を か っ ぽ ぱす る 姿 も 見 られ 、 あ る い 
は 映画 や 小説 の 主人 公 と し て を 登場 し て 
きま し た 。 ま た 大 正 12 年 の 関東 大 震 以 後 
( 1923 ) 、 経 済 的 な 自立 を 目指 し た 女性 
の 職場 進出 が 目立っ て き て 「 職 業 婦人 」 
と いう 言葉 が 新聞 な ど で も 目 に 触れ る よ 
うに な り ま し た 。 和文 タイ ピス ト 、 電 話 
交換 手 、 エ レベ ー タ ー ガ ー ル の 他 だ 一 般 
女子 事務 員 が 急増 し て きた の も と の 頃 で 
今日 の OL の は し り と も いえ ます 。 
特に 都会 で は 女性 事務 員 が 増え 、 昭 和 
8 年 (1933 ) 頃 、 東 京 丸 ビル に 通勤 し て 
いた 人 は 4500 名 、 その 中 女性 は 750 名 だ 
っ た と いう 資料 が 残っ て いま す 。 それで 
も まだ わずか な も の で し た 。 
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また 、 昭 和 6 年 頃 の 給与 水準 を 見 る と 
和文 タイ ピス ト 40 円 、 電 話 交換 手 35 円 、 
一 般 女子 事務 員 35 円 と いう と と で 、 と の 
面 で も 優遇 され て いま し た 。 

技能 評価 の 面 で も 、 す で 人 大 企業 に お 
いて は 給与 の 他 に 技能 手当 (3 て 5 円 ) 
が 支給 され て いる と と ろ も あり 、 職 業 と 
し て の 必要 性 の 他 に 、 技 能 者 と し て の 評 
価 も 十分 に な され て いた と いう と と が わ 
か り ま す 。 

昭和 10 年 20 年 まで は 、 戦 争 と いう 暗 
い 谷間 に 突入 し た わけ ぜ で す が 、 当 初 に お 
いて は 軍需 景気 も 一 時 的 に あり 、 昭 和 13 
年 頃 に は 和文 タイ プラ イタ の 生産 台数 も 
3 千 台 を 越え 、 和 文 タ イプ ライ タ 業 界 の 
第 一 次 黄金 時 代 を 築き もち げ ま し た 。 

一 方 、 和 文 タ イ ピ スト を 養成 機関 の 充 


実に と も な い 官 公 庁 、 大 企業 の 他 だ 軍 関 
係 の 仕事 に た ず さ わ る よう に な り 、 タ イ 
ピス ト の 数 も 急増 (推定 で は 昭和 15 年 頃 
で 8 万 人 位 ) し 、 当 時 日 比 谷 公会 堂 を か 
り 切 っ て “タイ ピス ト の 集い ” を 開催 し 
数 二名 の 和文 タイ ピス ト が 全国 か ら 集 ま 
っ た 記録 も 残さ れ て いま す 。 

や が て 終戦 の 色 も と く な っ た 昭和 18 年 
未 ~19 年 頃 と も な る と 、 一 般 女子 学生 も 
いわ ゆる 学徒 動員 と いう と と で 軍需 工場 
で 働き も 、 ま た タイ ピス ト も 軍隊 と 一 緒 に 
移動 し 、 南 方 の 戦地 で キー を に ぎっ て い 
た 人 は 数 千 人 に も の ぱり まし た 。 と の 頃 
の タイ ピス ト 学 校生 徒 の 手記 を 見 る と 、 
ほとん どの 人 が 「 外 地 で は 兵隊 さん が 戦 
っ て いる 。 私 達 は タイ プ と いう 技術 を も 
っ て お 国 の 為 に な り た い 」 と 書い て あり 
ます が 、 当 時 の 事情 が よく わか り ま す 。 

昭和 19 年 頃 に な る と 国内 の あら ゆる 物 
資 は 底 を つき 、 タ イプ 活字 を 一 本 買う に 
も 早朝 か ら メ ー カ ー の 店 頭 に 長蛇 の 列 で 
買い 求め た と いう よう な と と も あり まし 
7 

と の よう に た 大正 時 代 か ら 終戦 に 至る ま 
で の 歴史 を 振り 返 え っ て みる と 、 和 文 タ 
イ ピス ト と いう 職業 は 、 そ の スタ ー ト か 
ら 恵 まれ て いた と と 、 ま た 文書 事務 に お 
いて は 、 和 文 タ イプ ライ タ に と っ て か わ 
る 書記 機械 が な か っ た と と な ど が あり ま 
す が 、 や は りら 女性 の ビジ ネス 社会 で の 確 
固 た る 地位 を 築き あげ た の が と の 時 代 の 
大 き な 特 色 で あっ た と いえ ます 。 
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大 正 時 代 の 女性 の 職業 


_ 最も 古い 職業 婦人 団体 の 設立 は 、 大 正 9 年 
に 出来 た 婦人 事務 員 協 会 で 、 女 子 職業 紹介 、 
簡易 な 共同 宿泊 所 等 の 実際 的 な 共同 利便 の 問 
題 か ら 手 を つけ 出し まし た が 、 成 績 の 見 る 可 
きゃ も の な く 解 散 し まし た 。 

次 いで 、 事 務 員 タイ ビス ト 等 の サラ リー メ 
ン ュ ニオ ン (俸給 生活 者 同盟 ) の 婦人 部 、 タ 
イビス ト 協 会 等 が か 生 れ 、 大 正 1 年 に は 職業 婦 
人 社 、 職 業 婦人 同盟 、 更 に 婦人 経済 連盟 等 が 
設立 され て いま し た が 、 い ずれ ゃ 資金 や リー 
ダー 不足 の た め 永 続き せ せ ず に 直ちに 消え た り 
或 は 有名 無実 に 終っ て いま す 。 

率 

大 正 12 年 頃 の 職業 婦人 の 総数 は 約 87 万 人 、 
その 内 訳 は 下記 の 通り に な っ て いま す 。 
医師 に 関す る 業務 看護 婦 ( 4 万 人 )、 助 産 
婦 ( 4 万 人 ) 、 へ リ . テ アン < 師 ( 2 万 人 ) 、 
其 の 他 (医師 ・ 楽 剤 師 等 7 万 人 ) 
教育 に 関す る 業務 小学 校 教 員 ( 6 万 人 ) 、 
其 の 他 女 子 教員 ( 1 万 6 千 人 ) 
官庁 関係 通信 省 ( 3 万 5 千 人 ) 、 鉄道 省 関 
係 ( 1 万 人 ) 、 其 の 他 ( 4 百人 ) 
商業 関係 料理 屋 女 中 その 他 ( 6 万 人 ) 
商業 上 雇 備 事務 員 ( 4 万 6 千 人 ) 、 店 買 及 
び マ ネ キ ン ( 4 万 1 千 人 ) 、 タ イビス ト ( 6 
千 人 ) 、 電話 交換 手 ( 2 万 6 千 人 ) 
工場 鉱山 婦人 職員 数 ( 1 万 人 ) 

其 の 他 の 有 業 者 髪結 (2 万 5 千 人 ) 、 新 開 
記者 ( 1 千 人 ) 、 派出 婦 ( 4 千 人 ) 、 音楽 家 
( 2 百人 ) 

尚 、 昭和 2 年 現在 の 内 務 省 社会 局 の 調査 に 
よれ ば 労働 婦人 の 総計 154 万 で 、 女子 人 口 総 
数 の 4 @ に 当る 。 ( この 資料 は 昭和 4 年 に 出 
版 さ れ た 鈴木 文 四郎 著 「 朝 日 常識 講座 、 第 9 
巻 、 婦 人 問題 の 話し より 引用 ) 
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終戦 を 境 に し て わが 国 も 民主 主義 国家 
へ と 変わ り 、 一 般 社会 で は 男女 同 権 の 思 
想 が 曲がり な り に も 根付 き 始め 、 ビ ジ ネ 
ス 社 会 に お いて も 数 多く の 新しい 女性 専 
門 職 が いっ せい 登場 し て きま し た 。. そ 
の 中 で も 和文 タイ ピス ト は 、 す で 戦前 
に 築き あげ た ゆる ぎ な い 基 盤 を 生か し 、 
混乱 し て いる 社会 状 勢 の 中 に も か か わら 
ず 、 当 用 漢字 の 告示 、 横 書き 文書 の 実施 
な どの 新しい も の を 素早 く 身 に つけ 、 い 
ち 早 く 職場 復帰 を は た し まし た 。 と の 頃 
活躍 し た タイ ピス ト は 、 そ の ほとん ど が 
戦争 を 対 験 し た 人 達 で し た 。 

また 、 経 済 面 に お いて も 戦後 の ショ ッ 
ク よ り 立 ち 直 り 、 ビ ジネス 社会 に お いて 
アメ リカ ム の 合理 的 経営 思想 が 導入 され 、 
事務 機械 化 に よる 事務 合理 化 の 波 が 押し 
寄せ 、 和 文 タ イ ピ スト を 囲む 環境 も 大 き 
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く 変 わっ て きま し た 。 従来 の 文書 事務 の 
オー ル マ イ ティ か ら 分 業 化 、 専 職 化 に よ 
り 、 そ れ に 対応 で きる 能力 が 要求 され 、 
また 同時 に 広い 意味 で の 情報 的 役割 が 新 
し く 加 えら れる よう に な っ た の が 昭和 30 
年 (1955 ) 代 で す 。 

や が て 来 た る べき 情報 化 社会 の 前 ぶれ 
と し て 登場 し た 安く 、 早 く で きる タイ プ 
印刷 が 全国 的 に 普及 し 、 孔 版 タ イ ピ スト 
( 現在 で は 軽 印刷 タイ ピス ト と いう ) が 
和文 タイ ピス ト の 新しい 分 野 と し て 登場 
し て きた の が 昭和 28 年 頃 か ら で す 。 ま た 
和文 タイ プラ イタ も その 機能 を 更に アッ 
プ し 、 印 刷 製 版 機 と し て 本 格 的 に スタ ー 
ト し た の も と の 頃 で し た 。 

と の 孔 版 タ イ ピ スト の 出現 は 、 あ る 意 
味 で は 従来 の 和文 タイ ピス ト と いう 概念 
を 幅 を 大 きく 広げ まし た 。 


写 5 一 5 


昭和 11 年 
タイ ビス ト 学 校 卒 業 生 


と いう の は 、 今 まで は 企業 と いう 枠 内 
で の 文書 事務 を 取り 扱う こと に 対し て の 
評価 が 主 に な っ て いた の で す が 、 孔 版 タ 
イ ピス ト の 場合 は 、 タ イプ し た も の が 即 
商品 と し て 売ら れる 、 つ まり 商品 価値 と 
タイ ピス ト の 技能 が 比較 評価 され る と い 
う 面 が 出 て きた わけ で す 。 と の と と は 逆 
(一般 企業 タイ ピス ト と 対し て も 、 タ イ 
ピン グ コ スト 、 仕 事 の 質 と いう と と が 要 
求 さ れる と と に な り 、 結 果 的 に は 和文 タ 
イ ピ スト の 全般 的 な レベ ル ア ッ プ に つ な 
が っ た と と は 、 現 在 ま で の 歴史 の 中 で は 
ーー つの エポック で あっ た と も いえ ます 。 

や が て タイ プラ イタ の 製版 機能 の 充実 
化 に より 、 軽 印刷 は も と より 、 一 般 企業 
(に お いて も 従来 の 浄 書 事務 の 他 に 印刷 事 
務 が 加わ り ( 社内 印刷 ) タイ ピス ト の 知 
識 も それ に 対応 で きる 幅広 いも の が 要求 
され る よう に な り 、 ま た 也 版 タイ ピス ト 
が 軽 印刷 タイ ピス ト と 呼ば れる よう に な 
っ た の が 昭和 40 年 頃 か ら で す 。 軽 印刷 も 
その 規模 も 徐々 に 充実 し 印刷 機材 も 整い 
早く て 、 安 いと 加 えて 美しい 印刷 の 要素 
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が 加わ り 、 印 刷 業界 の 一 角 と し て の 地位 
を 確立 し は じ め た の も と の 頃 か ら で す 。 
一 方 、 タ イ ピ スト の 技術 を 商品 化す る 
と いう 一 つの 考え 方 が 発展 し 、 い わ ゆ る 
自営 タイ ピス ト が 急増 し 始め た の は 昭和 
43 年 頃 か ら で す 。 

高度 経済 成長 、 所 得 倍 増 に ウハウハ し 
て 肖 れ て いた 日 本 に も 、 石 油 シ ョ ッ ク と 
いう 一 つの 経済 基盤 を ゆる が す よ うな 出 
来 事 が 起り 、 人 々 は 再び 生活 を 地味 に み 
な お す よ う ( に な り ま し た 。 倒産 や 失業 者 
も 増え 、 企 業 も 個人 も 節約 ムー ド に 傾き 
に 3 し ye 

し か し と の よう な 状況 の 中 で も タイ ピ 
スト の 求人 は 減る と と な く 、 か えっ て タ 
イ ピ スト を 希望 し て 各種 学校 に 通う 人 が 
多く な り ま し た 。 ペ ー パ マー ライ セン ス で 
は な く 、 自 分 の 手 と 頭 を 使っ て 技術 を マ 
スタ ー し よう と いう 一 般 的 な 風潮 が 高 ま 
る と と も に だ 昭和 50 年 頃 か ら 各 種 学校 に 入 
学 す 人 達 が 増大 し 、 と の 傾向 は 現在 に 至 
っ て いま す 。 

以上 が 足早 や に 和文 タイ ピス ト の 60 年 
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の 歴史 を ふり 返っ て みた わけ で す が 、 現 
在 で は 、 和 文 タ イ ピ スト も る 同じ 職場 で 働 
く 他 の 女子 専門 職 、 あ る い は オペ レー タ 
ー と の 比較 と いう 立場 に お か れ 、 そ の 技 
能 の 質 を 問わ れる 時 代 に な っ て き て いま 
す 。 ま た 仕事 の 面 で も 複写 機 あ る い は コ 
ンピュータ ー な どの 利用 に より 文書 事務 
が 多岐 化し 、 そ れ 刀 対応 し て 和文 タイ ピ 
スト の 位置 と 、 職 業 と し て の 評価 が あら 
た め て 考え な けれ ば な ら な いい 段階 に き て 
いる と も いえ ます 。 と の と と に つい て は 
別項 で 触れ ます 。 

また 昭和 初期 の タイ ピス ト も 現在 で も 
職場 で 働い て いま す 。 和文 タ イ ピ スト に 
と っ て 経験 と は 何 に に も 変え る と と の で 
き な い 財産 だ と も いえ る で し ょ う 。 

B 和文 タイ ピス ト の 種類 

本 来 は 、 和 文 タ イプ ライ タ を 司る オペ 
レー ター を 和文 タイ ピス ト と 呼ぶ わけ で 
すか ら 、 和 文 タ イ ピ スト の 種類 な ど は な 
いと も いえ ます が 、 前述 し た よう に タイ 
プラ イタ の 発展 お よび 社会 的 要求 か ら 、 
戦後 に な っ て いろ いろ な 分 野 で 働く タイ 
釣 3 出 下川 夫 @ き が GBR の 上 で 0 
ぞ れ の 分 野 に お いて 独特 な 技術 、 あ る い 
は 仕事 の 内 容 を 必要 と する よう に な っ た 
の で 、 現 在 で は 仕事 の 内 容 も 含め て 次 の 
よう な 分 類 が な され て いま す 。 

一 般 的 に は 、 タ イ ピス ト の 概念 と いう 
点 で の 分 類 と し て 、 企 業 タ イ ビ ピスト と 軽 
印刷 タイ ピス ト に 分 類 さ れ て いま す が 、 
と れ か ら は 、 そ れ ぞ れ の 分 野 に 専門 の タ 
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イ ピ スト が 誕生 する と と も 充分 に 予想 す 
る と と が で きま す 。 以下 、 各 分 野 の タイ 
ピス ト の 特徴 と 、 職 場 環境 、 仕 事 内 容 に 
つい て 触れ て み ま す 。 
③」 人 官 全 庁 タイ ピスト 

歴史 的 に は 和文 タイ ピス ト と し て は 古 
い 分 野 に 属す る も の で 、 そ の 数 も 現在 で 
は 全体 の 30 あ 近く ( 大正 末 期 一 昭和 5 年 
頃 ま で は 全体 の 60 あ を 占め て いる ) を 占 
め て いま す 。 賜 給 制 度 も あり 、 ま た 産休 
な ども 認め られ て いる の で 、 既婚 者 の タ 
イ ピ スト が 多く 、 し た が っ て 平均 年 令 も 
高く な っ て いま す 。 仕事 内 容 は いわ ゆる 
公文 書 を 中 心 と し た も の が 多く 、 文 書 事 
務 知 識 が 多く 要求 され る 分 野 で す 。 ま た 
最近 で は 各種 の 軽 印刷 シス テム が 導入 さ 
れ て いる の で 、 若 干 の 印刷 知識 も 技能 の 
表 5 一 1 タイ プラ イ テ ィ ング 以外 の 仕事 


2 種類 以上 の 仕事 の 内 容 
な し | ある | 騰 写 印刷 


金融 、 保 険 BEDZ 


宣 公 庁 関 係 | 46 |isg |isg 


タイ ピン グ 以 外 の 仕事 


事務 所 関係 


慎 設 、 港 
食品 工業 
機械 工業 | 52 
組合 、 協 会 
孔 版 印刷 業 


※ 勝 写 は 輪転 膳 写 機 ※ 印刷 は オフ モッ ト 印 刷 


うち に 加え られ て いま す 。 そ の ほとん ど 
(だ ブ ー ル 制 (集中 管理 ) が な され て いま 
398 

使用 活字 は 4 号 、12 ポ が 中 心 で タイ ピ 
ング 内 容 と し て は 、 原紙 打ち 、 清 打ち 、 
印 書 の 順に な っ て いま す 。 所 属 課 は 文書 
課 が 一 番 多く 、 浄 書 係 、 タ イプ 印刷 係 な 
ど さ ま ざま で す 。 
⑧ 一 般 企 業 タ イ ピ スト 

大 企業 か ら 中 小 企業 に 至る まで 、 い わ 
ゆる 企業 内 の 文書 事務 (に に たずさわる タイ 
ピス ト で 、 数 の 上 で は 一 番 多い 分 野 に な 
っ て いま す 。 歴史 的 に は 官公 庁 タ イ ピ ス 
ト と 同じ 頃 か ら で す か ら 、 や は り 一 番 増 
えた の は 昭和 30 年 40 年 の 間 で し ょ う 。 
最近 で は (特に 大 企業 で は ) 社内 印刷 
が 行なわ れ て いる た め 、 一 般 文 書 知識 の 
他 だ 軽 印刷 程度 の 印刷 知識 も 要求 され て 
いま す 。 また 、 他 の 女子 専門 職 も 同じ オォ 
フィ ス で 働い て いる の で 、 技 能 評価 も 非 
常に ジ ヴ ビ ァ ー な 点 が あり ます 。 

使用 活字 は 4 号 、12 ポ 、 5 号 な ど で 、 
官公 庁 と は 逆 に 印 書 が 多く な っ て いま す 。 
仕事 の 内 容 で は 、 報 告 書 、 決 算 書 、 公 
文書 、 見 積 書 、 仕 様 書 、 契 約 書 な ど で す 。 
と の 分 野 の タイ ピス ト は 結婚 と 同時 に や 
め て し まう 傾向 が 強く 、 就 業 年 数 も 5 て 
6 年 で 、 し た が っ て 平均 年 令 も 官公 庁 に 
比べ 若く なっ て いま す 。 

労働 条件 は 官公 庁 に 比べ て 、 時 代 に マ 
ッ チ し た 方 向 で な され て いる た め 、 週 休 
2 日 制 、 あ る い は 各 週 5 日 制 な ども 実施 
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し て いる 企業 も 多く な り 、 ま た 技能 手当 
の 支給 も 戦前 か らい ち 早 く 採 用 し て いま 
98 

所 属 課 は 総務 部 文書 課 が 多く 、 分 散 の 
場合 は 人 事 課 、 経 理 課 、 総 務 課 む な ど 属 
し て いま す 。 ま た 社内 印刷 を 実施 し て い 
る と と ろ で は 、 印 刷 課 と いう セク ショ ン 
を も うけ て いる と と ろ も あり ます 。 
⑧ 一 般 事 務 所 タイ ピス ト 

と の 分 野 の タイ ピス ト は 戦後 急激 に 増 
え 、 会 計 事務 所 、 特 許 事務 所 、 法 律 事務 
所 な ど で す 。 な か で も 特許 事務 所 は 、 国 
際 化 社会 に は 欠く と と の で き な い (業種 と 
し て 、 昭 和 30 年 頃 か ら 増 えて き て いま す 。 

と れ ら の 事務 所 で 働い て いる タイ ピス 
ト は 、 ど ちら か と いえ ば 印 書 が 多く 、 ま 
た 仕事 の 性 格 上 、 秘 密 保持 が 非常 に 重要 
視 さ れ て いま す 。 それ に タイ ピン グ し た 
も の が 間接 的 で は あり ます が 商品 と し て 
取り 扱わ れる 点 、 ま た 数 表 な ど 正 確 さ が 
より 要求 され る の で 、 ベ テラ ン の タイ ビ ピ 
スト が 多い よう で す 。 使用 活字 は 官公 店 
と 同様 、 4 号 、12 ポ が 主体 で す 。 

また と の 分 野 で は パー ト タ イ ピス ト も 
か な り 多 く 採 用 され て いま す 。 
④ 軽 印 刷 タ イ ピ スト 

昭和 34 年 頃 ま で は 孔 版 タ イ ピ スト と 呼 
ば れ て いま し た が 現在 で は 軽 印刷 タイ ピ 
スト と 総称 され て いま す 。 

前 述 し た タイ ピス ト の 分 類 の 中 で は 、 
非常 に ユニ ー ク な 分 野 が と の 軽 印刷 タイ 
ビ ピスト で す 。 昭和 28 年 頃 か ら 印刷 の 文字 
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組版 機 と し て 衣替え し た 和文 タイ プラ イタ 
を 使い に こなし て 、 新 し い 分野 を 開拓 し た 
タイ ピス ト で す 。 初期 の 頃 は 軽 印刷 業 と 
いっ て も (当時 は 印 書 屋 さん と も 呼ば れ 
て いた ) 非常 に 小 規 模 で あっ た た め 、 労 
働 条 件 も 非常 に 悪い 時 も あり まし た が 、 
現在 で は 軽 印刷 業 と し て の 地位 を 確保 し 
それ に た ず さ わ る タイ ビスト も プロ タイ 

ピス ト と いう 名 称 を 得る まで に 至っ て い 
ます 。 一般 企業 と 同様 、 隔 週 5 日 制 、 あ 
る い は 週休 2 日 制 を 実施 し て いる と と ろ 
も か な り 多 く あり 、 労 働 条件 、 給 与 な ど 
も 改善 され 、 他 の 分 野 の タイ ピス ト て と 同 
条件 に な っ て き て いま す 。 
使用 活字 は 4 号 ー 6 ポ ボ ま で 、 い わ ゆ る 
印刷 に 使用 する 活字 は すべ て が 使用 され 
て いま す 。 文字 組版 を する と いう と と で 
すか ら 、 印 刷 、 組 版 知識 は も る と より 、 ス 
ピー ド と いう 点 も 強く 要求 され る 分 野 で 
す 。 

一 時 は タイ ピス ト 人 口 の 40 め を 占め た 
と と も あり まし た が 、 現 在 で は 軽 印刷 企 
業 自体 が 外注 加工 に 踏み 切っ た た め た に 、 
10 多 程度 に な っ て いま す 。 ま た と の 分 野 
の タイ ピス ト は 作業 量 も 多く 、 体 力 が 要 
求 さ れる と と ろか ら 、 平 均 年 令 も 若く 、 
し た が っ て 就業 年 限 も 短 か く 5 年 位 が 平 
均 に な っ て いま す 。 
⑤ 自営 タイピスト 

戦前 に お いて も 数 の 上 で は 僅か で す が 
自営 メイ ピス ト は お り ま し た が 、 と の 分 
野 が 確立 し た の は 、 や は り 高 度 経済 成長 
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下 に お ける 、 所 得 倍増 期 で 、 特 に 昭和 35 
年 45 年 の 10 年 間 に は 急増 し て いま す 。 

自分 の 技術 を 生か し 、 そ れ を 職業 と し 
IGNOREK 2 (6 人 5 に 還 ニ ンコ 
の 一 つの 目標 で も あり 、 そ れ が 現実 化し 
た と と は 、 他 の 分 野 の タイ ビス ト に と っ 
て も 非常 に 心強い も の に な っ た と と は い 
うま で も あり ませ ん 。 

以上 は 仕事 の 内 容 、 業 種 に より それ ぞ 
れ の 特徴 を 生か し た 分 野 で の 分 類 で す が 
前 述 し た 通り 、 和 文 タ イ ピ スト 共通 す 
る 基本 的 な も の は “美しく 、 早 く 、 正 確 
(、 と いう 3 原則 は 大 正 初期 か ら 今日 に 
至る まで 少し も 変わ っ て いま せん 。 
と の タイ ピス ト の 本 質 が 少し も ゆがめ ら 
れず に 現在 も 生き つづ いて いる と と は 、 
和文 タイ ピス ト の 職業 と し て の 必要 性 は 、 
いか な る 時 代 に お いて も 変わ っ て いな い 
と と を 物語 っ て いま す 。 


表 5 一 2 軽 印刷 に お ける 印刷 費 の 内 訳 


組版 外注 費 


2. 和文 タイ ビ ピスト の 
雇用 状況 


和文 タイ ピス ト の 雇用 状況 を 歴史 的 に 
みる と 、 戦 前 (大 正 時 代 も 含め て ) に お 
いて は 、 昭 和 19 年 20 年 に か け て の 一 時 
期 に あっ た タイ ピス ト 不 足 を 除け ば 、 常 
に 和文 タイ プラ イタ の 生産 台数 に 比例 し 
て メー カー が タイ ピス ト 養 成 を し て いた 
の で 、 と の 雇用 の 需給 関係 は きわ め て 円 
7 介 (G 還 ポ だ パレ 2 の 2 た 形 で (だ 

し か し 、 昭 和 30 年 頃 か ら 登 場 し て きた 
軽 印刷 業 、 そ れ に 加え て 事務 機 プ ブー ム に 
端 を 発し 、 一 般 企 業 に お いて も 事務 の 合 
理化 、 機 械 化 が 盛ん に な り 、 特 に タイ プ 
ライ タ が 受け 持つ パー ト の 文書 事務 の 集 
中 管理 化 が 急激 に 進展 し た 結果 、 数 字 に 
あっ た タイ ピス ト 学 校 ( メ ー カ ー 直 属 で 
な く 私 立 の も の ) の 卒業 生 だ け で は ま か 
な え 切 れず 、 い わ ゆ る タイ ピス ト 不 足 現 
象 が 生じ まし た 。 こ とこ れ に 対応 する た め に 
タイ ピス ト 学 校 で は 短期 養成 を 主軸 に し 
速 成 科 、 短 期 養成 科 な ど を 設置 し た の は 
と の 頃 か ら で す 。 

その 後 し ば らく 昭和 45 年 頃 ま で こと の 状 
態 が 続き まし た が 、 そ の 後 石油 ショ ッ ク 
を 境 と し て 、 と の 不足 現象 も 解消 され ま 
し た 。 も ちろ ん 女子 全般 の 求人 数 は 下降 
状態 に な り 、 昭 和 51 年 に は 再び 増加 し 始 
め て は いま す が 、40 年 頃 の 傾向 は 見 られ 
ませ ん 。 ど ちら か と いえ ば 就職 難 と いう 
の が 一 般 的 な 現状 で す 。 
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| | 自 印 刷 | 一 般 企業 | 事務 所 | 調査 件数 | 


( 調査 紙 ) 朝日 新聞 萌 刊 
表 5 一 3 業種 別 求人 パー セン テー ジ 


し か し 、 考 えて みれ ば 和文 タイ ピス ト 
が 誕生 し た 大 正 時 代 も 、 そ の 末期 一 昭和 
初期 に かけ て は 、 学 士 様 に し て も “大学 
は 出 た けれ ど 、 と いう 言葉 が 流行 する は 
どの 就職 難 で あっ た と と で 、 数 の 上 で は 
大 差 が ある と し て も 時 代 的 背景 が 非常 に 
似通っ て いる 点 が あり ます 。 

それ で は 、 現 在 の 和文 タイ ピス ト の 雇 
用 状況 は どう な っ て いる で し ょ うか 。 そ 
の 前 に 表 5 一 3 を 見 て くだ さい 。 と れ は 
昭和 49 年 8 月 一 昭和 50 年 3 月 まで の 新聞 
( 朝日 、 読 売 、 毎 日 、 サ ン ケ イ 各 紙 ) の 
求人 欄 に 掲載 され た 一 般 女子 事務 員 と 和 
文 タ イ ピ スト の 求人 件 数 の 推移 を 示し た 
も の で す 。 経済 不況 と いう 悪 条件 下 で は 
全体 的 に 見 れ ば 総 求 人 数 は 減少 し て いま 
す が 、 ( 昭和 46 年 頃 に 比較 する と 男子 求 
人 数 で は 75 減 、 女 子 求人 数 で は 60 め 減 
(て な っ て いる 。 ) し か し 、 一 般 女 子 事務 
員 に 比較 し て 、 タ イ ピ スト の 場合 は その 
増減 の 幅 が 非常 に ゆる や か で ある と と が 
わか り ま す 。 

と の よう な 現象 は 、 男子 の 求人 の 場合 
に も いえ る と と で 、 一 般 男 子 従業 員 ( 主 
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表 5 一 4 求人 件 数 の 月 別 推移 
一 般 女 子 事務 員 求 人 件 数 


和文 タイ ビス ト 求 人 件 数 


に ee 


49 区 軸 ) 


8 9 10 11 12 1 2 3 4 


花形 的 職業 は その 時 代 の 社会 的 正 求 か 
ら 生 れ て くる も の で す が 、 そ れ が 短命 で 
ある と と は 、 そ の 職業 に 対す る 目的 、 あ 
る い は 職業 意識 と いう よう な バッ クボ ー 
ン が な いか ら で 、 そ の よう な 中 で は 自分 
の 職業 を 通し て 社会 へ 貢献 し て いる と い 
う 誇 り が 生れ て きま せん 。 現在 で は と の 
よう な 職業 意識 さえ 失 な われ て いる よう 
な 傾向 に あり ます が 、 そ の 中 で も 60 年 間 
社会 的 貢献 と いう 目的 と 、 自 ら を 向上 さ 
せる と いう 職業 意識 を 持ち 続け て きた 和 
文 タ イ ピ スト と いう 職業 は 、 数 少な い 存 
在 で す 。 

で は 、 現 在 と の 職業 に 就 い て いる タイ 
ピス ト 人 口 は どの くら いあ る の で し ょ う 

和文 タイ プラ イタ の 年 間 総 出荷 台数 及 
び 耐 用 年 数 、 そ れ に タイ ピス ト 学 校 、 職 
業 訓練 校 な どの 養成 機関 の 卒業 生 な どの 
資料 を 基 に し て 調べ る と 、 和 文 タ イプ ラ 
イタ の 稼動 推定 台数 が 約 23 万 台 (昭和 45 
年 50 年 まで の 資料 に よる ) あり ます 。 

し た が っ て 和文 タイ ピス ト と し て 現在 
働い て いる 人 が 約 23 万 人 と いう と と に な 
り ま す 。 ま た 、 タ イ ピ スト 学校 な どの 養 
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成 機関 の 卒業 生徒 数 か ら 調 べ る と 、 タ イ 
ピス ト の 資格 を 持ち な が ら 、 な ん ら か の 
理由 で 就職 し て いな い 人 達 が 約 2 万 人 ぐ 
らい と いう と と で 、 大 ざっ ぱに みて も 25 
万 人 以上 と いう と と に な り ま す 。 昭和 初 
期 に は 1 万 人 足ら ず で あっ た と と を 考え 
れ ば 隔世 の 感 が あり ます 。 

と の 25 万 人 と いう 数 字 は 他 の 女子 専門 
職 に 比べ 決し て 少な い 数 字 で は な く 、 年 
が ら 年 中 不足 を うっ た えて いる 看護 婦 さ 
ん が 全国 で 約 32 万 人 、 女 子 教員 (幼稚 主 、 
小学 校 、 中 学校 、 高 等 学校 、 大 学 な ど ) 
が 約 42 万 人 と いわ れ て いま す 。 し た が っ 
て 数 字 的 な 面 か ら み れ ば 、 和 文 タ イ ピ ス 
ト と いう 職業 が 60 年 間 に い か に 伸び 、 ま 
た 社会 の 基盤 に 浸透 し て いっ た か を 理解 
99 の 82KBO3NG で SW ま 998 

別表 5 一 4 は 昭和 49 年 52 年 11 月 まで 
の 朝日 新聞 の 求人 広告 欄 に 掲載 され た 件 
数 及び 職業 別 比率 で す が 、 と の 表 で も わ 
か る よう た 、 不 況 下 に あっ て も 徐々 に 回 
復 し て き て いま す 。 一般 に 和文 タイ ピス 
ト の 求人 は 、 そ の 80 め 近く は タイ ピス ト 
学校 、 職 業 訓練 校 な どの 養成 機関 を 通し 
て の 申込 み で 、 と の よう な 新聞 に よる 求 
人 た だ 占 め る 割合 は どく 僅か な も の で す 。 

養成 機関 の 中 で も 最も 比率 が 高い の は 
タイ ピス ト 学 校 で 全体 の ほぼ 90 あ ともい 
われ て いま す 。 それ だ け に 和文 タイ ピス 
ト の 求人 に つい て の タイ ピス ト 学 校 の 役 
割 は 非常 に 重大 で ある ば か り で は な く 、 
タイ ピス ト の 需給 の バラ ンス を 総括 的 に 
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3。 和文 タイ ビス ト の 雇用 状況 


コン トロ ー ル で きる 位置 に ある と いっ て 
も さしつかえ あり ませ ん 。 も ちろ ん それ 
だ け に 、 タ イ ピス ト の 質 的 面 で の 向上 に 
も 当然 責任 が 重い と いえ ます 。 

官公 庁 及 び 一 般 企 業 に お ける 求人 は 、 
原則 と し て は 年 一 回 の 採用 期間 ( 新年 度 
が 多い ) に 行なわ れ ま す が 、 タ イ ピ スト 
に 限っ て は 中 途 採用 と いう ケー ス も 多く 
あり ます 。 と いう と と は 専門 的 職業 で あ 
る の で 他 の 一 般 女 子 事務 員 が 代替 ある い 

表 5 一 5 タイ ビス ト の 就職 先 の 内 訳 


は 兼務 で きる も の で は な いか ら で す 。 ま 
た 年 令 制限 も 高く 、 求 人 広告 な ど で は 最 
高 35 才 (一般 女子 事務 員 は 25 才 止 り ) と 
いう の も あり 、 非 常に 息 の 長 い 職業 だ と 

も いえ ます 。 

一 方 、 軽 印刷 関係 の タイ ピスト (下請 
を も る 含む ) の 求人 は 、 現 在 に お いて も 人 
手 不足 の 状態 で 、 新 聞 広 告 で も 全体 の 65 
70 を 占め て いま す 。 と の 軽 印刷 タイ 
ピス ト の 場合 は 、 一 般 企 業 タ イ ピ スト と 
は 異な り 、 求 人 の 多く は 新聞 の 求人 広告 
印刷 業 か ら の 紹介 な ど が 圧倒 的 に 多く 、 
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タイ ピス ト 学 校 と し て は 、 有 孔 版 印刷 科 、 
軽 印刷 科 な ど を 設置 し て いる か 、 あ る い 
は 軽 印刷 業 の 指定 校 に な っ て いる と と ろ 
の み が 求 人 申込 み が 行なわ れ て いま す 。 
また 最近 の 傾向 と し て は 、 一 般 企業 に 
お いて も 、 社 内 印刷 の 充実 化 に より 軽 印 
刷 タイ ピス ト を 積極 的 に 採用 し て いま す 
が 、 と れ は 軽 印刷 タイ ピス ト の 特質 と い 
うべ き 豊 富 な 印刷 知識 、 技 術 が 高く 評価 
され て いる か ら で し ょ う 。 

以上 、 和 文 タ イ ピ スト の 雇用 状況 と そ 
の 周辺 に つい て 触れ た わけ で す が 、 結 論 
的 に いえ ば 、 現 在 の 女子 の 職業 の 中 で も 
比較 的 浮き 涼み の 少な い 、 ま た 根強い コ 
ンス タン ト な 需要 が ある の が 和文 タイ ピ 
の < 介 1 導く 2 の 叶 還 (GE 

し か し 、 と れ も を 供給 側 、 つ まり タイ ピ 
スト 自身 が それ を どの よう に 受けとめ て 
いる か に よっ て 、 見 方 も 変わ っ て きま す 。 
昭和 40 年 頃 は 各種 学校 の 花盛り で 、 数 
多く の タイ ピス ト が 上 巣立っ て いる の で す 
が 、 聞 く と と ろ に よる と 、 そ の 中 で タイ 
ピス ト と し て 就職 し た の が 40 で 、 残 り 
の 人 達 は 他 の 職業 に 移っ て 行っ た と いう 
と と で す 。 お そら く 売 手 市 場 で も あっ て 
就職 条件 の 一 つと し て "タイ ピス ト に で 
も 、 と いう 通称 "デモ タイ ピス ト 、、 が 多 
か っ た か ら で し ょ う 。 し か し 、 幸 いな と 
と た 現在 で は と ん な 気持 で タイ ピス ト 学 
校 に 通う 人 も 少な く な り "タイ ピス ト に に 
な ろう 、 と いう し っ か り と し た 目標 を 持 
っ て き て いま す 。 を その 結果 と し て ど と の 


タイ ピス ト 学 校 も 平均 し て 90 め は 確実 に 
タイ ビ ピスト と し て 就職 し て いる と いう と 
と で す 。 とれ か ら 5 年 後に は 、 タ イ ピス 
ト 人 口 も 30 万 と いう 声 を 聞く と と も 可能 
IG909 


表 5 一 6 主 な る 就職 先 一 覧 表 


帝国 ピス トン リン グ 株 式 会 社 
東方 冷熱 工業 株 式 会 社 

出光 興産 株 式 会 社 

総理 府 青 少年 対策 本 部 

日 産 自動 車 販売 株 式 会 社 
野田 合板 株 式 会 社 
武蔵 野 銀行 株 式 会 社 

北洋 商事 株 式 会 社 

株 式 会 社 東京 貿易 会 館 
東京 鉄鋼 埋 頭 株 式 会 社 

日 本 ブラ スト マシ ン 株 式 会 社 
日 本 電機 工業 会 

北陸 プリ ント 株 式 会 社 

株 式 会 社 東京 国際 貿易 セン ター 
日 本 タイ プラ イタ ー 枠 式 会 社 
音楽 専科 社 株 式 会 社 

日 本 地 所 株 式 会 社 

緑 屋 電気 株 式 会 社 

日 本 自転 車 振興 会 

出光 興産 株 式 会 社 
キグナス 石油 株 式 会 社 

日 本 銅 管 株 式 会 社 京浜 製鉄 所 
旭硝子 株 式 会 社 

日 本 真空 技術 株 式 会 社 
在原 イン フィ ルコ 株 式 会 社 
アラ スカ パル プ 株 式 会 社 

日 本 不動 産 研究 所 

埼 玉 銀 行 

学 働 省 

内 閣 総理 大 臣 官房 人 事 課 
東邦 生命 保険 相互 会 社 

服部 時 計 店 

最高 裁判 所 

清水 建設 株 式 会 社 

青年 会 議 月 

鋼材 倶楽部 ・ 日 本 鉄鋼 輸出 組合 
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と の タイ ピス ト の 雇用 の ポイ ント と も 
な る 職業 的 な 裏付け 、 つ まり 和文 タイ ピ 
スト の 社会 的 評価 に つい て は 別項 に て 触 
れ て いま す 。 


日 之 出 興 産 株 式 会 社 

タイ ホー 工業 株 式 会 社 

パー ク ・ デ ービス 三共 株 式 会 社 
出光 タン カー 株 式 会 社 
株 式 会 社 ク ラ レ 

外 務 省 

ジャ パン ライ ン 株 式 会 社 

片 廊 チ ッ カ リン 株 式 会 社 

西 華 産業 株 式 会 社 

帝国 ヒュ ー ム 管 株 式 会 社 

財団 法人 自転 車 産 業 振興 協会 
昭和 興産 株 式 会 社 

ワー ルド ・ オ ー シ ャ ン ・ シ ステ ム 株 式 会 社 
地方 裁判 所 

カル ピス 食品 工業 株 式 会 社 
航空 保安 大 学校 

鞭 和 不動 産 株 式 会 社 

日 本 特殊 塗料 株 式 会 社 

アポ ロサ ービス 株 式 会 社 
東海 鋼 業 株 式 会 社 

社団 法人 証券 投資 信託 協会 
太平 工業 株 式 会 社 

大 協 人 タン カー 株 式 会 社 

株 式 会 社 第 一 勧業 銀行 

日 本 オリ ベッ ティ 株 式 会 社 
東洋 曹達 株 式 会 社 
東洋 製 缶 株 式 会 社 
太平 洋 汽 船 株 式 会 社 

日 本 舗道 株 式 会 社 

法務 省 入国 管理 局 

電気 化学 計器 株 式 会 社 

ニチ モウ 株 式 会 社 

信越 化学 工業 株 式 会 社 

株 式 会 社 か ね た 商店 

日 本 ハイ ウェ イサ ービス 株 式 会 社 
千代 田 火 災 海 上 保険 株 式 会 社 
鹿島 建設 株 式 会 社 


その 他 全 国 官公 庁 諸 団体 、 上 場 会 社 、 各 種 事務 所 、 軽 印刷 業 な ど 。 
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3. 和文 タイ ビス ト の 資格 と 養成 


3. 和 廊 タイ ビスト の 
資格 と 三成 
1 ) 和文 タイ ピス ト に な る に は 


和文 タイ プラ イタ が 発明 され た 当初 は 
前 項 で も 触れ た よう に 、 1 台 の 機械 に 一 
人 の タイ ピス ト を 配属 し て 販売 し て いま し 
た か ら 、 当 然 タ イ ピ スト の 養成 も タイ プ 
メー カー 直属 の 養成 機関 に お いて 行なわ 
れ て いま し た 。 ま た その 後 も 戦前 まで は 
和文 タイ プラ イタ 市 場 が 限ら れ て いた こと 
と も あっ て 、 タ イ ピス ト の 需給 の バラ ン 
ス が 保 た れ て いま し た 。 し か し 、 戦 後に 
は 和文 タイ プラ イタ の 使用 用 途 の 拡大 、 
ある い は 新しい タイ プ メ ー カ ー の 出現 に 
より 、 従 来 の メー カー 直属 の タイ ピス ト 
学校 だ け で は タイ ピス ト の 供給 が 間 に あ . 
わな く な り 、 そ れ 以 外 の タイ ピス ト 学 校 
が 全国 的 に 設立 され まし た 。 そし て 昭和 
35 年 頃 ま で の 一 時 期 は 、 タ イプ 販売 店 が 
タイ ピスト 学校 を 併設 する と いう 状態 を 
経て 、 そ の 時 代 に 合っ た 和文 タイ ピス ト 
養成 を 真剣 に 願う 人 達 に より 、 和 文 タ イ 
ピス ト と いう 専門 職 を より 高度 な 技能 者 
(に する た め 機 械 の 販売 と は 直接 関係 の な 
い タ イ ピ スト 学 校 が 次 々 と 設立 され まし 
た 。 現 在 で は 北海 道 か ら 沖縄 に 至る まで 
大 小 合わ せ て 全国 に 約 400 校 が あり 、 年 
間 の 卒業 生 が 1 万 数 千 人 に も 達する よう 
(G7ANOSRal の 7 だ 8 

現在 で は 、 前 述 し た メー カー 直属 の タ 
イ ビ ピス ト 学 校 ( 日 本 タイ プ 、 菅 沼 タ イズ 、 
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写 5 一 6 現在 の タイ ビス ト 学 校 


日 経 タ イプ な ど ) の 他人 (各種 学校 、 専 門 
学校 、 そ の 他 の タイ ピス ト 学 校 ( 養 成 所 
及び 教室 と 呼 人 所 も ある ) が あり 、 ま た 
全国 の 商業 高校 、 普 通 高校 の 商業 科 な ど 
(に も タイ プ を 授業 と し て 行っ て いま す 。 

また 公 的 機関 と し て は 、 雇 用 促進 事業 
団 及び 都 道 府 県 の 労働 省 職業 訓練 局 な ど 
が 実施 し て いる 各種 の 職業 訓練 校 な ど 、 
和文 タイ ピス ト を 志す 人 達 に 広く その 門 
戸 が 開か れ て いま す 。 

も ちろ ん 戦前 に は と の よう な 多く の 養 
成 機関 が な か っ た と と を 考え れ ば 、 和 文 
タイ ピス ト と いう 職業 が いか に 一 般 社会 
だ 定着 し 、 評 価 さ れ て いる か を 物語 っ て 
いる と も いえ る で し ょ う 。 特に タイ ピス 
ト 学校 は 全国 的 に 組織 化 さ れ 、 和 文 タイ 
ピス ト の 職業 と し て の 地位 を 高め る た め 
教育 内 容 を 充実 させ 、 積 極 的 に 一 般 企業 
2 の 1 ピーー リア | レ ir に = た 


AA タイ ピス ト 学 校 

タイ ピス ト 学 校 は 各種 学校 、 専 門 学校 
を 除い て は 全て 短期 養成 が 主 で 、 速 成 科 
( 1 カ ヵ月 が 主 ) 、 本 科 ( 普通 科 ) 専門 科 
( 研究 科 ) 、 委 託 科 ( 企業 か ら の 委託 生 
を 対象 と し た 養成 ) な ど が あり ます 。 ま 
た 最近 で は 孔 版 科 ( タイ プ 印 刷 科 ) な ど 
も 設置 され て いる と と ろ も あり ます 。 
練習 時 間 及 び 練 習 日 は コー ス に よっ て 
自由 に 選べ る よう (に な っ て いま す 。 学生 
の 方 な ら 昼 間 部 、 勤 め の 人 な ら 夜 間 部 、 
それ に 主婦 の 方 々 は 午前 中 が それ ぞ れ 利 
用 され て いま す 。 

期間 は 学校 に より また 授業 時 間 に よ っ 
て も 多少 は 人 逢い ます が 1 カ月 、 3 カ月 、 
6 カ月 と いう コー ス 等 が あり 自分 の 都合 
の よい 時 間に合わ せ て 選 僚 と と が で きま 
す 。 随時 入学 が ほとん ど で す が 、 学 校 に 
よっ て は 定員 制 ( 特 に 午後 6 時 頃 か ら の 
夜間 部 ) を と っ て いる と と ろ も あり ます 。 
入学 金 、 授 業 料 、 教 材 費 な ど は 各 学 校 
(より 若 寺 違い ます 。 入学 資格 は 別に あ 
り ま せん 。 

各種 学校 、 専 門 学 校 は 前 述 の 短期 養成 
の 他 に 長期 養成 ( 1 年間 ) コー ス が 併設 
され て いま す 。 長 期 養成 の 場合 は タイ プ 
技術 (和文 ) だ け で は な く 実 務 知 識 、 一 
般 教養 ある い は 英文 十 和 文 を 含め て いる 
と と ろ も あり ます 。 ( 資格 は 高卒 者 ) 
入学 募集 は 始業 ( 4 月 入学 ) の 4 カ月 
前 か ら 行 な われ 、 入 学 は 書類 選考 (高校 
の 推 せ ん 状 ) が 主 で 、 寮 制 も あり ます 。 


和文 タイ ビス ト 第 5 章 


B 職業 訓練 校 

も と も と は 失業 対策 の 一 環 と し て 設置 
され た も の で 、 職 業 安定 所 と 結び つい て 
いる 養成 機関 で す 。 

と れ に は 労働 省 職 業 訓練 局 の 「 専 修 職 
業 訓練 校 ]」 と 「 身 体 障害 者 職業 訓練 校 」 
それ に 雇用 促進 事業 団 の 「 総 合 高等 職業 
訓練 校 ] が あり ます 。 し か し 、 専 修 職業 
訓練 校 は 全国 284 カ 所 、 身 体 障害 者 職業 
訓練 校 14 カ 所 、 総 合 高等 職業 訓練 校 88 カ 
所 と あり ます が 、 残 念 な が ら 地 域 性 や 和 
文 タ イプ ライ タ の 設置 量 、 ス ペー ス な ど 
に 問題 が あり 和文 タイ プ 科 又は 軽 印刷 科 
を 設 げ て いる の は 全体 の 10 め 以下 に な っ 
GMAIE SC 

と れ ら の 職業 訓練 校 で の 訓練 目的 は 、 
「 職業 訓練 法 に 基づき 設置 され た 施設 で 
技術 革新 の 進展 に 伴 な う 技 能 労働 の 質 的 
変化 に 対応 で きる 腕 と 頭 を 兼ね そなえ た 
有 為 な 技能 者 を 養成 する と と も に 、 技 能 
者 に 対 し て 必要 な 職業 知識 や 職業 訓練 を 
実施 し て その 能力 を 開発 また は 向上 させ 
生活 の 安定 と 労働 者 の 地位 向上 を 図る た 
め の 実 践 的 訓練 活動 を 行なう と と で ある 」 
と な っ て いま す 。 

和文 タイ プ 科 は タイ ピス ト 学 校 と 同様 
(に 、 一 般 企 業 タ イ ピ スト の 訓練 が 主 に な 
っ て いま す が タ イプ 製版 科 あ る い は 軽 印 
刷 科 な ど で は 、 訓 練 を 経て 自営 で きる と 
と が その 目標 に な っ て いる の で 、 そ の 内 
容 も タイ プラ イ テ ィ ング は も と より 印刷 
( 膳 写 ・ オ フ セ ッ ト な ど ) 、 製 本 に 至る 
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3。 和文 タイ ビス ト の 資格 と 養成 


まで の 軽 印刷 プロ セス が 完全 (に マス ター 
で きる よう に な っ て いま す 。 

期間 は 昼夜 間 共 6 カ月 で 、 募 集 時 期 は 
毎年 4 月 (受付 は 1 2 月 上 旬 ) と 10 月 
( 8 月 ~ 9 月 ) に 行なわ れ 、 募 集 人 員 は 
各 訓 練 校 に よっ て ちがい ます 。 対象 は 一 
般 希 望 者 、 雇 用 保険 の 受給 資格 者 、45 才 
以上 の 中 高 年 信者 と な っ て いま す 。 

な お 訓練 校 の 場合 は 、 訓 練 生 に 対し て 
次 の よう な 手当 が 支給 され ます 。 

雇用 保険 金 受給 資格 者 に は 訓練 期間 中 
に つき 雇用 保険 金 、 受 講 手当 、 通 校 手 当 
な ど が 支給 され 、 ま た 45 才 以上 の 方 で 職 
業 安定 所 か ら 受 講 を 指示 され た 者 に は 訓 
練 手 当 、 受 講 手当 、 な ど が 支給 され ます 。 


身体 障害 者 職業 訓練 校 は 、 身 障 者 の 社 
会 復帰 を 目的 と し た 訓練 校 で 、 す で に 多 
く の 人 達 が タイ プ 技 術 を 生か し て 自営 、 
就職 へ の 道 を あゆ ん で いま す 。 

訓練 校 に つい て は 各 都 道府県 の 訓練 局 
(に 問い 合わ せ て 下さ い 。 

と の 他社 団 法人 日 本 軽 印刷 工業 会 の 
組合 員 が 協同 で 行なっ て いる 軽 印刷 タイ 
ピス ト の 養成 機関 が あり ます 。 ま た 一 般 
の タイ ピス ト 学 校 へ と れ ら の 団体 か ら 委 
託 養成 と いう 形 を と っ て いる の も あり ま 
庫 

いずれ に し て も 、 自 分 は 和文 タイ ピス 
ト に な る の だ と いう 目標 を 定め 、 中 途 半 
端 に 終わ ら な いよ う 努 力 す べき で し ょ う 。 


- 図 5 一 2 日 商 検定 問題 例 
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3 胡 速 度 問 題 


(21) 制限 時 間 10 分 (950 


わが 国 の 労働 力 が 完全 雇用 の 状態 に ちる か どう か は 。 定義 の し か た に 
よ つ て 護 論 の 分 か れる と ころ で あろ う が , 学校 卒業 者 に 関す る か ぎり 
すでに 昭和 三 十 四 年 ご ちか ら 番 要 が 供給 を 越え て いた こと は 明らか で 
ある 。 労 働 省 の 調査 に よる と , 中 学卒 業者 に お いて は 三 十 二 年 か ら , 
高等 学 接 卒 業者 に お いて は 三 十 四 年 か ら 。 い ずれ や 求職 者 より 求人 の 
ほう が 多く , 昨 三 十 太 年 春 に は , 求人 数 が 求職 者 の 二 ・ 一 倍 な いし 二 
・ 七 倍 に 達する に いた つた 。 こ の よう に 倍率 が 高 ま つ た の は , 新卒 業 
者 が 容易 に 得 ら れ な いた め に ,。 よぶ ん の 人 数 を 申し 込む と いう 求人 側 
の お も わく も は いつ て いる で あろ う 。 そ れ を 割引 いて 考え て も この 倍 
率 の 高 さ は 昨年度 に お ける 労働 力 の 払 底 を 物語 つて いる こと は まち 
が いな い 。 この 新卒 業者 の 払 底 は 。 太 気 の いか ん を 問わ ず 今 年 も また 
続く と 見 な けれ ば な ら な い 。 今 年 の 新卒 業者 も 昨年 と 同じ く 少 な く て 
求人 数 が 多少 減少 し て も 。 な お 秒 要 に は 追い つか な い 状 況 だ か ら で あ 
る 。 新規 設備 投資 は 手控え られ て も すでに 投資 され た 設備 を 動か す だ 
け で も 相当 の 労働 力 を 必要 と する で あろ う 。 昨 年 度 の 労働 力 の 不足 を 
考え れ ば , 本 年 度 も また 雇用 関係 の ひつ ば く が より 大 きい こと が 察 せ 
られ る 。 (第 16 回 ) 


2) 和文 タイ ピス ト の 資格 


和文 タイ ピス ト の 実技 の 技能 を 測定 し 
た え ず その レベ ル ア ッ プ を 図っ て いく た 
め に 、 技 能 検 定 の 制度 が あり ます 。 検定 
は 各種 団体 で 、 そ れ ぞ れ の 名 称 と 目的 に 
よっ て 実施 され て いま す 。 

AA 日 商 検定 試験 

< 名 和 

和文 タイ ピス ト 技 能 検定 試験 
・ 主催 

日 本 商工 会 議 所 ・ 各 地 商 工 会 議 所 
。 受験 者 の 対象 と 目的 

受験 者 は 和文 タイ ピス ト で あれ は ば 制限 
は あり ませ ん 。 その 目的 は 会 議 所 法 第 14 


表 5 一 7 日 商 検定 種目 及び 合格 基準 


和文 タイ ビス ト 第 5 章 


条 (わが国 商 工業 の 振興 (に 寄与 する こと と 
の 目的 ) お よび 第 65 条 ( 第 64 条 と の 連携 
事業 と し て 項目 ( 8 ) 「 商 工業 に 関す る 
技術 ] また は 、 技 術 の 普及 と 検定 に 関す 
る 指導 ] の 項目 に よっ て 実施 され て ます 。 
・ 実施 期間 

(毎年 2 回 7 月 ・10 月 ) 
・ 技能 の 階級 

( 1 級 ・2 級 ・3 級 ・4 級 ・5 級 ) 
B 全 商 検定 試験 
・ 名 称 
( 和文 タイ プ 実 務 検定 試験 ) 
・ 主 催 

財団 法人 全国 商業 高等 学校 協会 
。 受験 の 対象 と 目的 


10 分 間 75 点 以上 合格 


文 意 を 読み あげ 
2 筆 答 させ る 
15 分 間 60 点 以上 合格 


印字 技術 、 そ の 他 、 タ イ ピ スト と し て 必要 な 常識 を 筆 答 さ せる 。 


10 分 間 75 点 以上 合格 
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高等 学校 生徒 な ら び に その 卒業 生 に 対 
し て 和文 タイ プラ イ テ ィ ング の 能力 を 検 
定 する 。 

・ 実施 期間 
(毎年 1 回 11 月 実施 ) 

・ 技能 の 階級 
( 1 級 ・2 級 ・3 級 ・4 級 まで 4 種 ) 
C 全 タ タイ 連 認 定 試験 
・ 名 交 
(和文 タイ ピス ト 技 能 認定 試験 ) 

・ 主 。 代 
( 全国 タイ ピス ト 学 校 連盟 ) 

・ 受 受験 者 の 対象 と 目的 

全国 タイ ピス ト 学 校 連 盟 に 加入 し て い 
る 学校 の 在学 生 と 卒業 生 に 対し 、 日 本 商 
工 会 議 所 、 各 地 商工 会 議 所 の 技能 検定 を 
目標 に 、 実 力 級 選択 の た め の 基 準 と し て 
行なわ れ て いま す 。 

・ 実施 期間 


表 5 一 8 全 商 検定 種目 及び 合格 基準 


( 本 部 が 作成 し た 問題 に より 、 各 学校 が 
自主 的 に 適時 実施 し て いま す 。 

・ 階級 の 認定 

1 級 ・2 級 *・3 級 ・4 級 ・5 級 

・ 検定 種目 と 合格 

実施 目的 に 添う た め に 日 商 検定 の 実施 
要領 に 準じ て 行なわ れ て いま す 。 
D 日 タイ 連 認 定 試験 

・ 名 称 

和文 タイ プ 技 能 検定 試験 

・ 主 催 

日 本 タイ ピス ト 学 校 連 明 

・ 実施 期間 

年 3 回 2 月 ・7 月 ・10 月 

・ 検定 の 階級 

1 級 5 級 の 5 種 階級 

・ 検定 種目 

速度 ・ 作 表 ・ 判 読 事務 ・ 事 務 通 信 文 ・ 
技術 常識 


印字 技術 ・ 機 械 ・ 文 書 作成 に 必要 な 知識 に つい て 


20 分 20 分 


得点 80 | 得点 80 め 
以上 以上 
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20 分 


得点 80 | 課さ な い 
以上 


写 5 一 7 タイ ピス ト 学 校 の 求人 


E 職業 訓練 指導 員 試 験 
国 の 都 道 府 県 と 雇用 促進 事業 団 が 設置 
する 公共 の 職業 訓練 施設 と 定め られ た 基 
準 を 備え て 、 自 ら が 雇用 する 労働 者 に 対 
し て 職業 訓練 を 行なう 企業 内 訓練 の 指導 
者 を 職業 訓練 指導 員 と 呼び 、 そ の 職 に あ 
る 人 は 免許 を 有する こと と が 必要 と な っ て 
いま す 。 

・ 免許 取得 方 法 

① 職 業 訓練 指導 員 試 験 に よる 方 法 
⑨48 時 間 講 習 に よる 方 法 ( 実務 経験 15 年 
以上 の 人 が 対象 ) 
⑧ 学 歴 に よる 方 法 (大 学 ・ 専 門 学 校 座 業 
の 者 ) な ど が あり ます 。 

・ 試験 科目 

実技 で は 印字 作業 、 複 写 作業 が あり 、 
学科 で は 指導 方 法 「 訓 練 計画 、 訓 練 方 法 
の 他人 作業 分 折 、 作 業 管理 、 労 務 管 理 、 
生活 指導 及び 関係 法規 ( 職業 訓練 法 、 労 
働 安 全 衛生 活 ) と 関連 学科 「 判読 、 聴 取 
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筆記 、 取 り 扱 い 法 ( 印 字 技術 、 機 械 調整 
な ど ) 」 な ど が あり ます 。 

・ 試験 の 一 部 免除 

商工 会 議 所 法 に 基づい て 、 商 工 会 議 所 
が 行なう 和文 タイ ピス ト 技 能 検定 1 級 合 
格 者 で 、 そ の 合格 証明 を 有する 者 に は 実 
技 試験 と 関連 学科 が 免除 され 、 指 導 方 法 
だ け を 受験 すれ ば よい と と に な り ま す 。 
実施 期間 な どく わし いと と は 、 各 都 道 府 
県 の 労働 局 、 職 業 関係 の 係 に 問い 合わ せ 
CR さ い 。 
F タイ プ 教 師 資格 の 取得 

タイ プ 技 能 教育 に だ に たずさわる 人 は 、 タ 
イ ビ ピス ト と し て の 技術 が すぐ れ て いる と 
と も 大 切 で す 。 ま た 指導 の 仕方 に つい て 
も 同じ と と が いえ ます 。 

「 す ぐれ た 人 材 は すぐ れ た 教師 か ら 生 
れる 」 と いわ れ て いま す 。 
そ と で 、 タ イ ビ ピスト 学校 の 団体 で は 、① 
各 学 校 の 教師 に 資格 を 与え て 、 そ の 資格 
を 向上 させ 、@ 在 学生 や 卒業 生 に 、 学 習 
意欲 の 向上 に 目標 を 与え 、⑧ と れ ら を 通 
し て タイ ピス ト 教 育 を 充実 させ る 目的 か 
ら 、 教 師 と し て 必要 な 基準 を 定め て 申請 
を 受け て 、 厳 正 に 審査 し て 、 条 件 を 備え 
て いる 方 々 に は 教師 と し て の 資格 を 付与 
し て お り 、 必 要 な 講習 、 研 修 な ど を 行 な 
っ GUN ま Ss する 

また 、 各 都 道 府 県 の 私 立 専 修学 校 、 各 
種 学 校 協会 で も 講習 会 、 研 條 会 な ど が あ 
り 、 各 種 学校 教師 の 資質 に 大 き な 関 心 を 
寄せ て いま す 。 
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4。. 和文 タイ ピス ト の 特質 


1 ) 和文 タイ ピス ト の 定義 


第 1 章 に お いて 和文 タイ プラ イタ は 、 
「 文 字 を 書く 機械 」 「 文 字 を 活字 に より 
表記 する 機械 」 と 定義 付け られ て いま す 
が 、 そ れ で は 和文 タイ ピス ト は 、 現 在 ど 
の よう 定義 付け られ る で し ょ うか 。 
まず 和文 タイ プラ イタ の オペ レー ター 
で ある と と は 間違い あり ませ ん 。 次 に 国 
字 を 取り 扱う 機械 の オペ レー ター と いう 
と と か ら 当 然 、 そ の 分 野 で の 専 問 家 で あ 
る と いう と と に も な り ま す 。 ま た 、 手 書 
き の 原 稿 を 活字 を も っ て 文書 と し て 創り 
出す と と ろか ら 「 文 書 デ ザイ ナー」 的 要 
素 も そ と に 加わ り ま す 。 

と れ ら の 要素 を まとめ て 定義 付け る と 
すれ ば 次 の よう に な り ま す 。 

「 和 文 タ イ ピ スト と は 、 和 文 タ イプ ラ 
イタ の オペ レー ター で あり 、 国 字 を 取り 
扱う 専門 的 知識 と 文書 作成 能力 を 備え た 
職業 で ある 。 」 

英文 タイ ピス ト は 英語 が 理解 で き な け 
れ ば な ら な いて と 同様 に 、 和 文 タ イ ピ スト 
は 国語 ( 日 本 語 ) を 正しく 理解 で き な く 
て は な り ま せん 。 ととろ が 最近 で は 機械 
さえ 操作 で きれ ば 一 人 前 と いう 風潮 が あ 
交通 知識 の 持た な い ド ライ バー が 幅 を き 
か せ て いる よう に 、 日 本 語 と いう 基本 的 
知識 を 持た ず 、「 私 は 和文 タイ ピス ト で 
ある 」 と いう 人 も か な り い る よう で す 。 
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た と えば 外国 人 か ら み れ ば 和文 タイ ピ 
スト と いう 職業 は 、 外 国語 を 取り 扱い 機 
械 に より 文書 を 打つ 職業 と し て うつ り ま 
す 。 現 に 国内 の 外資 系 企業 で 働く 和文 タ 
イ ビ ピス ト は 、 日 本 語 で 表記 する 文書 の 専 
門 家 と し て 評価 され て いま す 。 し か し 、 
わが 国 の 企業 に お いて は 残念 な が ら 「 タ 
イプ ライ タ を 打つ 人 」 と いう よう な 軽い 
見 方 が な され て いま す 。 とれ は 「 日 本 人 
で あれ ば 日 本 語 を 理解 し て いる の が 当り 
前 」 と いう 考え 方 か ら の 発送 で 、 日 本 語 
で あっ て も 、 そ れ を 専門 的 に 取り 扱う 職 
業 で ある 、 と いう と と 認識 が 十分 に な さ 
れ て いな い 結 果 で ある と も いえ ます 。 

女性 の 職業 分 野 に お いて は す で C 専 門 
的 技術 職 に 分 類 さ れ 、 他 の 事務 機 オ ペレ 
ー タ ー に 比べ 、 そ の 職業 的 特性 が 高く 評 
価 さ れ て いる 現在 、「 専 門 的 技術 職 」 と 
いう と と を と と で タイ ピス ト 自 身 も 再 認 
識 し な けれ ば 、 単 な る コピ ー ロ ボッ ト と 
し て の 評価 に と とどまっ て し まう で し ょ う 。 

大 正 末 期 一 昭和 初期 に か け て の 和文 タ 
イ ビ ピス ト の 評価 が 非常 に 高かっ た と と は 
女性 の 職業 と し て 数 少な いと いう と と だ 
け で は な く 、 事 務 文 書 の 専門 家 と し て の 
能力 が 評価 され た も の で す 。 と れ は 現在 
で も 欠く と と の で き な い 要素 で す 。 専門 
化 、 分 業 化 が 押し 進め られ て いる 現在 に 
お いて も 、 将 来 に お いて も と の と と は 一 
層 重 要 (に な る と と で あり 、 ま た 、 そ と に 
新しい 和文 タイ ピス ト 像 が あり ます 。 


2) タイ ピス ト の 3 要素 


和文 タイ プラ イタ の 使命 に は 、 文 字 を 
正確 に 、 美 し く 、 早 く 打 つと いう 3 要素 
が あり ます 。 と れ を 具体 化 さ せる の が タ 
イビス ト で あれ ば 、 当 然 と の 3 要素 は タ 
イ ピス ト の 職業 的 使命 で も ある わけ で す 。 

と の 3 要素 は 、 ど れ が 一 番 大 切 か と い 
う 順 位 で 計ら れる も の で は な く 、 あ くま 
で も 全て の 要素 が 上 手 に か み 合 っ て と そ 
一 人 前 の タイ ピス ト と いえ る も の で す 。 
A 正確 に 打つ こと 

「 テ レビ 文化 の 最も 大 き な 欠 点 は 、 文 
字 を 意味 の な い 記 号 化 し て し まっ た と と 
だ 」 と いわ れ て いま す 。 従来 は 文字 一 映 
像 へ と 発展 し て きた の で す が 現 在 で は 、 
映像 文字 と いう 発展 経路 に か わっ て き 
て いま す 。 とれ は 良い 悪い と いう と と で 
は な く 、 と の よう な 現実 を ふま えて 、 文 
字 の 持つ 幅 広い 意味 と 情報 伝達 手段 と し 
て の 深 さ を 、 タ イ ピ スト な ら ば 考え な け 
れ ば な ら な いと と で す 。 

和文 タイ ピス ト の 第 一 歩 は 文字 配列 の 
記憶 か ら と いわ れ ま す 。 し か し と れ は 、 
タイ プラ イタ の 索 字 操作 を 円 滑 に する た 
め の 技 術 の 一 つ で あり 、 文 字 配 列 を 全て 
情 え た と し て も 、 そ れ は 和文 タイ ピス ト 
と いう 職業 的 技術 と し て は 、 ど くわ ず か 
な パー ト 人 過ぎ ませ ん 。 

と いう の は 、 文 字 盤 と 配列 され て いる 
文字 は 、 一 つ ー つ 意味 を 持ち また 文章 を 
構成 する た め の 関 連 性 を 持っ て いま す 。 
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し た が っ て 文字 配列 を 憶え る と と は ハ 
ー ド な 能力 で 、 そ の 文字 と 文字 と の 組み 
合わ せ 、 あ る い は 文字 の 持つ 意味 の 理解 
は ツラ ウド な 朋 罰 ども いま す 。 どの 三 つ 
が 合わ さっ て は じ め て 完全 な 索 字 操作 と 
いえ ます 。 一 本 の 活字 の 文字 を 単なる 記 
号 と し て 見 ず 、 意 味 を 持っ た 文字 と し て 
理解 する と と は 間接 的 に は 文字 を 正確 に 
打つ と と に つなが り ま す 。 し か し と れ は 
あく まで 基本 的 な 考え 方 で 、 実 際 の 作業 
を する に は 正しく 打つ た め の 条 件 が いく 
つか あり ます 。 


表 5 一 8 タイ ビス ト の 一 日 の 作業 時 間 の 内 訳 
タイ ビン グ の 作業 分 析 ( 時 間 ) 


( 午 前 ) 


( 正 午 ) 8 
( 午 後 ) 8 


① 肉 体 作業 268.25 分 63.1 劣 
⑧ 判 定 作業 50.13 分 11.8 
③ 不 作 楽 プ 106.91 分 25.1 
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① 判定 作業 

別表 5 一 8 は タイ ピス ト の 一 日 の 作業 
時 間 を 分 析 し た も の で す が 、 と の 中 だ 判 
定 作 業 と いう の が あり ます が 、 と れ は 原 
稿 を 正しく 打つ た め 費 す 時 間 で す 。 

まず 原稿 を 見 て 誤字 、 脱 字 、 仮 名 使い 
が 間違っ て いな いか 、 活 字 の 大 き さ 、 必 
要 枚数 、 字 詰 、 行 間 、 仕 上 時 間 な ど を チ 
ェ ッ ク し 、 正 し く 打つ た め の 準 備 を し ま 
す 。 と の 中 で も 大 切な と と は 、 原 稿 の 内 
容 は どん な も の か 、 何 の 目的 に 使用 され 
る の か 、 何 時 まで 必要 な の か と いう と と 
で す 。 と か く タ イプ 事務 が 合理 化 さ れ て 
いる 職場 で は 、 と の よう な チェ ッ ク が 見 
逃さ れ が ち で す が 、 一 枚 の 伝票 で も 頁 数 
の 多い 報告 書 で も それ ぞ れ 目的 と 用 途 を 
持っ て 書か れ て いる と と を 忘れ て は な り 
ませ ん 。 

と の 段階 を 経て タイ プラ イ テ ィ ング に 
和信 る わけ で す が 、 参 考 ま で に 間違い や す 
い 文字 を あげ て お きま す 。 

・ 誤 ま っ て 索 字 し や すい 類似 文字 
編集 ( 遍 ) 、 輸 出 ( 愉 、 論 ) 、 膳 写 ( 騰 
期末 ( 未 ) 、 意 識 ( 織 ) 、 組 織 ( 識 )、 
記憶 ( 億 ) 、 定 義 ( 議 ) 、 講 義 ( 議 ) 、 
原因 ( 困 ) 、 測 量 ( 則 ) その 他 。 

・ 誤 ま っ て 用 いや すい 漢字 の 言葉 
応対 ( 待 ) 、 危 険 ( 検 ) 、 歓 迎 ( 勧 ) 、 
決着 ( 結 ) 、 趣 向 ( 好 ) 、 折 衝 ( 接 ) 、 
午後 ( 后 ) 、 口 調 ( 旬 ) 、 欠 如 ( 除 ) 、 
始末 ( 仕 ) 、 縮 小 ( 少 ) 、 証 拠 ( 固 ) 
善後 策 ( 前 ) その 他 
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・ か な 送り が 望ま し いも の 
お CEOM(⑨⑱2 記 還 ま 7C0(K 天 記 四 026MKI 還 に 
億 7/G7SMU ラ (0 月) だ くさ きん (@ 沢 
山 ) 、 お 願い ( 御 願 い ) 、 あ り が た い 
( 有難 い ) 、 め で た い ( 目 出 度 い ) 、 
し た が っ て (従っ て ) 、 つ いて (< に 
就 い て ) 、 お いて ( 於 て ) その 他 。 
② 校正 作業 

ベ ペデ ラン と ゆえ 届 も タイ ロブ ミス は つ 
きも の で す 。 常に 完璧 な も の を と いう 
( 二 oCRNV 二 22 GSIzGZEY2vtG GIAN 
と うと いう 努力 の 方 が 、 正 確 に 打つ た 
め の 近 道 で す 。 

印 書 は 後 で の 訂正 が むず か し い の で 
( 打ち 直す 場合 が 多い ) ミス が な いよ 
う 神 経 を 使う よう で す 。 だ か ら と いっ 
て 原紙 打ち や 清 打 ち は 後 で の 訂正 が 簡 
単 な の で 、 と いう と と は 間 條 い で 、 ど 
ん な 印字 方 法 に お いて を 正 確 に 打つ こと 
と は 第 一 義 的 に 考え る べき で し ょ う 。 

文字 を 主体 と し た 印刷 物 に は タイ プ 
だ 限ら ず 、 か な ら ず 校正 作業 が 加わ り 
ます 。 タ イ ピ スト と 起 稿 者 が 打つ た も 
の を 確認 する 大 切な 作業 で す 。 正確 
打つ た も の を 更に 確認 する の で 校正 ミ 
ス が な いよ うに 気 を くば り ま す 。 

校正 の 仕方 は いろ いろ あり ます が タ 
イプ の 場合 は 次 の よう に し ます 。 

・ 原稿 と タイ プ し た も の と を 二 人 で 
読み 合わ せ を し ます 。 

・ 校正 は 原則 と し て 赤 で し ます 。 先 
方 校正 ( 起 稿 者 また は 発注 者 が 行なう 


と と ) の 場合 に は 表 の よう に IS 規格 

の 校正 記号 に よっ て 校正 され る の で 、 記 

号 や 方 法 は 憶え て お か な けれ な り ま せん 。 
印 書 の 場合 は や わら か な 鉛筆 で 、 原 紙 

5( 志 合 6 は 7 宮 は 且 ピー 清 打 ち は コ ピ 

また は トレ ッ シ ン グ ペ ー パ ー を か ぶせ る 

な ど し て 校正 を し ます 。 

・ 校正 の 際 に 間違い や すい 文字 

万 一 訪 、 ポ ー 下 、 人 一 入 、 件 一 伴 、 折 一 

析 、 祖 一 粗 、 仏 一 払 、 名 一 各 、 城 一 域 、 

若 一 苦 、 思 一 恩 、 株 一 特 、 床 一 庄 、 複 一 

復 、 且 一目" 旅 一 話 。、 友 一 反 、 賃 一 貸 一 

貨 、 園 一 圏 、 拾 一 捨 、 保 一 係 その 他 。 
読み 合 わせ る 際 に は 次 の よう な 点 に 気 

を つけ ます 。 

・ は っ きり と 相手 に 聞き と れる よう に 

読む と と 。 

・ 数 字 の 読み 方 は 一 字 づ つ 区 切っ て 読 

むように する 。 た と えば 248 は 、 に いよ 

ん は ち 、 と いう 具合 に 。 

w | 記 四 | | 向 ども 読 共 。 

・ 印 書 な どの 場合 は の 〇 字 ア キ と いう 

具合 に 読む 。 (プラ テン に 用 紙 を 付け た 

まま で 校正 する ) 

・ 原 紙 打ち の 場合 は 頁 取 り の 間違い な い 

か を 校正 の 際 に 確認 する 。 
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B 美しく 打つ こと 

と れ に は 二 つ の 要素 が あり ます 。 一 つ 
は 印字 し た も の が 鮮明 で 濃淡 が な いと と 
も う 一 つ は 文書 全体 の レイ アウ ト が 読み 
易く まとまっ て いる と と で す 。 
①④ 文書 の 濃淡 の 均一 

濃淡 の な い 文 書 を 打つ と と で す が 、 そ 
れ に は 打 字 力 の コン トロ ー ル か 必要 に な 
り ます 。 現 在 使用 され て いる タイ プラ イ 
タ の 文字 (盤面 上 の ) を 画数 に より 打 字 
を コン トロ ー ル と 約 20 段 階 も ある と いわ 
れ て いま す が 、 一 般 に は 画数 の 多い 漢 字 
類 ( 園 、 繕 、 圏 、 響 ) 、 画 数 の 簡単 な 漢 
字 類 ( 仏 、 合 、 田 、 計 ) 、 仮 名 類 、 数 字 
欧文 句読点 な どの 4 段階 に 分 けら れ タ イ 
ピス ト の 打 字 コン トロ ー ル に よっ て 鮮明 
な 文字 が 打 た れ て いま す 。 

電動 タイ プラ イタ で は と の 打 字 力 を 電 
気 的 に コン トロ ー ル で きる も の も あり ま 
す が 、 手 動機 の 場合 は 全て タイ ピス ト の 
腕 に か か つて いま す 。 

と の 打 字 カカ の コン トロ ー ル は タイ ピス 
ト の 経験 か ら 得 ら れる 技術 で あっ て 一 朝 
ー タ に は で きま せん 。 し か し と の 技術 を 
憶え れ ば 印 書 、 原 紙 打ち 、 清 打ち と いか 
な る 方 法 に も 適用 し ます 。 

また 、 濃 交 の な い 印 字 を する た め の 印 
字 操作 に は 二 つ の 方 法 が あり ます 。 戦前 
は イン キ パ ッ ド を 使用 し て の 印 書 が 主 で 
あっ た た め 、 印 字 の 際 の 予備 動作 (活字 
の 字面 に イン キ を 塗る た め ) が 必要 で 、 
ガチ ャ 、 ガ チャ 、 ポ ン と 3 拍子 が 基本 に 
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な っ て いま し た が 、 現 在 で は リボ ン 半 置 
が 付い て いる た め 予 備 動作 を せ ず に 、 一 
度 で ポン と 打つ 方 法 が 基本 に な っ て いま 
す 。 ス ピー ド の 点 で は 予備 動作 を する 分 
だ けり 遅く は な り ま す が 、 打 字 力 の コン ト 
ロー ル た 関し て は どちら の 方 法 も 利用 さ 
れ て いま す 。 

と の 他 に タイ プ 活 字 の 摩 老 や 管理 に つ 
いて 気 を くば る と と も 、 美 し く 打つ た め 
の 条件 の 一 つ で す 。 
⑧ 文書 レイ アウ ト 

あら ゆる 文書 に は 形式 、 体 裁 が あり そ 
れ ぞ れ の 内 容 、 目 的 に 合わ せ て 作成 され 
ます が 、 タ イ ピス ト は まず その 基本 を 熟 
知 し 、 タ イプ ライ タ の あら ゆる 機能 を そ 
れ に 合わ せ 、 そ れ に 加え て 独 目 の レイ ア 
ウト セン ス を 生か す と と が 大 切 で す 。 

特に 同じ 形式 の 事務 文書 を 一 日 中 打っ 
て いる タイ ビスト は 、 と か く 創 造 力 が 低 
下 し が ち で す 。 し か し 、 二見 また く 同 
じ 体裁 で あっ て も 機械 で 作ら れる 文書 で 
は な い の で 、 そ と に わずか で も 自分 の 創 
造 カ を 生か す 余 地 が ある わけ で す 。 常 に 
それ を みつ ける 努力 を し て いけ ば 、 次 第 
に 文書 レイ アウ ト の 豊富 さ に 気がつく で 
(の 

与え られ た 原稿 を 一 寸 の 狂い も な く 決 
っ た 形式 や 体裁 に 打ち 上 げ る と と だ けが 
タイ ピスト の 仕事 だ け で は あり ませ ん 。 

自分 が 文書 を 受け 取る 立場 で みた 場合 

「 と と を も う 少 し 工夫 すれ ば 全体 の レイ 
アテ アウト が 変わ っ て くる の で は な いか 」 と 
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いう ヒン ト が 生れ て きま す 。 も ちろ ノ ん 文 
書 レ イア ウト と いう と と は 、 た だ 形式 や 
体裁 を 変え 0 る と と で は な く 、 文 書 を 受け 
る 側が 読み や すい も の で な けれ ば 意味 が 
な いわ け で す 。 美しい レイ アウ ト が 読み 


や すさ に つなげ る と と が 文書 デザ イナ ー 


と し て の タイ ピス ト の 役割 な の で す 。 

美しく 打ち 上 げ る と と は タイ ピスト の 
心 づ か いで あり 、 同 時 に 自己 主張 で も あ 
る わけ で す 。 

最近 で は 横書き 文書 が 主体 に な っ て き 
て いる の で 、 欧 米 の 雑誌 、 新 聞 、 パ ン フ 
レッ ト な ども レイ アウ ト の 参考 に な り ま 
す 。 と の よう な ヒン ト を 取り 入れ 、 と か 
く 味気 な い ビ ジネス 文書 に 新風 を 吹き 込 
む の が こと これ か ら の タイ ピス ト の 役割 で あ 
り 、 ま た と の と と が マン ネル 化 を 解消 す 
る と と に も な る で し ょ 2 う 。 


図 5 一 13 英字 新聞 の レイ アウ ゥ ト 


mee | 


me ーー 
CMANGEN ie Me hw we 
le 


OO 
Calling 
BrWain's 
best 
YOUng 
brains 


Labour battle 諾 
for No. 2 job 
SE 


C 早く 打つ こと 

タイ プラ イ テ ィ ング の 中 で 、 索 字 を し 
活字 を 打つ 速度 を 打 字 速 度 、 印 字 速度 な 
どど いい ます 。 と か く 和 文 タイ ブラ イタ 
は 、「 正 確 さ 、 美 し さ の 点 で は その 機能 
の 優位 を 認め る と と が で きる が 、 ス ピー 
ド の 点 で は 遅い 」 と いわ れ て いま す が 、 
実際 に は 最新 式 の 漢字 入力 機 に 比べ て も 
早く 打てる の で す 。 

た と えば 、 日 本 経済 新聞 で は 2600 字 の 
盤面 で 毎 分 50 て 60 字 、 朝 日 新聞 で は 2300 
字 の 盤面 で 毎 分 60 て 70 字 オペ レー ター が 
打つ の で す が 、 和 文 タ イ ピ スト の 場合 、 
別表 の 記録 で も わか る よう に 約 2300 の 盤 
面 で 毎 分 70ー80 字 を 打っ て いま す 。 と れ 
は 現在 の と と で す が 、 事 務 機 と し て は 和 
文 タ イプ ライ ター 以外 は ほとん ど な か っ 
た 昭和 11 年 頃 の 和文 タイ ピス ト の 競技 会 
記録 を みて も 10 分 間 に 約 400 字 を 打っ て 
いま す 。 と れ は タイ プラ イタ が 国字 を 取 
り 扱 う 機械 と し て は 、 い か た 早く 打つ か 
を 当初 か ら 考 えて いた か を 物語 っ て いま 
9。 

別表 5 一 9 は 毎年 1 回 東京 に て 開催 さ 
れる 「 全 国 高等 学校 和文 タイ プラ イ テ ィ 
ング 競技 大 会 」 (全国 商 挙 高校 協会 ) で 
の 優勝 記録 で 、 別 表 5 10t 日 本 商工 会 
議 所 ・ 日 本 タイ ピス ト 協 会 共催 の 「 全 国 
和文 タイ ピス ト 競 技 大 会 」 の 記録 で す 。 
( いずれ も 10 分 間 の 打 字 数 ) 前 者 は 高校 
生 が 主体 で 後者 は 現役 の タイ ピス ト で す 。 

いずれ の 場合 も 10 分 間 に 800 字 以上 の 
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表 5 一 9 全 商 和文 タイ プ 競 技 会 記録 


表 5 一 10 全国 和 交 タイ プ 競 技 会 記録 


(時 間 10 分間 ) 
氏 = 計 | 学 校 名 

29| 村 山 広 枝 | 新潟 県 立 柏崎 商業 

中 村 文子 | 香川 県 立志 度 商業 

野 崎 幸子 々 

中 村 商 子 | 名 古屋 市 立 西 陵 商 業 

川 瀬 稚 子 | 名 古屋 市 名 古屋 商業 

鵜 飼 照 子 | 名 古屋 市 立 西 陵 商 業 

吉 田 正 宏 | 新 潟 県 立 三条 実業 648 字 

橋 爪 照 代 | 石川 県 立 藤花 高校 Z1 7 字 

鐘 田 邦子 々 735 字 

[吉村 定子 | 福岡 県 立田 川 商業 | 769 学 | 

性 本 良 子 | 広島 県 広島 女子 商業 852 字 

山 崎 日 登美 々 871 字 

坂 下 英 子 | 福岡 県 鎮西 女子 高校 | 860 字 
42| 宮 崎 加代 子 々 903 字 
43| 吉 川 久美 子 | 広島 県 広島 女子 商業 | 923 字 
44| 土 井 陸 美 | 福岡 県 鎮西 女子 高校 951 字 
45| 近 藤 真由 美 ク 905 字 
困 E 田 つね 子 | 長崎 県 立 島原 商業 | 732 字 
47| 園 田 つね 子 ヶ 7 43 字 
48| 岩 井 洋 子 | 長 旗 県 大 田 市 立 商 業 | 760 字 
49| 竹 田 真由 美 | 長崎 県 立 島 原 商業 776 字 
50| 性 田 真由 美 ク 854 字 
5l| 金 川 典 子 | 広島 県 広島 女子 商業 7 21 字 
52| 大 信 直 美 ク 8 2 4 字 


回 数 年 | 氏 名 | 動 務 和 
1 |26| 前 原 スミ 子 |] 外 務 省 7 436 
2 | 27| 松 原 成 子 | 東洋 柳 化 帆 | 11 553 
3 | 28| 松 原 成 子 | 東洋 柳 内 | 12| 604 
4 | 29 関 久美 子 | 新潟 大 学 が 5 人 の 8 
5|30|] 岩 間 衣 子 | 茨城 県 店 7 | 667 
6|131| 佐 伯 準 子 | 山口 県 庁 5 | 714 
7 132| 保 茹 久美 子 ] 新 潟 大 学 | 10| 734 
8133| 北 川 謗 子 | 岡山 県 庁 2 743 
9 134| 佐 伯 準 子 | 山口 県 店 8 744 
10135| 北 川 幸子 | 岡山 県 庁 4 | 795 
11 136| 木 村 秀 己 | 岡山 県 庁 5 734 
12 137| 太 田 美保 恵 | 岡山 県 庁 5 | 844 
13 138| 有 元 秀 己 | 岡山 県 店 7 | 809 
14 |139| 太 田 美保 恵 | 岡 山県 店 7 784 
15 140| 有 元 秀 己 | 岡山 県 店 9 871 
16 |41| 松 富 幸子 | 山口 県 店 7 789 
17142| 松 富 幸 己 | 山口 県 店 8 847 
18 143| 井 手 邦 子 | 山口 県 庁 | 5| 正 859 
19 |44 | 原 田 美津 代 | 岡 山県 庁 1 | 正 887 
20 |45| 原 田 美津 代 | 岡 山県 庁 2 | 787 
21 146| 田 鍋 京子 | 山口 県 庁 8 | 正 830 
22 147| 長 門 千枝 | 岡山 県 庁 | 1 784 
23 148| 田 鍋 京子 | 山口 県 庁 | 10| 785 
24 149 | 長 門 千枝] 岡山 県庁 | 121 正 774 
25 |50| 江 藤 や す 子 |] 山 口 県 庁 6 795 
26 |51 | 江 藤 や す 子 | 山口 県 庁 7 | 823 
※( 正 は 正確 賞 ) 
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写 5 一 7 和 廊 タイ ビス ト の 競技 会 風景 


打 字 数 を 示し て いま す 。 も ちろ ん と れ は 
は 競技 会 で の 記録 で は あり ます が 、 和 文 
タイ プラ イタ を 駆使 し タイ ピス ト の 能力 
を も っ て すれ ば 、 た と え 短 時 間 で あっ て 
も と れ だ け の スピ ー ド が 出る と と を 実証 
し て いま す 。 

し か し 、 と の スピ ー ド を 実 動 時 間 中 保 
ち 続 ける と と は 不可 能 で す 。 と いう の は 
前 述 の 二 つ の 競技 会 は 、 い ずれ も る 原稿 を 
一 定 の 字 詰 、 行 間 で 棒 打ち し た 場合 で 、 
作 表 や レイ アウ ト は 含ま れ て は いな い 正 
味 の 打 字数 で す 。 

打 字 速度 に は 瞬間 打 字 速度 ( 一 定時 間 
に 限っ て の 速度 ) と 平均 打 字 速度 が あり 
ます 。 一般 的 に は 後者 が 和文 タイ ピス ト 
の 作業 能力 の 一 つの 評価 と し て 使わ れる 
総 打 字 数 で す 。 と の 測定 は 一 日 の 作業 量 
( 総 打 字数 ) を 実 動 時 間 で 割っ た も の で 
す 。 参考 まで に 職場 別 の タイ ピス ト の 一 


日 の 総 打 字 数 を あげ る と 次 の よう に こ に なり. 


す 。 い ずれ も を 実 動 時 間 は 7 時 間 で す 。 
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ォ 
官公 庁 タ イ ピ スト 3 ギー 4 干 字 
一 般 企業 タイ ピス ト 4 千 ~ー5 千 字 
軽 印刷 タイ ピス ト 8 千 っ 1 万 字 


た と えば 総 打 字数 が 6 千 字 だ と 、 実 動 
時 間 中 タイ プ す る 時 間 を 約 5 時間 と し て 
計算 する と 10 分 間 に 約 200 字 が 平均 に な 
り ま す 。 と れ は 原稿 内 容 が 単 一 な も の で 
な く 、 数 種 の 活字 を 使用 し た り 作 表 、 数 
表 な ども 含ま れい る と 考え られ る の で 、 
正味 の 打 字 数 だ け で 打てる 原稿 な ら ば 10 
分 間 に 300 字 ぐら い に な る で し ょ う 。 し 
か し 瞬間 速度 な ら ば 350 字 ぐ らい 打 て な 
く て は “いざ 鎌倉 "の と き に は 間に合い 
ませ ん 。 (商工 会 議 所 の 3 級 の 実力 ) 

職場 に よっ て は スピ ー ド を 殺し て も 正 
確 さ や 、 美 し さ を 要求 する と と ろ も あり 
また 逆 に 美 し ざ 、 正 確 さ より も スピ ー ド 
を 要求 する と と ろ も あり ます 。 し か し タ 
イビス ト と し て は どの よう な 場合 で も る 、 
前 述 し た 三 つ の 要素 が ミッ クス され な け 
れ ば な り ま せん 。 


表 5 一 11 タイ ビス ト の 職務 分 析 表 
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「 よ い タ イ ピ スト と は ? 」 


ここ に ある 学者 が 分 析 し た 、 和 文 タ イビス 
ト の 職務 分 析 表 が あり ます 。 そ の な か で 、 タ 
イビス ト の 均 任 、 権 限 の 分 析 例 と し て 、 タ イ 
ビス ト の な すべ き 仕 事 の 目標 を 

① 原 稿 の まま (原稿 の 内 容 を 正しく 伝え ら 
れる よう に ) 印字 する 

⑧ 所 要件 数 を 印字 する 

⑧ 鮮 明 こ よみ や すく 印字 する 

④ 求 あら れ た 期日 まで に し あげ る 
以上 の 4 項目 と し 、 こ れ に た いす る 「 責 任 の 
大 き さ 」 と し て 、 

① 重 要 書類 の 場合 に は 原稿 作成 者 が 点検 す 
る の で 、 や りな お す 場 合 の 損害 (タイ ビス 
ト の 単位 時 間 の 賃 率 X 時 間 お よび 消耗 品 ) 
⑧ 不 十分 を タイ プ す る 費用 (単位 賃 率 X 時 
間 ) 

③⑧ そ れ を よむ も の へ の 迷惑 

④ そ の 書類 を も と に 仕事 を する も の へ 、 手 
待ち を 与え る (あり うる お くれ 時 間 メ 関係 
者 の 単位 時 間 質 率 ) 
の 4 つ を 企業 に あたえ る で あろ う 損 害 の 責任 
度 と し て いる 。 

彼女 た ち が 「 ど の よう な 努力 を する か 」 の 
項目 の 2 7 の うち 、 タ イビス ト の 努力 の 内 容 
と し て は 、 

① も の ご と を 理解 し 、 結 論 を くだ す (原稿 
の な か に は 、 き わ め て よみ に くい も の が あ 


り 、 前 後 の 関係 か ら 、 不 明瞭 な 部 分 の 文字 
や 意味 を 判読 する 場合 に ) 
⑧ 表 現 力 を は た ら か せる (あま り に も わる 
い 文 章 の 場合 に は 、 原 稿 提出 者 に 連絡 の 上 
表現 を あら た め る 場合 ) 
③ 仕 事 の 順序 を か ん が える (書類 の 緊急 度 
を 頭 に お いて 、 お な じ 印 字形 態 の も の を 連 
絡 し て 印字 する ) 
④ 記 憶 を は た ら か せる (原稿 を 読み 、 そ れ 
を 記憶 (こと ど め 、 和 名 単位 、 文 章 単位 で 連続 
的 に 印字 する ) 
⑧ 視 覚 を 集中 し 、 費 密 、 周 到 、 き ちょ うめ 
ん に 仕事 を する (原稿 を 読解 、 印 字 作業 、 
印字 後 の 点検 な た ど 、 作 業 全般 に わた り 特 に 
イィ ) 読み に くい 原稿 を 判読 する 場合 
ロ ) 複写 し た 書類 の 誤っ た 人 箇所 だ け を 消 
す よ うな 場合 
ハ ) 抜 雑 な 野 を ひく 場合 
ニ ) 摩耗 し た 活字 を 見 い だ す 場合 
以上 の 5 項目 に つい て タイ ビス ト の 努力 の 
傾注 を あげ て いる 。 ち な み に 、 他 の 努力 の 項 
目 を 列記 し て みる と 、 計 算 す る (数 える ) ・ 
創意 工夫 を は た ら か す ・ 機 転 を きか す ・ 了 臨機 
応変 の 処置 を と る ・ 論 理 的 な 思考 力 を は た ら 
か せる ・ 総 合 的 な 思考 力 を は た ら か せる ・ 指 
導 力 を は た ら か す ・ 統 卒 力 を は た ら か す ・ 計 
画 力 を は た ら か す ・ 応 対 力 を は た ら か す 等 。 
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4. 和文 タイ ピス ト の 特質 


別表 5 -14 は 「 タ イ ピ スト の 職務 分 析 
の 内 容 」 で す が 、 と の 中 で は スピ ー ド の 
点 で は 「 求 め ら れ た 期間 まで に 仕上 げ る 
と と 」 と いう 表現 が な され て いま す 。 と 
の 期日 ある い は 仕上 が り 時 間 は リミット 
と いう 意味 で 、 そ れ 以 前 に 打上 げ る と と 
が 常識 に な っ て いま す 。 ス ピー ド は 疲労 
と も 関連 し て いる と と で す が 、 し か し 必 
要 な 時 に は 自分 の 実力 を 目 い っ ぱい 出せ 
る 準備 は 必要 で す 。 

以上 タイ ピスト の 有三 つの 要素 に つい て 
触れ まし た が 、 実 は と の 三 つ の 要素 の 中 
(に は と れ か ら の 和文 タイ ピス ト 像 の エッ 
セン ス が 秘め られ て いま す 。 正確 さ は 現 
在 の 情報 化 社会 に お いて は 欠く と と の で 
き な い 要素 、 美 し い 文書 を 作る レイ アウ 
ト セ ンス は 他 の 分 野 に も 応用 で きる 要素 、 
そし て スピ ー ド は 事務 能率 化 を より 進め 
る 要素 で も あり ます 。 と の 三 つ の 要素 は 
いずれ も る 現代 に マッ チ し て いる も の で あ 
る と 同時 に 将来 に お いて も 欠く と と の で 
き ない 要素 で す 。 

数 多い 女性 の 職業 の 中 で 「 文 書 デ ザイ 
ナー」 と いう 名 に 価 い する も の は 和文 タ 
イ ピス ト を 除い て は 考え られ な いと と で 
あり 、 ま た それ だ け に タイ ピス ト 自 身 の 
仕事 に 対す る 心 が ま え や それ に 価 い する 
努力 が 必要 と な り ま す 。 

「 与 えら れ た 原稿 を た だ 打つ 」 と いう 
消極 的 な 考え 方 か ら 「 与 えら れ た 原稿 を 
自分 の 能力 に より 創造 し て いく 」 と いう 
積極 的 な 考え 方 に 変え て いく と と で す 。 


184 


3) タイ ピス ト の 健康 管理 


前 述 し た よう な 要素 を 生か す た め に は 
その 背景 と も な る 健康 管理 と も いこ 
も の で す 。 より 能率 的 に 仕事 を し て いく 
た め に は 機械 の コン ディ ショ ン は も と よ 
り タ イ ピ スト の 健康 も 常に ベス ト な 状態 
(おく と と は 和 常識 で あり 、 ま た 専門 的 技 
術 者 と し て の 義務 と も いえ ます 。 

520 名 の タイ ピス ト を 対象 に 病欠 の 原 
因 を 調査 し た と と ろ 次 の よう な 結果 が で 
て いま す 。 

表 5 一 14 タイ ビス ト の 病欠 の 原因 


まず 一 番 多 い の は 風邪 で これ は 一 般 の 
OL に お いて も 同じ で す 。 和文 タイ ピス 
だ 限っ て の 原因 が ある と すれ ば 比率 の 上 
で は どく わずか で す が 腕 筋肉 の 病気 で し 
25 二 GU(s 必 21 仁 ピス ド SEID 天 8 の 0G モ 
首 や 腕 の よう に 限ら れ た 筋肉 を 多く 使う 
コバ ンク チョコ や (ロアー ビン NAK(GI お 5 所 
る 現象 で 、 体 質 に よっ て は し ょ っ ちゆ う 
痛み を 感じ る 場合 も も あり ます が 、 た い が 
い は 1 2 日 で な お り ま す 。 と の 対策 と 
し て は 職場 に お いて も 休み 時 間 や 仕事 の 
あい 間 に 、 手 首 や 腕 あ る い は 他 の 筋肉 を 


使う よう な 運動 、 た と えば 休憩 時 間 を 利 
用 し 屋外 で ヾ バレーボール を する と か 、 散 
歩 す る と と も よい で し ょ う 。 

次 に 昼休み 以外 の 休憩 時 間 で す が 、 現 
在 で は 全体 の 80 が 休憩 時 間 を 実施 し て 
いま す 。 時間 帯 お よび 時 間 の 長 さ は 各 職 
場 に よっ て 人 違 いま す が 、 長 さ で は 短 か く 
て 10 分 、 長 く て 30 分 ぐら いで す 。 (時間 
帯 に つい て は 別表 を 参照 ) 時 間 帯 と し て 
は 一 日 で 一 番 療 れ が 出る と いわ れる 午後 
3 時 頃 が 中 心 に な っ て いま す 。 

と の タイ ピス ト の 休憩 時 間 の 意味 は 次 
の よう な も の が あり ます 。 

・ タイ プ の 仕事 は 一 連続 昨 業 時 間 が 他 
(に くら べ て 長い の で 、 小 きざみ に 休憩 を 
と る と か えっ て 能率 を 下げ る の で 、 で き 
る だ け 疲 労 の ピー ク 時 に 集中 的 に と っ た 
方 が 効果 が あがる 。 

・ 作業 内 容 肉 体 作業 の 占め る 率 が 高 
く 神経 の 集中 が 要求 され る た め 疲 労 が 激 
し く な る と ミス も 多く な っ て くる 。 

・ 短い 時 間 で も 気分 転換 が 可能 で あり 
タイ ピス ト 同 志 の コ ミュ ニケ ーション に 
も 役立つ 。 

参考 まで に タイ ピス ト の 一 連続 作業 時 
の パー セン テー ジ を あげ る と 次 の よう に 


な っ て いま す 。 
45 分 以内 の 仕事 14 
60 分 以内 の 仕事 32 
100 分 以内 の 仕事 20 
120 分 以内 の 仕事 34 め 


軽 印 業 の よう に 頁 物 が 多い 職場 で は 1 


和文 タイ ビス ト 第 5 章 


時 間 以 上 の 連続 作業 時 間 を 要する 場合 も 
あり ます 。 

休憩 時 間 の 過 し 方 は いろ いろ あり ます 
が 、 で きる だ けり 気分 転換 を する よう 人 心 
が け ま す 。 で きれ ば 休憩 室 は タイ プ 室 と 
は 別に し て 気軽 に 横 に な れる よう な 所 が 
ほし いも の で す 。 昼 休み は 読書 や 編物 も 
良い と 思い ます が それ 以外 の 休憩 時 間 は 
と の よう な と と は や め 、 体 を 少し で も 休 
むように し ます 。 

健康 診断 は 職場 で の 定期 検診 の 他 に 年 
1 回 ぐら い は 自分 で うけ る よう に し た い 
も の で す 。 

自分 が 病欠 する と と で 囲 り の 人 に 迷惑 
か け な い よう な 心がけ は 良い 仕事 を する 
た め の 人 条件 で す 。 


表 5 一 12 午前 ・ 午 後 の 休憩 時 間 


9.00 一 9.10 


の 
10.00 一 10.05 | 5 分 2 
10.00 一 10.10 | 10 分 1 33 


10.00 一 10.15 陸 
の 
の 12.30 一 2 
2.45 一 3.00 | 15 分 
ん 』2.50 一 3.00 | 10 分 


10.00 一 10.30 130 分 
13.00 一 3.10 


10.15 一 10.30 | 15 分 
10.30 一 10.35| 5 分 
10.30 一 10.40 | 10 分 
10.3010.45 | 5 分 
miF 
10.30 一 10.50 | 20 分 
10.30 一 11.00 | 30 分 


10.45 一 11.00 | 15 分 
11.00 一 11.15 | 15 分 
TH1.00 一 11.20 | 20 分 


11.00 一 11.30 | 30 分 
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5。 自営 タイ ピスト 


5. 自営 タイ ピス ト 


前 項 の 和文 タイ ピス ト の 種類 で 触れ た 
タイ ピスト は 、 い ずれ も それ ぞ れ の 職場 
だ 属し 、 社 員 、 あ る い は 職員 と し て 働い 
て いる 人 達 で す 。 と の 他 に 現在 で は 自営 
タイ ビ ピスト と いう 新しい 女性 の 自営 職 と 
し て クロ ー ズ アッ プ さ れ て いま す 。 戦前 
(に お いて も 印 書 を 主体 と し た 自営 タイ ピ 
ト は お り ま し た が 数 少な い 存 在 で し た 。 

し か し 現在 で は 、 年 令 と は 関係 な く 自 
ら の 技能 を 生か し 、 そ れ に よっ て 生活 を 
じ G 行 《 と ど と が で きる 職業 いう で と で 
タイ ビスト を 数 人 も 使用 し 、 簡 単 な 印刷 
や 製本 まで と な す 方 も 多く な っ て き て い 
ES 

また と の 自営 タイ ピス ト の 他 に 、 特 に 
昭和 40 年 頃 か ら 急 激 に 増え た 内 職 、 下 請 
( 軽 印刷 業 ) タイ ピス ト が いて 、 現 在 で 
は 全国 で その 数 が 数 万 人 と も いわ れる は 
KG096 

いずれ の 場合 に も 自分 が 打っ た も の が 
商品 と し て 取引 き さ れ る の で 、 特 に 技術 
ある い は 広い 印刷 知識 が 要求 され ます 。 

つま りら 技能 に より 打っ た も の の 商品 価 
値 が 決ま る と と で 、 い わ ゆ る プロ 意識 を 
持た な けれ ば 長続き は し ませ ん 。 新聞 、 
テレ ビ な どの マス コミ が 興味 本 位 で “ 工 
賃 が 高い 内 職 ”" と いう と と で 取り あげ ら 
れ た た め 、 と れ と いっ た 目的 を 持た ず に 
仕事 を 始め 、 途 中 で や め て し まう 人 も か 
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な り い ます 。 や は り そ と に は 単なる 技能 
だ け で な く 文 字 和 を あっ か う 仕 事 と いう と 
と が ネッ ク に な っ て いま す 。 換言 すれ ば 
それ だ けり 知 的 な 要 素 が 多く 含ま れ て いる 
仕事 だ か ら と も いえ ます 。 
久 自営 タイ ピス ト を 志す 方 へ 

と れ ら 自営 ある い は 内 職 タ イ ピ スト は 
その 中 の 8 割 は か っ て タイ ピス ト と し て 
活躍 し て いた 人 で 、 結 婚 、 出 産 、 育 児 な 

の 理由 か ら 仕 事 を や め た 方 々 で す 。 一 
度 タ イプ ライ ティ ング 技術 を マス ター す 
れ ば 10 年 た っ て も 若干 の 練習 (タイ ピス 
ト 学校 に 再 入学 する 場合 も ある ) で その 
記憶 を 呼び も どす と と が で きる と と ろ が 
大 き な 魅 力 に な っ て いま す 。 ま た 前 述 し 
た よう に だ 他 の 職種 と 異な り 、 と の 分 野 で 
は 経験 が 重要 な パー ト を 占め 、 一 般 会 社 
タイ ビ ピスト に 見 る よう な 年 令 制 限 が な く 
若い 人 で は 20 才 、 ベ テラ ン に な る と 70 才 
や 80 才 の 方 まで 現役 と し て 働い て いる の 
を みて も わか る と 思い ます 。 


写 5 一 8 自営 (内 職 ) タイ ピス ト 


で は 実際 に は どの よう な 経過 を た どっ て 
自営 、 内 職 タ イ ピ スト (に な っ て いる の で し 
ょ うか 。 最 近 で は 軽 印刷 業 の タイ プ 製 版 の 
外注 加工 の 傾向 が 強く な り 、 そ の ト 請 と し 
の 仕事 が 多く な っ て いま す 。 

じ た が っ て 、 タ イド ピス ト 学 校 に いっ て 、 
か っ て 修得 し た 技術 を 再 確認 し 、 ま た 印刷 
知識 と 実務 を 学ぶ た め に 印刷 屋 に 1 年 ぐら 
い 勤 め て か ら 独 立 す る と いう ケー ス が 目 立 
っ て いま す 。 自営 する 以上 、“ 私 は 印 書 打 
ち し か で きま せん "で は 仕事 に な り ま せん 
し 、 相 手 は プロ と し て 見 て いる わけ で すか 
ら そ れ だ 対応 で きる も の が な けれ ば な り ま 
せん 。 清 打ち 、 原 紙 ( ネ が 原紙 も 含む ) 打 
ちの 技術 は すべ て マス ター し て お か な けれ 
ば な り ま せん 。 ま た 文書 の レイ アウ ト 関 
し て も 文集 、 マ ニュ アル 、 新 聞 、 雑 誌 、 チ 
ラ シ な ど タ イプ ライ タ で 印字 可能 な 原稿 の 
ほとん ど が くる と と を 覚悟 し な けれ ば な ら 
な いで し ょ う 。 と の 技術 は 印刷 屋 に 1 年 勤 
め れ ば 理解 で きる よう に な り ま す 。 と の 際 
一 番 大 切な と と は いか に すれ ば 良い 仕事 が 
i で き の の 士 の の コグ] 情 る る G ご で 

また 、 タ イ ピ スト 学校 で 学ぶ 場合 も で き 
れ ば 孔 版 科 、 軽 印刷 科 、 タ イプ 印刷 科 な ど 
が 設置 され て いる と と ろ が よい で し ょ う 。 

職業 訓練 校 の 場合 は いろ いろ と 条件 が あ 
り ま す が ( 和文 タイ ピス ト の 資格 の 項 を 参 
照 ) 、 そ れ に 適合 する 人 は 大 い に 利 用 する 
と と を お すす めし ます 。 特に 始め て タイ プ 
(と 接する 人 に は タイ ピス ト 学 校 の 本 科 、 普 
通 科 が よい で し ょ う 。 


和文 タイ ビス ト 第 5 章 


いろ いろ な タイ プラ イ テ ン グ 技 術 を マ 
スズ み ニー レ た らい まい よび 国営 必 イ ビス ド と 
し て スタ ー ト する わけ で す が 、 そ の 前 に 
あ 2G お きだ いと は 以 I ド の ドウ など と 
ES 
・ 仕事 場 を 家庭 に 置く 場合 は 、 自 分 が 
仕事 に 費 せ る 時 間 が どの くら いあ る か 、 
また その た め の 家 族 の 協力 が 得 ら れる か 
を 考え ま 9j。 

・ アパ ペー ト や 借家 を 仕事 場 に 使う 場合 
は いち お う 大 家 さ ん に 話し を 通し て お く 
と と が 必要 で す 。 特に 夜間 に か か る 仕事 
も あり ます か ら 。 

・ 仕事 の 発注 先 を 確認 する と と も 大 切 
で す 。 機械 を 購入 する 前 に は っ きり と 決 
め て お き 、 そ の 発注 先 の 仕事 内 容 に 合わ 
せ て 活字 な ども 取り 揃え る よう に し ます 。 
・ 健康 に 自信 が な けれ ば 無理 で す 。 家 
庭 の 仕事 と タイ プ の 仕事 と を 両立 させ る 
た め に は や は り 健 康 が 第 一 で す 。 

・ と れ は 適性 と し て いえ る と と で す が 
責任 感 の な い 中 途 半端 な 人 は 向き ませ ん 。 


表 5 一 15 自営 タメ イビス ト の 年 令 
| ig 


9 は 100 名 表 ①-A | 400 名 表 ①-B | 表 の -C 
日 f 自営 2 5 
仙人 唱 縛 成 | の 細 
20 オ ー22 オ 4 補 7 補 4 
23 オ ー25 オ 8 9 ct 
26 オ ー28 12 14 2 
29 オ ー31 9 12 9 
32 オ ー34 オ 1 1 12 = い 
35 オ ー37 オ 15 13 +2 
38 オ ー40 オ 17 18 1 
41 オ ー43 す に 7 +2 
44 オ ー46 才 MM 4 +3 
47 オ ー49 オ 4 1 +3 
50 オ ー52 オ 2 1 了 
53 オ ー55 オ 1 1 0 
56 才 以上 1 1 0 


5。 自営 タメ イビス ト 


B 自営 する た め の 資 金 

何事 を する に も 資本 は 必要 で す が 、 ま 
ず 第 一 に は タイ ピス ト と し て の 技能 、 第 
二 に 独立 資金 で す 。 て の 辺 を 感 違 いし タ 
イプ ライ タ さ え 購 入 す れ ば 自営 タイ ピス 
ト に な る わけ で は な く 、 や は り そ れ な り 
の 心 が ま えと 技能 が 備 っ て いな けれ ば な 
り ませ ん 。 

資金 に つい て は まず 必要 な の が 和文 タ 
イプ ライ タ で す 。 機種 も 様々 あり ます が 
や は りら 組版 用 、 製 版 用 と も 呼ば れ て いる 
太 プ ラテ ン で 20 段 以上 の も の で す 。 もち 
ろ ん 仕 事 に よっ て は 10 段 の も の で も 間 に 
合い ます が 、 前 述 し た よう に どん な 仕事 
が 舞い 込む ひか も し れ な い の で 、 や は り 20 
段 の も の が 良い で し ょ う 。 (統計 で は 約 
9 割 が 使用 し て いま す 。 

機械 に は 盤面 が 一 面 ( 予備 付 ) 付き ま 
す が 、 と の 他 だ 2 面 ぐ らい は 最少 限 必要 
で す 。 平均 的 に は 4 号 、 5 号 、 9 ポ が 主 
で 、 書 体 と し て は 明 朝 体 、 ゴ ジッ ク 体 、 
それ に だ 最近 で は 清 打 ち が 多 く な っ て いる 
の で オフ セッ ト 用 活字 を 揃え る 人 も いま 
59 

次 に 備品 と し て は タイ プ 机 、 タ イプ ラ 
イト が あり ます 。 と れ ら の 必要 品 を 合わ 
せる と 約 30 て 35 万 に な り ま す 。 物価 高 と 
は いえ や は り 大 金 で す 。 現金 で 一 時 払い 
で 購入 する 人 は 別 で す が 、 月 弁 で 購入 す 
る 場合 は 毎月 の 収入 を 考え 無理 の な い 線 
で 購入 する よう に し ます 。 タ イプ ライ タ 
の 購入 つい て は 専 問 家 の 意 見 や 発注 先 の 
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要望 も よく 聞い て お く 必 要 が あり ます 。 
また 、 機 械 の アフ ター サー ビス も を 仕事 
に 大 きく 影響 する と と な の で 慎重 に 業者 
を 選 な と と で す 。 

収入 に つい て は 仕事 量 や 工賃 に よっ て 
も 違い が あり ます が 、 自 営 タ メイ ピス ト の 
場合 は それ に よっ て 生活 する わけ で すか 
ら 最 低 で も 15 万 円 ぐさ らい です 。 内 職 タ イ 
ピス ト の 場合 は 平均 し て 6 万 ぐら い ( 他 
の 手 内 職 に 比べ 約 2 倍 ) で す 。 家計 へ の 
補助 、 余 暇 の 利用 、 マ イ ホ ー ム の 資金 作 
りな どい ろ い ろ 目 的 は ちがい ます が 、 女 
性 に 適し た 寿命 の 長い 技術 と し て 今後 も 
増 々 発展 する 可能 性 が あり ます 。 
注意 だ いこ と 

・ 納期 を 厳守 する と と は 何事 に も いえ 
ます が 、 そ れ を 守る と と に より 仕事 上 の 
信用 が 増し ます 。 

・ 間違い が 少な いと と は タイ ピス ト に 
と っ て は 当り 前 の と と で す が 、 打 っ た も 
の が イコ ー ル 商品 だ と 思え ば 、 よ り 注 意 
が 必要 で す 。 

・ 共同 で 同じ 仕事 を する と と も あり 、 
人 づき 合い も 必要 で す 。 

・ 新しい 商品 知識 は 仕事 の 能率 を 高め 
仕事 の 質 も 向上 し ます 。 

・ 知 的 な 仕事 で ある と と に プラ イド を 
持ち 、 ま た 文字 や レイ アウ ト に 関す る 知 
識 を 常に 吸収 する よう 努力 し ます 。 

・ 同じ 失敗 は 2 度 繰 り 返 を えさ な いよ う 
に し ます 。 ま た 機械 の 管理 に は 気 を くば 
り ます 。 


和文 タイ ピス ト ・ ハ ン ドブ ッ ク 


参 考 交 料 


ェ ーー っ 


和文 タイ ピス ト ハ ンド ブッ ク の 体裁 

@ 判 型 * A 5 判 @ 本 体 雪 * 18 宇 詰 2 段 32 和 人 本 廊 使 用 活字 * 9 ポ ボ オフセット 用 活字 * その 他 
4 号 明 朝 体 * 5 号 ゴ ジッ ク 体 * 9 ボ ゴ ジ ッ ク 体 * 8 ポ 明 朝 体 答 ビッ チャ 本 六 行 間 3.25 字 間 2 
印刷 * タ イブ オフ セッ ト 印 刷 代用 紙 書籍 用 抵 (本 文 ) * ア ー ト 紙 ( カ ペー) * エ ン ボス ( 表 
紙 ) 信組 版 * タ イブ 清 打ち 組 且 鏡 使用 メイ ブリ ボン ャ 水性 但 使 用 数 字 * 9 ボマー1 (本 雪 ) * 
8 ボ C 型 (ノン ブル ) 劉 使 用 版 下 * 清 打 用 紙 人 製本 * 並製 本 人 文字 組版 機 * 和 文 タ イプ ライ タ 
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機構 固定 式 和 文 タ イプ ライ タ 図 解 


・ 下 紙 押 爪 19. 
・ ギヤ カ バー 20. 
フラ テ シ ギ ヤ 1 
・ 縦 タプ ラッ ク 22. 
・ 縦 送 専用 ハン ドル 23. 
・ 横 送 フ リー レバ パー 24. 
・ プラ テン ( 紙 筒 ) 85 
・ 縦 パ ボッ クレ バー 26。 
- 縦 タプ ブレ バー 27. 
- 縦 見 出 ポ イン ター 28. 
- 下 紙 押 29. 
- 上 紙 押 30. 
・ 下 紙 押 回 転 リ ング 31. 
・ 縦 送 ス トッ プ ポ イン ター 32. 
・ 横 タプ スト ッ パ ー 33. 
・ 横 送 ラ ッ ク 上 下 調 節 ネジ 28 
・ キャ レー ジ 取 付 器 35. 
も タン ルン ポレ ク テン ん の カッ 36. 


ジラ 


キャ レー ジレ ー ル 
縦 打 ス トッ プ 

ブラ テン 回 転 制限 器 
ベル ハン マー 

縦 回 転 フ リー レバ ー 
ベル 

前 スケ ー ル 

横 微動 

タイ プ バ パー 
横 バ パッ ク 

7 バツ トド 
縦横 チェ ンジ レバ ー 
活字 受 

ハン キン グロ ッ ト 
縦横 チェ ンジ ャ ー 
横 送 調整 器 

印字 ガイ ド 
縦 タ プレ バー 


37. 
28. 
59. 
40. 
41 . 
42. 
42. 
44. 
45. 
46. 
47. 
48. 
49. 
50. 
51. 
52. 


肢 引 
文字 盤 止 レバ ー 
配列 表 
見 出 ガ ラス 
フレ ー ム レー ル 
フレ ー ム 

2 ツ ョ ショ シグ 4 ガン 代 ド 
見 出 ボ イン ター 
文字 盤 

ユニ バー サル キー 
トレ ー プ ロー ラー 
前 文字 盤 ロ ー ラ ー 
ウジ / 
スペ ー ス レバ ー 
文字 盤 枠 

水平 調節 脚 


機構 移動 式 和文 タイ プラ イタ 図解 


43 42 47 40 39 38 3Z 36 35 34 33 32 3 30 29 
ヽ - へ 中 4 1 ーー 


の リフ に 0 WAN 7Z 


7 2 3 4 5 6 Z 8 9 707772737275 76 


1。 横 マ ー ジ ン フ リー レバ パー 20 ゼン マイ 切換 え レ バー 39. 横 ベ ル 打 ち ス ケー ル 
2 名 ワク 0 アー ボタ レシ 21. 文字 盤 固定 ネジ 40 ララ ジン 

3 横 ポ イン ター 22 縦 ポ イン ター 41. 横 ス ペー スス ケー ル 
4 イン キ パ ッ ド 23 綻 打 始 め 調節 盤 プ レー キ づ め 42 上 紙 押え 

ご タイプ パ ニー 9 ンチ (つま の め 43 下 紙 押え 

6. タ イプ コン トロ ー ラ ー 25. 下 紙 押 え カ バー スケ ー ル 44. 下 紙 押 え リ ング 

7. 機構 ロック 26. 縦 ペ ル 打 ち リ ング 45. 上 紙 押 え レ バー 

8 縦横 変換 レバ ー 27. プラ テン 右 ノ ッ プ 46. 維 送り 変換 レバ パー 

9. フ リー ロッ クボ タン 28 縦 打ち 始め セッ ター 47. ルー ズレ バー ロッ ク 
10. 縦 ス ペー ス ボ タ ン 29. 縦 打ち 始め 調節 盤 48 ブラ テン 左 セ ッ ト レ バー 
1 1. 印字 キー 30. 縦 ス ペー スス ケー ル 49. ルー ズレ バー 
12 文字 盤 ハ ンド ル 31. 縦 問 隔 指示 目盛 50 横 微動 輪 
lo 人 > ウン 2 32 縦 送 り 間隔 変換 レバ ー 5 ライ ンズ ペー サー 

14 文字 盤 33. 横 ス ペー ス ボ タ ン 52 縦 微動 輪 
15 ゼン マイ 巻き 込み レバ ー 34 横 間隔 ダイ ヤル 53. 横 打ち 始め スト ッ パ ー 
16. 水平 調節 脚 35. 横 マ ー ジ ンス ライ ダー 54 文字 盤 ロ ッ ク レ バー 
17. 横 バ ッ ク レ バー 36. 用 紙 う け 55. タプ セッ ト ボ タン 

18 ゼン マイ 巻き 戻し レバ パー 37. 肢 引き 

19. 文字 盤 台 38 印字 ガイ ド 
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当 用 漢 
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( 昭和 21 年 1 月 16 日 内 閣 告 示 ) 


・ 一 画 
に 
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本 0I 請 ボ ラ ベジ 月 以 7 有 le 
・ 三 画 
2 王 119 占 記 が 2| 日 は EES22 
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近 返 邦 医 里 防 余 体 麦 君 


1 9 る 


・ 八 画 


孔 事 亭 京 佳 使 例 侍 供 依 傷 併 価 免 具 典 
到 制 刷 券 刺 刻 効 効 傘 卓 協 非 参 叔 取 受 
周 味 呼 命 和 国 固 坪 垂 夜 奇 奉 価 妹 妻 姉 
始 姓 委 季 学 宗 宮 宙 定 宜 実 宝 居 届 屈 岩 
岸 岳 幸 底 店 府 延 弦 彼 往 征 径 忠 念 怖 性 
公房 所 承 抱 抵 押 抽 拍 拒 拓 拘 抽 招 拝 揚 
拠 拡 放 昇 明 易 昔 服 杯 東 松 板 析 林 枚 果 
枝 枢 欧 殴 歩 武 毒 河 沸 油 治 沼 沿 況 泊 秘 
法 渡 泣 注 泳 炊 炎 炉 版 牧 物 画 的 盲 直 知 
祈 祉 空 突 並 者 肥 肩 肪 育 育 舎 苗 若 苦 英 
攻 茂 茎 表 迫 送 述 対 邪 金 長門 阻 附 雨 青 


・ 九 画 


巻 乗 侯 侵 便 係 促 俊 俗 保 信 冒 完 則 削 前 
勅 勇 帳 南 卸 尾 厚 咲 哀 品 単 型 城 奏 契 類 
姿 威 孤 客 宣 室 封 専 屋 峠 峡 帝 帥 了 ニ 度 建 
弧 待 律 後 色 思 意 急 恒 恨 括 推 拾 持 指 政 
故 叙 施 星 映 春 昨 昭 是 昼 枯 架 柄 基 染 柔 
査 柱 柳 栄 段 泉 洋 洗 津 活 派 海 浄 浅 炭 為 
牲 狩 狭 独 珍 界 畑 疫 発 皆 皇 盆 相 慎 省 看 
砂 研 砕 祖 祝 神 秋 科 補 紺 紀 約 紅 級 県 美 
耐 肺 朋 背 胎 胞 胆 臭 茶 草 荒 荘 虐 要 訂 計 
変 貞 負 赴 軌 軍 迷 追 退 送 逃 逆 郊 郎 重 限 
面 草 音 風 飛 食 首 香 点 


・ 十 画 


修 俳 偽 倉 個 倍 倒 候 借 條 値 倫 修 兼 准 凍 
剖 則 剣 剤 勉 匿 原 員 哲 唆 唐 埋 夏姫 娘 娯 
娠 孫 宮 宰 害 宴 家 容 射 将 展 峰 島 差 師 席 
帯 座 庫 庭 弱 徐 徒 従 恐 恥 恩 恭 息 悦 二 恵 
悩 恋 扇 振 捕 捜 挙 敏 料 旅 既 時 書 騰 朗 校 
株 核 根 格 栽 桃 案 桑 梅 桜 帰 狗 殊 残 殺 季 
流 浦 浪 浮 浴 浸 消 涙 浜 烈 特 珠 班 畔 留 畜 
台 疲 疾病 症 和 益 真 眠 砲 破 祥 秘 租 秩 称 笑 
粉 粋 紋 納 純 紙 紛 素 紡 索 荻 耕 耗 胴 胸 能 
脂 人 脈 致 航 般 茶 華 昌 奏 衰 裏 被 討 訓 旗 
記 財 頁 起 軒 辱 衣 逐 途 通 速 造 連通 郡 配 
酒 針 隊 院 降 陣 除 陥 隻 飲 骨 高 鬼 党 馬 


・ 十 一 画 
偏 停 健 側 偶 偽 剰 副 動 勘 務 唯 唱 商 問 啓 
域 執 培 基 堂 乾 衣 婚 婦 宿 寂 寄 尉 崇 崩 巣 
帳 常 庶 康 唐 張 強 彩 彫 得 患 悼 情 悪 惨 捨 
掃 授 排 掘 掛 採 探 接 控 推 描 掲 教 救 敗 斜 
断 旋 族 望 械 欲 渉 液 涼 激 淡 深 混 清 添 渦 
小 済 括 猟 率 現 球 理 産 略 異 盛 盗 眼 票 系 
移 室 窓 章 笛 符 第 粒 粗 粘 果 細 紳 紹 紺 終 
組 経 習 習 粛 脚 脱 脳 毅 船 菊 菌 菓 菜 着 虚 
術 袋 規 視 訟 訪 設 許 訳 豚 貧 貨 販 貫 責 赦 
軟 転 逮 週 進 逸 部 郭 郵 都 郷 酔 釈 野 閉 階 
陰 陳 陵 陶 陸 隆 険 雪 頂 魚 鳥 麻黄 黒 斎 密 

・ 十 二 画 惜 
傍 偉 備 雲 割 創 勝 募 勤 博 善 喚 豆 喪 喫 圏 
堅 堤 堪 報 場 搭 堕 塁 奥 婚 媒 富 寒 尊 尋 就 
属 帽 幅 幾 廊 廃 弾 復 御 循 悲 惑 情 愉 慌 掌 
提 揚 換 提 揮 援 揺 敢 散 敬 晩 普 景 晴 唱 暑 
暁 替 最 朝 期 棋 本 森 格 植 極 検 静 款 殖 減 
渡 測 港 湖 湯 温 滋 満 湿 湾 無 焦 然 者 焼 党 
獲 番 畳 貴 間 痛 痢 登 短 硝 硫 硬 税 程 音 
健 等 筋 筒 答 策 粧 結 絶 紫 絞 絡 給 統 絵 着 
用 腕 落 葉 葬 傘 衆 街 裁 裂 裕 補 装 覚 訴 診 
詐 認 評 詞 詠 証 象 貯 貴 買 貸 費 質 貨 超越 
距 軸 軽 遂 遇 遊 運 遍 過 道 達 遅 酢 量 鈍 開 
閉 間 陽 隊 階 随 雄 集 雇 項 順 飲 飯 歯 閑 

・ 十 三 画 
傑 催 債 傷 傾 働 僧 勢 勧 嘆 園 塊 六 墓 間 
深 奨 嫁 寝 寛 幕 幹 廉 微 想 束 意 遇 愛 感 慈 
慎 低 戦 損 搬 携 搾 摂 数 新 暇 暖 暗 業 楽 楼 
素 歳 殿 源 準 溶 滅 滑 滞 漢 沙 煙 類 献 疾 
盟 腫 叔 碁 禁 福 福 禅 稚 節 絹 継続 罪 置 回 
群 義 聖 腰 腸 艇 蒸 菩 虜 虎 裏 裸 解 触 試 詩 
詰 話 該 詳 誇 誠 誉 豊 賃 賭 資 賊 跡 跳 践 寺 
温 辞 農 僅 遠 遺 酬 酷 鈴 鉛 鉄鉱 隔 雅 零 軍 
電 預 領 飼 飽 飾 塩 鼓 路 

・ 十 四 画 
像 僚 境 増 黒 礁 和 察 宴 寧 層 彰 微 徳 態 慕 
慢 慣 憎 摘 旗 幕 暦 歴 構 模様 概 歌 滴 漁 漂 


漏 演 漫 衝 獄 疑 碑 磁 種 稲 殺 端 箇 算 管 精 
緑 維 綱 網 綿 緒 練 総 罰 聞 腐 膜 製 複 誌 認 
朱 誘 語 誤 説 読 豪 幅 適 道 酵 酷 酸 銀 銃 銅 
多 銘 銭 開 閥 関 際 障 隠 雌 雑 需 静 領 駆 駅 
髪 魂 鳴 鼻 漆 


・ 十 五 画 


儀 億 劇 勲 器 噴 嘱 墜 墳 審 寮 導 履 沿 弊 影 
徹 慮 還 慶 愛 慎 戯 摩 撤 撮 撲 撃 敵 敷 匠 暴 
標 横 権 歓 着 潜 潤 潮 澄 熟 熱 監 確 稿 穂 容 
窯 箱 範 線 締 緑 編 緩 皿 能 舗 舞 蔵 衝 誕 
課 調 談 請 論 諸 諾 誤 宮 腸 賞 賠 駆 質 賛 趣 
踏 輝 募 遵 邊 選 遺 鋭 鋳 閲 震 霊 養 館 駐 魅 
黙 盤 


・ 十 六 画 


備 凝 壁 壇 壊 奮 嬢 二 憲 情 低 懐 擁 操 整 
等 樹 橋 機 激 濁 濃 燃 燈 獲 獣 積 築 篤 糖 弓 
縛 縫 終 繁 膨 興 薄 薦 薫 楽 融 箱 衡 親 論 許 
謀 賢 頼 輸 避 本 鋼 録 無 錠 錯 錬 隣 隷 頭 
館 新 


・ 十 華 画 


優 優 稀 厳 想 擦 擬 燥 処 層 環 療 礁 縮 績 繊 
翼 聴 覧 謙 講 妊 譜 勝 購 轄 醒 鍛 定 鮮 齢 


・ 十 八 画 


懲 曜 洪 北 瞬 礎 策 簡 織 繕 共 職 臨 落 宰 
観 贈 鎖 鎮 難題 額 顔 類 顕 翻 騎 騒 験 閲 


・ 十 九 画 


瀬 爆 陳 簿 線 臓 識 譜 営 鏡 離 霧 韻 願 倍 触 
間 雇 


< 寺 二 較 


懸 欄 競 籍 議 護 譲 酸 鐘 響 騰 


・ ニ 一 画 


艦 躍 赴 顧 麻 


・ 二 十 二 画 


地 葉 


ei 本 | 男 | 


鑑 
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ぐ 当 用 漢字 補正 案 
(昭和 29 年 3 月 15 日 国語 審 議会 報告 ) 
「 当 用 漢字 か ら け ずる 字 」 
且 丹 但 効 又 唐 堪 奴 穴 悦 騰 洪 類 処 陽 
箇 能 服 虎 調 迅 信 遵 錬 附 隷 領 
「 当 用 漢字 に 加え る 字 」 
亭 俸 倶 僕 厄 堀 壊 皆 尚 戻 披 排 据 朴 杉 
帝 洪 涯 渦 渓 矯 前 釣 斉 竜 泥 汗 
「 字 体 を 改め る 字 」 
ビタ NR 
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多 新 漢字 表 試案 


(昭和 52 年 1 月 21 日 国語 審議 会 報告 ) 


「 追 加 す る 字 」 


厄 仙 回 凸 汁 皿 妄 朴 肌 和 缶 戻 把 艇 尚 披 岬 
泡 泥 慣 肢 斉 亭 垣 挑 挟 洪 洞 甚 供 居 肖 挿 
栓 竜 逝 醒 堀 崎 悠 据 般 涯 渓 蛍 猫 瓶 眺 蛇 
釣 傘 塚 志 扉 棟 渦 隅 雰 嫌 潮 漠 猿 褐 鉢 革 
頑 僕 塾 呈 遮 駄 槽 当 稼 旨 褒 磨 濯 頻 癒 宰 
河 維 笛 


「 削除 する 字 」 


祭 外 奴 且 芋 但 郊 殴 侯 帥 歌 脱 通 畔 付 階 
光 堪 服 癒 廣 嗣 和 銚 尊 調 新 舞 処 隷 溶 跡 
訪 


「 人 名 漢字 表 」 


(昭和 51 年 月 30 日 告示 も 含む ) 

芋 承 乃 之 也 互 攻 赤 享 売 仙 伊 佑 刀 散 医 
独 亀 内 吾 呂 哉 畜 嘉 圭 奈 宏 寅 商 歳 巳 庄 
弘 弥 彦 愉 恒 悠 惣 敦 旭 昌晃 普 智 湯 朋 杉 
樹 桂 桐 梓 構 梨 楠 橘 灰 飲 毅 沙 浩 淳 沙 能 
喚 猪 玲 菊 瑞 瑠 甚 睦 瞳 磨 磯 祐 禄 袖 稔 稼 
紗 絢 綾 深 耶 総 英 凡 艶 英 茜 葵 高 藍 藤 
蘭 虎 蝶 輔 辰 那 郁 西 錦 鎌 阿 隼 靖 須 盤 駒 
船 和 鯛 稚 鹿 鷹 育 斉 
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和文 タイ プラ イタ ー 教 科 書 ・ 実 務 用 品 全 日 本 タイ ピス ト 学 校 協会 連合 会 編 ・ 発 行 ・・・・*・・* 
和文 タイ プラ イタ ー 教 科 書 ・ 普 及 版 品 全日 本 タイ ピス ト 学 校 協会 連合 会 編 ・ 発 行 ・・・・・・ 
和文 タイ プ ・1 ・ 基 礎 編 品 労働 省 職 業 訓練 局 編 ・ 必 用 問題 研究 会 発行 ・・・・・・・ 350 円 
和文 タイ プ ・2 ろ ・ 練 習 問題 労働 省 職 業 訓練 局 編 ・ 必 用 問題 研究 会 発行 ・・・・・・*・ 300 円 
和文 タイ プ 30 ロ 日 ・ 中 村 節 子 著 @ 評 論 社 W・ USROWO い SO 取っ 齋 つ 邊 し ee) 記 Ai(@ 折 @ ・ 650 円 
和文 タイ プラ イタ ー 教 科 書 ・ 林 淳 生 著 人 ⑳ ワ コー イロ ハ 用 ・・・・・・・・・・ ・ 400 円 
和文 タイ プラ イタ ー 教 科 書 ・ 林 淳 生 著 人 ワコー⑳5 0 音 用 ・・・・・ ・・ ・ 400 円 
和文 タイ プラ テラ イター 教科 書 ・ 実 務 用 % 林 淳 生 著 人 ⑳ ワ コー・・・・・・・・・・* ・・ 550 円 
商工 会 議 所 検定 問題 集 1 級 % 日 本 商工 会 議 所 編集 ・ 発 行 ・・・・・・・・・・・・・ 700 円 
商工 会 議 所 検定 問題 集 2 級 史 日 本 商工 会 議 所 編集 ・ 発 行 ・・・・・・・ ・・・・ 700 円 
商工 会 議 所 検定 問題 集 き 級 品 日 本 商工 会 議 所 編集 ・ 発 行 ・・・・・・・・・・・・・ 700 円 
商工 会 議 所 検定 問題 集 4・5 級 思 日 本 商工 会 議 所 編集 ・ 発 行 ・ー・・・・・・・・ 600 円 
和文 タイ プ 初 歩か ら 1 級 ま で 8 竹内 甚 一 ・ 幸 田 成 美 共著 W 金 園 社 人 ⑳・・・・・・・・ 800 円 
和文 ・ 組 版 技術 教科 書 品 一 色 文 臣 閉 ・ タ イプ レス 学院 発行 トー・・・・・・・・ 2000 円 
和文 コン サイ ン ・ タ イプ ライ ティ ング 記 原 沢 春子 著 W 山 海堂 人 び ・・・・・・・・・ 1000 円 
和文 タイ プ の 打ち 方 % 林 武 著 人 W 大 泉 書店 ⑳・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 750 円 
練 習 問題 集 
和文 タイ ピス ト 技 能 検定 試験 シリ ー ズ ( 全 九 冊 ) 8 林 武 編 @ 愛 育 出版 @ 
練習 問題 集 ・ 技 巧 入 ・1・2 級 用 ・・・・・・・・・・・・ ドド に ドド ・・ < 360 円 
練習 問題 集 ・ 技 巧 入 ・3・4 級 用 ・・ OSOU 当 (LO 地 CCUIO 360 円 
練習 問題 集 ・ 速 度 和 騙 ・1・2・3 級 用 ・・・・・・・・・・・ PCECEC 二 0 400 円 
練習 問題 集 ・ 速 度 篇 ・4・5 級 用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 360 円 
練習 問題 集 ・ 判 読 編 ・1・2・3 用 ・・・・・・・ >・・・・・・・・・・・ 300 田 
宣 習 問題 集 ・ 判 読 編 ・4・5 級 用 ・・・・・・・・・・・・・ PICO <・ 200 円 
練習 問題 集 ・ 技 術 常識 編 ・1 2 ・83 用 e (0 二 1 16 1 』 ロ ロ se 360 円 
練習 問題 集 ・ 技 術 常識 編 ・4 ・5 級 用 ・・・・・・・・・・・* ・ ・・・・・ 360 円 
練習 問題 集 ・ 聴 取 健 記 騙 ・1 ・ ク 2 用 ee:Pe:Irei9'eiEe 語 Le) 記 の 基 ) ら (の DL ee 200 円 


記 


日 本 工業 規格 , 印刷 桜 正 記 写 (JIS Z 8208-1965) に よる 。 主 記号 は 単 衝 で 用 いる も の 
も ある が , 佐 用 記号 の 番号 を 添え た も の は , その 番号 の 記号 と 組み 合わ せ て 用 いる 。 


表 2. 併用 記号 お よび その 意味 


番 ら 意 使 用 例 意味 お よび 例 
支 字 , 記号 な 結 の 2 文字 , 記号 な ど を 
LU p 時 2. 12. 5 2 取り 去っ て , あと 
こ は . る 。 rewiye を 詰め る 。 
I ロ ロロ 5 お りか の: 天 謙信 な ど を 
は EK22H[ ey ・ bk 
字 間 に 雪 字 , 抜 ノ 宇 
rs| ロ て し 用 志和 な ど を 入 | 2.4 2.5 放 we あ 2.3| イ キキ | 訂正 を 取り 消す 。 
@ マ 
口 1 軸 し た 
リロ ン O PH | 放 を と を 正 
央 | し くす る 。 
男 不良 の 雪 字 。 
1.5 回 記号 な ど を か > 
| える 。 を 
開 FM 1 仙 き , 上 付 シン my 天 みん ( 明 ) 朝 体 
1.6 きま た は 下 付 ョ 2.61 ヾ ゞ 
BT ほる の ミン | 身 計 
12 革 Fn 隊 DU 当 E2 交 ら 直 Ye 27| MA 
* ・10 一 る っ jnsert * 
ドロロ オト 明る 。 ゴ 5 く を Po ( 例 : 書体 ) 
日 ロロ OH 4 箇 , 行間 な べ 誰 行 oyset | テン チック 休 
1.8 占 回 拘る 2.102.12 め 間 Useless 2.8| ア ン 5 
ロロ で ロロ | を 計ら る 。 に アン ナ | ( 例 : ふ と, フト) 
画 と の 行 へ ぎ か き ポイ ント 
r? 還 加 人 R 人 1 2 8 ( 側 : 8 お ) 
ー の と に 
2 R 1 字 ぶ ん (全角 ) 
re 陽 。 ロ OlWog<gn。 人身 Dew Le 
叶 け を 新しく 起 英 3 全角 の 倍 救 を あら 
山 ) ロ PPH|E*。 」 に 2 倍 わす 。 ( 例 : 3 仁 
PS trSfer ヶ 
廊 字 , 行 な ど Ai 全角 の 分 数 を あら 
112 を 入れ か える 。 0 9 包 が わす 。( 例 : 4 分 ) 
| 眼 夫 回 ( 欧 娘 ) 大 文字 
1.13 行 を つづ ける 。 2 213 了 e ( 例 : TYPE) 
ぐ | ( 欧 女 ) スモ ー ル 
Teewm | は 5 と 
] LHH +9P ( 例 : Tyrg) 
品 回 画 right _」 時 ( 欧 女 ) 小娘 字 
品 1] | ず , 2.15 呈 | 前 Np 
と を 了 す 。 に 5 
]| ウー マン | ( 吹 女 ) ロー マン 
1.6 TL 生 に 昌 ーroeed- 。 216| また は | 体 
こ ター 
( 欧 女 ) 大 婦 3 イタ 、 92 
vo capital 2.17 | また は ク 体 
1 RNNRes た ラ ( 全 : 7ype ee) 
( 吹 文 ) スモ ポー カレ ドリ | ( 欧 六 ) ボー ルド 
1.18 1 ロロ ロロ ロロ | ニル キャ と Small 2.18 | また は ト 人 
ーー 三 に 0 少 に 2 の 5 ーー oc アン ( 例 : Type、 Type) 
( 欧 女 ) イタ 
].19 口 ロロ | リラ タ 体 に す nkW 
る 。 備考 表 2 の な か に 示し て いな い 種 
人 提 bo 類 の 書体 ・ ケ イ な ど を 指定 する 場 
2 に お る ーー ンー 合 に は , 正しい 名 称 を 用 いる 。 
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〔 通 常 郵便 


第 1 種 


る も の 


市 内 特別 
郵便 物 
納 


同一 郵便 区 内 
の み に 発 汗 す 


50 グ 6 まく 
リグ バン EnG。 
I00 グ ラム まで 
250 グ ラム まで 
500 グ ラム まで 
I キ ログ ラム まで 
I キ ログ ラム を こえ 8 
IiB 必 ウラ と に 


| 25 グ ラム まで 
50 グ ラム まで 
50 グ ラム まで 
100 グ ラム まで 


第 4 種 


の 


通常 は が き 
第 2 種 | 往 復 は が き 40 円 
NN 人 、19 ゆ 、 が 0 20 円 
50 グ ラム まで 15 円 
毎月 3 回 以上 発行 の 新聞 紙 | 50 グ ラム を こえ | キロ グラ ム ま で 2 円 
50 グ ラム ご と に 六 
0 毎月 3 回 以上 | 50 グ ラム まで 
第 9 和 | ピ セー | 発行 新聞 
定期 刊行 物 | 上 記 以外 の も の 


50 グ ラム を こえ 50 グ ラム ご と に 


第 3 種 
孝 育 


盲人 用 点字 ・ 録 音 物 


50 グ 2 は 曲 (9 25 円 
50 グ ラム を こえ 50 グ ラム ご と に 


I00 多 まで (に 


現 


金 


| 学 術 刊 行 物 | 100 グ ラム まで ご と に 20 円 
[特殊 取扱 郵便 
種 類 区 別 自 階 料 金 
現 多 損害 要 償 額 10,.000 円 まで 
:) | 10,000 円 を こえ 
(損害 要 償 額 10 万 円 ま で ) 5,000 円 まで ご と に 10 円 増 
書留 陣 | d00 で 
10,000 円 を こえ 


(損害 要 償 額 100 万 円 まで ) 


5,000 円 まで ご と に 2 円 増 


速達 


書 留 


便 物 


上 包 郵 便 物 


200 円 


150 円 


250 グ ラム まで 
| キロ グラ ム ま で 
4 キロ グラ ム ま で 
2 キロ グラ ム ま で 
4 キロ グラ ム ま で 


昭和 51 年 月 25 日 現在 


印刷 物 の 見 本 


タイ プ オ フ セ ッ ト 印 刷 
(ネガ 原紙 打ち ) 


羽 晶 余年 区 じ せ りり @Gd ぐ の 駅 周 つ 民 質 圭 QG 時 ざく 人 剤 知 直 Q く し 輸 畑 dxe 暑 押 


に IN ボ UI 
聡 掲 ひで ゆ 為 選 吉 人 征 9 
来 舞 の つく へ の の 守る や せ 答 S 衝 科 ペ 各 


堂 諾 畑 暫 悪 押 名 kJ の 篤 や amn | つく 
衣 人 公選 興 区 直 し せ 政 掴 加 Q 加 細 喝 箇 補 つり 穴 宮 Q 陸 畑 Q ふ 
倒 ” WG 血 守 せ り ン 愉 生 全 や 生 9 へ 財 地 寺 め 


つい す 皿 起 尋 S 節 視 選 回 現 呈 加 畑 電 年 償 所 KGQ 各 陣 表 や 約 ふ 略 征 9 


J り 宮入 @ 対 器 守 せ 和 0Q この 所 尽 / 装 QA る JJ く の 
や やせ" 詳 豆 蛋 半 押 写 る ふじ せ 叶 ン 還 く で て Nm Kー^ 孤 豆 宣 半 に 据 
(区 弟 ) ふ で wuKー 選 で De” SS い 有 表 上 く 本 冊 り 昭 く 
か ぐし KW 革 じ せ 誰 へ 調和 呈 語 Q 陣 家 つ 昌 来 填 り Q く 
下 穴 や @ 更 W 届 釘 て く つつ 隔 く 放 刷 9 政 療 叶 下馬 つつ し ゼ ^ 
dQ 守 の 貢 提 選 Q 尿 京 仙 5 
〇 陸 豆 講 Q 睡 隔 せり る で っ 中 や ke IO の 人 る 
@ 宮村 区 好 ( 明 選 地 胃 加 ) せり へ ro 人 
⑬ 自警 る に 淫 (多加 ) ふ て で て MKーp 層 刀 仙 講 5 

本 OS 想 馬入 人 り ン | 器 品 せ せ 軸 坦 へ m SS 必 Q 村 
ざさ ツリ 議 豆 講 @ 骨 隙 る 親 仁 装 陳 KA つい りく reQP せ 球 く 
つ 提 Q で P SQ の も や 刷 篤 ” 了 具 ゼ ロ 埋 叶 ( 路 豆 定 日 末 
@ 早 還 据 二 昌 技 唄 放 本 の Qi へ 公 に 思 宮 ら 8 くり 走ら 言 
思 く 人 毛 飲 生 る いく no の 私 SS を 本 5 り G り ざ ぜ ^ 臣 坦 Q 
ぐ 天 征 器 ご 才 る くせ" 」@G 鏡 豆 富 へ AK ト くい く の 敵 誠 民 更 
蘭 せ "ゼル キン て る で 和 On6 正 坦 天 で し 求 りく te の く へ りつ 


RON 
記 


タイ ブフ 印刷 原紙 


手書き 騰 写 板 印刷 


交 只 ( 悪 明生 う 

WW 時 信人 で 覧 ざさ で 交 や 
吉 MU で や QN で 失い 
WNW や " w ツ く 可 マ や 人 き 頑 
っ や SW 冥 軌 SS 公 紙 ヤセ 
交 間 て 忌 拓 王 抽 ) 

授 り 【 品 所 M 台 SS 岩 型 省 
京 寺 人 包 過 人 で / 吾 民 っ は 
炉 向 器 授 掴 全 K 玉 "さそ で ヽ 
っ 豆 りや 選 N や SU 煽 W せ 
いう 細 麗 り せ で 守 w G 
幸夫 損 時 り 項 民 wm 琵 人 監 回 
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タイ プ 依 頼 伝 票 の 見 本 


タ ィ プ 、 印 列 、 複 写 申 込 伝 


係 ( 電 


(時 写 原紙 保 在 No 


規格 、 紙 禄 


定 | 押 到 元 | 


一 叶 的 
存続 的 


オォ オラ フラ モット 印刷 


な へ きど 青き 明 沼 球 下 王 茎 鶏 叶 氏 


大 紙 


2 


(cr 避 還 3O 叶 己 注 貴 器 下 妥 華 


AA3・B4*A4*B5*A5 ハガキ 大 


特殊 サイ ズ 


1 
製 際 写 原 紙 デ ュ ブ ロ 原 | マス ター ペ | タ 
! 和紙 


ー バ ー 1 
! 1 テレ フ ア ッ クス 

ゲス テッ トナ ー| デュ プロ | オフ ェ ッ ト + 

の 32 衣 oseE レン 人 し っ と 


D. A5 純白 ロー ル 


※ 所 要 事 項 ノ 記 入 及 〇 印 ヲ ツケ ル 、 太 給 内 ハ 妨 入 不 机 


34.5kg 本 社 勾 刷 室 
太 1. ※ 印 の 橋 は 、 依 人 峰 課 で 必要 事項 を 記入 、 娘 は 〇 で 陸 ん で 下さ い 「 
2. オフ ェ ツ ト 印 刷 爆 ( 例 イ マル テイ り を ) 、 輪 転職 字 援 ( 例 ゲ ステ ツ ト ナ 
ー) 再 真 族 字 模 ( 全 リコ ピー) 
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| 革 と 半生 


増 王 と 2 号 モ 


た て - た 3 


に ra も うー だ ね 1 本 さ -1 イー 
Ln 


に ゴ 
た つき と を 中 品 殖 思 


べき 


3 


の ます する に です とまれ いさ -「 上 


出 に: いと し に いう 上:- な る 生 に ツ 3 1 
た "3 語 刺 憶 了 最 生き 一 号 王 ば ビン 本 さ 貴 重 互 で 示 宮 補 


全 タ イ 連 教師 資格 認定 申請 書 (申請 者 記入 ) 


申請 回 日 


生年 
人 の 月 日 


(TEL) 


会 員 校 ・ 非 会 員 槍 


自 年 月 
至 年 月 


か 月 剛 座 業 (見 込 ) 


年 か 月 間 古 交 


商工 会 議 所 タイ ビ 敵 文 1 級 ・2 級 | 全 田 タイ ビス ト 学 校 連 | 英文 1 級 ・2 級 | その 他 の 機関 で の 認定 | 英 女 
スト 技能 検定 和 凛 1 級 ・2 級 | 串 タ イビス ト 技 能 施 定 | 和文 1 級 ・2 級 |( )| 和文 


1 級 ・2 級 
1 級 ・2 級 


[ 


大 学 ・ 介 大 ・ 高 校 昭和 卒業 ・ 中 退 ・ 在 学 中 


・ 動 務 中 ) 


会 員 柱 宇 で の タイ 上 会 員 桜 名 
・ 勤 務 中 ) 


プ 教 師 在職 期間 非 会 員 校 名 


連 


教育 実 務 絆 験 学校 名 等 9 ・ 勤 務 中 ) 


学校 名 等 ・ 動 務 中 ) 


mW 年 


教育 研修 受講 全 タ イ 連 研修 


価 の 着 過 頁 
立 価 項目 


) 


身だしなみ 、 服装 、 踊 問 、 化 粧 宇 の 身だしなみ 、 革 集 づか い 、 応 接 マ ナー な ど 、 節 度 と 


中 品位 、 人 が ら 抑制 を 心得 て お りり 教師 に ふさ わし い 品 位 、 人 が ら か どう か 


2. 上 避 に 対す る 


本 度 ト 届 の 指示 に よく 位 い 、 必 要 な 連 、 報 告 等 を 積極 的 に お こ な う か どう か 


司 同僚 に 対す る 


3. 友 度 周 昌 の 人 の 立場 を 理解 尊重 し 、 協 調 的 で 、 同 僚 間 の 信 暫 を を えて いる か どう が か 


4 生徒 に 対す る 親切 で 思い や り が ある か 、 凶 き 娠 い が 少 な く 誰 に も 公平 な 表 度 で 接し て いる 
部 庶 か どう か 


諸星 昌 を よく 守り 、 か げ 日 な た く 職 季 に 専念 し て いる か どう が 


職 偽 お よび これ に 関連 する 専門 的 知 華 を も っ て いる か 、 現 兵 に あま ん じ な い 
で 、 つ ね に 研 き さん に つと め て いる か どう か 


た も まお ここ: の 中 証 ( に) 


自ら 進ん で 仕事 に と りく も 介 欲 が 強い か 、 胡 生 上 に 天 を こら し て いる か どう 1 


られ た 仕事 を 角 後 ま で や り と げ る 努力 を し て いる か 、 約 東 や 時 間 を 守る 


職務 に 関す る 物事 の 本 気 を 正しく 理解 把 提 し 、 通 切 に 判 大 で きる 能力 を も っ 


理解 ・ 判 断 カ 史 iSS が 5 


団 語 和 定 送 の 


生徒 また は 部 下 が 所 定 の 目標 を 乏 成 で きる よう 教 帥 また は 上 上 司 上 し て 、 す で 
09200 | れ た 影 費 力 、 指 導 育 成 カ を も っ て いる か どう か 


| ほ 一 


絶 合 評価 


点 及 び 評 価 ラ ンク 


信 全 国 タ イ ピ スト 学校 連盟 東京 都 渋谷 区 道 元 坂 2-3 一 1 渋谷 駅 前 ビル 窒 03-476 一 4777 
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1o1 


は で は 3 


な WW と 妃 


じ れ 


| 


いこ ーー 宛 ニ ンタ の 


EE ま キ モ た に た に まこ まま -+ ゴー ドル た: コッコ 7 
上 とう 


に に た ト - ぶ に 3 こと コ :O】 
ー バ い 冶 至 注 束 さ ※ の 


2 
全 弧 装 位 生 和 no 109 
亜鉛 oe 50 52 
7 の 3 議 GOBCONGPCEC2G つつ 57 
1 穫 な 18GGOCOGGOGGGOEOGC2DGGOD OL つつい 66 
( 綴 は きこ マ 議 QCC22OCOCCCGUGOCXOCPCECLG つ は DCOGCCE 153 
レク HOAGORHUOOCOUOEPDOGUGODGOCRGDGLKKCC 93 
宛名 印刷 機 | や …rー サ ーーー コビト 」 の の …・… 109 
トト (ミト 36 家 PDCCSOEXOPPCCOC(03 つ 7 つ 0 に OK 140 
NGGSOOGGOPGOCGCOODE2 こ CGC 136 
トド FX 腸 GGOOSOPGOOPCCOGGDE5E CO 140 141 
の 人 と 人 09 訂 づら OCGOPOOCCSO ロ OOOODCKOGGCD 71 
人 ン 2 ンー キン カン 信光 2CCBOCGOGGBPCOPCOSGC ご つこ 107 

〔 イ 〕 
鋳込み 位置 HOLEKTKCKOCPCCCCKPPEPP で で 58 
ン ご 1 時 S 呈 562 ご GOOCGOECOOC こ OCGGOOGE ど に 171 
の 2OCL JoG ら DOCKSSO3EatooO 59 
3[( 合 交 且 2S2223215 つ ZOO の Co の PB 計 2 
依頼 伝票 HOODOLKCCCLIOPCIPLK つ PP と て 2 本 HI22 
いろ は 順 文 字 配 列 oe……ー…… 19 48 
印字 HOOOKUOPOCPKOCCLLPIPCC に CPPCEKYr PP 83 
印字 ガイ ドド 76 78 79 
印字 キー OOKJDCY OLKNP OK プア 74 76 
に 2. 議 COPOORGGCOEG こつ CLCC5 こ っ 74 
印 務 の 人 6 114 
は 40 RGOGGENGYYGBEKYOGCGGOSCCBEC で いで つど 72 
印字 面積 CCCUCKICOONIODLOYOPKAKXCOOPIO 66 
383COEOOGOCE2EPGCOPL2CYGBS ご 5 76 
印刷 HOOOOOCOLLEILIOOUPCCCICOOLLOD 125 126 127 
比 : 拉 OCGGOUOCXO い UGCLKXOOODLCOCCPPOLX CE つこ こつ 63 
本人 識 22DGCOOGOGO い つつ GPC 62 73 

記 グ 9 
内 校 COO CCUODCOEKDOKKXC つ PP 122 
打ち 返 え | 還 GOOOOGOCYOK2ODOGOOE EPC 138 


る 208 


親 ち 始め ロロ ドド ドド ーー 83 
7 cy が ア 4 議 TOD72ODNGOSODOCCOOECOOOOOOLOOCC ロ 82 
人 間 交 本 つつ OS2D.OCOGCOELO2OCCO つ どい つつ 58 
2 ンジ へい 王 記 COOOOPPOECOO こ 2 80 87 


上 紙 押 え ( 上 部 スケ ー ル ) … 80 87 11l 


(EE 着 
18 KM り 展 : 人 / 則 ンス 人 ン 2: 位 康 COOOCOOLLPODOCUL 18 21 
回 側用人 ジ 2 主 の iRasee 86 
円 筒 収容 方 式 ( ドラ ム 式 ) COOOOPIDETOL 34 

[ オ 〕 
大 型 活字 用 タイ プラ イ タート ドド ーー 50) 
RSEK2JDUDEGGORDDOECGCOODD CO 18 
扇形 ギャ ーー で の … ド の ドド ーー ドー……・ 43 
往復 文書 OOOOCLONNKOUKOKKKX WC 71 
4 ドジ 4 人 に だい ウ / 間 層 OBCBPGPOOGGOE ら CO 118 
オフ セッ ト 印 刷 DEODOOCC OO 109 142 
オフ セッ ト 用 活字 OOOOCOCOICCLOOCCDOLIP 53 
凹 版 印刷 OYK CCOOCILUOXOK ス OOCTCKOK に いつ に 126 
欧文 類書 体 見 本 OCPLKOYCROKUPCIC CK 55 
欧文 楓 921313 (596 eieae aleieieVieiesie sosjaietiseivisieoio 46 
UE ウ 3 と 3 GOOOPCEG22C OCGOGBGL に ららら 49 

し カ 〕 
回 に 2 還 まつ CTCGDOIPDGNGELECUCKG2GCGG つ CO つつ 70 
eS も 3D0OGOPYOCC32OGOCCPD5GGoE GO 153 
架構 部 DOKXOOKAKJOOCYYCYCIOPR7CCXOPOPCK OCT 38 
飾 野 活 字 lste1eief761970iS7e 91971ore zi3.SIvSas+ プ IPNGGiZ6'2 こ ちい 55 
件  COOCGGOtaCOCHGBCOOGOI 5 GO 147 
20DDCUGO ロ OECDGOrH23O ら Oo 45 
活字 直視 式 9e%1eTeleieeiee7e:ezas 519WWL6. で ee Ge 34 
ンー は 2 定 Gt32CCGGRG2CPCC に の 72 
9223PBZ32O0C2DOGGECEACCDECGOOPOC つ 52 56 
華文 打 字 機 ee で ole7g:6a も る jfe seiaTeie jie ie ie sas っ 10 
カー ボン 紙 ・……………… 65 82 103 112 


カー ボン リボ ンー ・…‥ ド ドド ドド ドド …・… ド ーーー 67 
7 区 BBOGCEPCCCC こ CGC 144 
ガイ ド 寸 法 RODODCOCPPECOLKLSCKPCOCOCCCKLCLL 67 
楽 議 活 字 tio 6 
ガラ ス 権 ーー ドー ンー 67 
3 
機械 の 水平 ーーー 72S 
機械 の 手 内 入れ ドド ーー ド ーー ドー…… 79 
機械 抄 き COPDOPCLPLPPCPLYYOPDOOCCLCOUPLCELIOD 65 
規格 用 紙 ・… バ ーーー ンー 65 
機構 固定 基 …… の の tieti…… 45 47 87 
機構 移動 式 POCOOOCCCCCCCEKYLCUCCDCCCCCLCL 36 
機構 部 ーー ンー ンー 38 
起 征 者 ーーー 71 121 
キャ レー ジー …ー… ド ドド ドド oo ドド ーー 38 39 
曲面 活 守 ドド ーーー ドー 50 
教科 書体 … ド ee ee 53 
教室 型 レ イア ウト 。ー…ー… ド ーーー 118 
清 打ち CPUPOPPCOLCCPCPPCECCPLPIPKCEOICIODLEOLLEE 109 
清 打ち 用 紙 …… ド ーー 67 112 
清 打 用 修正 液 …… ド ーー 67 
清 則 0 ーー ドド ドー 154 
骨 音 設備 ーー ドド ーー 119 120 
の の / ル 00COEEPEEPEEECEECEEECEEEEEEEEEEEEED 120 
吸音 マッ ト < て oooeoeeeeeneeenoennoeoerrn 120 
キー レバ ベー キャ ッ プ ダー ドド ドド ーー 62 
行頭 …… ド ーーー 78 93 
行間 隔 で (で つ [ 上 上 errot… 76 77 107 
隊 ク 凡 
クッ ショ ン ペ ー フ スー の meme 6 
組 活字 ii 58 
グラ ビ ピア 印刷 で の Go に に 126 
クリ ー ナ ー 液 POCPODCCDLCCLDCCPDCPUDCDCCLCLL 7 の 


索 引 


に 6 う 
野 旨 101 102 
野 引 き ロ ー ラ ーー ーー ドド ーーー 101 102 
軽 印刷 …(…ー… ド ドー ドド に ーー ツー 109 
軽 印 刷 科 ドド ooo 171 
懇 約 書 ドド ドド に に に に に で の 71 
原紙 用 修正 液 "ドド ーー 67 
原紙 打ち ドド ee ドー 63 67 111 
原紙 つき ミ くに に 66 
原 す に oo 154 
原 積 馬 oo 96 
原稿 全 シ ャ ラ ト で で で で の で の に に em 36 
健康 管理 で で 〇 で で の rr の re の の 119 185 
件 名 で … ド の の 93 96 

し コ 〕 
硬質 活字 ECDPPCPPDOPPDCIOPDCCPKXYCPPCCCLEIOPLLLD 50 
交差 スク リー シレ < の rme 140 
交 線 スク リー シン < oooeeeenrnrtr 140 
松下 で ーー ドー 122 
枝 正 台 で ーー mrnrnrnn 68 
校正 用 原紙 PPPPCPCCPPDODCCLCCCCCPPDOPDCCCKLDD 66 
小型 タイ プラ イタ ーー ドド ドー 28 89 
小型 タイ プ 配 列表 ……… の ドー 48 
小 境 文字 秀 28 
孔 版 印 届 oo 127 
上 ーー 171 
コン タク トス クリ ー ン シレ で の の の mooo 140 
人 70 
ゴジ ッ ク 体 で oe eeeeeereemrmm 53 
rt 121 
50 音 順 文 字 配 列 ーー ドー ドー 48 
8 日 BOOCEEEPHPCECPEEEEEEEECEEECEEEECEEED 142 

〔 サ 〕 
索 字 距離 ……ー パ ーー 49 
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探 人 で の ドド ドド ドド ドド ドー 72 120 
索 字 ガイ ドド 45 
ミト に ロニ 粒 GBGPGCE、 つ GOCC ま つつ つこ 2 プ CGU 56 
EZ コレ DP あー ロン 人 0 ン 2) つ つつ フン ーーー バ の 84 
32GOGBCCOEGOOCGOGCCGGC つ つこ つつ CO つこ 101 
作業 スペ ー ス ーー ドド ドド ドド ーーー 118 
三 様 鐵 引 DPOCCOLCODPCCPCECPCCOCDPPDCOPDCCECCL 101 
酸化 被膜 OODCDOPPCCPPPPPPPPPPPPPCPPCPCCPPP 57 
科 20 
ジア ゾ 式 複写 機 DOCOCCCCPPPCOPCPCPOLPCEC に に 109 
事務 文書 … バ ーー 91 93 
CL 型 タイ プラ イタ …… ド ホー: レジ ーーー…ー…ー 21 
自営 タス イ ピ スト ニー …ーー ド ドド … ド ドド ドド ドド ーー 186 
字 問 隔 …… ド ドー ドド ーー 75 77 97 
社外 文書 DOOOCCCPPCPPPPPPPLOPCDPCOC に CCC に に 71 
紙 型 鉛 版 … の 人 ………ー ド ーーー…… 126 
身体 障害 職業 訓練 校 ーー 121 
下 紙 押 え リ ング ココ ーーー ドー ドー ドー 80 
下 紙 押え (下部 スケ ー ル ) … 80 87 in 
字 切 れ tl ぐ iliq ズ n ド ドド ドド ーーー 57 
字 ス キー ドー ドド ドド ドド ドー 114 
字詰め DOCDCDCCPCCKPCPEPPPPPPPPPPPPPEEPPPPPPLPI 97 
は 2 つり に 1 入 CGCDGCOCGDOGC2EOEOBCOGGCCRYSECG OO 114 
02!20ECGOEGHGOGPOE こ にこにこ ピコピコ 72 121 
島田 式 電動 タイ プラ イタ HOCOPPCPDCCEKKE さ だ 22 
島田 選 之 吉 Greeeeee…ーーーーー… 292 
C.L. ショー ルズ ダ ーー ドド ーー ド ーーー 10 
有人 者 95 
使用 頻度 RCCPCPDPPOPPOPPCPCPPCPPCCCKCCDLLKKLY 57 
照明 ーー ドド ドド ーーー ドー 7 の 2 滑 員 2 の 1 
受信 者 ………… の li つ や で l つ i ヲ ジ Z 字 ド ーーーーーー 96 
08 ご COCOCCOCGO DGG2GC つ DGG3GCk コ っ 00 135 
所 要 央 度 …… 上 ーーーーーーーーーーー 120 
常用 漢字 HOOCDPCPCCKIOCPCPCPCPCCCLP に CC に に CC い に 49 
職業 訓練 指導 員 試 験 ・……………ー…… 175 
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3 た 2 人 議 22 コ GO28 つ DOG プ こつ 158 
職業 訓練 校 や 心 ーー ドー 170 171 
EE ジー 二 3 つ 03535OGB322OL ジン 02GCCC こ oO 39 
の 22 PCEBGCCGOECGOPBEGBOEG3CC3DCEGOED 71 
写真 丁字 機 に ドド ーー ドーー… ロロ 記 IBA 
3 772 B3GGGGBGGO32235GRGO5 8586 は oOCoG6c 140 
0 6 
消 震 呈 ワー 61 
に gt つ OZOCPGOOCG に OO 117 
3 222EHGPGDCPCOCCOODPOCOOODCC 67 68 
新 甲 号 タ イプ ライ ター te………… 21 
[計測 
2KSE 抽 委 肢 に ニン ーー 36 72 113 
SB OCGC2OSGGGEDGOGE と Pe つ 0 つつ 67 
3 ルミ トー ツ ル CE 55 
2 人 ポン イボ グ に ーー ベー 21 
SGOG GO ココ 18 19 
レシ の / に ー- ツ 2 届 計 1 記 CG6G2BG22 コ ココ CC 140 
ジー アジ ロン 2 計 G302 に に は 41 
( 褒 攻 市 
UIZ S COCOEHDGO2G コ Oc づつ [44 計 5 
RM 仙 002H 有 ニク ジン の 1 且 2 この 21 
に PCGG2GGOCCEGCG つ CC に CC 1 
2 こうら 333GDDOE つ PC 12 
| GPCOGG2O コ OoOrODQGOHOJOGPG3CGGECE コ 2 68 
1 り 3| 天 22EPCOGSEOCe つ 323 つつい 2 つつ CO 63 
専修 職業 宮 練 校 ドド ーーー… 171 
(HCLBEPGOGGCCGDC2 ご 2323CG925HO: お 2 171 
に :f GOGOO2GGOCGOGOFPPDG5CPEECGOEOCEO 16 
の ビブ 1 CCG208G52 つ 35D28 コ JO2 つ いつ 3 つ CC 122 
の HPESTEEE OECD CC つ 2 173 
6 た UTE 2 ご CC つつ 2 つつ 174 
レイ ララ ムジ ポッ リン バー。 細 GOGSECDCO8OE 0 コ CO 23 
EZ2 ピ ポン 人 謗 PE に GCC に GO 43 


2 

の 家人 CEK2OCNDCHPCOOOODOGCOCCKCOHCHHOOLNK 68 
は の ば 本 CEESGGOEECCEECEEHEEOIEHID 119 

ii 56 
宮 乾 性 67 

〔 多 〕 

タイ トペ パック omori 147 
タイ ピス ト 学 校 で の omoroe mmm 170 171 
タイ プイ ン キ ーー で で の eeemefm 80 99 
タイ プ 印 届 ドド omo 144 
タイ プ オ フ セ ッ ト 印 刷 …" ぐ で Co の 130 
タ イ 05 istB) な 16aW:Weaifveieet@、e(a15 51 53 57 
タイ プ 教 師 資格 認定 … で ooo の 175 
タイ プ 孔 版 印刷 …… ド mm 128 
cx 24 の レイ 7 ウド ono0oxcctx2o09 118 121 
タイ プ 事 務 で eeeoeoremereerrrrrri 70 
タイ プ 製 版 …… の immrrrri 132 
タイ 2 に 一 elaigie efaie 演 Ye 人 givet21967&c6e 38 76 89 
タイ プ ビ ピッ チー ーーooemernrnr 35 45 
タイ プ 用 紙 で … ド rm 117 
タイ プラ イ テ ィ ング …… COO 69 
タ イ プ 机 PE まま ささ ます まま 67 7 め 
タイ プ 用 脇 机 …… の rr 68 
タイ プ 用 ライ トー … emiremeommrmrrnr 68 72 
イヴ リシン ター ロロ ジジ 24 
台 : PIPEPPCUCOPKCDCCCCDOCCLOLRROLRLROROLES ま まま 66 
タイ プ 原 紙 で "ーー 66.Hl 
対面 型 レ イキ テ ウト ー mmmmrmrnrrrri 118 
多段 変換 ドーeeereoereoereernorrrrn 45 
打 字 電動 式 … で oeemoeerrerrrrrrrrr 45 
縦 打 ち 文 午 ーー 96 
縦 送 り 9 装置 ーーー 41 42 
縦 間隔 レ ベー ーー PT 83 86 
縦 ボ ッ ク レ パー 39 
縦 選 平価 活字 mr 56 


索 引 


縦 打ち 始め 調節 盤 セ ッ タ ー ………… 78 83 
終 ベ ル 打 ちり ング 79 
縦 ・ 横 打ち 終り ーー 79 
縦 ・ 横 スペ ー ス ニー "emem 84 
縦横 変換 レバ パー …… の il 24 77 83 86 
1 は 条 EEGEEEECCEDEEECOEHIEERECCEEEEEEEEE 117 
タプ クリ アー ボタ ンー で で orerererrn 78 
タブ セッ ト ボ タン < で ror 78 
タブ プレ ター ・‥ で で の 76 86 105 
単線 ロー ラー "omerrmererrerrrrrrrre 101 
単 胴 式 輸 転 騰 写 機 … erroreoerrtn 129 
〔 チ 〕) 
チー フタ イ ビ ピス トー ・ "rorerrererererrrrrrrrn 119 
鋳造 機 PO OPCOOCOCDCNGOLOCNOOILOKIO 57 
連 蔵 活字 POOPOOTPO つ OCRUCGUIODLILNO2 48 
上 貯蔵 ケー スー で mri 59 
注油 KCOOCLOUODLRKAOLNNKYOLILO 114 115 
調節 盤 生生 CLOCKOLRLDULNKK LO 39 
計 
定 学 型 シ イア ウト oemoo で ロロ oo 119 
ん の 当り 較 ECOCCCCOCOOOOCOULHLLKKKKLLELLDLL 146 
手書き 用 原紙 …… ド ドジ 66 
点線 用 ロー ラー LPCO11 つ CH に 1 101 
電動 和文 タイ プラ イタ の roo TI の 28 
トホホ] 
東芝 タイ プラ イ ター EEPCCCCCCDCDCCILLKS 24 
透明 テー ブー ドド TP 68 
騰 写 印刷 …… ド ド ero 109 127 129 
騰 写 印刷 機 ーーioimomrnnr 129 
東和 タイ プラ イタ ー の remrrmrrnrri 23 
特 人 ii 91 
西 版 印 ドド ーーー 126 
トレ ー ヴ ブレ ーー ルー "oeoeennrrrrrm 38 


索 引 


ミン 位 CHOGGO2GGGOCBHGAGGGOEOO Dc ば し 48 
当 用 漢字 外 漢 字 上 ………… ド ーー… 48 
Ps 隊 き ン な の 4 に GEPOA ま GO いら 5 し 45 
1 本 く 入 の 2 紀 COL に KT TKY の エト スー 139 
1 二 と < 本 つ OOLB2 つ OCGCG つ つこ 135 
(市 
内 容 証明 COCODOCUDLLLCCPCCCDCCPCCKCCPPC 99 
2 有 め RDOEGGOPOCGdCOOGOCKR3 YK に ココ ユメ つ ロー 146 
SGOULOOCSICIOGCO ピ LPC CO し 146 
BETACCGOCHOGCGGGGCGCCCEOOJCCO 50 
【 ニ 
TEOCGCECEECCGLCG2 2 つっ GEEK つこ いつ 121 
日 商 和 文 タ イプ 検定 試験 DOUGDLKXY つ CC 173 
2 胴 式 輪転 騰 写 機 COCOCGDCCYYYLC や に 175 
2 アン 0 ンー= 生 ら ご つ こ こ う つ JG つ O に O こ つ 129 
日 本 書 字 機 商会 CKLOCY つ DKCLLECLKJEK た 1 つた CO 156 
上 日経 タイ プラ イタ ーー ・…t ト バ ー ド ーー 23 
日 輪 タ イプ ライ ター ーー ドー…ーー……ー 24 
〔 ネ 〕 
ネガ 原紙 ……①… l 宅 反 ーー ドド ーー ドー 132 
ポカ ガリ ブイ レス 齋 0 66 
ネリ ゴリ の の で ロー ババ (ーー ドド ーーー・ 67 
ね らい 打ち ニー" 上 ーーー 108 
導 害 
ハガキ 印刷 で で ドド ドド ドド ーー…ー 97 
発信 者 名 上 の 和 ー…ーー ド ーー ドー ドー 93 
発信 年 月 日 ドド ーー 93 
バッ クレ ベー ドド ーー 84 86 
と COOOOOPCDPCODOOCCCCCOCCOCDCPOPCP PP 63 
EE 活写 56 
2) コニー 衣 COOODOCG こ OoDCCEPG つ CGC 58 
六 2 計 へ GOGCSGGOGGO つ CC この に けつ CHE ここ に つっ フー 127 


版 胴 OOOOKNINIIKEEIYECRIEEYKLLEPD 128 142 
の ペペ ジー ンー 38OOOOCGCG つ CC つつ COCO こ いら つい ここ 45 
万 能 型 タイ プラ イ タ DODOKOOIOXLROLKJCROLK FL 84 
IEHWESC 舞 2GCODCOOOCOCECGOOG コ COC つ CO つこ 49 
し ヒ 〕 
上 表 動 板 ( 排 動 板 )…… パ バーーー…ー…ー 42 
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